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『学生便覧』について

１．この『学生便覧』は、平成 22 年度入学生を対象に、修学上の基本事項、　

大学の諸規程、各学部の履修規程等を記載したものです。

２．平成 22 年度入学生は、卒業するまでこの『学生便覧』に従って履修等を

行わなければなりませんので、大切に保管してください。
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　　Ⅰ　授業・試験・成績等に関する基本事項

１　大学生活はキャンパス・ネットワーキング・サービス（YINS-CNS）から

本学では、学生へのお知らせ、休講、時間割変更、各種行事案内等の連絡はすべてキャンパス・ネッ

トワーキング・サービス（YINS-CNS）により伝達しますので、必ず、毎日 YINS-CNS を見る習慣をつ

けてください。YINS-CNS を見ていなかったために、授業の履修や成績、経済的なことなどに関して不

利益が生じた場合も、すべて学生個人の責任となります。

YINS-CNS は、情報処理教室、学内オープンスペース端末及びインターネットに接続されたパソコン

等から見ることができます。

YINS-CNS　https：//cns.yamanashi.ac.jp/

２　学期について

　①　１年は前期と後期の２つに分かれています。

　　　　前期：４月１日～９月 30 日　　　後期：10 月１日～３月 31 日

　②　授業は、学期ごとに完結し、各学期の末に総括評価（試験等）を実施し、成績評価及び単位認定

を行います。

 （ただし、医学部の専門科目には、通年の授業科目もあり、その場合は、授業担当教員の定めた

日程により試験等を実施します。）

　③　授業は学期ごとに、原則 15 週（試験等を含む。）行います。

　④　履修登録は、年２回、前期及び後期の始めに行います。

　⑤　１年間のながれ

３　単位について

　卒業するためには、所定の修業年限を満たすとともに、以下の定められた時間を学修し、試験等に合

格して得られる単位数が学部・課程・学科の定めた単位数を満たす必要があります。

　授業の時間数と単位数については、次のとおり定められています。

　 ①　講義・演習………………15 時間から 30 時間の授業で１単位

　 ②　実験・実習・実技………30 時間から 45 時間の授業で１単位

　さらに、学修の時間数と単位数については、大学設置基準第 21 条及び本学の学則第 24 条において、

１単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に

応じ、授業時間外に必要な学修等を考慮して定めています。

　具体的には、１単位を取得するためには

　　①　講義・演習科目……………15 時間の授業＋ 30 時間の授業時間外学修

　　②　 〃  　　〃　 ……………30 時間の授業＋ 15 時間の授業時間外学修

　　③　実験・実習・実技科目……30 時間の授業＋ 15 時間の授業時間外学修

が要求されることになります。これらのことを理解し、しっかり勉学に励んでください。
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４　授業に関する基本事項

　⑴　授業時間

　（注）上記によらない特別の時限の時間は授業時間割表に掲載。

　⑵　授業時間割表

授業時間割表は、学部、学科、課程（専修、コース）ごとに作成し、各年度はじめのガイダンス時

に配付します。

　⑶　シラバス

各授業科目の目的、概要、授業方法、成績評価の方法、教科書、授業計画についての情報は、本学

のホームページに「電子シラバス」として掲載されていますので各自で確認の上、授業を申告・履修

すること。　　電子シラバス　http://syllabus.yamanashi.ac.jp/

　⑷　欠席の取扱い

　○　全学共通教育科目の授業・総括評価（試験等）における欠席の取扱い

　　①　授業の欠席

学生は別表の左欄に掲げる理由により授業を欠席する場合は、同表右欄に掲げる所定の手続きを

行うこと。これにより、欠席した日数は授業の開講日数（分母）にカウントされません。

ただし、授業担当教員が、受講生の欠席の期間が長期に渡るため当該授業科目の履修が不可能と

判断したときは、この限りではありません。

　　②　試験の欠席

受験資格を有している学生が別表左欄に掲げる理由により試験を欠席する場合は、別表右欄に掲

げる所定の手続きを行うこと。これにより、代替の試験又はレポート等による結果、あるいは出席

状況等による評価を行い、これをもって試験に代えることがあります。授業担当教員から試験の取

り扱いに関する指示を受けてください。

時　　限

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

時　　　間

　８：４５～１０：１５

１０：３０～１２：００

（昼　休　み）

１３：００～１４：３０

１４：４５～１６：１５

１６：３０～１８：００

１８：１５～１９：４５
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　　別表 

（＊ 1）教育実習には、教員免許状の取得を卒業要件としない課程・コースに在籍する学生が任意に行う教育実習

も含まれる。

（＊２）上記表中課外活動において、集中講義、学外での実習等は対象外とする。

（＊３）就職活動による授業の欠席は認められません。ただし、試験等については、卒業予定年次に当たる者で、

当該科目の単位が卒業に不可欠であり、かつ、採用試験・面接等の日程を明示する当該企業等からの通知のコ

ピー等就職活動の事実を証明する書類を提出した者に限っては、代替の試験又はレポート等による結果等によ

り総括評価に代えることがあります。

欠　席　理　由

病気（感染症を除く）、けが

  

親族（父母、兄弟姉妹、祖父母）の葬儀

災害又は交通機関の途絶（ストライキ又は事故によ

るもの）

集中講義、大学の授業科目として行われる実習（教

育実習、介護実習、学外での調査・見学等）（＊１）

課外活動（＊２）

（公式戦等に出場する場合、又は大学の行事に参加

する場合等）

１ 公式戦等

⑴　本学又は部局等が構成員である組織において実

　施されるスポーツ大会等に参加する場合

　　例）関東甲信越大学体育大会

　　　　東日本医科学生総合体育大会

　　　　全日本医科学生総合体育大会

⑵　国又は地方公共団体等からの依頼によりスポー

　ツ大会等に参加する場合

　　例）国民体育大会　オリンピック

２ 各種コンクール等　

３ 大学行事

⑴　学年暦における行事において、何らかの役割を

　持って参加する場合

　　例）大学祭実行委員会委員の大学祭準備

⑵　その他、大学又は学部が主催する行事等に、　

　何らかの役割を持って参加する場合

その他就職活動等授業担当教員が相当と認める理由

（＊３）

感染症（学校保健法で定められている伝染病）の場

合

所　定　の　手　続

授業担当教員あて、所定の欠席届に医師の診断書（コ

ピーでも可）を添付して提出（代理の者の提出可）

授業担当教員あて、所定の欠席届に訃報のコピー等

を添付して提出

授業担当教員あて、所定の欠席届に災害等の発生を

証明する書類（駅発行の遅延証明書や新聞のコピー等）

を添付して提出

授業担当教員あて、所定の欠席届に講座主任若しく

は指導教員又は当該集中講義等担当教員の署名捺印

を受けたものを提出

授業担当教員あて、所定の欠席届に顧問教員又は副

学長の承認書（コピーで可）を添付して提出

（公式戦等、大学行事において左記の(例)以外及び各

種コンクール等で判断がつかない場合は、教学支援

部教務課に相談すること。）

授業担当教員あて、所定の欠席届に欠席理由を証明

する書類を添付して提出

保健管理センター又は学生支援課へ「診断書」を提出。

学長が出席停止を命じたときは、学長（保健管理セ

ンター）がこの旨を各授業担当教員へ連絡する。
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	 ○　専門科目の授業・総括評価（試験等）における欠席の取扱い

　教育人間科学部においては、以下を除き「全学共通教育科目の授業及び試験等における欠席の取り

扱い」と同様に扱います。

　欠席理由集中講義による欠席は、相当な理由によるものとは認められない。

　医学部においては、学生が相当な理由により授業及び試験等を欠席する場合は、事情を考慮の上、

当該学生にとって不利益とならないよう配慮し当該授業担当教員が判断をします。

　工学部においては、学生が妥当な理由により授業及び試験等を欠席する場合には、事情を考慮の上、

当該学生にとって不利益とならないように配慮し、当該授業担当教員が判断します。

　なお、その場合でも工学部履修規程等は遵守されなければならない。また、集中講義、学外での実

習等においては、課外活動は上記の妥当な理由とはならないので注意すること。

　欠席の取扱いが考慮される例：

　　学会発表、全国大会レベル以上の各種競技会出場、公的機関による各種会合への出席

	 ⑸　気象警報発令及び交通機関途絶等に伴う授業等の措置について

	 　①　気象警報	

　　山梨県下に暴風警報、大雨警報、大雪警報が発令され、学生の登校、下校に際し危険を回避する

ため休講措置を講じた場合には、報道機関、YINS－CNS 等によりこの旨を学生にお知らせします。

　　また、試験等が中止された場合には、当該日の試験等の日程を速やかに定め、学生にお知らせし

ます。

　②　公共交通機関途絶	

　　公共交通機関の途絶（スト、事故等）により、授業（試験等を含む）に欠席または遅刻した学生

は、その旨を授業担当教員に届け出るものとする。授業担当教員が、不可抗力であったと判断した

場合には、当該学生の不利益にならないよう配慮します。

　　

５　履修申告について

　各学期の授業を受講するためには、決められた申告期間、申告場所において履修申告の手続きを行う

必要があります。この手続きを行わないとたとえ授業に出席しても総括評価（試験等）を受けることは

できず、当然単位を取得することもできません。学生にとって、最も重要な手続きです。

　各学部の履修規程等の中にも手続きが定められていますので必ず確認すること。

　履修申告の期間、申告場所等については、その都度、YINS－CNS によりお知らせします。

　　

６　総括評価（試験等）について

　⑴　実施時期

　　総括評価（試験等）は、原則として前期・後期の各学期の最終週に実施します。

　　（ただし、医学部の専門科目については、授業担当教員の定めた日程により試験等を実施します。）

　　試験等の実施日、教室等は、その都度 YINS－CNS によりお知らせします。
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	 ⑵　受験資格

総括評価（試験等）は、当該授業科目の授業に３分の２以上出席していなければ受けることができ

ません。

	 ⑶　総括評価（試験等）における不正行為の取扱い

総括評価（試験等）の不正行為については、停学のほか、当該学期の履修科目が無効となる処分な

どが講じられます。

	 　いずれの場合も、卒業に必要な単位が不足するため、卒業は延期されることになります。

７　成績について

	 ⑴　成績評価

授業科目の成績評価は、原則として総括評価（試験等）の結果によりますが、それぞれの授業科目

により複数回行われる試験、出席状況、レポートなどを総合的に評価します。

	 　評価の方法、基準については、シラバスに掲載されていますので確認してください。

	 ⑵　本人への成績通知

	 　各学期はじめのガイダンス時に「修得単位通知書」により通知します。

	 　なお、ガイダンスの実施日、実施場所及び後期のガイダンスを行わない場合の配付方法等について

　は、その都度 YINS－CNS によりお知らせします。

	 ⑶　答案用紙・レポートの返却

	 　総括評価（試験等）終了後、各自の答案用紙、レポートを返却します。

	 　返却期間、返却場所等については、その都度 YINS－CNS によりお知らせします。

	 　ただし、医学部の専門科目については、授業担当教員が答案用紙及びレポートを保管し、原則とし

　て学生には返却しません。

	 ⑷　異議申し立て

	 　通知された成績について、返却された答案用紙及びレポート等を確認した上で、異議がある場合は、

　異議申立期間に教務課へ申し出ることができます。

	 　異議申立期間は、その都度 YINS－CNS によりお知らせします。

	 　ただし、医学部の専門科目の成績について意義がある場合は、随時、授業担当教員に申し出てくだ

　さい。（異議申立期間は設定しません。）

	 ⑸　保護者への成績通知

学生への充実した修学指導の一環として、大学が保護者と連携して学生への指導助言を行うため、

各学年の前期は９月、後期は３月に、当該期までの修学状況（「修得単位通知書」）を保護者あてに郵

送します。ただし、医学部２年次生以上については通年の授業科目となるため、翌年次の６月に、前

年度までの修学状況を保護者あてに郵送します。

	 　保護者または学生が「修得単位通知書」の送付を希望しない場合は、各学年時の５月の第２金曜日

　までに「保護者への修得単位通知書送付辞退届」を教務課又は医学部学務課の各窓口に提出してくだ

　さい。
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８　単位互換について

　本学では、教育課程の充実及び学生の幅広い視野の育成と学習意欲の活性化を目的として、単位互換

協定を結んでいます。

　単位互換とは、単位互換協定を結んだ以下の大学等の授業科目を履修し、そこで取得した単位を、本

学の単位として認定するものです。

　⑴　大学コンソーシアムやまなし

　⑵　放送大学

　⑶　イースタンケンタッキー大学

　⑷　シドニー工科大学

　⑸　ドレスデン工科大学

　⑹　オックスフォード・ブルックス大学

　なお、履修できる授業科目及び募集等詳細については大学ホームページ、YINS－CNS などによりお

知らせします。
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　Ⅱ　沿　　革

1　山 梨 大 学 の 沿 革
	 平成 14 年 10 月	 旧・山梨大学と旧・山梨医科大学を統合し、山梨大学が開学

	 平成 15 年 ４ 月	 大学院医学工学総合研究部・医学工学総合教育部設置

		  留学生センター設置

	 平成 16 年 ４ 月	 国立大学法人山梨大学　発足�

	 平成 17 年 ４ 月	 大学教育研究開発センター設置

	 平成 19 年 ４ 月	 キャリアセンター設置

2　旧 ・ 山 梨 大 学 の 沿 革
	 昭和 24 年 ５ 月	 学芸学部及び工学部の２学部で山梨大学設置

	 昭和 32 年 ４ 月	 工学専攻科設置

	 昭和 40 年 ４ 月	 大学院工学研究科修士課程設置

	 昭和 41 年 ４ 月	 学芸学部を教育学部に改称

	 昭和 42 年 ４ 月	 教育専攻科設置

	 昭和 44 年 ４ 月	 保健管理センター設置

	 平成 ２ 年 ６ 月	 地域共同開発研究センター設置

	 平成 ４ 年 ４ 月	 大学院工学研究科博士課程設置

	 平成 ７ 年 ４ 月	 大学院教育学研究科修士課程設置

	 平成 ７ 年 ４ 月	 機器分析センター設置

	 平成 ９ 年 ４ 月	 総合情報処理センター設置

	 平成 10 年 ４ 月	 教育学部を教育人間科学部に改組

	 平成 13 年 ４ 月	 クリーンエネルギー研究センター設置

3　旧 ・ 山 梨 医 科 大 学 の 沿 革
	 昭和 53 年 10 月	 山梨医科大学開学

	 昭和 55 年 ４ 月	 学生受け入れ開始

	 昭和 58 年 ４ 月	 医学部附属病院開設

	 昭和 61 年 ４ 月	 大学院医学研究科博士課程設置

	 平成 ２ 年 ６ 月	 医学部附属実験実習機器センター設置

	 平成 ４ 年 ４ 月	 医学部附属動物実験施設設置

	 平成 ７ 年 ４ 月	 医学部看護学科設置

	 平成 10 年 ４ 月	 保健管理センター設置

	 平成 11 年 ４ 月	 大学院医学系研究科（修士課程）看護学専攻設置

	 平成 14 年 ４ 月	 総合分析実験センター設置
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　Ⅲ　組　　織

１　学　　部

学　　部 課　程 ・ コース 備　　考

教育人間科学部

学 校 教 育 課 程

発 達 教 育 コ ー ス

教 科 教 育 コ ー ス

障 害 児 教 育 コ ー ス

幼 児 教 育 コ ー ス

生 涯 学 習 課 程
芸 術 運 営 コ ー ス

スポーツ健康科学コース

国 際 共 生 社 会 課 程
国 際 文 化 コ ー ス

共 生 社 会 コ ー ス

ソフトサイエンス課程
環 境 科 学 コ ー ス

数 理 情 報 コ ー ス

(1)　教育人間科学部

(2)　医　学　部

(3)　工　学　部

学　　部 学　　　科 備　　　　　　　　　　考

医 学 部
医 学 科

看 護 学 科

学　　部 学　　　　　科 備　　　　　　　　　考

工 学 部

機 械 シ ス テ ム 工 学 科

電気電子システム工学科

コンピュータ・メディア工学科

土 木 環 境 工 学 科

応 用 化 学 科

生 命 工 学 科

循 環 シ ス テ ム 工 学 科

クリーンエネルギー特別教育プログラム

ワ イ ン 科 学 特 別 教 育 プ ロ グ ラ ム
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2　大　学　院

3　専　攻　科

研究科・教育部名 課　　　程 専　　　　攻　　　　名

教 育 学 研 究 科
修 士 課 程

教 育 支 援 科 学 専 攻

教 科 教 育 専 攻

教職大学院の課程 教 育 実 践 創 成 専 攻

医学工学総合教育部

修 士 課 程

医 科 学 専 攻

看 護 学 専 攻

機 械 シ ス テ ム 工 学 専 攻

電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 専 攻

コンピュータ・メディア工学専攻

土 木 環 境 工 学 専 攻

応 用 化 学 専 攻

生 命 工 学 専 攻

持 続 社 会 形 成 専 攻

人 間 シ ス テ ム 工 学 専 攻

組込み型統合システム開発教育プログラム

国際流域環境科学特別教育プログラム

博 士 課 程 ４ 年
先 進 医 療 科 学 専 攻

生 体 制 御 学 専 攻

博 士 課 程 ３ 年

ヒ ュ ー マ ン ヘ ル ス ケ ア 学 専 攻

人 間 環 境 医 工 学 専 攻

機 能 材 料 シ ス テ ム 工 学 専 攻

情 報 機 能 シ ス テ ム 工 学 専 攻

環 境 社 会 創 生 工 学 専 攻

専　攻　科　名 専　　攻　　名 備　　　　　　　　考

特別支援教育特別専攻科 障 害 児 教 育 専 攻  
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4　学部附属の園学校及び研究施設

学　　　部 園　学　校　及　び　研　究　施　設

教 育 人 間 科 学 部

幼 稚 園

小 学 校

中 学 校

特 別 支 援 学 校

教 育 実 践 総 合 セ ン タ ー

工 学 部 も の づ く り 教 育 実 践 セ ン タ ー

医学工学総合研究部
ワ イ ン 科 学 研 究 セ ン タ ー

ク リ ス タ ル 科 学 研 究 セ ン タ ー
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5　学生の定員（平成 22 年度） （単位：人）

区　　　　　　　　　　　分 入学定員 収容定員

教 育 人 間 科 学 部

学 校 教 育 課 程

発 達 教 育 コ ー ス 10 40
教 科 教 育 コ ー ス 65 260  
障 害 児 教 育 コ ー ス 15 60
幼 児 教 育 コ ー ス 10 40

計 100 400

生 涯 学 習 課 程
芸 術 運 営 コ ー ス 10 40
スポーツ健康科学コース 10 40

計 20 80

国 際 共 生 社 会 課 程
国 際 文 化 コ ー ス 20 80
共 生 社 会 コ ー ス 20 80

計 40 160

ソフトサイエンス課程
環 境 科 学 コ ー ス 20 80
数 理 情 報 コ ー ス 20 80

計 40 160
計 200 800

医 学 部
医 学 科 125 655
看 護 学 科 60 (10) 240 (20)

計 180 (10) 895 (20)

工 学 部�

機 械 シ ス テ ム 工 学 科 90 (10) 360 (20)
電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 科 70 ( 5 ) 280 (10)
コ ン ピ ュ ー タ・ メ デ ィ ア 工 学 科 75 ( 5 ) 300 (10)
土 木 環 境 工 学 科 75 300
応 用 化 学 科 50 200
生 命 工 学 科 35 140
循 環 シ ス テ ム 工 学 科 45 180
クリーンエネルギー特別教育プログラム (5）
ワ イ ン 科 学 特 別 教 育 プ ロ グ ラ ム (5）

計 440 (20) 1,760 (40)

教 育 学 研 究 科
修 士 課 程

教 育 支 援 科 学 専 攻 6 12
教 科 教 育 専 攻 22 44
　 計 　 28 56

教 職 大 学 院 の 課 程 教 育 実 践 創 成 専 攻 14 28
計 42 84  

医学工学総合教育部

修 士 課 程

医 科 学 専 攻 20 40
看 護 学 専 攻 16 32
機械システム工学専攻 33 66
電気電子システム工学専攻 27 54
コンピュータ・メディア工学専攻 30 60
土 木 環 境 工 学 専 攻 27 54
応 用 化 学 専 攻 30 60
生 命 工 学 専 攻 22 44
持 続 社 会 形 成 専 攻 30 [6] 54 [6]
人間システム工学専攻 18 36
組込み型統合システム開発教育プログラム (9)
国際流域環境科学特別教育プログラム (8)

計 253 [6] 500 [6]

博 士 課 程 ４ 年
先 進 医 療 科 学 専 攻 17 68
生 体 制 御 学 専 攻 10 40

計 27 108

博 士 課 程 ３ 年

ヒューマンヘルスケア学専攻 4 12
人 間 環 境 医 工 学 専 攻 16 48
機能材料システム工学専攻 10 30
情報機能システム工学専攻 9 27
環境社会創生工学専攻 10 30

計 49 147
計 329 [6] 755 [6]

専 攻 科
特 別 支 援 教 育 特 別

専攻科  
Ａ コ ー ス 25 25
Ｂ コ ー ス 5 5
計 30 30

合　　　　　　　　　　　　　　　　　計 1,226(30)[6] 4,324(60)[6]

注 1.（  ）は、編入学定員（外数）を示す。	      
 　2.［  ］は、修士課程短期特別コースの学生（内数）を示す。
 　3．クリーンエネルギー特別教育プログラム及びワイン科学特別教育プログラムの入学定員欄（5）は、機械システム工学科、
　　コンピュータ・メディア工学科及び生命工学科の入学定員から各２人、電気電子システム工学科、土木環境工学科、応
　　用化学科及び循環システム工学科の入学定員から各 1人を充当して募集します。
　 4．組込み型統合システム開発教育プログラムの入学定員欄（9）は、機械システム工学専攻、電気電子システム工学専攻、
　　コンピュータ・メディア工学専攻の入学定員から各３人を充当して募集します。
　 5．国際流域環境科学特別教育プログラム入学定員欄（8）は、土木環境工学専攻の入学定員から６人、持続社会形成専攻
　　の入学定員から２人を充当して募集します。
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　Ⅳ　学則・諸規程

１　山 梨 大 学 学 則
制定　平成 16 年 ４月 １日

改正　平成 17 年 12 月 １日

改正　平成 19 年 ４月 １日

改正　平成 20 年 １月 23 日

改正　平成 20 年 １月 25 日

改正　平成 20 年 ３月 19 日

改正　平成 21 年 ２月 25 日

改正　平成 21 年 12 月 24 日

　　第１節　総　則

（目的及び使命）

第１条　山梨大学（以下「本学」という。）は、学術文化を担う開かれた教育研究機関として、それぞ

れの専門領域での教育研究を推進するとともに、広く諸学の融合による学際領域を創造することを目

的とし、豊かな教養と専門知識・技術を備え、倫理性、独創性に富み、自主独立の精神を尊ぶ人材を

育成することを使命とする。教育と研究はそのいずれかに偏ることなく、大学全体として相互の調和

を図る。

　　本学は地域社会との連携によって地域の知の中核となり、その知の集積を地域をこえて世界に発信

し、国際社会に貢献する。

（学部等）

第２条　本学に、次の学部及び課程・学科を置く。

　　教育人間科学部　学校教育課程

　　　　　　　　　　生涯学習課程

　　　　　　　　　　国際共生社会課程

　　　　　　　　　　ソフトサイエンス課程

　　医　学　部　　　医学科

　　　　　　　　　　看護学科

　　工　学　部　　　機械システム工学科

　　　　　　　　　　電気電子システム工学科

　　　　　　　　　　コンピュータ・メディア工学科

　　　　　　　　　　土木環境工学科

　　　　　　　　　　応用化学科

　　　　　　　　　　生命工学科

　　　　　　　　　　循環システム工学科

２　前項の各学部に置く課程・学科の入学定員、編入学定員及び収容定員は、別表第１のとおりとする。

３　学部に置く学科目等については、別に定める。

４　学部に関し必要な事項は、別に定める。

　　第２節　学年、学期及び休業日

（学年）

第３条　学年は、４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わる。
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（学期）

第４条　学年を次の２学期に分ける。

　　前期　４月１日から９月 30 日まで

　　後期　10 月１日から翌年３月 31 日まで

（休業日）

第５条　学年中の定期休業日は、次のとおりとする。

　 ⑴　日曜日

　⑵　土曜日

　⑶　国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する休日　

　⑷　開学記念日（10 月１日）

２　春季休業、夏季休業及び冬季休業については、別に定める。

３　臨時の休業日については、その都度定める。

　　第３節　入　学

（入学の時期）

第６条　入学の時期は、学年の始めとする。ただし、後期の始めに入学させることができる。

（入学資格）

第７条　本学に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。

⑴　高等学校又は中等教育学校を卒業した者

⑵　通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する

学校教育を修了した者を含む。）

⑶　外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の

指定したもの

⑷　文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課

程を修了した者

⑸　専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満た

すものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に終了した者

⑹　文部科学大臣の指定した者

⑺　高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大

学入学資格検定に合格した者を含む。）

⑻　本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で、18 歳に達したもの

（入学出願の手続）

第８条　入学志願者は、所定の手続により、願い出なければならない。

（入学者の選考）

第９条　入学志願者については、選考の上、当該学部教授会の議を経て、学長が合格者を決定する。

２　入学者の選考に関し必要な事項は、別に定める。

（入学手続及び入学許可）

第 10 条　前条の選考に合格した者は、所定の期日までに、入学誓約書その他指定の書類を提出すると

ともに、入学料を納入しなければならない。ただし、入学料の免除及び徴収猶予を願い出た者の入学

料の納入については、この限りでない。

２　学長は、前項の入学手続を終えた者に対し、入学を許可する。

（再入学）

第 11 条　本学を退学し、又は本学から除籍された者が再入学を願い出たときは、選考の上、入学を許
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可することがある。ただし、懲戒による退学者の再入学は認めない。

（転入学）

第 12 条　他の大学から、本学へ転入学を志願する者については、選考の上、入学を許可することがある。

２　前項の規定により、転入学を志願する者は、現に在籍する大学の学長又は学部長の許可証を提出し

なければならない。

（編入学）

第 13 条　本学に編入学を志願する者（次条に規定する者を除く。）については、選考の上、入学を許可

することがある。

２　編入学することができる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。

　⑴　大学卒業者

　⑵　短期大学卒業者

　⑶　大学に２年以上在学し、所定の単位を修得した者

　⑷　高等専門学校卒業者

　⑸　専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満た

　すものに限る。）を修了した者（第７条に規定する入学資格を有する者に限る。）

　⑹　その他本学において、これらと同等以上の学力があると認められた者

３　前項各号に掲げる者のほか、医学進学課程を修了した者又はこれと同等以上の学力があると認めら

れる者の編入学については、医学部が別に定める。

（医学部看護学科への編入学）

第 14 条　次の各号のいずれかに該当する者で、医学部看護学科への編入学を志願する者があるときは、

別に定めるところにより選考の上、入学を許可する。

　⑴　短期大学（看護系）を卒業した者

　⑵　大学（看護系）に２年以上在学し、所定の単位を修得した者

　⑶　専修学校（看護系）の専門課程（修業年限が２年以上であることその他文部科学大臣が定める基

　準を満たすものに限る。）を修了した者（いずれも学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 90 条に

　規定する大学入学資格を有する者に限る。）

（工学部への特別編入学）

第 15 条　工学部に特別編入学を志願する者があるときは、別に定めるところにより選考の上、入学を

許可する。

２　特別編入学することができる者は、工業高等専門学校を卒業した者とする。

（入学前の既修得単位等の取扱）

第 16 条　第 11 条から前条までの規定により入学を許可された者の入学前の修得単位の取扱い及び修学

すべき年数並びに在学年限については、当該学部が定めるものとする。

（転学部、転課程、転学科等）

第 17 条　本学の学生で、他の学部に転学部を志願する者がある場合は、当該教授会の議を経て、相当

年次に転学部を許可することがある。

２　学部の学生で、その所属する学部の課程、学科及びそれらに設置されるコース・専修から、同一学

部の他の課程、学科、コース・専修を志願する者については、当該教授会の議を経て、許可すること

がある。

３　本条に関し必要な事項は、別に定める。

　　第４節　修業年限及び在学年限

（修業年限）

第 18 条　学部の修業年限は、４年とする。ただし、医学部医学科にあっては６年とする。
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（入学前に一定の単位を修得した者の修業年限の通算）

第 19 条　学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 90 条に規定する大学入学資格を有する者が、第 42 条

に規定する科目等履修生として一定の単位を修得した後に入学する場合において、当該単位の修得に

より本学の教育課程の一部を履修したと認められるときは、修得した単位数等を勘案して当該学部の

定める期間を修業年限に通算することができる。ただし、その期間は、修業年限の２分の１を超える

ことはできない。

（在学年限）

第 20 条　在学年限は、修業年限の２倍を超えることができない。

２　医学部医学科においては、１年次及び２年次、３年次及び４年次並びに５年次及び６年次の各２学

年における在学年数はそれぞれ４年を超えることはできない。

３　医学部看護学科においては、１年次及び２年次並びに３年次及び４年次の各２学年における在学年

数はそれぞれ４年を超えることはできない。

　　第５節　教育課程及び履修方法等

（教育課程の編成方針）

第 21 条　教育課程は、本学、学部及び学科又は課程等の教育上の目的を達成するために必要な授業科

目を開設して、体系的に編成するものとする。

２　教育課程の編成に当たっては、学部等の知識・技能を修得させるとともに、幅広く深い教養及び総

合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養できるよう適切に配慮するものとする。

（教育課程及び履修方法）

第 22 条　教育課程及び履修方法については、各学部の定めるところによる。

（授業の方法）

第 23 条　授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により行

うものとする。

２　前項の授業は、文部科学大臣が別に定める授業の方法により、多様なメディアを高度に利用して、

当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

３　卒業に必要な所定の単位数のうち、前項に規定する授業の方法により修得する単位数は、60 単位

を超えないものとする。

４　前項の規定にかかわらず、卒業に必要な所定の単位数が 124 単位を超える場合において、当該単位

数のうち、第１項に規定する授業の方法により 64 単位以上修得しているときは、第２項に規定する

授業の方法により修得する単位数は、60 単位を超えることができるものとする。

５　前３項に関し必要な事項は、別に定める。

（１単位当たりの授業時間）

第 24 条　１単位の授業科目は、45 時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授

業の方法に応じ、当該授業の教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位

を計算するものとする。

　⑴　講義及び演習については、15 時間から 30 時間までの範囲で、各学部の定める時間の授業をもっ

て１単位とする。

　⑵　実験、実習及び実技については、30 時間から 45 時間までの範囲で、各学部の定める時間の授業

をもって１単位とする。ただし、芸術等の分野における個人指導による実技の授業については、各

学部の定める時間の授業をもって１単位とする。

　⑶　一の授業科目について、講義と実習など二以上の方法の併用により行う場合は、第１号及び第２

号の規定を考慮の上、大学が定める時間の授業をもって１単位とする。

２　前項の規定に関わらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、これらの学修の
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成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修等を考慮して、

単位数を定めることができる。

（他学部の授業科目の履修）

第 25 条　学生は、他の学部の授業科目を履修することができる。

２　前項に関し必要な事項は、別に定める。

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等）

第 26 条　本学が教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学との協議に基づき、学生が当該大

学等において履修した授業科目について修得した単位を、60 単位を超えない範囲で本学の授業科目

の履修により修得したものとみなすことができる。

２　前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。

３　前２項に関し必要な事項は、別に定める。

（大学以外の教育施設等における学修）

第 27 条　本学が教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における

学修その他文部科学大臣が別に定める学修について、本学の授業科目の履修とみなし、単位を与える

ことができる。

２　前項の規定により与えることのできる単位数は、前条第１項及び第２項の規定により本学において

修得したものとみなす単位数と合わせて 60 単位を超えないものとする。

３　前２項に関し必要な事項は、別に定める。

（入学前の既修得単位の認定）

第 28 条　本学が教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に次の各号のいずれかに該当す

る単位を有する場合において、その単位を本学入学後の本学の授業科目の履修により修得したものと

みなすことができる。

　⑴　大学又は短期大学（外国の大学及び短期大学を含む。）において履修した授業科目について修得

　した単位

　⑵　大学設置基準（昭和 31 年文部省令第 28 号）第 31 条に規定する科目等履修生として修得した単位

２　本学が教育上有益と認められるときは、学生が本学入学前に行った前条第１項に規定する学修につ

いて、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。

３　前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、転入学等の場合

を除き、本学において修得した単位以外のものについては、第 26 条第１項及び第２項並びに前条第

１項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて 60 単位を超えないものとする。

４　前３項に関し必要な事項は、別に定める。

（単位の授与）

第 29 条　一の授業科目を履修した学生に対しては、試験その他の審査（以下「試験等」という。）の上、

単位を与えるものとする。

２　試験等及び単位の認定に関し必要な事項は、別に定める。

　　第６節　教育職員免許状

（教育職員免許の取得）

第 30 条　学生が、教育職員の免許状授与の所要資格を取得しようとする場合は、教育職員免許法（昭

和 24 年法律第 147 号）及び教育職員免許法施行規則（昭和 29 年文部省令第 26 号）に定める所要の単

位を修得しなければならない。

２　本学の学部の学科又は課程において前項の所要資格を取得できる教員の免許状の種類は、別表第２

のとおりとする。
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　　第７節　留学、休学、復学、転学、退学及び除籍

（留学）

第 31 条　学生が、第 26 条第２項の規定に基づき、外国の大学又は短期大学において修学しようとする

ときは、所定の手続を経て留学することができる。

２　前項の規定により留学した期間は、第 18 条に規定する修学年限及び第 20 条に規定する在学年限の

期間に算入する。

（休学）

第 32 条　学生が、病気その他特別の理由により２か月以上修学することができないときは、所定の手

続を経て、休学することができる。

２　病気等の理由により修学することが適当でないと認める学生に対しては、学長は、期間を定めて休

学を命ずることができる。

（休学の期間）

第 33 条　休学期間は、１年以内とする。ただし、特別の事情がある場合には、通算３年（医学部医学

科にあっては４年）まで休学を許可することがある。

２　休学した期間は、第 18 条に規定する修業年限及び第 20 条に規定する在学年限に算入しない。

（復学）

第 34 条　学生が休学期間中にその理由が消滅し、復学しようとするときは、所定の手続を経て、学長

に願い出、復学することができる。

（転学）

第 35 条　学生が他の大学に転学しようとするときは、所定の手続を経て、学長に願い出、学長の許可

を受けなければならない。

（退学）

第 36 条　学生が退学しようとするときは、所定の手続を経て、学長に願い出、学長の許可を受けなけ

ればならない。

２　学生が、学業成績不振により成業の見込みがないと認められたときには、所属学部教授会の議を経

て、学長は退学を命ずることができる。

（除籍）

第 37 条　学生が次の各号のいずれかに該当するときは、所属学部教授会の議を経て、学長は当該学生

を除籍する。

　⑴　第 20 条の期間在学してなお所定の単位を修得しない者

　⑵　第 33 条第１項の期間を超えてなお復学できない者

　⑶　入学料の免除又は徴収猶予の申請をした者のうち、不許可になった者又は半額免除が許可になっ

　た者及び徴収猶予が許可された者で、所定の期日までに入学料を納入しない者

　⑷　授業料の納入を怠り、督促してもなお納入しない者

　⑸　長期間にわたり行方不明の者

　　第８節　卒業及び学位

（卒業及び学位）

第 38 条　第 18 条に規定する期間（第 16 条の規定により在学すべき年数を定められた者については、当

該年数）以上在学し、卒業要件単位を修得した者については、所属学部教授会の議を経て、学長が卒

業を認定し、学士の学位を授与する。

２　学士の学位に附記する専攻分野の名称は、別に定める。
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　　第９節　賞　罰

（表彰）

第 39 条　学生として表彰に価する行為があった場合は、学長が表彰することがある。

（懲戒）

第 40 条　本学の規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者は、所属学部教授会の議

を経て、学長が懲戒する。

２　前項の懲戒の種類は、退学、停学及び訓告とする。

３　前項の退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行う。

　⑴　性行不良で改善の見込みのないと認められる者

　⑵　正当な理由がなくて出席常でない者

　⑶　本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者

４　停学の期間は、第 18 条に規定する修業年限には算入せず、第 20 条に規定する在学年限には算入す

る。

　　第 10 節　研究生等

（研究生）

第 41 条　本学において特定の事項について研究することを志願する者に対しては、選考の上、研究生

として入学を許可することがある。

２　研究生に関し必要な事項は、別に定める。

（科目等履修生）

第 42 条　本学の学生以外の者で、本学において一又は複数の授業科目を履修することを志願する者に

対しては、選考の上、科目等履修生として入学を許可することがある。

２　科目等履修生に関し必要な事項は、別に定める。

（特別聴講学生）

第 43 条　他の大学又は短期大学（外国の大学及び短期大学を含む。）の学生で、本学において特定の授

業科目を履修することを志願する者に対しては、当該大学又は短期大学との協議に基づき、特別聴講

学生として入学を許可することがある。

２　特別聴講学生に関し必要な事項は、別に定める。

（外国人留学生）

第 44 条　外国人で、学部学生、研究生、科目等履修生又は特別聴講学生として本学に入学を志願する

者に対しては、選考の上、外国人留学生として入学を許可することがある。

２　外国人留学生に関し必要な事項は、別に定める。

　　第 11 節　その他

（検定料、入学料及び授業料）

第 45 条　本学の検定料、入学料及び授業料に関する規程は、別に定める。

（寄宿舎）

第 46 条　学生は、希望により本学の寄宿舎に入舎することができる。

２　寄宿舎に関し必要な事項は、別に定める。

（公開講座）

第 47 条　本学に公開講座を設けることがある。

２　公開講座に関し必要な事項は、別に定める。



－ 18 － － 19 －

（雑則）

第 48 条　この学則の改正については、経営協議会及び教育研究評議会において、出席した委員の過半

数の賛成を必要とする。

　　附　則

１　この学則は、平成 16 年４月１日から施行する。

２　山梨大学学則（昭和 28 年 12 月 11 日制定）、山梨医科大学学則（昭和 55 年３月 29 日制定）及び山

梨大学学則（平成 14 年 10 月１日制定）は、廃止する。

３　国立大学法人法（平成 15 年法律第 112 号）附則第 17 条の規定に基づき、山梨大学及び山梨医科大

学を卒業するために必要であった教育課程の履修を本学において行う者に係る教育課程の履修その他

当該学生の教育に関し必要な事項は、別に定める。

４　国立大学法人法等の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（平成 15 年法律第 117 号）第２条

の規定による廃止前の国立大学設置法（昭和 24 年法律第 150 号）第３条に基づき設置された山梨大

学に設置された工学部物質・生命工学科は、平成 16 年３月 31 日に同学科に在学する者が在学しなく

なるまでの間存続するものとみなし、この間、同学科の教育課程は存続するものとする。

５　前項の規定により存続する工学部物質・生命工学科の教育課程の履修その他当該学生の教育に関し

必要な事項は、別に定める。

６　附則第４項の規定により存続するものとみなす工学部物質・生命工学科の収容定員は、別表第１に

かかわらず、平成 16 年度から平成 18 年度までは次のとおりとする。

７　附則第４項の規定により存続するものとみなす工学部物質・生命工学科において、教育職員の免許

状授与の所要資格を取得できる教員の免許状の種類は、別表第２にかかわらず、次のとおりとする。

　　附　則

　この学則は、平成 17 年 12 月１日から施行する。�

　　附　則

　この学則は、平成 19 年４月１日から施行する。

　　附　則�

　この学則は、平成 20 年１月 23 日から施行する。

　　附　則�

１　この規則は、平成 20 年４月１日から施行する。

２　第２条第２項に定める医学部医学科の入学定員及び収容定員は、同項の規定にかかわらず、次のと

おりとする。

学　部 ・ 学　科 収　　容　　定　　員

工学部物質・生命工学科
平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度

      270 人       180 人        90 人

学　部 ・ 学　科 教員免許状の種類及び免許教科

工学部物質・生命工学科 高等学校教諭　一種免許状 工　業

学部・学科 入学定員 収容定員

医学部

医学科

平成20年度　
～平成29年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
平成25年度　
～平成29年度

110 610 620 630 640 650 660
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別表第１（第２条第２項関係）

（単位：人）

学　　部 学科又は課程 入学定員 編入学定員 収容定員

教育人間科学部

学 校 教 育 課 程 １００ ４００

生 涯 学 習 課 程 ２０ ８０

国 際 共 生 社 会 課 程 ４０ １６０

ソ フ ト サ イ エ ン ス 課 程 ４０ １６０

計 ２００ ８００

医　　学　　部 

医 学 科 １０５  ６３０

看 護 学 科 ６０ １０ ２６０

計 １６５ １０ ８９０

工　　学　　部 

機 械 シ ス テ ム 工 学 科 ９０ ５ ３８０

電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 科 ７０ ５ ２９０

コンピュータ・メディア工学科 ７５ ３１０

土 木 環 境 工 学 科 ７５ ３００

応 用 化 学 科 ５０ ２００

生 命 工 学 科 ３５ １４０

循 環 シ ス テ ム 工 学 科 ４５ １８０

計 ４４０ ２０ １,８００

合　　　計 ８０５ ３０ ３,４９０

学部・学科 入学定員 収容定員

医学部

医学科

平成21年度　
～平成29年度

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度
平成26年度　
～平成29年度

120 630 650 670 690 710 720

学部・学科 入学定員 収容定員

医学部

医学科

平成22年度　
～平成29年度

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
平成27年度　
～平成29年度

125 655 680 705 730 745 750

　　附　則�

１　この規則は、平成 21 年４月１日から施行する。

２　第２条第２項に定める医学部医学科の入学定員及び収容定員は、同項の規定にかかわらず、次のと

おりとする。

　　附　則�

１　この規則は、平成 22 年４月１日から施行する。

２　第２条第２項に定める医学部医学科の入学定員及び収容定員は、同項の規定にかかわらず、次のと

おりとする。なお、平成 30 年度以降の入学定員及び収容定員は、追って定めるものとする。
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別表第２（第 30 条第２項関係）

学　　部 学科又は課程 教員免許状の種類及び免許教科

教育人間
科 学 部

学 校 教 育 課 程

小 学 校 教 諭
一 種 免 許 状

中 学 校 教 諭
一 種 免 許 状

国語、社会、数学、理科、
音楽、美術、保健体育、
技術、家庭、英語

高等学校教諭
一 種 免 許 状

国語、地理歴史、公民、数学、
理科、音楽、美術、書道、
保健体育、家庭、英語

特別支援学校教諭
一 種 免 許 状

知的障害者に関する教育の領域
肢体不自由者に関する教育の領域

幼 稚 園 教 諭
一 種 免 許 状

国 際 共 生
社 会 課 程

共 生 社 会
コ ー ス

高等学校教諭
一 種 免 許 状

商業

工 学 部

機 械 シ ス テ ム 工 学 科
電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 科
土 木 環 境 工 学 科
応 用 化 学 科
生 命 工 学 科
循 環 シ ス テ ム 工 学 科

高等学校教諭
一 種 免 許 状

工業

コンピュータ・メディア工学科 情報
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2　山 梨 大 学 専 攻 科 規 則

制定　平成 16 年４月１日

（趣旨）

第１条　この規則は、国立大学法人山梨大学基本規則第 34 条第２項の規定に基づき、山梨大学特別支

援教育特別専攻科（以下「専攻科」という。）について必要な事項を定める。

（目的）

第２条　専攻科は、大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力であると認められた者に対して、精深

な程度において特別の事項を教授し、その研究を指導することを目的とする。

（組織及び収容定員）

第３条　専攻科に障害児教育専攻を置く。同専攻のコース及び収容定員は、次のとおりとする。

　　　Ａコース（特別支援学校教諭一種免許状取得コース）　25 人

　　　Ｂコース（特別支援学校教諭専修免許状取得コース）　５人

２　専攻科の基礎となり、その運営にあたる学部は、教育人間科学部（以下「学部」という。）とする。

（修業年限及び在学年限）

第４条　専攻科の修業年限は、１年とする。

２　専攻科には、２年を超えて在学することはできない。

（授業科目及び単位数）

第５条　専攻科に置くコース別の授業科目及び単位数は、学部において別に定める。

（履修方法等）

第６条　学生は、在学期間中にそのコースにおける所定の授業科目を履修し、Ａコースにあっては 38

単位以上を、Ｂコースにあっては 30 単位以上を修得しなければならない。

２　前項の履修方法は、学部において別に定める。

第６条の２　教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法及び教育職員免許

法施行規則に定める所要の単位を修得しなければならない。

２　専攻科において前項の所要資格を取得できる教員の免許状の種類は、次のとおりとする。

　　　障害児教育専攻Ａコース　　特別支援学校教諭一種免許状

　　　障害児教育専攻Ｂコース　　特別支援学校教諭専修免許状

（修了証書の授与）

第７条　専攻科に１年以上在学し、第６条第１項に定める単位を修得した者については、修了証書を授

与する。

２　修了証書の様式は、別記のとおりとする。

（学年、学期及び休業日）

第８条　学年、学期及び学年中の休業日は、山梨大学学則（以下「学則」という。）の定めるところに

よる。

（入学時期）

第９条　学生を入学させる時期は、学年の始めとする。

（入学資格）

第 10 条　障害児教育専攻Ａコースに入学することのできる者は、次の各号の一に該当し、かつ、小学校、

中学校、高等学校又は幼稚園の教諭の普通免許状を有する者とする。ただし、小学校、中学校、高等

学校又は幼稚園の教諭の専修免許状又は一種免許状を有する者は、第４号の適用を受けたものとして

入学資格を有するものと認める。
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　⑴　大学を卒業した者

　⑵　外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者

　⑶　文部科学大臣の指定した者

　⑷　その他大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

２　障害児教育専攻Ｂコースに入学することのできる者は、特別支援学校教諭の知的障害者に関する教

育の領域若しくは肢体不自由者に関する教育の領域の一種免許状を有する者、又は養護学校教諭一種

免許状を有する者とする。

（入学）

第 11 条　入学志願者については、選考の上入学を許可する。

第 12 条　入学者の選抜及び入学の手続については、別に定める。

（休学）

第 13 条　疾病その他やむを得ない理由により２月以上修学することができないときは、所定の手続き

を経て休学することができる。

２　疾病その他の理由により修学することが適当でないと認められる者については、休学を命ずること

がある。

３　前２項の場合において休学の理由が消滅し、復学しようとするときは、遅滞なく所定の手続きを経

て許可を受けなければならない。

４　休学の期間は、１年以内とする。

５　休学した期間は、第４条第２項及び第７条の期間に算入しない。

（退学）

第 14 条　学生が退学しようとするときは、所定の手続きを経て許可を受けなければならない。

（除籍）

第 15 条　除籍については、学則の規定を準用する。

（表彰及び懲戒）

第 16 条　表彰及び懲戒については、学則の規定を準用する。

（検定料等）

第 17 条　検定料、入学料及び授業料に関し必要な事項は、別に定める。

（他の規定の準用）

第 18 条　この規則に定めるもののほか、本学の諸規則中学生に関する規定は、専攻科の学生に準用する。

（改正）

第 19 条　この規則の改正については、教育研究評議会において、出席した委員の過半数の賛成を必要

とする。

　　附　則

　この規則は、平成 16 年４月１日から施行する。��

　　附　則

　�この規則は、平成 19 年 4 月１日から施行する。
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本学特別支援教育特別専攻科障害児教育

専攻の課程を修了したことを証する

（専攻科・修了）

第　　　号

本籍（都道府県名）

氏　　　　　　名

　　年　月　日生

修　了　証　書

年　月　日

山梨大学長
大学印

印
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3　山 梨 大 学 学 位 規 程

制定　平成 16 年４月１日

改正　平成 17 年４月１日

平成 19 年４月１日

平成 19 年10月１日

平成 20 年３月19日

平成 21 年３月18日

平成 21 年10月30日

（趣旨）

第１条　この規程は、学位規則（昭和 28 年文部省令第９号。以下「省令」という。）第 13 条、山梨大学

学則（以下「学則」という。）第 38 条第２項及び山梨大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）

第 40 条第５項の規定に基づき、山梨大学（以下「本学」という。）が授与する学位に関し必要な事項

を定めるものとする。

（学位の種類）

第２条　本学が授与する学位は、学士、修士、博士及び教職修士（専門職）とする。

２　学士の学位に付記する専攻分野の名称は、次のとおりとする。

　　　教育人間科学部　　　　　　　　　　　　　学士（教育）

　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　学士（教養）

　　　医学部　　　　　　　　　　　　　　　　　学士（医学）

　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　学士（看護学）

　　　工学部　　　　　　　　　　　　　　　　　学士（工学）

３　修士の学位に付記する専攻分野等の名称は、次のとおりとする。

　　　教育学研究科修士課程　　　　　　　　　　修士（教育学）

　　　医学工学総合教育部修士課程

　　　　医科学専攻　　　　　　　　　　　　　　修士（医科学）

　　　　看護学専攻　　　　　　　　　　　　　　修士（看護学）

　　　　機械システム工学専攻　　　　　　　　　修士（工学）

　　　　電気電子システム工学専攻　　　　　　　修士（工学）

　　　　コンピュータ・メディア工学専攻　　　　修士（工学）

　　　　土木環境工学専攻　　　　　　　　　　　修士（工学）

　　　　応用化学専攻　　　　　　　　　　　　　修士（工学）

　　　　生命工学専攻　　　　　　　　　　　　　修士（工学）

　　　　持続社会形成専攻　　　　　　　　　　　修士（工学）

　　　　　　　 〃 　　　　　　　　　　　　　　修士（学術）

　　　　人間システム工学専攻　　　　　　　　　修士（工学）

　　　　クリーンエネルギー特別教育プログラム　修士（工学）

　　　　ワイン科学特別教育プログラム　　　　　修士（工学）

　　　　組込み型統合システム開発教育プログラム　修士（工学）

　　　　国際流域環境科学特別教育プログラム　　　修士（工学）

４　博士の学位に付記する専攻分野の名称は、次のとおりとする。

　　　医学工学総合教育部博士課程　

　　　　４年博士課程

　　　　　先進医療科学専攻　　　　　　　　　　博士（医学）
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　　　　　生体制御学専攻　　　　　　　　　　　博士（医学）

　　　　３年博士課程

　　　　　ヒューマンヘルスケア学専攻　　　　　博士（看護学）

　　　　　人間環境医工学専攻　　　　　　　　　博士（医科学）

　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　博士（医工学）

　　　　　人間環境医工学専攻　　　　　　　　　博士（情報科学）

　　　　　機能材料システム工学専攻　　　　　　博士（工学）

　　　　　情報機能システム工学専攻　　　　　　博士（工学）

　　　　　環境社会創生工学専攻　　　　　　　　博士（工学）

　　　　　　　　　 〃 　　　　　　　　　　　　博士（学術）

（学位授与の要件）

第３条　学士の学位は、本学を卒業した者に授与する。

２　修士の学位は、本学大学院修士課程を修了した者に対し授与する。

３　博士の学位は、本学大学院博士課程を修了した者に対し授与する。

４　教職修士（専門職）の学位は、本学大学院教職大学院の課程を修了した者に対し授与する。

５　第３項に定めるもののほか、博士の学位は、本学に学位論文を提出してその審査に合格し、かつ、

本学大学院博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することが確認（以下「学力の確認」という。）

された者にも授与することができる。

（学位論文の中間審査）

第４条　本学大学院博士課程を修了しようとする者が学位論文の審査を申請する場合において、専攻に

より、学位論文の提出に先立って、別に定める学位論文の中間審査を行うことがある。

（修士課程又は博士課程を修了しようとする者の学位論文の提出）

第５条　本学大学院修士課程又は博士課程を修了しようとする者が学位論文の審査を申請する場合は、

別に定める期日までに、学位論文審査願に学位論文及び別に定めるその他の申請書類を添え、教育学

研究科長又は医学工学総合教育部長に提出するものとする。

（修士課程を修了しようとする者の研究成果の提出）

第５条の２　本学大学院修士課程を修了しようとする者が、前条に規定する学位論文に代え、山梨大学

大学院学則第 37 条第１項に規定する特定の課題についての研究成果（以下「研究成果」という。）の

審査を申請する場合は、別に定める期日までに、研究成果審査願に研究成果及び別に定めるその他の

申請書類を添え、教育学研究科長又は医学工学総合教育部長に提出するものとする。

（課程を経ない者の学位授与の申請）

第６条　第３条第４項の規定により学位の授与を申請する者は、学位論文審査願に学位論文及び別に定

めるその他の申請書類を添え、医学工学総合教育部長に提出するとともに、国立大学法人山梨大学授

業料等に関する規程第８条に規定する学位論文審査手数料を納入しなければならない。

２　前項の場合において、本学大学院博士課程に標準修業年限以上在学し、所定の単位を修得して退学

した者が、退学後１年以内に学位論文を提出した場合には、学位論文審査手数料は免除する。

（学位論文又は研究成果の提出）

第７条　提出する学位論文又は研究成果は、１編とする。ただし、参考として他の論文を添付すること

ができる。

２　学位論文又は研究成果の審査のため必要があると認めるときは、提出者に対して、当該論文の訳文、

模型、標本等の資料の提出を求めることができる。

（学位論文、研究成果及び学位論文審査手数料の返付）

第８条　受理した学位論文、研究成果及び既納の学位論文審査手数料は、返付しない。

（審査の付託）

第９条　教育学研究科長は、第５条により提出された学位論文又は研究成果を受理したときは、その審

査及び最終試験を教育学研究科委員会に付託するものとする。
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２　医学工学総合教育部長は、第５条及び第６条第１項により提出された学位論文又は研究成果を受理

したときは、その審査及び最終試験又は専攻分野に関する学力の確認を医学工学総合教育部教授会に

付託するものとする。

（審査委員）

第 10条　教育学研究科委員会及び医学工学総合教育部教授会（以下「研究科委員会等」という。）は、

前条の付託を受けたときは、審査する学位論文又は研究成果ごとに、審査及び最終試験又は学力の確

認を行うため、論文審査委員会を設置する。

２　論文等審査委員会の委員の選出等については、別に定める。

（最終試験）

第 11 条　修士課程又は博士課程を修了しようとする者に対する最終試験は、学位論文又は研究成果の

審査が終わった後、その関連分野について、口頭又は筆答により行うものとする。

（学力の確認）

第 12 条　第３条第４項の規定により、学位論文を提出して学位の授与を申請した者に対する学力の確

認は、博士課程を修了した者と同等以上の学力を有し、かつ、研究者として自立して研究活動を行う

に必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学職を有するか否かについて、口頭又は筆答試問

により行うものとする。

（学力確認の特例）

第 13 条　第３条第４項の規定により、学位の授与を申請した者が、本学大学院博士課程に標準修業年

限以上在学し、所定の単位を修得した者であるときは、医学工学総合教育部教授会で定める年限内に

限り、前条の学力の確認を免除することができる。

（審査期間）

第 14 条　修士課程又は博士課程を修了しようとする者の学位論文又は研究成果の審査及び最終試験は、

当該学生の在学する期間内に終了するものとする。

２　第３条第４項の規定により、学位の授与を申請した者の審査期間は、医学工学総合教育部長が当該

学位授与の申請を受理した日から１年以内に終了するものとする。ただし、特別の理由が生じ、医学

工学総合教育部教授会が承認したときは、その期間を更に１年以内に限り延長することができる。

（審査結果の報告）

第 15 条　論文審査委員会は、学位論文又は研究成果の審査及び最終試験又は学力の確認を終了したと

きは、直ちにその結果を文書をもって当該研究科委員会等に報告しなければならない。

（学位授与の審議）

第 16 条　研究科委員会等は、前条の報告に基づき学位授与の可否を審議し、議決するものとする。

２　前項の議決をするには、出席委員の３分の２以上の賛成を必要とする。

（学長への報告）

第 17 条　教育学研究科長又は医学工学総合教育部長は、前条第１項の議決をしたときは、議決の結果

を文書をもって学長に報告しなければならない。

（学位の授与等）

第 18 条　学長は卒業を認定した者に対し、所定の学位記を授与する。

２　学長は、前条の報告に基づき、学位の授与を決定した者には所定の学位記を授与し、学位を授与す

ることが適当でないとされた者には、その旨を通知するものとする。

（学位簿への登録及び学位授与の報告）

第 19 条　学長は、修士又は博士の学位を授与したときは、本学の学位簿に登録する。

２　第 18 条第２項の規定により、博士の学位を授与したときは、学長は省令第 12 条の定めるところに

より、文部科学大臣に報告するものとする。

（学位論文要旨等の公表）

第 20 条　学長は、博士の学位を授与したときは、当該学位を授与した日から３月以内に、学位論文の

内容の要旨及び論文審査の結果の要旨を公表するものとする。
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（学位論文の印刷公表）

第 21 条　博士の学位を授与された者は、当該学位を授与された日から１年以内に、その学位論文を印

刷公表するものとする。ただし、当該学位を授与される前に既に印刷公表したときは、この限りでな

  い。

２　前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合には、学長

の承認を受けて、当該学位論文の全文に代えてその内容を要約したものを印刷公表することができる。

この場合、学長は、その学位論文の全文を求めに応じて閲覧に供しなければならない。

３　前２項の規定により博士の学位論文を公表する場合には、「山梨大学審査学位論文（博士）」又は「山

梨大学審査学位論文（博士）要旨」と明記しなければならない。

（学位の名称）

第 22 条　本学の修士、博士又は教職修士（専門職）の学位を授与された者が当該学位の名称を用いると

きは、「山梨大学」と付記するものとする。

（学位授与の取消）

第 23 条　本学において修士、博士又は教職修士（専門職）の学位を授与された者が、不正の方法によ

り当該学位を受けた事実が判明したとき、又は学位の名誉を汚す行為があったときは、学長は当該研

究科委員会等の議を経て、学位の授与を取消し、学位記を返還させ、かつ、その旨を公表する。

２　前項の議決をする場合には、第 16 条第２項の規定を準用する。

（学位記の様式）

第 24 条　学位記の様式は、別記様式のとおりとする。

（雑則）

第 25 条　この規程に定めるもののほか、学位に関し必要な事項は、別に定める。

　　附　則

１　この規程は、平成 16 年４月１日から施行する。

２　博士課程を経ない者に対する学位の授与は、医学工学総合教育部博士課程を修了した者に学位を授

与した後において第２条第４項の課程ごとに取り扱うものとする。

　　附　則

この規程は、平成 17 年４月１日から施行する。

　　附　則

この規程は、平成 19 年 4 月１日から施行する。

　　附　則

この規程は、平成 19 年 10 月１日から施行する。

　　附　則

１　この規程は、平成 20 年４月１日から施行する。

２　前項の規定にかかわらず、施行日前に物質・生命工学専攻に在学する者については、従前の例によ

  る。

　　附　則

１　この規程は、平成 21 年４月１日から施行する。

２　前項の規定にかかわらず、施行日前に自然機能開発専攻に在学する者については、従前の例による。

　　附　則

１　この規程は、平成 22 年４月１日から施行する。

２　前項の規定にかかわらず、施行日前に教育学研究科に在学する者については、従前の例による。
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（教育人間科学部・学士）

○○第　　　号

○○第　　　号

○○第　　　号

○○第　　　号

本籍（都道府県名）

氏　　　　　　名

　　年　月　日生

学　　位　　記

年　月　日

山梨大学長
大学印

印

（医学部医学科・学士）

本籍（都道府県名）

氏　　　　　　名

　　年　月　日生

学　　位　　記

年　月　日

山梨大学長
大学印

印

（教育人間科学部・専修・学士）

本籍（都道府県名）

氏　　　　　　名

　　年　月　日生

学　　位　　記

年　月　日

山梨大学長
大学印

印

（医学部看護学科・学士）

本籍（都道府県名）

氏　　　　　　名

　　年　月　日生

学　　位　　記

年　月　日

山梨大学長
大学印

印

本学教育人間科学部学校教育課程教科
教育コース○○専修において所定の単
位を修めて本学を卒業したことを認め
学士（教育）の学位を授与する

本学教育人間科学部○○課程○○コース
において所定の単位を修めて本学を卒業
したことを認め学士（○○）の学位を授与
する

本学医学部看護学科において所定の課
程を修めて本学を卒業したことを認め
学士（看護学）の学位を授与する

本学医学部医学科において所定の課程
を修めて本学を卒業したことを認め学
士（医学）の学位を授与する
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本学工学部○○学科において所定の課
程を修めて本学を卒業したことを認め
学士（工学）の学位を授与する

本籍（都道府県名）

氏　　　　　　名

　　年　月　日生

学　　位　　記

年　月　日

山梨大学長
大学印

印

本学工学部○○特別教育プログラムに
おいて所定の課程を修めて本学を卒業
したことを認め学士（工学）の学位を授
与する

本籍（都道府県名）

氏　　　　　　名

　　年　月　日生

学　　位　　記

年　月　日

山梨大学長
大学印

印

○○第　　　号 ○○第　　　号

（工学部・学士（クリーンエネルギー/ワイン科学特別教育プログラムを除く）） （工学部・学士（クリーンエネルギー/ワイン科学特別教育プログラム））
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4　山 梨 大 学 学 生 交 流 規 則

制定　平成 16 年４月１日

　　第１章　総　則

（趣旨）

第１条　この規則は、山梨大学学則（以下「学則」という。）第 26 条及び山梨大学大学院学則（以下「大

学院学則」という。）第 23 条の規定に基づき、本学の学生で、他の大学（大学院を含む。以下同じ。）

又は短期大学（外国の大学又は外国の短期大学を含む。以下「他大学等」という。）の授業科目を履

修しようとする者（以下「派遣学生」という。）並びに学則第 43 条及び大学院学則第 46 条の規定に基

づき、他大学等の学生で、本学の授業科目を履修しようとする者（以下「特別聴講学生」という。）

に関し、必要な事項を定めるものとする。

（他大学等との協議）

第２条　学則第 26条及び第 43条並びに大学院学則第 23条及び第 46条の規定に基づく本学と他大学等と

の協議は、次の各号に掲げる事項について、あらかじめ当該学部教授会、教育学研究科委員会、医学

工学総合教育部教授会（以下「教授会等」という。）の議を経て、学長が行うものとする。

　⑴　授業科目の範囲

　⑵　履修期間

　⑶　学生数

　⑷　単位の認定方法

　⑸　授業料等の費用の取扱方法

　⑹　その他必要な事項

２　派遣学生の派遣及び特別聴講学生の入学の許可は、前項の協議の結果に基づいて行うものとする。

ただし、やむを得ない事情により、外国の大学又は外国の短期大学（以下「外国の大学等」という。）

と事前の協議を行うことが困難な場合には、この限りでない。

　　第２章　派遣学生

（出願手続）

第３条　派遣学生として、他大学等の授業科目を履修しようとする者は、所定の願書により、所属の学

部又は研究科の長（以下「学部等の長」という。）を経て、学長に願い出なければならない。

（派遣の許可）

第４条　学長は、前条の願い出があったときは、他大学等の長に依頼し、その承認を得て派遣を許可す

る。

（履修期間）

第５条　派遣学生の他大学等における履修期間は、１年以内とする。ただし、やむを得ない事情により、

履修期間を延長する場合は、教授会等の議を経て、学長が当該他大学等の長と協議の上、許可するこ

とができる。

２　前項の履修期間は、通算して２年を超えることができない。

（修業年限及び在学年限の取扱い）

第６条　派遣学生としての他大学等における履修期間は、学則第 18 条及び大学院学則第 18 条に規定す

る修業年限並びに学則第 20 条及び大学院学則第 19 条に規定する在学年限に算入する。

（履修報告書等の提出）

第７条　派遣学生は、履修が終了したときは、速やかに（外国の大学等で履修した派遣学生にあっては、
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帰国の日から原則として１月以内に）学部等の長を経て、学長に所定の履修報告書及び当該他大学等

の長の交付する学業成績証明書を提出しなければならない。

（単位の認定）

第８条　派遣学生が、他大学等において修得した単位は、学業成績証明書に基づき、学部の学生にあっ

ては 60 単位を、大学院の学生にあっては 10 単位を超えない範囲で教授会等の議を経て、本学におい

て修得したものとみなすことができる。

（派遣許可の取消し）

第９条　学長は、派遣学生が次の各号の一に該当する場合は、教授会等の議を経て、当該他大学等の長

と協議の上、派遣の許可を取り消すことができる。

　⑴　履修の見込みがないと認められるとき

　⑵　派遣学生として、当該他大学等の規則等に違反し、又はその本分に反する行為があると認められ

　るとき

　⑶　その他派遣の趣旨に反する行為があると認められるとき

　　第３章　特別聴講学生

（出願手続）

第10条　特別聴講学生を志願する者は、次の各号に掲げる書類を履修を希望する学期の始まる２月前（外

国の大学等の学生の場合は原則として６月前）までに当該他大学等の長を通じて、本学の学長に提出

しなければならない。

　⑴　特別聴講学生入学願

　⑵　学業成績証明書

　⑶　当該他大学等の長の推薦書

　⑷　健康診断書

（入学の許可）

第 11 条　特別聴講学生の入学の許可は、当該他大学等の長からの依頼に基づき、教授会等の議を経て

学長が行う。

（授業科目の履修の範囲）

第 12 条　特別聴講学生が、履修することのできる授業科目の範囲は、第２条第１項の規定による他大

学等との協議により定められた範囲とする。

（学業成績証明書）

第 13 条　特別聴講学生が所定の授業科目の履修を修了したときは、学部等の長の報告に基づき、学長

は学業成績証明書を交付するものとする。

（検定料、入学料及び授業料）

第 14 条　特別聴講学生の検定料及び入学料は、徴収しない。

２　次の各号の一に該当する特別聴講学生の授業料は、徴収しない。

　⑴　国立の大学及び短期大学の学生である場合

　⑵　大学間相互単位互換協定に基づく特別聴講学生に対する授業料の相互不徴収実施要項（平成８年

　11 月１日文部省高等教育局長裁定）」に基づき協定を締結した公立又は私立の大学（短期大学を含

　む。）の学生である場合

　⑶　大学間交流協定に基づく外国人留学生に対する授業料等の不徴収実施要項（平成３年４月 11 日

　文部省学術国際局長裁定）に基づき協定を締結した大学からの外国人留学生である場合

３　既納の授業料は返還しない。
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（実験、実習等の費用）

第 15 条　実験、実習等に要する費用は、特別聴講学生の負担とすることがある。

（準用）

第16条　第５条及び第９条の規定は、特別聴講学生に準用する。この場合において第５条及び第９条

中「派遣学生」とあるのは「特別聴講学生」と、第５条中「他大学等における」とあるのは「本学に

おける」と、第９条中「派遣」とあるのは「入学」と、第９条第２号中「当該他大学等」とあるのは

「本学」と読み替えるものとする。

２　学則及び大学院学則は、特別聴講学生に準用する。

　　第４章　雑　則

（細則）

第 17 条　この規則に定めるもののほか、この規則の実施に関し必要な事項は、学部等の長が定める。

　　附　則

　この規則は、平成 16 年４月 1日から施行する。
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5　山 梨 大 学 外 国 人 留 学 生 規 則

制定　平成 16 年４月１日

（趣旨）

第１条　この規則は、山梨大学学則（以下「学則」という。）第 44 条第２項及び山梨大学大学院学則（以

下「大学院学則」という。）第 47 条第３項の規程に基づき、外国人留学生に関する必要な事項を定め

るものとする。

（定義）

第２条　外国人留学生とは、出入国管理及び難民認定法（昭和 26 年政令第 319 号）別表第１に定める「留

学」の在留資格により、本学に入学を許可された者をいう。

（区分）

第３条　外国人留学生の区分は、次のとおりとする。

　⑴　学部学生

　⑵　大学院学生

　⑶　専攻科学生

　⑷　研究生

　⑸　科目等履修生

　⑹　特別聴講学生

　⑺　特別研究学生

（入学の時期）

第４条　外国人留学生の入学の時期は、原則として学年又は学期の初めとする。ただし、研究生につい

ては、月の始めとすることができる。

（入学資格）

第５条　外国人留学生の入学資格は、第３条の区分に応じ、それぞれ学則、大学院学則、山梨大学専攻

科規則、山梨大学研究生規程、山梨大学大学院研究生規程、山梨大学科目等履修生規程、山梨大学大

学院科目等履修生規程の定めるところによる。

（入学出願の手続）

第６条　外国人留学生として入学を志願する者は、所定の書類に検定料を添え、学長に願い出なければ

ならない。

（合格者の選考）

第７条　合格者の選考は、学力、人物、健康等のほか、修学に必要な語学力について行う。

２　前項の選考結果による合格者の決定は、当該学部の教授会又は研究科委員会の議を経て、学長が行

う。

（国費外国人留学生及び外国政府派遣留学生の受入れ）

第８条　国費外国人留学生及び外国政府派遣留学生の受入れについては、第６条及び第７条の規定にか

かわらず、文部科学省からの依頼に基づき、当該学部又は研究科委員会の議を経て学長が決定する。

（特別聴講学生及び特別研究学生の受入れ）

第９条　特別聴講学生及び特別研究学生の受入れについては、第６条及び第７条の規定にかかわらず、

それぞれ山梨大学学生交流規則、山梨大学大学院特別研究学生交流規則の定めるところによる。

（入学手続）

第 10 条　第７条の選考に合格した者、第８条及び第９条の規定により受入を許可された者は、所定の

期日までに入学料及び授業料を納入するとともに、所定の書類を提出しなければならない。
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（入学許可）

第 11 条　学長は、前条の入学手続を完了した者に入学を許可する。

（検定料等の特例）

第 12 条　国費外国人留学生の検定料、入学料及び授業料（以下「検定料等」という。）は徴収しない。

２　前項のほか、授業料を不徴収とする旨の大学間交流協定、学部間交流協定を締結した外国の大学か

らの外国人留学生の検定料等は徴収しない。

（学則等の準用）

第 13 条　この規則に定めるもののほか、外国人留学生に関して必要な事項は、学則、大学院学則及び

その他学内規程等の学生に関する規定を準用する。

　　附　則

　この規則は、平成 16 年４月１日から実施する。



－ 36 － － 37 －

6　山 梨 大 学 研 究 生 規 則

制定　平成 16 年４月１日

（趣旨）

第１条　この規程は、山梨大学学則（以下「学則」という。）第 41 条第２項の規定に基づき、山梨大学

の研究生について必要な事項を定める。

（入学の時期）

第２条　研究生の入学の時期は、学年又は学期の始めとする。ただし、医学部については、月の始めに

入学させることができる。

（入学資格）

第３条　研究生として入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。

　⑴　大学を卒業した者

　⑵　前号以外の者で、学部において大学を卒業した者と同等以上の学力を有すると認めた者

（入学の出願）

第４条　研究生として入学を志願する者は、指導を受けようとする教員（以下「指導教員」という。）

の承諾を得て、所定の期間内に次の各号に掲げる書類に検定料を添えて、当該学部の長を経由し学長

に願い出るものとする。

　⑴　入学願書（所定の様式）

　⑵　最終学校の卒業証明書又は修了証明書

　⑶　最終学校の成績証明書

　⑷　健康診断書

　⑸　学校、企業等に勤務している者にあっては、所属長の承認書

　⑹　その他本学が必要と認める書類

２　外国人は、前項に掲げる書類のほか、在留資格を記入した外国人登録済証明書を提出するものとす

る。ただし、国内に在留していない者は、入学後提出するものとする。

（入学者の選考）

第５条　研究生の選考は、入学を希望する学部の教授会が行う。

（入学手続及び入学許可）

第６条　前条の規定により、研究生として選考された者は、所定の期日までに入学料及び授業料を納入

するとともに、入学に必要な書類を提出しなければならない。

２　学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。

（研究期間）

第７条　研究生の研究期間は、１年以内とする。ただし、医学部については、入学年度を超えないもの

とする。

２　研究期間が満了しても、なお引き続き研究に従事することを希望する者は、指導教員の承諾を得て、

当該学部の長を経由し学長に願い出るものとする。

（退学）

第８条　研究生は、中途で退学しようとするときは、指導教員の承諾を得て、所属学部の教授会の議を

経て学長の許可を受けなければならない。

（検定料等）

第９条　検定料、入学料及び授業料に関し必要な事項は、別に定める。

２　納入した検定料、入学料及び授業料は返還しない。
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３　研究に要する経費は、研究生の負担とすることがある。

（証明書の交付）

第 10 条　学部の長は、指導教員の認定により研究証明書を交付することができる。

（除籍）

第 11 条　学長は、指導教員が研究生として適当でないと認めた場合は、教授会の議を経て、これを除

籍することができる。

（諸規則の準用）

第 12 条　この規程に定めるもののほか、学則その他学内諸規則の学生に関する規程は、研究生にこれ

を準用する。

　　附　則

　この規程は、平成 16 年４月１日から施行する。
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7　山 梨 大 学 科 目 等 履 修 生 規 程

制定　平成 16 年４月１日

（趣旨）

第１条　この規程は、山梨大学学則（以下「学則」という。）第 42 条第２項の規定に基づき、山梨大学

（以下「本学」という。）の科目等履修生について必要な事項を定める。

（入学の時期）

第２条　科目等履修生の入学の時期は、学年又は学期の始めとする。

（入学資格）

第３条　科目等履修生として入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。

　⑴　高等学校又は中等教育学校を卒業した者

　⑵　前号以外の者で、学部において高等学校又は中等教育学校を卒業した者と同等以上の学力を有す

　ると認めた者

（入学の出願）

第４条　科目等履修生として入学を志願する者は、あらかじめ履修しようとする授業科目担当教員（以

下「授業科目担当教員」という。）の承諾を得て、所定の期間内に次の各号に掲げる書類に検定料を

添えて、当該学部の長を経由し学長に願い出るものとする。

　⑴　入学願書（所定の様式）

　⑵　最終学校の卒業証明書又は修了証明書

　⑶　健康診断書

　⑷　学校、企業等に勤務している者にあっては、所属長の承認書

　⑸　その他本学が必要と認める書類

２　外国人は、前項に掲げる書類のほか、在留資格を記入した外国人登録済証明書を提出するものとす

る。ただし、国内に在留していない者は、入学後提出するものとする。

（入学者の選考）

第５条　科目等履修生の選考は、入学を希望する学部の教授会が行う。

（入学手続及び入学許可）

第６条　前条の規定により、科目等履修生として選考された者は、所定の期日までに入学料及び授業料

を納入するとともに、入学に必要な書類を提出しなければならない。

２　学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。

（履修期間）

第７条　科目等履修生の履修期間は、入学日の属する年度内とする。

（履修科目の制限）

第８条　科目等履修生が修得できる単位数は、履修期間６月の場合は 16 単位以内、１年の場合は 32 単

位以内とする。ただし、医学部にあっては１年以内で修得できる単位数は、14 単位以内とする。

２　医学部にあっては、実験、実習又は実技の科目の履修は、原則として認めない。

（検定料等）

第９条　検定料、入学料及び授業料に関し必要な事項は、別に定める。

２　納入した検定料、入学料及び授業料は返還しない。

（証明書の交付）

第 10 条　学部の長は、科目等履修生が所定の期間履修し、試験その他の審査により合格した履修科目

について、単位修得証明書を交付する。
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（除籍）

第 11 条　学長は、授業科目担当教員が科目等履修生として適当でないと認めた場合は、教授会の議を

経て、これを除籍することができる。

（諸規則の準用）

第 12 条　この規程に定めるもののほか、学則、その他学内諸規則の学生に関する規程は、科目等履修

生にこれを準用する。

　　附　則

　この規程は、平成 16 年４月１日から施行する。
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８　ＧＰＡ制度及び履修登録単位数の上限制度に関する要項
制定　平成 20 年 ３月 18 日

改正　平成 20 年 12 月 17 日

改正　平成 22 年 ２月 16 日

（目的） 

第１条　この要項は、山梨大学（以下「本学」という。）におけるグレードポイントアベレージ（以下

「ＧＰＡ」という。）及び履修登録単位数の上限制度について必要な事項を定め、学生の学習意欲を

高めるとともに、厳格な成績評価と学生支援に資することを目的とする。

（定義） 

第２条　「ＧＰＡ」とは、各授業科目５段階の成績評価に対応して４～０のグレードポイント（以下「Ｇ

Ｐ」という。）を付与して算出する１単位当たりのＧＰ平均値をいう。

２　ＧＰＡ対象授業科目は、次の各号に掲げる授業科目とする。

　⑴　100 点を満点として成績評価されるすべての授業科目

　⑵　本学在学中に、他の大学において履修した授業科目又は外国の大学（短期大学を含む。）におい

て学修した成果・履修した授業科目であって、第１号の要件を満たす授業科目

　⑶　本学入学前及び他の大学（短期大学，高等専門学校を含む。）において履修した授業科目又は外

国の大学（短期大学を含む。）において学修した成果若しくは履修した授業科目であって、本学に

おける授業科目の履修により修得したものとみなされた授業科目であり、かつ第１号の要件を満た

す授業科目

　⑷　短期大学・高等専門学校等及び文部科学大臣が別に定める学修を本学の定める授業科目の履修と

みなし、単位を与えられた授業科目であって、第１号の要件を満たす授業科目

３　成績評価が点数によらない以下の科目及び未入力又は保留の授業科目については、ＧＰＡの対象か

ら除く。

　⑴　合格か不合格かだけを判定する授業科目

　⑵　編入学又は転入学した際の単位認定科目

　⑶　本学入学前に修得した単位認定科目

　⑷　他大学等との単位互換等で修得した科目

 

（成績評価およびＧＰ） 

第３条　各学部等で定める成績評価並びにＧＰは、次のとおりとする。 

　⑴　Ｓ（	90 ～	100）	 ＧＰ =４

　⑵　Ａ（	80 ～	 89）	 ＧＰ =３

　⑶　Ｂ（	70 ～	 79）	 ＧＰ =２

　⑷　Ｃ（	60 ～	 69）	 ＧＰ =１

　⑸　Ｄ（	0 ～	  59 及び未受験）	 ＧＰ =０

　⑹　Ｎ（無資格）		  ＧＰ =０

　⑺　Ｔ（認定）		  ＧＰ =対象外

　⑻　Ｉ（未入力、保留）	 ＧＰ =対象外

（ＧＰＡの種類及び計算方法）

第４条　ＧＰＡは、当該学期に履修した第２条第２項各号に定めるＧＰＡ対象科目について、学期ＧＰ

Ａ及び通算ＧＰＡに区分し、各区分の定める方法により計算するものとし、計算値は小数点以下第２

位を四捨五入して表記するものとする。

　⑴　学期ＧＰＡは、当該学期の授業科目ごとに得たＧＰに当該授業科目の単位数を乗じる計算を、当
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該学期に成績評価を受けた授業科目分行い、その合計を当該学期に成績評価を受けた授業科目の単

位数の合計で除して算出する。

　　学期ＧＰＡ＝(当該授業科目のＧＰ×当該学期に履修登録した授業科目の単位数）の合計／当該学期

　　　　　　　　 の成績評価を受けた授業科目の単位数の合計

　⑵　通算ＧＰＡは、入学時からの現在の学期までの授業科目ごとに得たＧＰに、当該授業科目の単位

数を乗じる計算を、入学時からの現在の学期までに成績評価を受けた授業科目分行い、その合計を

入学時からの現在の学期までに成績評価を受けた授業科目の単位数の合計で除して算出する。

　　通算ＧＰＡ＝(入学時からの当該授業科目のＧＰ×履修登録した授業科目の単位数）の合計／入学時

　　　　　　　　 から成績評価を受けた授業科目の単位数の合計

（ＧＰＡ計算期日） 

第５条　ＧＰＡの計算は、学期ごとに指定された期日（以下「ＧＰＡ計算期日」という。）までに確定

した成績に基づいて行う。 

２　第３条第８号に規定する成績の保留又は追試験等のため期日までに成績が確定していない科目につ

いては、計算上は履修していないものとして取扱う。

３　ＧＰＡ計算期日は、原則として前期にあっては９月１日、後期にあっては３月 10 日とする。

（履修の取り消し） 

第６条　一度履修登録した科目であっても、受講目的が達成されないなどの理由により履修を取り消す

ことができる。

２　履修の取り消しは、別に定める履修取り消し期間に行うことができる。　ただし、履修取り消し期

間内に手続を行なわない場合は、当初申請した履修科目が成績評価の対象となる。

３　前項の規定にかかわらず、病気・事故等やむを得ない事情による場合は、履修取り消し期間以降に

おいても履修を取り消すことができる。

４　履修登録修正期限までに履修登録を取り消した場合及び学部長等による履修登録の変更措置が行わ

れた場合を除き、履修を放棄した科目の成績は第３条第６号に規定する無資格として扱う。

（全学共通教育科目における履修登録単位数の上限）

第７条　教育人間科学部及び工学部の学部学生が、各学期に履修登録できる全学共通教育科目の単位数

の上限は、次のとおりとする。なお、前学期が休学等の場合には、その直前の学期ＧＰＡを参照する。

　⑴　前学期の学期ＧＰＡが３以上の学生＝ 12 単位

　⑵　前学期の学期ＧＰＡが 2.5 以上の学生＝ 10 単位

　⑶　前学期の学期ＧＰＡが 2.4 ～ 1.6 の学生＝８単位

　⑷　前学期の学期ＧＰＡが 1.5 以下の学生＝６単位

　⑸　１年次に入学、編入学、再入学する学生＝ 10 単位

２　全学共通教育科目のうち、以下の科目は履修登録単位数の上限科目から除く。

　⑴　人間形成科目部門の科目

　⑵　自発的教養科目部門の科目

　⑶　基礎科目部門の科目

　⑷　全学共通教育科目のうち２単位以外の科目

　⑸　外部試験・単位互換で全学共通教育科目に認定する科目
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　⑹　集中講義

３　医学部の学部学生については、 履修登録単位数の上限設定は行なわない。

 

（再履修等における授業科目の取扱い）

第８条　不合格（Ｄ又はＮ　ＧＰ＝０）と評価され、後に再履修等によって合格となった場合は、不合

格の学習成績と新たな学習成績を併記して記録する。

（ＧＰＡの通知及び記載） 

第９条　ＧＰＡの学生及び保護者への通知は、学期ＧＰＡ及び通算ＧＰＡを記載した修得単位通知書に

より行う。

２　学期ＧＰＡ及び通算ＧＰＡは、成績証明書及び成績原簿に記載する。

（ＧＰＡデータの提供及び活用） 

第 10 条　本学職員が、教育活動の改善等を目的として行なう調査研究等においてＧＰＡデータの提供

を希望する場合は、別紙申請書により、大学教育研究開発センター長に申請するものとする。

２　大学教育研究開発センター長は、前項の申請理由が適当であると判断したときは、ＧＰＡに係る各

種資料を提供するものとする。

 

（経過措置）

第 11 条　平成 20 年３月 31 日において現に在籍する者（以下「在籍者」という。）及び在籍者の属する

年次に転入学、編入学又は再入学する者についての成績証明書及び成績原簿の成績評価の取扱いにつ

いては、各学部の履修規程によるものとし、全学共通教育科目における履修登録単位数の上限は適用

しない。また、成績証明書には、学期ＧＰＡ及び通算ＧＰＡの記載は行わないものとする。

（その他）

第 12 条　この要項に定めるもののほか、ＧＰＡおよび履修登録単位数の上限の取扱いに関し必要な事

項は、別に定める。

　　　附　記

　この要項は、平成 20 年４月１日から実施する。

　　　附　記

　この要項は、平成 20 年 12 月 17 日から実施し、平成 20 年 10 月１日から適用する。

　　　附　記

　この要項は、平成 22 年４月１日から実施する。



Ⅴ　全学共通教育科目
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全 学 共 通 教 育 科 目 履 修 案 内

（授業料目）

　全学共通教育科目は、人間形成科目部門、語学教育科目部門、テーマ別教養科目部門、基礎科目部門、

自発的教養科目部門にそれぞれ区分して開設する。なお、学部別の全学共通教育科目の要求単位数は、

別表１を参照すること。

（人間形成科目部門）

１　初年次教育のためのこの部門では、リベラルアーツ教育の基として、「大学で学ぶ」とはどういう

ことかを考え、学ぶための基礎的知識と技能の習得をめざす。

　　さらに、自立した健康的な大学生活の実現と、キャリア形成についての意識の向上を目的とする。

以下の科目を開設する。（別表２参照）

    「生活と健康Ⅰ」１年次前期　１単位必修

    「生活と健康Ⅱ」１年次後期　１単位必修

　　『大学基礎・キャリア形成科目』１～２年次　教育人間科学部は２単位選択必修、工学部は４単位

選択必修とする。医学部は選択とし、全学共通教育科目の単位に含めることができる。

２　教育人間科学部は合計３科目４単位、工学部は合計４科目６単位、医学部については『大学基礎・キャ

リア形成科目』を除く合計２科目２単位修得しなければならない。

３　「生活と健康Ⅰ，生活と健康Ⅱ」

　①　各 1 単位計２単位必修とし、各々１年次の前期後期に履修する。原則としてⅠ，Ⅱの順序で履修

　する。

　②　自立した健康的な生活を送り、大学における勉学や社会における活動を円滑にスタート及び持続

させるため、体育・保健衛生、食事・運動・睡眠と心身について学び、さらに生活者としての基礎

的知識やモラルを身につけることを目的とする。また、課題学習、グループ学習や身体活動プログ

ラムを通して、良好な人間関係の構築を促す。

　③　１クラス 40 から 50 名とし、計 21 クラス開講する。所属する学科、コース、専修により決められ

た時間割で履修する。授業形式は、実技、演習、講義を組み合わせる。講義のうち、特定の講義は

同時限に履修する学生を集め、１クラス開講とする。

４　『大学基礎・キャリア形成科目』

　①　自己をみつめ、将来の設計図を考えるための問題を提起するとともに、就職基礎能力（責任感や

主体性などの職業人意識・マナーをふまえたコミュニケーション能力・読み書き等の基礎学力）を

養成することを目的とする。

　②　１～２年次。「人間形成論Ａ ,Ｂ」・「職業選択支援プログラムＡ ,Ｂ」・「キャリア形成のための作

文演習Ａ , Ｂ , Ｃ , Ｄ」・「キャリア形成論Ａ,Ｂ」・「現代社会と教育」・「山梨大学から見る大学の

歴史と現在」より、教育人間科学部は１科目２単位、工学部は２科目４単位選択必修、医学部は選

択とする。ただし、「キャリア形成のための作文演習」は教育人間科学部・工学部を対象、「キャリ

ア形成論」は１年次生を対象、「現代社会と教育」・「山梨大学から見る大学の歴史と現在」は工学

部１年次生を対象とする。

　③　「人間形成論Ａ ,Ｂ」は２単位、前期にＡ、後期にＢを開講する。どちらか１科目のみ履修できる。

主として講義形式をとる。

　　　各分野で実績をあげ、複雑な人間の組織における豊富な経験を有した教員や社会人による自ら

の失敗と失敗への対処などの話により、大学生活・進路選択・人間関係・コミュニケーション等

について考える。

　④　「職業選択支援プログラムＡ , Ｂ」は２単位、前期にＡ、後期にＢを開講する。どちらか１科目

のみ履修できる。主として講義形式をとる。
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　　　就職活動を単に目先のことではなく、自らの人生全体の中に位置付ける視野を持ち、就職活動

を始める前から十分に職業についての考え方を深め、責任感や主体性を養うことを目的とする。

　　　授業内容は、自己分析・自己理解学、職業の現場、倫理と職業・組織・社会、男女共同参画社

会への道、などとする。

　⑤　「キャリア形成のための作文演習Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ」は２単位、１クラス 20 名程度のゼミ形式として、

前期にＡ ,Ｂ，後期にＣ ,Ｄを開講する。Ａ～Ｄのうち１科目を履修できる。

　　　自己アピール等の書き方の指導の他、クラスによっては作文演習の他に、文献購読や討論など

を取り入れ、自己表現力やコミュニケーション能力の養成を目指す。

　⑥　「キャリア形成論Ａ,Ｂ」は２単位、前期にＡ、後期にＢを開講する。どちらか１科目のみ履修で

きる。

　⑦　「現代社会と教育」は２単位、前期に開講する。

　　　格差社会の進展の中で、社会的弱者層（貧困層や在日外国人）の教育を受ける権利侵害の状況を

認識し、権利保障のための方策を考えることを目的とする。

　⑧　「山梨大学から見る大学の歴史と現在」は２単位、後期に開講する。

　　　本学の歴史を手がかりに、わが国の明治期以降の高等教育を振り返り、歴史認識を養うとともに、

大学と国家、大学と社会の関わりについて理解を深めることを目的とする。

（語学教育科目部門）

１　語学教育科目部門は、英語及び未習外国語（ドイツ語・フランス語・中国語）を開設し、国際社会

で活躍できる能力の育成をめざす。個々の能力にあった習熟度クラスにおいて技能教育を行い、それ

ぞれの向上をめざす。

２　「英語」（別表３参照）

　①　１年次の必修科目は前期にＡ、後期にＢあるいはＢ（選抜）を履修すること。（英語Ｍ（医学科）

については前後期ともクラス区分はない）。前後期とも履修登録時にクラスを確認し、指定された

クラスで受講すること。

　②　１、２年次の選択科目はそれぞれのシラバスに記載されている受講要件等に即して履修登録を

すること。

　③　e- ラーニングの履修方法は当該シラバス及び配布別紙を参照すること。

　④　必修科目は必ず受講しなければならない。受講したうえで必修科目４単位を修得できなかった場

合には単位認定を申請することもできる。これについては、別表４に定める外部検定試験の結果に

従い、必修科目の２単位あるいは４単位を認める。認定の対象は２年以内の外部試験結果とする。

　⑤　放送大学で取得した科目「実践英語」「英語基礎Ａ」「総合英語Ａ」「英語Ⅱ」「英語Ⅲ」「英語Ⅳ」

「英語Ⅵ」（いずれも２単位）は、必修科目に振り替えることができる。

３　未習外国語［ドイツ語、フランス語、中国語］（別表５参照）

　①　初級は３カ国語のうち、１カ国語についてⅠ、Ⅱ合計４単位修得しなければならない。

　②　初級Ⅰ、初級Ⅱはこの順序で履修しなければならない。

　③　語学力をさらに深めたい者は、初級と同一言語の演習Ⅰ、Ⅱを履修することができる。

　④　特定の外部試験による単位認定を必修単位の上限まで認める。（別表６参照）認定の対象は２年

以内の外部試験結果とする。

　⑤　中級及び Intensive を履修する者は、それと同一言語の初級Ⅰ、Ⅱの単位を修得していなければ

ならない。

　⑥　中級「総合」Ⅰ、Ⅱと中級「コミュニケーション」Ⅰ、Ⅱで同一科目を重複履修した場合、修

得した単位の全てを卒業単位として認定する。

４　教育人間科学部では、英語を含む２カ国語を選択し、各々４単位以上を履修し合計 12 単位以上を

修得しなければならない。なお、12 単位の中には本学で開講している２単位の科目を少なくとも１



－ 46 － － 47 －

つ含まなければならない。（別表７参照）

５　医学部（医学科）では、英語を含む２カ国語を選択し、英語から 10 単位以上、未習外国語から８

単位以上、計 18 単位上を修得しなければならない。なお、18 単位の中には本学で開講している２単

位の科目を少なくとも１つ含まなければならない。（別表８参照）

６　医学部（看護学科）では、英語を含む２カ国語を選択し、英語から８単位以上、未習外国語から４

単位以上、計 12 単位上を修得しなければならない。なお、12 単位の中には本学で開講している２単

位の科目を少なくとも１つ含まなければならない。（別表９参照）

７　工学部では、英語を含む２カ国語を選択し、各々４単位以上を履修し合計 14 単位以上を修得しな

ければならない。なお、14 単位の中には本学で開講している２単位の科目を少なくとも１つ含まな

ければならない。（別表 10 参照）

８　留学生用に日本語科目を開設する。（別表 11 参照）

    修得した単位は語学教育科目の単位に含まれるが、詳細については各学部の履修規程を参照するこ

と。

（テーマ別教養科目部門）

１　＜テーマ別教養科目の目的および概要＞

　　現代の課題を

　　　・文化の伝統と現代　　　・現代社会と国際交流

　　　・科学と環境　　　　　　・現代の表現とコミュニケーション

　　　・人間の生命と健康

の５テーマに分け、各テーマをさまざまな角度から考察する。学生は５テーマのうちから１テーマ

を選択し、履修する。自身でテーマを選ぶことで、自覚と意欲をもった学習が期待されている。

現代の課題を複合的に捉えることで、生涯学ぶ姿勢を養うとともに、リベラルアーツを身につけ

た社会に貢献できる人材の養成をめざす。

　・文化の伝統と現代

　人類社会が長い歴史のなかで育んできた哲学、歴史、文学、芸術などの文化系の諸学問を中心に、

社会科学系、自然科学系の関連科目も学ぶことによって、多様な価値観を理解する複眼的視点を

養う。現代に生きる人間として、自己や社会、環境を見つめ、さまざまな局面で的確な判断を下

してゆくための基本的教養を身につけることを目的とする。

　・現代社会と国際交流

　現代社会を考察するための科目と、世界のさまざまな文化や実情に触れる科目を多角的に学びな

がら、現代の日本社会および国際社会で生じる様々な問題を共生・共存の視点から考える。現代

社会が今直面している諸問題、そして今後直面するであろう諸問題について各自が理解を深め、

的確に判断できる力を養成することを目的とする。

　・科学と環境

　文化、社会、科学、心身および国際的な視点から「科学」と「環境」を広く見つめ直し、自然を

モデルにして物を作り出す科学技術が自然や人間に及ぼす過程や結果について考察する。科学技

術と自然環境と生活環境との関わりを深く理解した上で、科学的知識をもって地球環境保全を始

めとする現代的課題に取り組んでいく力を養成する。

　・現代の表現とコミュニケーション

　文学、美術、音楽、IT など、さまざまな分野による自己表現の手法を学び、多様な表現活動を体

験することにより、自ら情報を発信し、他者からの情報を受信する能力を養う。

　また、心理、社会、教育、異文化等に関する知識や、他者との交流を通じて、一社会人として現

代社会において必要とされるコミュニケーション能力の獲得を目標とする。

　・人間の生命と健康
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　「生と死」を見つめつつ、生命倫理と医療の基礎的な事柄を理解した上で、他者と共に生きる社

会の中で、人間の生命に対する理解を医学、工学、人文・社会科学から複数領域にわたって学び、

「健康」の意味を考える。さらに現実生活をより豊かなものとするための実践的な教養として、ス

ポーツ・身体活動やライフサイクルを見据えた福祉厚生社会への理解を深める。

２　＜テーマ別教養科目の履修方法＞（別表 12 －１～５参照）

　①　テーマ別教養科目においては、１に記した５テーマのうちから１テーマを選び、10 単位以上を

修得しなければならない。

　②　教育人間科学部、工学部については、10 単位以上のうち２単位は、テーマごとに開講される「基

幹科目」を修得しなければならない。

　　　医学部については「基幹科目」を必修としない。ただし「基幹科目」を履修しない場合も、テー

マ別教養科目 10 単位以上の修得が必要である。

　③　テーマごとに、そのテーマを履修するための授業科目が決められている。また、各授業科目は「文

化系」「社会系」「科学系」「心身・芸術系」「国際交流系」の５系に分けられている。履修に当たっ

ては、各テーマの授業科目から、少なくとも３系以上にわたって単位を修得しなければならない。

　④　教育人間科学部、工学部については、テーマ別教養科目の履修登録は、基幹科目を含め１学期に

４科目８単位までとする。医学部については制限を設けない。

　⑤　基幹科目については、教育人間科学部と工学部は２年次から、医学部は１年次後期からの履修と

する。基幹科目の履修登録は１学期に１科目とする。

　　　基幹科目の単位の取得は、選択したテーマの基幹科目１科目２単位までとする。

　⑥　開放科目として、工学部の決められた専門科目を修得し、テーマ別教養科目の単位に含めること

ができる。ただし、各テーマにおいて履修科目として認められている科目に限る。

　⑦　環境の保全科目を修得し、テーマ別教養科目の単位に含めることができる。ただし、各テーマに

おいて履修科目として認められている科目に限る。

　⑧　選択したテーマ以外のテーマにおいて履修科目として認められている科目を修得し、全学共通教

育科目の単位に含めることができる。

（基礎科目部門）

１　数学、物理、化学、生物の４科目を高校で未履修及び修学不足の学生を対象に基礎科目として開設

する。（別表 13 参照）

２　授業内容は高校の教科書程度とする。

３　受講は各学部、学科、コースで特定された学生のみとする。

４　必要に応じて特定学生を選定するため４月にプレースメントテストを行う。

　　特定された学生は最後まで受講しなければならない。

　　修得すれば単位認定されるが、その単位は卒業要件に含まれない。

（自発的教養科目部門）

１　自発的教養科目は、学生の自律的な学習能力、および実践的な能力の涵養にあり、リベラルアーツ

の実践を後押しすることを目的とする。

２　内容は、あらかじめ定められた学内の教員の指導の下で行われる「ボランティア活動」、「自発的

な研究」、ISO などの「学内活動」の活動実績に応じて単位を認定するものである。

３　自発的教養科目の取得単位の上限は、ボランティア活動・自発的研究・学内活動については、各２

単位の合計６単位とし、単位認定の目安は、30 時間程度の活動を２単位、15 時間程度の活動を１単

位とする。ただし、個々の活動に応じて単位認定に必要な活動時間は異なることがある。

４　ボランティア活動については、テーマ別科目のボランティア関連科目（別途ボランティア活動で定

められた科目）の単位取得を自発的教養科目の単位認定の条件とする（ただし、ボランティア関連科

目の履修中であっても、ボランティア活動をすることに支障はなく、ボランティア関連科目の単位取
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得後、自発的教養の単位認定申請をすることで、単位が認定される）。

５　その他、それぞれの活動を行うにあたっては、いくつかの条件があるので注意すること。

６　履修方法、単位認定の方法等、必要な事項は別に定める。

　注）各部門の単位修得方法の詳細については、各部門の履修案内を参照すること。

全学共通教育科目要求単位数

別表１

人間形成科目

別表２

学 部

全学共通教育科目名

人間形成科目
部　門

語学教育科目部門 テーマ別
教養科目部門

自発的
教養科目部門英　語 未習外国語

教 育 人 間 科 学 部
４

４ ４
10

12（国際文化コースは 16）

34（障害児教育コースは 32）

医 学 部

医 学 科
２

10 ８
10

18

36

看護学科
２

８ ４
10

12

30

工 学 部
６

４ ４
10

14

32

授業科目

番　　号

要　　求

単 位 数
授 業 科 目 名

単　
　

位

毎　週
時間数

履
修
年
次

備　　　考
前
期

後
期

061011 教育人間
科学部
４

生活と健康Ⅰ １ ２ １ ◎
061012 生活と健康Ⅱ １ ２ １ ◎
061028 大

学
基
礎
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

人間形成論 ２ ２ １～２ ×２

医学部
２

２
061022 職業選択支援プログラム ２ ２ １～２ ×２

２
061024 工学部

６
キャリア形成のための作文演習 ２ ２ １～２ ×４

２
061025 キャリア形成論 ２ ２

１
×２

２ 教育人間科学部は４
科目のうち１科目、
工学部は６科目のう
ち２科目選択必修
「キャリア形成のた
めの作文演習」は教
育人間科学部と工学
部対象
「現代社会と教育」、
「山梨大学から見る
大学の歴史と現在」
は工学部対象

061026 現代社会と教育 ２ ２ １
061027 山梨大学から見る大学の歴史と現在 ２ ２ １
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学

年

授業科目
番 号

授 業 科 目 名

単

位

前

期

後

期

履
修
年
次

備 考

１ 062009
062010
062012
062013

英語Ａ
英語Ｂ／英語Ｂ（選抜）
英語ＭＡ（医学科）
英語ＭＢ（医学科）

２
２
２
２

２

２
２

２

1
1
1
１

必修

指定されたクラスでＡと

ＢあるいはＢ（選抜）を

履修

１ 062007
062008

ＴＯＥＦＬⅠ
ＴＯＥＦＬⅡ

４
４

４
４

１
１

選択

受講要件に従い履修可能

２ 062021 
062022
062023
062024
062025

総合英語
英語リーディング・ライティング（中級）
英語リーディング・ライティング（上級）
英語オーラルコミュニケーション（中級）
英語オーラルコミュニケーション（上級）

２
２
２
２
２

２
２
２
２
２

２
２
２
２
２

２
２
２
２
２

選択

少なくとも１科目（２単

位）以上選択することが

望ましい

１～４ 062081
062082
062083
062084

e －ラーニングⅠ
e－ラーニングⅡ
e－ラーニングⅢ
e－ラーニングⅣ

１
１
１
１

１

１
１

１

１～４ 選択

１～４ 062091
062092

Intensive15 －Ⅰ（英語）
Intensive15 －Ⅱ（英語）

１
１

（１）
（１）

１～４ 選択（集中）

受講要件に従い履修可能

２～４ 062093
062094

Intensive90 －Ⅰ（英語）
Intensive90 －Ⅱ（英語）

６
６

６
６

２～４ 選択

受講要件に従い履修可能

英語外部試験認定単位数 ＴＯＥＩＣ ＴＯＥＦＬ(ＣＢＴ) ＴＯＥＦＬiＢＴ 英　検
認定単位［２単位］ 500 － 695 450 － 529（133 － 197） 45 － 71 ２級
認定単位［４単位］ 700 以上 530 以上（200 以上） 72 以上 準１級

語学教育科目

別表３　英語

注１）必修科目における履修の順序指定はない（例えば前期でＡが履修できなくとも後期でＢを受講

できる）。

注２）必修科目を再履修する場合は原則として、学部学科指定の履修できなかった科目を登録するこ

と。

注３）必修科目の単位認定の手続きをした後も、希望により当該科目を受講できるが、新たに単位を

付与することはしない。

注４）提携大学での短期留学により修得した単位は選択科目として２単位分を認める。

別表４
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学

年

授業科目
番 号

授 業 科 目 名

単

位

前

期

後

期

履
修
年
次

備 考

１ 062101
062102 
062201 
062202 
062301 
062302

ドイツ語初級Ⅰ
ドイツ語初級Ⅱ
フランス語初級Ⅰ
フランス語初級Ⅱ
中国語初級Ⅰ
中国語初級Ⅱ

２
２
２
２
２
２

２

２

２

２

２

２

1
1
1
１
１
１

１ヵ国語選択必修

１ 062103 
062104 
062203
062204 
062303 
062304 

ドイツ語演習Ⅰ
ドイツ語演習Ⅱ
フランス語演習Ⅰ
フランス語演習Ⅱ
中国語演習Ⅰ
中国語演習Ⅱ

２
２
２
２
２
２

２

２

２

２

２

２

１
１
1
1
1
1

選択

２ 062121
062122 
062123 
062124 
062221
062222
062223 
062224
062321
062322
062323
062324

ドイツ語中級Ⅰ（総合）
ドイツ語中級Ⅰ（コミュニケーション）
ドイツ語中級Ⅱ（総合）
ドイツ語中級Ⅱ（コミュニケーション）
フランス語中級Ⅰ（総合）
フランス語中級Ⅰ（コミュニケーション）
フランス語中級Ⅱ（総合）
フランス語中級Ⅱ（コミュニケーション）
中国語中級Ⅰ（総合）
中国語中級Ⅰ（コミュニケーション）
中国語中級Ⅱ（総合）
中国語中級Ⅱ（コミュニケーション）

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

選択

２ 062191
062192
062291
062292
062391
062392

ドイツ語 Intensive90 －Ⅰ
ドイツ語 Intensive90 －Ⅱ
フランス語 Intensive90 －Ⅰ
フランス語 Intensive90 －Ⅱ
中国語 Intensive60 －Ⅰ
中国語 Intensive60 －Ⅱ

６
６
６
６
４
４

６

６

４

６

６

４

２
２
２
２
２
２

選択（武田キャンパ
スのみでの開講）

科 目 外 部 試 験 合 格 基 準 授業科目・単位数
ド イ ツ 語 独検＊ ４級以上 ドイツ語初級Ⅰ、Ⅱ：４単位
フランス語 仏検＊＊ ４級以上 フランス語初級Ⅰ、Ⅱ：４単位
中 国 語 中検＊＊＊ ４級以上 中国語初級Ⅰ、Ⅱ：４単位

別表５　ドイツ語・フランス語・中国語

注 1）演習を履修する場合は初級と同時に履修することが望ましい。

注 2）中級Ⅰ、中級Ⅱはこの順序で履修することが望ましい。

注 3）Intensive はⅠ、Ⅱの順序で履修することが望ましい。

別表６

外部試験による単位認定

全学部学科：初級４単位まで
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科 目 外 部 試 験 合 格 基 準 授業科目・単位数

ド イ ツ 語 独検＊ ３級以上
ドイツ語初級Ⅰ，Ⅱ
ドイツ語中級Ⅰ，Ⅱ：計８単位

フランス語 仏検＊＊ ３級以上
フランス語初級Ⅰ，Ⅱ
フランス語中級Ⅰ，Ⅱ：計８単位

中 国 語 中検＊＊＊ ３級以上
中国語初級Ⅰ，Ⅱ
中国語中級Ⅰ，Ⅱ：計８単位

要 求
単 位 数

授 業 科 目 名

学

年

単

位

備 考

未
習
外
国
語

12
（
国
際
文
化
コ
ー
ス
は
16
）

初級Ⅰ，Ⅱ 1 ２ 選必 ４単位以上履修する。
（初級Ⅰ，Ⅱは必修）演習Ⅰ，Ⅱ 1 ２ 選択

中級Ⅰ，Ⅱ ２ ２ 選択
Intensive90 －Ⅰ，Ⅱ
Intensive60 －Ⅰ，Ⅱ

２～４ ６
４

選択

英　

語

Ａ，Ｂ／Ｂ（選抜） １ ２ 必修
指定されたクラスでＡ
とＢあるいはＢ（選抜）
を４単位履修する。

ＴＯＥＦＬⅠ
ＴＯＥＦＬⅡ

１
１

４
４

選択 未習外国語・英語の必
修８単位に加え，語学
教育科目からさらに４
単位以上（国際文化コー
スは８単位以上）を修
得する。

ＴＯＥＦＬⅠ，Ⅱは受講要
件に従い履修可能。

総合英語
英語リーディング・ライティング
英語オーラルコミュニケーション

２
２
２

２
２
２

選択

e－ラーニングⅠ
e－ラーニングⅡ
e－ラーニングⅢ
e－ラーニングⅣ

１～４ １
１
１
１

選択

Intensive15 －Ⅰ，Ⅱ（英語）
Intensive90 －Ⅰ，Ⅱ（英語）

１～４
２～４

１
６

選択

医学部医学科：初級＋中級合計８単位まで

＊ドイツ語技能検定試験（独検）

＊＊実用フランス語技能検定試験（仏検）

＊＊＊日本中国語検定協会中国語検定試験（中検）

別表７　教育人間科学部
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要 求
単 位 数

授 業 科 目 名

学

年

単

位

備 考

未
習
外
国
語

18 ８

初級Ⅰ，Ⅱ 1 ２ 選 必 １年次で４単位以上を
履修し，１・２年次合
計で８単位以上修得す
る。

演習Ⅰ，Ⅱ 1 ２ 選 択
（医学部キャンパス）
中級Ⅰ，Ⅱ ２ ２

選 択

Intensive90 －Ⅰ，Ⅱ
Intensive60 －Ⅰ，Ⅱ

２～４ ６
４

選 択

英　

語

10 （甲府キャンパス）
ＭＡ，ＭＢ １ ２

必 修 ＡとＢを４単位履修す
る。

（甲府キャンパス）
ＴＯＥＦＬⅠ
ＴＯＥＦＬⅡ

１
１

４
４

選 択 １・２年次合計で英語
から 10 単位以上修得す
る。

ＴＯＥＦＬⅠ，Ⅱは受講要
件に従い履修可能。

（医学部キャンパス）
総合英語
英語リーディング・ライティング
英語オーラルコミュニケーション

２
２
２

２
２
２

選 択

（甲府キャンパス）
e－ラーニングⅠ
e－ラーニングⅡ
e－ラーニングⅢ
e－ラーニングⅣ

１～４ １
１
１
１

選 択

Intensive15 －Ⅰ，Ⅱ（英語）
Intensive90 －Ⅰ，Ⅱ（英語）

１～４
２～４

１
６

選 択

要 求
単 位 数

授 業 科 目 名

学

年

単

位

備 考

未　習
外国語

12

４
初級Ⅰ，Ⅱ 1 ２ 選必 １年次で４単位以上を

履修する。演習Ⅰ，Ⅱ 1 ２ 選択

英　

語

８
（甲府キャンパス）
Ａ，Ｂ／Ｂ（選抜） １ ２

必修 指定されたクラスでＡ
とＢあるいはＢ（選抜）
を４単位履修する。

（甲府キャンパス）
ＴＯＥＦＬⅠ
ＴＯＥＦＬⅡ

１
１

４
４

選択 １・２年次合計で英語
から８単位以上修得す
る。

ＴＯＥＦＬⅠ，Ⅱは受講要
件に従い履修可能。

（医学部キャンパス）
総合英語
英語リーディング・ライティング
英語オーラルコミュニケーション

２
２
２

２
２
２

選択

（甲府・医学部キャンパス）
e－ラーニングⅠ
e－ラーニングⅡ
e－ラーニングⅢ
e－ラーニングⅣ

１～４ １
１
１
１

選択

Intensive15 －Ⅰ，Ⅱ（英語）
Intensive90 －Ⅰ，Ⅱ（英語）

１～４
２～４

１
６

選択

別表８　医学部医学科

別表９　医学部看護学科
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要 求
単 位 数

授 業 科 目 名

学

年

単

位

備 考

未
習
外
国
語

14

初級Ⅰ，Ⅱ １ ２ 選必 ４単位以上履修する。
（初級Ⅰ，Ⅱは必修）演習Ⅰ，Ⅱ １ ２ 選択

中級Ⅰ，Ⅱ ２ ２ 選択
Intensive90 －Ⅰ，Ⅱ
Intensive60 －Ⅰ，Ⅱ

２～４ ６
４

選択

英　

語

Ａ，Ｂ／Ｂ（選抜） １ ２ 必修

指定されたクラスでＡ
とＢあるいはＢ（選抜）
を４単位履修する。

ＴＯＥＦＬⅠ
ＴＯＥＦＬⅡ

１
１

４
４

選択 未習外国語・英語の必
修８単位に加え，語学
教育科目からさらに６
単位以上を修得する。

ＴＯＥＦＬⅠ，Ⅱは受講要
件に従い履修可能。

総合英語
英語リーディング・ライティング
英語オーラルコミュニケーション

２
２
２

２
２
２

選択

e－ラーニングⅠ
e－ラーニングⅡ
e－ラーニングⅢ
e－ラーニングⅣ

１～４ １
１
１
１

選択

Intensive15 －Ⅰ，Ⅱ（英語）
Intensive90 －Ⅰ，Ⅱ（英語）

１～４
２～４

１
６

選択
 

科目番号 授 業 科 目 名

単

位

前

期

後

期

履
修
年
次

備 考

0 6 2 9 0 1
0 6 2 9 0 2
0 6 2 9 0 3
0 6 2 9 0 4
0 6 2 9 0 5
0 6 2 9 0 6
0 6 2 9 0 7
0 6 2 9 0 8
0 6 2 9 0 9

日本語初中級ⅠＡ，ⅠＢ
日本語初中級ⅡＡ，ⅡＢ
日本語中級ⅠＡ，ⅠＢ
日本語中級ⅡＡ，ⅡＢ
日本語中上級Ⅰ
日本語中上級Ⅱ
日本語上級Ⅰ
日本語上級Ⅱ
日本語演習

２
２
２
２
２
２
２
２
２

２

２

２

２

２

２

２

２

２
２

１～４

別表 10　工学部

別表 11　日本語（外国人留学生向け）
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テ

ー

マ

要
求
単
位

科 目 番 号 及 び 科 目

単

位

履
修
年
次

備 考

現
代
社
会
と
国
際
交
流

10
開設科目は、
各年度の時間
割・シラバス
を参照するこ
と

基幹科目「現代社
会と国際交流」
064011 ～ 064019

２ ２～４
又は

１年次後期

　「文化系」「社会系」「科学系」
「心身・芸術系」「国際交流系」
の５系のうち、３系以上にわたっ
て履修しなければならない。
　教育人間科学部、工学部につ
いては、10 単位のうち２単位は、
基幹科目「現代社会と国際交流」
を修得しなければならない。
　 基 幹 科 目 の 履 修 年 次 は、
教育人間科学部と工学部は２年
次～４年次、医学部は１年次後
期とする。

文化系
063001 ～ 063199

２ １～４

社会系
063201 ～ 063399

２ １～４

科学系
063401 ～ 063599

２ １～４

心身・芸術系
063601 ～ 063799

２ １～４

国際交流系
063801 ～ 063999

２ １～４

テ

ー

マ

要
求
単
位

科 目 番 号 及 び 科 目

単

位

履
修
年
次

備 考

文
化
の
伝
統
と
現
代

10
開設科目は、
各年度の時間
割・シラバス
を参照するこ
と

基幹科目「文化の
伝統と現代」
064001 ～ 064009

2 ２～４
又は

１年次後期

　「文化系」「社会系」「科学系」
「心身・芸術系」「国際交流系」
の５系のうち、３系以上にわたっ
て履修しなければならない。
　教育人間科学部、工学部につ
いては、10 単位のうち２単位は、
基幹科目「文化の伝統と現代」
を修得しなければならない。
　基幹科目の履修年次は、教育
人間科学部と工学部は２年次～
４年次、医学部は１年次後期と
する。

文化系
063001 ～ 063199

２ １～４

社会系
063201 ～ 063399

２ １～４

科学系
063401 ～ 063599

２ １～４

心身・芸術系
063601 ～ 063799

２ １～４

国際交流系
063801 ～ 063999

２ １～４

テーマ別教養科目

別表 12 －１

別表 12 －２
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テ

ー

マ

要
求
単
位

科 目 番 号 及 び 科 目

単

位

履
修
年
次

備 考

現
代
の
表
現
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

10
開設科目は、
各年度の時間
割・シラバス
を参照するこ
と

基幹科目「現代の
表現とコミュニケ
ーション」
064031 ～ 064039

２ ２～４
又は

１年次後期

　「文化系」「社会系」「科学系」
「心身・芸術系」「国際交流系」
の５系のうち、３系以上にわたっ
て履修しなければならない。
　教育人間科学部、工学部につ
いては、10 単位のうち２単位は、
基幹科目「現代の表現とコミュ
ニケーション」を修得しなけれ
ばならない。
　基幹科目の履修年次は、教育
人間科学部と工学部は２年次～
４年次、医学部は１年次後期と
する。

文化系
063001 ～ 063199

２ １～４

社会系
063201 ～ 063399

２ １～４

科学系
063401 ～ 063599

２ １～４

心身・芸術系
063601 ～ 063799

２ １～４

国際交流系
063801 ～ 063999

２
１～４

テ

ー

マ

要
求
単
位

科 目 番 号 及 び 科 目

単

位

履
修
年
次

備 考

科
学
と
環
境

10
開設科目は、
各年度の時間
割・シラバス
を参照するこ
と

基幹科目「科学と
環境」
064021 ～ 064029

２ ２～４
又は

１年次後期

　「文化系」「社会系」「科学系」
「心身・芸術系」「国際交流系」
の５系のうち、３系以上にわたっ
て履修しなければならない。
　教育人間科学部、工学部につ
いては、10 単位のうち２単位は、
基幹科目「科学と環境」を修得 
しなければならない。
　基幹科目の履修年次は、教育
人間科学部と工学部は２年次～
４年次、医学部は１年次後期と
する。

文化系
063001 ～ 063199

２ １～４

社会系
063201 ～ 063399

２ １～４

科学系
063401 ～ 063599

２ １～４

心身・芸術系
063601 ～ 063799

２ １～４

国際交流系
063801 ～ 063999

２ １～４

別表 12 －３

別表 12 －４
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テ

ー

マ

要
求
単
位

科 目 番 号 及 び 科 目

単

位

履
修
年
次

備 考

人
間
の
生
命
と
健
康

10
開設科目は、
各年度の時間
割・シラバス
を参照するこ
と

基幹科目「人間の
生命と健康」
064041 ～ 064049

2 ２～４
又は

１年次後期

　「文化系」「社会系」「科学系」
「心身・芸術系」「国際交流系」
の５系のうち、３系以上にわたっ
て履修しなければならない。
　教育人間科学部、工学部につ
いては、10 単位のうち２単位は、
基幹科目「人間の生命と健康」
を修得しなければならない。
　基幹科目の履修年次は、教育
人間科学部と工学部は２年次～
４年次、医学部は１年次後期と
する。

文化系
063001 ～ 063199

２ １～４

社会系
063201 ～ 063399

２ １～４

科学系
063401 ～ 063599

２ １～４

心身・芸術系
063601 ～ 063799

２ １～４

国際交流系
063801 ～ 063999

２ １～４

別表 12 －５

基礎科目

別表 13

授業科目番号 授業科目名 単　位 時　間 履修年次 備　　考
065001 基礎科目（数学） ２ ２ １
065011 基礎科目（物理） ２ ２ １
065021 基礎科目（化学） ２ ２ １
065031 基礎科目（生物） ２ ２ １ 22 年度は非開講

注 1）基礎科目の単位は卒業要件に含まれない。
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Ⅵ　教育人間科学部
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１　教育人間科学部履修規程
制　　定　平成 16 年 ４月 １日

最終改制　平成 22 年 １月 13 日

（総　則）

第１条　本学部の授業科目及び履修の方法等については、この規程の定めるところによる。

（授業科目）

第２条　授業科目は、全学共通教育科目、学部入門ゼミ及び専門科目に大別する。

２　全学共通教育科目は、人間形成科目部門、語学教育科目部門、テーマ別教養科目部門、基礎科目部

門及び自発的教養科目部門に区分して開設する。

３　専門科目は、学部共通基礎科目部門、課程共通基礎科目部門、課程共通専門科目部門、コース専門

教職科目部門及びコース専門科目部門にそれぞれ区分して開設する。

４　各部門で開設する授業科目、単位数及び標準的な履修年次・毎週時間数等は、第１表から第 33 表

に示すとおりとする。

５　前項に定める授業科目のほか、山梨大学学則（以下「学則」という。）第 25 条の規定に基づき、他

学部の専門科目を履修することができる。

６　前項に定める授業科目のほか、学則第 26 条及び第 27 条の規定に基づき、教育上有益と認めるとき

は、他の大学等の授業科目を履修することができる。

（授業時間数）

第３条　各授業科目の１単位当たりの授業時間数等については、次のとおりとする。

　⑴　講義・演習による授業科目については、15 時間

　⑵　実験・実技・実習等による授業科目については、30 時間又は 45 時間

　⑶　インターンシップについては、１週間以上

　⑷　教育実習・卒業論文等の授業科目については、別に定める。

（履修方法）

第４条　授業科目の各科目における履修方法は、次条以下に定めるとおりとする。

（全学共通教育科目の各部門における履修）

第５条　全学共通教育科目の人間形成科目部門、語学教育科目部門、テーマ別教養科目部門、基礎科目

部門、自発的教養科目部門においては、次のとおり履修するものとする。なお、詳細な履修方法につ

いては「全学共通教育科目履修案内」の定めるところによるものとする。

　⑴　人間形成科目部門においては、４単位を修得しなければならない。

　⑵　語学教育科目部門においては、12 単位以上を修得しなければならない。ただし、国際文化コー

スにおいては、16 単位以上を修得しなければならない。

　⑶　テーマ別教養科目部門においては、10 単位以上を修得しなければならない。ただし、教育職員

免許状の取得を希望する者は、日本国憲法を修得しなければならない。

　⑷　基礎科目部門の科目を修得しても第 21 条に定める卒業の要件の単位に含めることはできない。

　⑸　自発的教養科目部門の科目を修得した場合は、全学共通教育科目の単位に含めることができる。

（学部入門ゼミの履修）

第６条　学部入門ゼミにおいては、全課程共通に第１表から２単位を修得しなければならない。（専門

科目の修得単位数）

第７条　課程・コース別の専門科目の修得単位数は第２表のとおりとする。
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（専門科目の各部門における履修）

第８条　学部共通基礎科目部門においては、全課程共通に第３表から必修単位を含めた８単位を修得し

なければならない。

第９条　課程共通基礎科目部門においては、次のとおり履修するものとする。

　⑴　学校教育課程においては、第４表から必修単位を含めた 10 単位を修得しなければならない。

　⑵　生涯学習課程においては、第 25 表から必修単位を含めた 18 単位を修得しなければならない。

　⑶　国際共生社会課程においては、第 28 表から必修単位を含めた 18 単位を修得しなければならない。

　⑷　ソフトサイエンス課程においては、第 31 表から必修単位を含めた 22 単位を修得しなければなら

ない。

第 10 条　課程共通専門科目部門においては、次のとおり履修するものとする。   

　⑴　学校教育課程においては、第５表から２単位を修得しなければならない。

　⑵　生涯学習課程においては、第 26 表から必修単位を含めた 26 単位を修得しなければならない。

　⑶　国際共生社会課程においては、第 29 表から必修単位を含めた 26 単位を修得しなければならない。

　⑷　ソフトサイエンス課程においては、第 32 表から必修単位を含めた 22 単位を修得しなければなら

ない。

第 11 条　コース専門教職科目部門を履修する学校教育課程においては、次のとおり履修するものとする。

　⑴　発達教育コースにおいては、小学校の教職に関する科目について第６表－ 1 から必修単位を含め

た 34 単位を、小学校の教科に関する科目について第９表から指定単位を含めた 10 単位を修得し

なければならない。

　⑵　教科教育コース「小１種・中２種免許を取得する者」においては、教職に関する科目について第

７表－１から必修単位を含めた 39 単位又は 41 単位を、小学校の教科に関する科目について第 10

表から指定単位を含めた 10 単位を修得しなければならない。

　⑶　教科教育コース「中１種・小２種免許を取得する者」においては、教職に関する科目について第

７表－２から必修単位を含めた 37 単位を、小学校の教科に関する科目について第 10 表から指定

単位を含めた４単位を修得しなければならない。

　⑷　障害児教育コースにおいては、小学校の教職に関する科目について第６表－ 2 から必修単位を含

めた 34 単位を、小学校の教科に関する科目について第９表から指定単位を含めた 10 単位を修得

しなければならない。

　⑸　幼児教育コースにおいては、教職に関する科目について第８表から必修単位を含めた 46 単位を、

小学校の教科に関する科目について第 11 表から指定単位を含めた 10 単位を修得しなければなら

ない。

第 12 条　コース専門科目部門においては、次のとおり履修するものとする。

　⑴　学校教育課程発達教育コースにおいては、第 12 表から必修単位を含めた 16 単位を修得しなけれ

ばならない。

　⑵　学校教育課程教科教育コース「小１種・中２種免許を取得する者」においては、各専修毎に第 13

表～第 22 表から指定単位を含めて修得しなければならない。

　⑶　学校教育課程教科教育コース「中１種・小２種免許を取得する者」においては、各専修毎に第 13

表～第 22 表から指定単位を含めて修得しなければならない。

　⑷　学校教育課程障害児教育コースにおいては、第 23 表から必修単位を含めた 26 単位を修得しなけ

ればならない。
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　⑸　学校教育課程幼児教育コースにおいては、第 24 表から必修単位を含めた 10 単位を修得しなけれ

ばならない。

　⑹　生涯学習課程においては、各コース毎に第 27 表から必修単位を含めた 34 単位を修得しなければ

ならない。

　⑺　国際共生社会課程においては、各コース毎に第 30 表から必修単位を含めた 34 又は 36 単位を修得

しなければならない。

　⑻　ソフトサイエンス課程においては、各コース毎に第 33 表から必修単位を含めた 36 単位を修得し

なければならない。

（他学部の専門科目の履修）

第 13 条　第２条第５項の規定に基づき、他学部の専門科目を履修する場合、開設科目、履修方法につ

いては別に定める。なお、修得できる単位数は８単位までとし、コース専門科目部門の単位に充てる

ものとする。

　　前項に定めるものの他、担当教員が認めた場合、他学部の専門科目を履修することができる。ただ

し、第 21 条に挙げた単位に含めることはできない。

（インターンシップの履修）

第 14 条　インターンシップの履修に関する細則は、別に定める。

（教育実習の履修）

第 15 条　教育実習の履修に関する細則は、別に定める。

（卒業論文等の履修）

第 16 条　卒業論文等は 4年次に履修することとする。なお、卒業論文等の履修に関する細則は、別に定

める。

（履修申告）

第 17 条　履修しようとする授業科目は申告して、その授業科目担当教員の承認を受けなければならない。

２　履修申告に関する細則は、別に定める。

（教育職員免許状）

第 18 条　教育職員免許状の取得に関する授業科目の履修方法等については、別に定める。なお、学校

教育課程（教科教育コース）については、小学校１種及び中学校２種又は中学校１種及び小学校２種

のいずれかを取得しなければならない。

（成績評価及び単位認定）

第 19 条　授業科目の成績評価は、原則として試験の結果による。

２　成績は、100 点を満点とする点数により表示する。

３　成績が 60 点以上の授業科目について所定の単位を認定する。

４　成績を評語により表示する場合には、90 点以上を「Ｓ」、90 点未満 80 点以上を「Ａ」、80 点未満 70

点以上を「Ｂ」、70 点未満 60 点以上を「Ｃ」、60 点未満を「Ｄ」とする。

（試　験）

第 20 条　試験は、原則として各学期の終わりに行う。

２　試験は、それが行われる学期において、その授業科目の授業に３分の２以上出席していなければ受

けることができない。

３　特別な理由により試験を受けることのできなかった場合は、その追試験を願い出ることができる。

４　追試験に関する細則は、別に定める。
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（卒業の要件）

第 21 条　卒業の要件は、本学に４年（学則第 19 条の規定に基づき在学すべき年数を別に定められた場

合を除く。）以上在学し、全学共通教育科目から 32又は 34単位以上と、学部入門ゼミ２単位及び専門

科目から学校教育課程においては各コースごとに定められた 83 単位から 99 単位以上を含む、合計

133 単位以上を、生涯学習課程、国際共生社会課程及びソフトサイエンス課程においては 90 単位から

94 単位以上を含む、合計 130 単位以上を修得していることとする。

（外国人留学生の授業科目及び履修方法に関する特例）

第 22 条　外国人留学生については、語学教育科目部門の外国語としては、常用語以外の外国語を履修

しなければならない。ただし、英語を常用語とする者は、語学教育科目部門の中に開設する日本語を

英語に代えることができる。

２　外国人留学生に対しては、語学教育科目部門中に日本語に関する授業科目を開設する。

（雑　則）

第 23 条　この規程に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

　　　附　則

　この規程は、平成 16 年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この規程は、平成 19 年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この規程は、平成 20 年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この規程は、平成 21 年４月１日から施行する。

　　　附　則

　この規程は、平成 22 年４月１日から施行する。
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第１表

学部入門ゼミ

第２表

課程・コース別の専門科目の修得単位数

課程・コース
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 考
前
期

後
期

全 課 程 共 通 2 060001 学部入門ゼミ 2 2 ◎ １

                 専門科目

課程・専修・コース

学部共通
基礎科目

課程共通
基礎科目

課程共通
専門科目

コース専門 
教職科目

コース専門 
科　　目

自由選択
科　　目

卒　業
論　文

合計

学

校

教

育

課

程

発達教育コース ８ 10 ２ 44 16 13 ４ 97

教

科

教

育

コ

ー

ス

国語教育専修
小１ ８ 10 ２ 49 12 12 ４ 97

中１ ８ 10 ２ 41 26 ６ ４ 97

社会科教育専修
小１ ８ 10 ２ 49 20 ４ ４ 97

中１ ８ 10 ２ 41 26 ６ ４ 97

数学教育専修
小１ ８ 10 ２ 49 10 14 ４ 97

中１ ８ 10 ２ 41 26 ６ ４ 97

理科教育専修
小１ ８ 10 ２ 49 12 12 ４ 97

中１ ８ 10 ２ 41 26 ６ ４ 97

音楽教育専修
小１ ８ 10 ２ 49 17 ７ ４ 97

中１ ８ 10 ２ 41 26 ６ ４ 97

美術教育専修
小１ ８ 10 ２ 51 17 ５ ４ 97

中１ ８ 10 ２ 41 26 ６ ４ 97

保健体育専修
小１ ８ 10 ２ 51 18 ４ ４ 97

中１ ８ 10 ２ 41 26 ６ ４ 97

技術教育専修 中１ ８ 10 ２ 41 26 ６ ４ 97

家政教育専修
小１ ８ 10 ２ 51 16 ６ ４ 97

中１ ８ 10 ２ 41 26 ６ ４ 97

英語教育専修 中１ ８ 10 ２ 41 26 ６ ４ 97

障害児教育コース ８ 10 ２ 44 26 ５ ４ 99

幼児教育コース ８ 10 ２ 56 10 ７ ４ 97

生 涯

学 習

課 程

芸術運営コース ８ 18 26 34 ４ ４ 94

スポーツ健康科学コース ８ 18 26 34 ４ ４ 94

国際共

生社会

課程

国際文化コース 8 18 26 36 ２ ４ 94

共生社会コース ８ 18 26 34 ４ ４ 94

ソフト
サイエ
ンス課
程

環境科学コース ８ 22 22 36 ２ ４ 94

数理情報コース ８ 22 22 36 ２ ４ 94
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第３表
学部共通基礎科目一覧

【学校教育課程】
【生涯学習課程】
【国際共生社会課程】
【ソフトサイエンス課程】

第４表
課程共通基礎科目一覧

【学校教育課程】

第５表
課程共通専門科目一覧

【学校教育課程】

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

全 課 程 共 通 ８

100301 現代教育論 ２ ２ １・２ 　　発達教育コース

100312 教育の現在（教育原理を含む。）４ ４ １ ＊　教科教育コース

100306 生涯発達教育心理学 ２ ２ １・２ ×２障害児教育コース  

＊　幼児教育コース

100303 情報科学入門及び実習 ２ ２ ◎ １ 　　は 2科目必修

100304 人間と社会 ２ ２ １・２

100305 環境科学概論 ２ ２ １・２

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

発達教育コース

教科教育コース

障害児教育コース

幼児教育コース

１0

160001 現代教職論 ２ ２ ◎ １・２

２

160214 教育課程臨床論 ２ ２ ◎ ２

160006 授業分析論 ２ ２ ◎ ２

160005
学校臨床心理学
（生徒指導・進路指導を含む。）

２ ２ ◎ ２・３

160011 社会参加実習Ⅰ １ ⑵ １

160012 社会参加実習Ⅱ １ ⑵ ２

160013 社会参加実習Ⅲ １ ⑵ ３

160014 社会参加実習Ⅳ １ ⑵ ４

160643 特別支援教育論 １ ⑴ ◎ ２

160644 福祉援助論 １ ⑴ ◎ ２

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

発達教育コース
教科教育コース
障害児教育コース
幼児教育コース

２

160020 教職実践演習（教諭） ２ ２ ◎ ４
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第６表－１
コース専門教職科目一覧（小学校の教職に関する科目）

【学校教育課程】

　　　　 区 分

コース等　　　

要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

発達教育コース 34

４

160201 児童期心理学 ２ ２ １～３ *　１科目選択必修

160212 発達障害児支援論 ２ ２ １～３ *

160213 学校制度・経営論 ２ ２ ◎ ４

18

160221 初等国語科教育学 ２ ２ ◎ １～３

（書写を含む。） ２

160231 初等社会科教育学 ２ ２ ◎ ２・３

２

160241 初等数学科教育学 ２ ２ ◎ ２・３

160251 初等理科教育学 ２ ２ ◎ ２・３

160262 初等音楽科教育学 ２ ２ ◎ ２ ×２

２ ×２

160272 初等図画工作科教育学 ２ ２ ◎ ２・３ ×２

２

160282 初等体育科教育学 ２ ２ ◎ ２ ×２

２ ×２

160293 初等家庭科教育法 ２ ２ ◎ ２

２

160302 初等生活科教育学 ２ ２ ◎ ２・３

２

４

160441 道徳教育研究 ２ ２ ◎ １～３

２

160442 特別活動論 ２ ２ ◎ １～３

２

２
160471 学校教育相談論 ２ ２ ◎ ２・３

160474 心理療法 ２ ２ ２・３

６

160604 小学校教育実習 ４ ◎ ３

160603 応用教育実習（小学校） ３ ４

160612 中・高等学校教育実習 ３ ４

164109 教育実習（特別支援学校） ３ ４

（事前・事後指導１単位含む。）

160622 幼稚園教育実習 ３ ４

160641 授業設計論（事前指導） １ １ ◎ ３

160642 授業実践論（事後指導） １ １ ◎ ３
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第６表－２
コース専門教職科目一覧（小学校の教職に関する科目）

【学校教育課程】

　　　　 区 分

コース等　　　

要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

障害児教育コース 34

４

160201 児童期心理学 ２ ２ １～３ *　１科目選択必修

160212 発達障害児支援論 ２ ２ １～３ *

160213 学校制度・経営論 ２ ２ ◎ ４

18

160221 初等国語科教育学 ２ ２ ◎ １～３

（書写を含む。） ２

160231 初等社会科教育学 ２ ２ ◎ ２・３

２

160241 初等数学科教育学 ２ ２ ◎ ２・３

160251 初等理科教育学 ２ ２ ◎ ２・３

160262 初等音楽科教育学 ２ ２ ◎ ２ ×２

２ ×２

160272 初等図画工作科教育学 ２ ２ ◎ ２・３ ×２

２

160282 初等体育科教育学 ２ ２ ◎ ２ ×２

２ ×２

160293 初等家庭科教育法 ２ ２ ◎ ２

２

160302 初等生活科教育学 ２ ２ ◎ ２・３

２

４

160441 道徳教育研究 ２ ２ ◎ １～３

２

160442 特別活動論 ２ ２ ◎ １～３

２

２
160471 学校教育相談論 ２ ２ ◎ ２・３

160474 心理療法 ２ ２ ２・３

６

160604 小学校教育実習 ４ ◎ ３

160603 応用教育実習（小学校） ３ ４

160612 中・高等学校教育実習 ３ ４

160622 幼稚園教育実習 ３ ４

160641 授業設計論（事前指導） １ １ ◎ ３

160642 授業実践論（事後指導） １ １ ◎ ３
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第７表－１
コース専門教職科目一覧（教職に関する科目）

【学校教育課程】

　　　　 区 分

コース等　　　

要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

教科教育コース

　小１種免

　中２種免

39
又
は
41

４

160201 児童期心理学 ２ ２ １～３ *　１科目選択必修

160212 発達障害児支援論 ２ ２ １～３ *

160205 青年期心理学 ２ ２ １～３

160213 学校制度・経営論 ２ ２ ◎ ４

18

160221 初等国語科教育学 ２ ２ ◎ １～３

（書写を含む。） ２

160231 初等社会科教育学 ２ ２ ◎ ２・３

２

160241 初等数学科教育学 ２ ２ ◎ ２・３

160251 初等理科教育学 ２ ２ ◎ ２・３

160262 初等音楽科教育学 ２ ２ ◎ ２ ×２

２ ×２

160272 初等図画工作科教育学 ２ ２ ◎ ２・３ ×２

２

160282 初等体育科教育学 ２ ２ ◎ ２ ×２

２ ×２

160293 初等家庭科教育法 ２ ２ ◎ ２

２

160302 初等生活科教育学 ２ ２ ◎ ２・３

２

160312 中等英語科教育法 ２ ２ ◎ ２・３ 当該教科を履修

163959 英語教育の諸問題Ⅰ（指導法） ２ ２ １

163953 英語教育教材・教具論 ２ ２ ２～４

163954 英語授業研究 ２ ２ ２～４

160322 中等国語科教育法Ⅰ ２ ２ ◎ ２

160323 中等国語科教育法Ⅱ ２ ２ ２・３

160324 中等国語科教育法Ⅲ ２ ２ ２・３

160325 中等国語科教育法Ⅳ ２ ２ ２・３

162044 国語科実践史演習Ⅰ ２ ２ ２・３

162045 国語科実践史演習Ⅱ ２ ２� ２・３

162046 国語科授業開発演習Ⅰ ２ ２ ２・３

{
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２

又

は

４

162047 国語科授業開発演習Ⅱ ２ ２ ２・３

160332 中等社会科教育法Ⅰ ２ ２ ◎ １～３

160333 中等社会科教育法Ⅱ ２ ２ １～３

160334 中等社会・地理歴史教育法 ２ ２ ２～４

160335 中等社会・公民教育法 ２ ２ ２～４

160342 中等数学科教育法Ⅰ ２ ２ ２・３ *

160343 中等数学科教育法Ⅱ ２ ２ ２・３ *　１科目選択必修

160344 中等数学科教育法Ⅲ ２ ２ ２・３ *

162543 数学教育学習論 ２ ２ ３

162544 数学教育課程論 ２ ２ ３

160352 中等理科教育法 ２ ２ ◎ ２・３

160353 理科教育教材研究Ⅰ ２ ２ ２・３

160354 理科教育教材研究Ⅱ ２ ２ ２・３

162761 理科教育学原論 ２ ２ ４

162762 理科教育課程論 ２ ２ ４

162770 理科教育学実験 １ ３ ３

162771 理科教育教材・教具論 ２ ２ １～３

160363 中等音楽科教育法Ⅰ ２ ２ ◎ ２

160364 中等音楽科教育法Ⅱ ２ ２ ２・３

162974 音楽科教育研究Ⅰ ２ ２ ２・３

162975 音楽科教育研究Ⅱ ２ ２ ２・３

160373 美術科教育法総論Ⅰ ２ ２ ◎ ２・３

160374 美術科教育法総論Ⅱ ２ ２ ◎ ２・３

160375 美術科教育法各論Ⅰ ２ ２ ２・３

160376 美術科教育法各論Ⅱ ２ ２ ２・３

163103 美術教育論Ⅰ ２ ２ ４

163104 美術教育論Ⅱ ２ ２ ４

163105 美術教育演習Ⅰ ２ ２ ４

163106 美術教育演習Ⅱ ２ ２ ４

160383 中等保健体育科教育法Ⅰ ２ ２ ◎ ２

160384 中等保健体育科教育法Ⅱ ２ ２ ◎ ２

163240 保健体育科教育法Ⅰ ２ 2 ２・３

163241 保健体育科教育法Ⅱ ２ ２ ２・３�

160391 中等家庭科教育法第一� ２ ２ ◎ ２

160392 中等家庭科教育法第二 ２ ２ ２
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160393 中等家庭科授業研究Ⅰ ２ ２ ２・３

160394 中等家庭科授業研究Ⅱ ２ ２ ３・４

163721 家庭科教育学Ⅰ ２ ２ ３・４

163722 家庭科教育学Ⅱ ２ ２ ３・４

160402 中等技術科教育法Ⅰ ２ ２ ◎ ２

160403 中等技術科教育法Ⅱ ２ ２ ２

163462 中等技術科教育演習Ⅰ ２ ２ ３

163463 中等技術科教育演習Ⅱ ２ 　 ２ ３

160412 書道科教育学Ⅰ ２ ２ ２～４ ◆　 ÷２

160413 書道科教育学Ⅱ ２ ２ ２～４ ◆　 ÷２

160422 地理歴史科教育法 ２ ２ ２・３ ◆　 高等学校の免許

160334 中等社会・地理歴史教育法 ２ 　 ２ ２～４ ◆　 を取得する場合

160432 公民科教育法 ２ ２ １～３ ◆　 に必要な科目

160335 中等社会・公民教育法 ２ ２ ２～４ ◆

４

160441 道徳教育研究 ２ ２ ◎ １～３

２

160442 特別活動論 ２ ２ ◎ １～３

２

２
160471 学校教育相談論 ２ ２ ◎ ２・３

160474 心理療法 ２ ２ ２・３

９

160604 小学校教育実習 ４ ◎ ３

160612 中・高等学校教育実習 ３ ◎ ３

160603 応用教育実習（小学校） ３ ４

160613 応用教育実習（中学校） ３ ４

164109� 教育実習（特別支援学校） ３ ４

�（事前・事後指導 1単位含む。）

160622 幼稚園教育実習 ３ ４

160641 授業設計論（事前指導） １ ◎ ３

160642 授業実践論（事後指導） １ ◎ ３
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第７表－２
コース専門教職科目一覧（教職に関する科目）

【学校教育課程】

　　　　 区 分

コース等　　　

要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

教科教育コース

　小２種免

　中１種免

37

４

160201 児童期心理学 ２ ２ １～３

160212 発達障害児支援論 ２ ２ １～３

160205 青年期心理学 ２ ２ ◎ １～３

160213 学校制度・経営論 ２ ２ ◎ ４

12

160221 初等国語科教育学 ２ ２ １～３

（書写を含む。） ２

160231 初等社会科教育学 ２ ２ ２・３

２

160241 初等数学科教育学 ２ ２ ２・３

160251 初等理科教育学 ２ ２ ２・３

160262 初等音楽科教育学 ２ ２ ２ ×２

２ ×２

160272 初等図画工作科教育学 ２ ２ ２・３ ×２

２

160282 初等体育科教育学 ２ ２ ２ ×２

２ ×２

160293 初等家庭科教育法 ２ ２ ２

２

160302 初等生活科教育学 ２ ２ ２・３

２

６

160312 中等英語科教育法 ２ ２ ◎ ２・３ 当該教科を履修

163959 英語教育の諸問題Ⅰ（指導法） ２ ２ ◎ １

163953 英語教育教材・教具論 ２ ２ ◎ ２～４

163954 英語授業研究 ２ ２ ２～４

160322 中等国語科教育法Ⅰ ２ ２ ◎ ２

160323 中等国語科教育法Ⅱ ２ ２ ２・３ *

160324 中等国語科教育法Ⅲ ２ ２ ２・３ *　２科目選択必修

160325 中等国語科教育法Ⅳ ２ ２ ２・３ *

162044 国語科実践史演習Ⅰ ２ ２ ２・３

162045 国語科実践史演習Ⅱ ２ ２� ２・３

162046 国語科授業開発演習Ⅰ ２ ２ ２・３

{

音・図・体の

うち２教科を

含み６教科以

上、合計 12 単

位以上修得す

ること
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162047 国語科授業開発演習Ⅱ ２ ２・３

160332 中等社会科教育法Ⅰ ２ ２ ◎ １～３

160333 中等社会科教育法Ⅱ ２ ２ １～３ *

160334 中等社会・地理歴史教育法 ２ ２ ２～４ *　２科目選択必修

160335 中等社会・公民教育法 ２ ２ ２～４ *

160342 中等数学科教育法Ⅰ ２ ２ ◎ ２・３

160343 中等数学科教育法Ⅱ ２ ２ ◎ ２・３

160344 中等数学科教育法Ⅲ ２ ２ ◎ ２・３

162543 数学教育学習論 ２ ２ ３

162544 数学教育課程論 ２ ２ ３

160352 中等理科教育法 ２ ２ ◎ ２・３

160353 理科教育教材研究Ⅰ ２ ２ ◎ ２・３

160354 理科教育教材研究Ⅱ ２ ２ ◎ ２・３

162761 理科教育学原論 ２ ２ ４

162762 理科教育課程論 ２ ２ ４

162770 理科教育学実験 １ ３ ３

162771 理科教育教材・教具論 ２ ２ １～３

160363 中等音楽科教育法Ⅰ ２ ２ ◎ ２

160364 中等音楽科教育法Ⅱ ２ ２ ２・３ *

162974 音楽科教育研究Ⅰ ２ ２ ２・３ *　２科目選択必修

162975 音楽科教育研究Ⅱ ２ ２ ２・３ *

160373 美術科教育法総論Ⅰ ２ ２ ◎ ２・３

160374 美術科教育法総論Ⅱ ２ ２ ◎ ２・３

160375 美術科教育法各論Ⅰ ２ ２ ◎ ２・３

160376 美術科教育法各論Ⅱ ２ ２ ２・３

163103 美術教育論Ⅰ ２ ２ ４

163104 美術教育論Ⅱ ２ ２ ４

163105 美術教育演習Ⅰ ２ ２ ４

163106 美術教育演習Ⅱ ２ ２ ４

160383 中等保健体育科教育法Ⅰ ２ ２ ◎ ２

160384 中等保健体育科教育法Ⅱ ２ ２ ◎ ２

163240 保健体育科教育法Ⅰ ２ ２ ◎ ２・３

163241 保健体育科教育法Ⅱ ２ ２ ２・３�

160391 中等家庭科教育法第一 ２ ２ ◎ ２

160392 中等家庭科教育法第二 ２ ２ ◎ ２
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160393 中等家庭科授業研究Ⅰ ２ ２ ２・３ *　１科目選択必修

160394 中等家庭科授業研究Ⅱ ２ ２ ３・４ *

163721 家庭科教育学Ⅰ ２ ２ ３・４

163722 家庭科教育学Ⅱ ２ ２ ３・４

160402 中等技術科教育法Ⅰ ２ ２ ◎ ２

160403 中等技術科教育法Ⅱ ２ ２ ◎ ２

163462 中等技術科教育演習Ⅰ ２ ２ ◎ ３

163463 中等技術科教育演習Ⅱ ２ ２ ３

160412 書道科教育学Ⅰ ２ ２ ２～４ ◆　 ÷２

160413 書道科教育学Ⅱ ２ ２ ２～４ ◆　 ÷２

160422 地理歴史科教育法 ２ ２ ２・３ ◆　 高等学校の免許

160334 中等社会・地理歴史教育法 ２ ２ ２～４ ◆　 を取得する場合

160432 公民科教育法 ２ ２ １～３ ◆　 に必要な科目

160335 中等社会・公民教育法 ２ ２ ２～４ ◆

４

160441 道徳教育研究 ２ ２ ◎ １～３

２

160442 特別活動論 ２ ２ ◎ １～３

２

２
160471 学校教育相談論 ２ ２ ◎ ２・３

160474 心理療法 ２ ２ ２・３

９

160615 中・高等学校教育実習 ４ ◎ ３

160602 小学校教育実習 ３ ◎ ３

160603 応用教育実習（小学校） ３ ４

160613 応用教育実習（中学校） ３ ４

164109� 教育実習（特別支援学校） ３ ４

�（事前・事後指導 1単位含む。）

160622 幼稚園教育実習 ３ ４

160641 授業設計論（事前指導） １ ◎ ３

160642 授業実践論（事後指導） １ ◎ ３
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第８表
コース専門教職科目一覧（教職に関する科目）

【学校教育課程】

　　　　 区 分

コース等　　　

要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

幼児教育コース 46

28

160201 児童期心理学 ２ ２ １～３ *　１科目選択必修

160212 発達障害児支援論 ２ ２ １～３ *

160213 学校制度・経営論 ２ ２ ◎ ４

160211 保育・幼児教育制度論 ２ ２ ◎ １

160451 保育内容総論 ２ ２ ◎ ２

160221 初等国語科教育学 ２ ２ １～３

（書写を含む。） ２

160231 初等社会科教育学 ２ ２ ２・３

２

160241 初等数学科教育学 ２ ２ ２・３

160251 初等理科教育学 ２ ２ ２・３

160262 初等音楽科教育学 ２ ２ ２ ×２

２ ×２

160272 初等図画工作科教育学 ２ ２ ２・３ ×２

２

160282 初等体育科教育学 ２ ２ ◎ ２ ×２

２ ×２

160293 初等家庭科教育法 ２ ２ ２

２

160302 初等生活科教育学 ２ ２ ◎ ２・３

２

160441 道徳教育研究 ２ ２ ◎ １～３

２

160442 特別活動論 ２ ２ ◎ １～３

２

160475 幼児の発達理解とカウンセリング・マインド ２ ２ ◎ １

160471 学校教育相談論 ２ ２ ◎ ２・３

160474 心理療法 ２ ２ ２・３

９

160463 保育内容（音楽表現） ２ ２ ２ ÷２　１科目選択必修

160464 保育内容（絵画造形） ２ ２ ２ ÷２

160465 保育内容（ことば） ２ ２ ◎ ２・３

音・図・体の

うち２教科以

上を含み６以

上の教科につ

いてそれぞれ

２単位以上、

合計12 単位以

上を選択履修

すること
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160466 保育内容（環境） ２ ２ ２・３

160467 保育内容（人間関係） ２ ２ ◎ ３・３

160468 保育内容（健康） ２ ２ ２

160458 保育実践演習Ⅰ １ ⑴ １～４ ÷２

160459 保育実践演習Ⅱ １ ⑴ １～４ ÷２

160460 保育実践演習Ⅲ １ ⑴ １～４ ÷２

160461 保育実践演習Ⅳ １ ⑴ １～４ ÷２

９

160624 幼稚園教育実習 ４ ◎ ３

160602 小学校教育実習 ３ ◎ ３

160623 応用教育実習（幼稚園） ３ ４

160603 応用教育実習（小学校） ３ ４

160612 中・高等学校教育実習 ３ ４

164109� 教育実習（特別支援学校） ３ ４

（事前・事後指導 1単位含む。）

160641 授業設計論（事前指導） １ １ ◎ ３

160642 授業実践論（事後指導） １ １ ◎ ３

第９表
コース専門教職科目一覧（小学校の教科に関する科目）

【学校教育課程】

区　分

科目番号 科 目 名

単　
　

位

時
数

毎
週

必　
　

選

履
修
年
次

備 　 考

コース等
要求　
単位数

前
期

後
期

発達教育
コース
障害児教育
コース

国
語
科

10

２

160502 国語科内容論 ２ ２ １～３

国・社から２単位、
算・理から２単位、
音・体から２単位、
図・家・生から２単
位、合計 10 単位以上
履修すること。

（書写１単位を含む。） ２

社
会
科

160512 社会科内容論 ２ ２ １～３

２

算
数
科

２

160522 算数科内容論 ２ ２ １～３

２

理　

科

160535 理科内容論 ２ ２ １～３

２

音
楽
科

２

160545 音楽科内容論 ２ ２ １～３

２

体
育
科

160566 体育科内容論 ２ ２ １～３

２

図
画
工
作
科

２
160556 図画工作科内容論 ２ ２ １～３

２

科

　　目
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第 10 表
コース専門教職科目一覧（小学校の教科に関する科目）

【学校教育課程】

家
庭
科

160572 家庭科内容論 ２ ２ １～３

２

生
活
科

160582 生活科内容論 ２ ２ １～３

２

区　分

科目番号 科 目 名

単　
　

位

時
数

毎
週

必　
　

選

履
修
年
次

備 　 考

コース等
要求　
単位数

前
期

後
期

教科教育
コース

国
語
科

10
又
は
４

160502 国語科内容論 ２ ２ １～３

国・社から２単位、
算・理から２単位、
音・体から２単位、
図・家・生から２
単位、合計 10 単位
以上履修すること。

９教科の中から
４単位以上履修
すること。

（書写１単位を含む。） ２

社
会
科

160512 社会科内容論 ２ ２ １～３

２

算
数
科

160522 算数科内容論 ２ ２ １～３

２

理　

科

160535 理科内容論 ２ ２ １～３

２

音
楽
科

160545 音楽科内容論 ２ ２ １～３

　 ２

体
育
科

160566 体育科内容論 ２ ２ １～３

２

図
画
工
作
科

160556 図画工作科内容論 ２ ２ １～３

２

家
庭
科

160572 家庭科内容論 ２ ２ １～３

２

生
活
科

160582 生活科内容論 ２ ２ １～３

２

科

　　目

小１種・中２種免
許取得の場合　　

小２種・中１種免
許取得の場合　　
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第 12 表
コース専門科目一覧

【学校教育課程】

第 11 表
コース専門教職科目一覧（小学校の教科に関する科目）

【学校教育課程】

区　分

科目番号 科 目 名

単　
　

位

時
数

毎
週

必　
　

選

履
修
年
次

備 　 考

コース等

要求

単位数
前
期

後
期

幼 児 教 育

コ ー ス

国
語
科

10

160502 国語科内容論 ２ ２ １～３

２

算
数
科

160522 算数科内容論 ２ ２ １～３

２

生
活
科

160582 生活科内容論 ２ ２ １～３

２

音
楽
科

160545 音楽科内容論 ２ ２ １～３

２

図
画
工
作
科

160556 図画工作科内容論 ２ ２ １～３

　 ２

体
育
科

160566 体育科内容論 ２ ２ １～３

２

科

　　目

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科　　　 目　　　 名

単　
　

位

毎
週

時
数

必　
　

選

履
修
年
次

備　　　　　考
前
期

後
期

発達教育コース 16

161130 現代教育方法論 ２ ２ ◎ １

161009 学校実践心理学 ２ ２ ◎ １～２

161040 心理学特殊講義 １ ⑵ １～４

161104 現代教育政策論 ２ ２ ２ ＊

161124 教育史料論 ２ ２ ２ ＊ 教育系必修

161126 比較教育論 ２ ２ ２ ＊

161162 教育社会学演習Ⅰ ２ ２ ３ ＊

161164 教育内容・方法論演習Ⅰ ２ ２ ３ ＊ 教育系

161166 日本教育史演習Ⅰ ２ ２ ３ ＊ １科目選択必修

161190 教育思想演習Ⅰ ２ ２ ３ ＊

161172 教育社会学演習Ⅱ ２ ２ ３ ＊

161174 教育内容・方法論演習Ⅱ ２ ２ ３ ＊ 教育系

161176 日本教育史演習Ⅱ ２ ２ ３ ＊ １科目選択必修

161192 教育思想演習Ⅱ ２ ２ ３ ＊

161180 教育学総論Ⅰ ２ ２ ４ ＊教育系必修

161024 教育心理統計学 ２ ２ １～４ ＊
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発達教育コース

161026 実験・調査計画法 ２ ２ ２～４ ＊ 心理系

161022 心理アセスメント演習 ２ ２ ２～４ ＊ ３科目選択必修

161028 フィールドワーク研究法 ２ ２ ２～４ ＊

161084 社会心理学基礎論 ２ ２ ３ ＊

161062 認知心理学基礎論 ２ ２ ３ ＊ 心理系

161066 臨床心理学基礎論 ２ ２ ３ ＊ １科目選択必修

161086 社会心理学演習 ２ ２ ３ ＊

161072 認知心理学演習 ２ ２ ３ ＊ 心理系

161076 臨床心理学演習 ２ ２ ３ ＊ １科目選択必修

161080 教育心理学総論Ⅰ ２ ２ ４ ＊心理系必修

161082 教育心理学総論Ⅱ ２ ２ ４

161198 インターンシップ １ ２～４

４ 161199 卒業論文 ４ ◎ ４

第 13 表
コース専門科目一覧

【学校教育課程・教科教育コース】国語教育専修

科 目 区 分
要　求

単位数
科目番号 科　　　 目　　　 名

単
　

位

毎
週

時
数

必　
　

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

国 語 学

（音声言語及び文

章表現に関するも

のを含む。）

中１種

26

中２種

12

162001 国語学概論 ２ ２ ◎ １・２

（音声言語及び文章表現を含む。）

162002 国語表現法 ２ ２ １～４

162003 国語学特殊講義 ２ ２ ２～４ ÷２

162004 国語学演習Ⅰ ２ ２ ２・３

162005 国語学演習Ⅱ ２ ２ ２・３

162070 日本語史 ２ ２ １～３

国 文 学

（国文学史を含む。）

162006 日本文学概論 ２ ２ １

162007 日本古典文学史 ２ ２ １・２ ÷２＊　1科目選択必修

162008 日本近代文学史 ２ ２ １・２ ÷２＊

162013 日本文芸史Ⅰ ２ ２ ２・３ ÷２＊

162014 日本文芸史Ⅱ ２ ２ ２～４ ÷２＊

162009 古典文学演習Ⅰ ２ ２ ２・３ *　１科目選択必修

162010 古典文学演習Ⅱ ２ ２ ２・３ *

162011 近代文学演習Ⅰ ２ ２ ２・３ *　１科目選択必修

162012 近代文学演習Ⅱ ２ ２ ２・３ *

162015 日本文学作品演習Ⅰ ２ ２ ３・４

162016 日本文学作品演習Ⅱ ２ ２ ３・４

162048 日本文学特殊講義Ⅰ ２ ２ ２～４

162049 日本文学特殊講義Ⅱ ２ ⑵ １～４

漢 文 学 162018 漢文学概説 ２ ２ ◎ １～３

162019 漢文学講読Ⅰ ２ ２ １～３

162020 漢文学講読Ⅱ ２ ２ １～３

162021 中国言語文化演習Ⅰ ２ ２ ３・４

162022 中国言語文化特殊講義Ⅰ ２ ２ ３・４
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※中学校免許の教科
　に関する科目（国
　語）としては使用
　できない

※教科に関する科目 
　（国語）としては使
　用できない

※日本語教員養成に必要な単位の取得方法は、「９　その他の取得可能な教育職員免許状及び資格」を参照のこと。

書 道

（書写を中心とする。）

162023 書写演習Ⅰ ２ ２ ◎ １・２

162024 書写演習Ⅱ ２ ２ １・２

162025 書法研究（漢字）Ⅰ ２ ２ １～４ ÷２

162026 書法研究（仮名）Ⅱ ２ ２ １～４ ÷２

162027 書学概論 ２ ２ ２・３ ÷２

書 道 史 162028 書道史 ２ ２ ２・３ ÷２

「書論、鑑賞」
162042 名跡研究 ２ ２ ２～４

162043 書論研究 ２ ２ ２～４

国 語 教 育 学 162050 国語学研究法Ⅰ ２ ２ ３・４

162051 国語学研究法Ⅱ ２ ２ ３・４

162072 国語学研究法Ⅲ ２ ２ ３・４

162073 国語学研究法Ⅳ ２ ２ ３・４

162052 近代文学研究法Ⅰ ２ ２ ３・４

162053 近代文学研究法Ⅱ ２ ２ ３・４

162054 古典文学研究法Ⅰ ２ ２ ３・４

162055 古典文学研究法Ⅱ ２ ２ ３・４

162056 書写・書道研究法Ⅰ ２ ２ ３・４

162057 書写・書道研究法Ⅱ ２ ２ ３・４

162058 文学教育研究法Ⅰ ２ ２ ３・４

162059 文学教育研究法Ⅱ ２ ２ ３・４

162060 言語教育研究法Ⅰ ２ ２ ３・４

162061 言語教育研究法Ⅱ ２ ２ ３・４

日 本 語 教 育 162062 社会言語学 ２ ２ １～３ ●

162063 言語心理学 ２ ２ １～３ ●

162064 日本語教育概論Ⅰ ２ ２ １～３ ●

162065 日本語教育概論Ⅱ ２ ２ １～３ ●　 日本語教員養成

162066 日本語教授法Ⅰ ２ ２ １～３ ●　 に必要な科目

162067 日本語教授法Ⅱ ２ ２ ２～４ ●

162074 日本語教育実習Ⅰ ２ ２ ３・４ ●

162075 日本語教育実習Ⅱ ２ ２ ３・４ ●

162068 日本語の文字・表記・語彙 ２ ２ １～３ ●

162069 日本語の文法 ２ ２ １～３ ●

インターンシップ 162198 インターンシップ １ ２～４

卒 業 論 文 ４ 162199 卒業論文 ４ ◎ ４
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第 14 表
コース専門科目一覧

【学校教育課程・教科教育コース】社会科教育専修

科 目 区 分
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

日 本 史 及 び 162200 日本史概説 ２ ２ ◎ １～４

外 国 史 162214 日中交渉史Ⅰ ２ ２ １～４

中１種 162201 日本史特殊講義 ２ ２ ２～４

26 162215 日本社会文化論 ２ ２ ２～４

162202 日本史講読Ⅰ ２ ２ ２～４

中２種 162203 日本史講読Ⅱ ２ ２ ２～４

20 162204 東洋史概説 ２ ２ ◎ １～４

162208 西洋史概説 ２ ２ ◎ １～４

162205 東洋史特殊講義 ２ ２ ２～４ ÷２

162209 西洋史特殊講義 ２ ２ ２～４

162206 東洋史講読Ⅰ ２ ２ ２～４ ÷４

162207 東洋史講読Ⅱ ２ ２ ２～４ ÷４

162210 西洋史講読Ⅰ ２ ２ ２～４

162211 西洋史講読Ⅱ ２ ２ ２～４

162212 歴史学方法論 ２ ２ ４

162213 歴史学研究法 ２ ２ ４

地 理 学 162230 地誌学概論 ２ ２ ◎ １～４

（地誌を含む。） 162231 地誌学 ２ ２ ２～４

162220 人文地理学概論 ２ ２ ◎ １～４

162221 自然地理学概論 ２ ⑵ ◎ １～４

162224 都市地理学 ２ ２ ２～４ ÷３

162225 経済地理学 ２ ２ ２～４ ÷３

162226 人文地理学 ２ ２ ２～４ ÷３

162234 都市地理学演習 ２ ２ ２～４ ÷３

162235 経済地理学演習 ２ ２ ２～４ ÷３

162236 人文地理学演習 ２ ２ ２～４ ÷３

162229 地理学実験 １ ２ ２～４

162227 地図学実習� １ ２ ２～４

162237 臨地研究Ⅰ ２ ⑷ ２～４ ÷３

162238 臨地研究Ⅱ ２ ⑷ ２～４ ÷３

162239 臨地研究Ⅲ ２ ⑷ ２～４ ÷３

162228 自然環境学 ２ ２ ２～４

162727 �地形学 ２ ⑵ １～４ ÷２

「 法 律 学、　 162240 法律学概説（国際法を含む。） ２ ２ ２～４ *　１科目選択必修

　　 政 治 学 」 162243 政治学概説（国際政治を含む。）２ ２ ２～４ *

162245 現代家族法論 ２ ２ ２～４

162246 世界の憲法 ２ ２ ２～４

162247 共生の政治思想 ２ ⑵ ２～４

162248 現代世界の政治 ２ ２ ２～４

「 社 会 学、　 162260 社会学概論 ２ ２ ◎ ２・３

　　 経 済 学 」 162261 社会調査法 ２ ２ ２～４
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162262 社会学講読 ２ ２ ２・３

162263 社会調査演習 ２ ⑵ １～４

162287 マクロ経済学 ２ ２ ２～４

162281 公共の経済学 ２ ２ ２～４

162288 地域産業経済史 ２ ２ ２～４

162289 経営管理 ２ ２ ２～４

162284 国際経済学 ２ ２ ２～４

「哲 学、倫 理　 162301 哲学概論 ２ ２ １～４ *　１科目選択必修

　学、宗 教 学」 162302 倫理学概論 ２ ２ ２～４ *

162310 哲学史 ２ ２ ２～４

162304 哲学演習Ⅰ ２ ２ ２～４

162305 哲学演習Ⅱ ２ ２ ２～４

162306 西洋倫理思想史 ２ ２ ２～４

162307 倫理学演習 ２ ２ １～４

162308 宗教学 ２ ⑵ ２～４ ÷２

基礎・応用演習 162255 地域社会論基礎演習 ２ ２ ３
※教科に関する科目

　（社会）としては

　使用できない

（法律・政治） 162256 地域社会論応用演習 ２ ２ ４

162258� 国際化社会論基礎演習� ２ ２ ３

162259 国際化社会論応用演習 ２ ２ ４

基礎・応用演習 162264 共生社会論基礎演習 ２ ２ ３

（社会・経済） 162265 共生社会論応用演習 ２ ２ ４

社 会 科 教 育 学 162325 社会科原論 ２ ２ ２・３

162326 社会科学習論 ２ ２ ２・３

162327 社会科教育学概論 ２ ２ ２・３

162328 社会科授業構成論 ２ ２ ２・３

162329 社会科教育史 ２ ２ ３・４

162330 比較社会科教育論 ２ ２ ３・４

162331 社会科課程論 ２ ２ ３・４

162332 社会科教育学研究法 ２ ２ ３・４

インターンシップ 162398 インターンシップ １ ２～４

卒 業 論 文 ４ 162399 卒業論文 ４ ◎ ４

第 15 表
コース専門科目一覧

【学校教育課程・教科教育コース】数学教育専修

科 目 区 分
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

代 数 学 162401 線形代数学Ⅰ ２ ２ ◎ １

162402 線形代数学Ⅱ ２ ２ １

162403 群の構造 ２ ２ ２

162405 代数的構造 ２ ２ ３・４
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幾 何 学 162421 立体の幾何学 ２ ２ ◎ ２

162422 集合と写像 ２ ２ ２

中１種 162424 曲面の幾何学 ２ ２ ３・４

26 162425 空間の構造 ２ ２ ３・４

解 析 学 162441 微分積分学Ⅰ ２ ２ ◎ １

中２種 162442 微分積分学Ⅱ ２ ２ １

10 162443 関数と数列 ２ ２ ２

162446 複素関数Ⅰ ２ ２ ３・４

162447 複素関数Ⅱ ２ ２ ３・４

162448 微分方程式 ２ ２ ２

162451 解析学特論 ２ ２ ３・４

「 確 率 論、　 162464 確率論 ２ ２ ◎ ２

　　 統 計 学 」 162465 数理統計学 ２ ２ ２

162463 時系列解析 ２ ２ ３・４

コ ン ピ ュ ー タ 162481 コンピュータ ２ ２ ◎ ２

数 学 教 育 学 162545 数学教育認識論 ２ ２ ４ ※教科に関する科目
　（数学）としては
　使用できない162546 数学教育認識論演習 ２ ２ ４

インターンシップ 162598 インターンシップ １ ２～４

卒 業 論 文 ４ 162599 卒業論文又はセミナリー ４ ◎ ４

第 16 表
コース専門科目一覧

【学校教育課程・教科教育コース】理科教育専修

科 目 区 分
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

物 理 学

中１種

26

中２種

12

162601 物理学一般 ２ ２ ◎ １

162602 運動の数理Ⅰ ２ ２ １

162603 運動の数理Ⅱ ２ ２ ２

162621 物理学特論 ２ ２ ３・４

162611 物理学セミナリーⅠ ２ ２ ３

162612 物理学セミナリーⅡ ２ ２ ３

162619 電磁場の数理Ⅰ ２ ２ ２

162620 電磁場の数理Ⅱ ２ ２ ２

物 理 学 実 験 162615 物理学実験Ⅰ １ ３ ◎ ２

（コンピュータ　 （コンピュータ活用を含む。）

　活用を含む。） 162616 物理学実験Ⅱ １ ３ ２

（コンピュータ活用を含む。）

化 学 162641 化学一般 ２ ２ ◎ １

162643 基礎物理化学 ２ ２ １

162648 無機化学 ２ ２ 1・２ ÷２

162649 分析化学 ２ ２ ２

162645 有機化学 ２ ２ ２

162646 環境化学Ⅰ ２ ２ ２

162647 環境化学Ⅱ ２ ２ ２
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162650 資源材料化学 ２ ２ １・２

162651 化学セミナリーⅠ ２ ２ ３・４

162652 化学セミナリーⅡ ２ ２ ３・４

化 学 実 験 162661 化学実験Ⅰ １ ３ ◎ ２

（コンピュータ活用 （コンピュータ活用を含む。）

を含む。） 162662 化学実験Ⅱ １ ３ ２

（コンピュータ活用を含む。）

162665 物理化学実験 １ ３ ３

162666 無機・分析化学実験 １ ３ ３

162667 有機化学実験 １ ３ ３

生 物 学 162684 動物学 ２ ２ １・２

162683 植物学� ２ ２ １・２

162691 生物学セミナリーⅠ ２ ２ ３・４

162692 生物学セミナリーⅡ ２ ２ ３・４

162685 生態学 ２ ２ １～４

162686 多様性生物論 ２ ２ ◎ ２

162688 環境生物論 ２ ２ ２・３

生 物 学 実 験 162701 生物学実験Ⅰ １ ３ ◎ １・２

（コンピュータ活用 （コンピュータ活用を含む。）

を含む。） 162702 生物学実験Ⅱ １ ３ １・２

（コンピュータ活用を含む。）

162703 環境生物実験Ⅰ １ ３ ２

（コンピュータ活用を含む。）

162705 臨海実習Ⅰ １ ⑶ １～４ ÷２

地 学 162721 地学一般 ２ ２ ◎ １・２

162723 岩石学 ２ ２ １～４ ÷２

162741 地学セミナリーⅠ ２ ２ ３

162742 地学セミナリーⅡ ２ ２ ３

162729 地学特論 ２ ⑵ ３・４ ÷２

162724 鉱物学 ２ ２ ３・４

162725 古生物学 ２ ２ ３

162730 気象学 ２ ２ ２～４

地 学 実 験 162751 地学実験Ⅰ １ ３ ◎ ２・３

（コンピュータ活用 （コンピュータ活用を含む。）

を含む。） 162752 地学実験Ⅱ １ ３ ２・３

（コンピュータ活用を含む。）

162753 環境地学実験Ⅰ １ ３ ２・３

（コンピュータ活用を含む。）

162755 野外地学実習Ⅰ １ ⑶ ２

162756 野外地学実習Ⅱ １ ⑶ ３

理 科 教 育 学 162761 理科教育学原論 ２ ２ ４ ※教科に関する科目

162762 理科教育課程論 ２ ２ ４ 　（理科）としては使

162770 理科教育学実験 １ ３ ３ 　用できない

162771 理科教育教材・教具論 ２ ２ １～３

インターンシップ 162798 インターンシップ １ ２～４

卒 業 論 文 ４ 162799 卒業論文 ４ ◎ ４



－ 84 － － 85 －

第 17 表
コース専門科目一覧

【学校教育課程・教科教育コース】音楽教育専修

科 目 区 分
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

ソルフェージュ 中１種 162801 ソルフェージュⅠ １ ２ ◎ １・２
26 162802 ソルフェージュⅡ １ ２ １・２

162803 音楽基礎研究 ２ ２ １・２
声 楽 中２種 162811 声楽研究Ⅰ ２ ２ １・２
（合唱及び日本の伝 17 162812 声楽研究Ⅱ ２ ２ １・２
統的な歌唱を含む。） 162817 声楽実習Ⅰ（日本の伝統的な歌唱を含む。）１ ２ ◎ ２・３

162818 声楽実習Ⅱ（日本の伝統的な歌唱を含む。）１ ２ ◎ ２・３
162821 合唱Ⅰ １ ２ ◎ １～４
162822 合唱Ⅱ １ ２ １～４
162815 声楽特別研究 ２ ２ ４
162816 声楽曲研究 ２ ２ １～３

器　　　　 楽 162831 ピアノ演奏研究Ⅰ ２ ２ １・２
（合奏及び伴奏並び 162832 ピアノ演奏研究Ⅱ ２ ２ １・２
に和楽器を含む。） 162833 ピアノ実習Ⅰ １ ２ ◎ ２・３

162834 ピアノ実習Ⅱ １ ２ ◎ ２・３
162835 ピアノ伴奏法Ⅰ １ ２ ◎ ３・４
162836 ピアノ伴奏法Ⅱ １ ２ ３・４
162891 邦楽器実習 １ ２ ◎ １～４
162861 合奏法Ⅰ １ ２ ◎ １～４
162862 合奏法Ⅱ １ ２ １～４
162871 リコーダー実習Ⅰ １ ２ ２・３ *
162872 リコーダー実習Ⅱ １ ２ ２・３ *
162881 管・弦・打楽器実習Ⅰ １ ２ １～４ *　

２科目選択必修
162882 管・弦・打楽器実習Ⅱ １ ２ １～４ *
162883 管・弦・打楽器実習Ⅲ １ ２ １～４ *
162884 管・弦・打楽器実習Ⅳ １ ２ １～４ *
162837 ピアノ特別研究 ２ ２ ４
162873 リコーダー特別研究 ２ ２ ４
162838 鍵盤音楽研究 ２ ２ １～３

指 揮 法 162901 指揮法Ⅰ １ ２ ◎ １～４
162902 指揮法Ⅱ １ ２ １～４

音 楽 理 論、 162911 作曲法演習Ⅰ（編曲法を含む。）１ ２ ◎ １・２
作曲法（編曲を含 162912 作曲法演習Ⅱ（編曲法を含む。）１ ２ ◎ １・２
む。）及び音楽史 162913 音楽理論Ⅰ １ ２ ◎ ２・３
（日本の伝統音楽及 162914 音楽理論Ⅱ １ ２ ２・３
び諸民族の音楽を 162915 現代音楽研究 ２ ２ ３・４
含む。） 162954 音楽史Ⅰ（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む。） ２ ２ ◎ １・２

162942 音楽史Ⅱ ２ ２ １～３
162951 日本伝統音楽研究 ２ ２ ２・３
162952 音楽学特別研究 ２ ２ ４
162953 民族音楽特別研究 ２ ２ ４
162916 作曲特別研究 ２ ２ ４
162917 作曲研究 ２ ２ １～３

音 楽 教 育 学 162971 音楽教育学特殊講義 ２ ２ ２・３ ※教科に関する科目
　（音楽）としては使
　用できない

162972 音楽教育学研究法 ２ ２ ２・３
162973 音楽教育特別研究� ２ ２ ４

インターンシップ 162998 インターンシップ １ ２～４
卒 業 論 文 ４ 162999 卒業論文又は卒業演奏 ４ ◎ ４
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第 18 表
コース専門科目一覧

【学校教育課程・教科教育コース】美術教育専修

科 目 区 分
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

絵 画

中１種

26

中２種

17

163015 絵画基礎表現 １ ２ ◎ １・２

（映像メディア表現 163016 ドローイング研究 １ ２ ２・３

を含む。） 163017 造形計画演習 １ ２ ◎ １～３

163018 絵画応用表現Ⅰ   １ ２ ◎ ２・３

163019 絵画応用表現Ⅱ   １ ２ ３・４

163007 絵画理論 ２ ２ １・２

163020 現代造形表現論（映像メディア表現を含む） ２ ２ ◎ １～４

163013 版表現Ⅰ   １ ２ １～４

163014 版表現Ⅱ   １ ２ １～４

彫 刻 163021 彫塑Ⅰ   １ ２ ◎ １・２

163022 彫塑Ⅱ １ ２ ２～４

163023 実材彫刻Ⅰ   １ ２ １～３

163024 実材彫刻Ⅱ   １ ２ ２～４

163025 立体造形 １ ２ ◎ ２・３

163026 総合造形論 ２ ２ ２・３

163029 彫刻理論 ２ ２ １・２

デ ザ イ ン 163048 視覚伝達デザイン（映像メディア表現を含む。）２ ２ ◎ １・２

（映像メディア表現 163049 基礎構成 ２ ２ ◎ １・２

を含む。） 163043 図学 ２ ２ １・２

163044 生産デザイン ２ ２ ２～４

163045 環境デザイン ２ ２ ２～４

163046 プランニング ２ ２ １・２

163047 プレゼンテーション ２ ２ ２～４

工 芸 163061 木材工芸Ⅰ   １ ２ ◎ １・２

163062 木材工芸Ⅱ   １ ２ ２・３

163063 金属工芸Ⅰ   １ ２ ◎ １・２

163064 金属工芸Ⅱ   １ ２ ２・３

163071 各種工芸 １ ２ １～４

163067 工芸文化論 ２ ２ １・２

163069 工芸理論 ２ ２ ２～４

163070 陶芸 ２ ２ ２・３

美術理論及び 163081 美術理論 ２ ２ ◎ １・２

美 術 史 163082 芸術批評論 ２ ２ ２～４

（鑑賞並びに日本の 163086 美術史Ⅰ（鑑賞並びに日本の伝 ２ ２ ◎ １・２

伝統美術及びアジ 統美術及びアジアの美術を含む。）

アの美術を含む。） 163084 美術史Ⅱ   ２ ２ ２～４

163085 芸術史研究 ２ ２ ２～４

インターンシップ 163198 インターンシップ １ ２～４ ※教科に関する科目

　（美術）としては

　使用できない

卒 業 論 文 ４ 163199 卒業論文又は卒業制作 ４ ◎ ４
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第 19 表
コース専門科目一覧

【学校教育課程・教科教育コース】保健体育専修

科 目 区 分
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

体 育 実 技

中１種

26

中２種

18

163201 体操 １ ２ １・２ ÷２*

163202 陸上 １ ２ １・２ ÷２*

163203 球技Ⅰ １ ２ １・２ ÷２*

163204 球技Ⅱ １ ２ １・２ ÷２*　 ４科目選択

163205 球技Ⅲ １ ２ １・２ ÷２*　　　必修

163206 球技Ⅳ １ ２ １・２ ÷２*

163207 ダンス １ ２ １・２ ÷２*

163250 武道   １ ２ １・２ 　　*

163210 水泳 １ ⑵ ◎ １・２

163211 スキー １ ⑵ １・２ ÷２*

「体育原理、体 163212 体育原理 ２ ２ ２ *　 1 科目選択必修

育心理学、体育 163213 体育経営管理学 ２ ２ ２ *

経営管理学、体 163214 体育社会学 ２ ２ ２ *

育社会学」及び 163215 体育心理学 ２ ２ ３ *

運動学（運動方法 163216 体育心理学実験 １ ２ ３

学を含む。） 163237 身体運動学（運動方法学を含む）２ ２ ◎ ３

163218 身体運動学実験 １ ２ ３

163219 舞踊概論 ２ ２ １～４

163238 野外運動学概論 ２ ２ １

163239 野外運動学実習 １ ⑵ １～４ ÷２

生 理 学 163222 解剖・人体生理学Ⅰ ２ ２ １

（運動生理学を含 163223 解剖・人体生理学Ⅱ ２ ２ １

む。） 163224 運動生理学 ２ ２ ◎ ２

163225 運動生理学実験 １ ２ ２

163226 栄養学 ２ ２ ２・３

衛 生 学 及 び 163227 衛生学（公衆衛生学を含む。） ２ ２ ◎ １ ÷２

公 衆 衛 生 学 163228 地域保健学 ２ ⑵ １ ÷２

学校保健（小児保 163229 救急処置看護法及び実習 １ ２ ◎ ２・３ ÷２

健、精神保健、学 163230 精神保健学 ２ ２ ◎ ２

校安全及び救急処 163231 発育・発達 ２ ２ ２

置を含む。） 163232 学校保健管理（小児保健・学校安全を含む。）２ ２ ◎ ２

163233 健康診断実習Ⅰ １ ⑵ １～４

163234 健康診断実習Ⅱ １ ⑵ １～４

インターンシップ 163398 インターンシップ １ ２～４ ※教科に関する科目

　（保健体育）としては

� 　使用できない

卒 業 論 文 ４ 163399 �卒業論文 ４ ◎ ４
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第 20 表
コース専門科目一覧

【学校教育課程・教科教育コース】技術教育専修

科 目 区 分
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

木 材 加 工

中１種

26

163401 木材工学 ２ ２ １

（製図及び実習を 163402 木材加工基礎実習 １ ２ ◎ １

含む。） 163062 木材工芸Ⅱ １ ２ １

163406 木工設計製図 １ ２ ◎ １

金 属 加 工 163416 金工設計製図 １ ２ ◎ １

（製図及び実習を含 163411 金属工学 ２ ２ １

む。） 163412 材料加工学 ２ ２ １

163413 金属工学演習 ２ ２ ３

163414 金属加工実習Ⅰ １ ２ ◎ ２・３

163415 金属加工実習Ⅱ １ ２ ◎ ２・３

機 械 163421 機械工学Ⅰ ２ ２ １

（実習を含む。） 163422 機械工学Ⅱ ２ ２ １

163423 機械基礎力学 ２ ２ ２

163424 機械工学演習 ２ ２ ２

163425 機械基礎実習Ⅰ １ ３ ◎ ２

163426 機械基礎実習Ⅱ １ ３ ◎ ２

163427 機械実習 １ ３ ３

電 気 163439 電磁気学 ２ ２ １

（実習を含む。） 163440 電気回路 ２ ２ １

163432 電子工学概論 ２ ２ ２

163433 電気応用概論 ２ ２ ２

163444 電気基礎実習 １ ２ ◎ ２

163436 電気工学実習 １ ２ ２

163437 電子工学実習 １ ２ ◎ ３

163438 電気応用実習 １ ２ ３

栽 培 162683 植物学 ２ ２ ２

（実習を含む。） 163442 栽培実習 １ ２ ◎ １

情 報 と コ ン 163458 情報概論Ⅰ ２ ２ １

ピュータ 163459 情報概論Ⅱ ２ ２ １～３

（実習を含む。） 163452 論理回路 ２ ２ １～３

163453 生活情報演習Ⅰ ２ ２ ２～４

163457 生活情報演習Ⅱ １ ２ ２～４

163454 計算機実習Ⅰ １ ２ ◎ ２

163455 計算機実習Ⅱ １ ２ ◎ ２

163456 論理回路実習 １ ２ ２～４

インターンシップ 163598 インターンシップ １ ２～４ ※教科に関する科目

　（技術）としては

　使用できない

卒 業 論 文 ４ 163599 卒業論文 ４ ◎ ４
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第 21 表
コース専門科目一覧

【学校教育課程・教科教育コース】家政教育専修

科 目 区 分
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

家 庭 経 営 学

中１種

26

中２種

16

163601 家庭経営学概論 ２ ２ ◎ １・２

（家族関係学及び （家族関係を含む。）

家庭経済学を含む。） 163606 生活学概論 ２ ２ １・２

163603 家庭経済学 ２ ２ ◎ ２・３

163604 家族関係論 ２ ２ ２～４

163605 家庭簿記論 ２ ２ ３・４

被 服 学 163621 衣生活論 ２ ２ ◎ １

（被服製作実習を 163622 被服材料学 ２ ２ １・２

含む。） 163627 被服学実習 ２ ４ ◎ ２

163625 被服科学実験 ２ ４ ２・３

163626 応用被服材料学 ２ ２ １～３

食 物 学 163641 食物学概論 ２ ２ ◎ １・２

（栄養学、食品学 （栄養学・食品学を含む。）

及び調理実習を含 163642 栄養化学 ２ ２ １～４ ÷２

む。） 163645 食品加工貯蔵学 ２ ２ １～４ ÷２

163646 調理学実習 ２ ４ ◎ ２

163647 食品科学実験 ２ ４ ２・３

163648 調理科学実験 ２ ４ ３

住 居 学 163661 住居学概論（製図を含む。） ２ ２ ◎ １・２

163662 住居設計・製図 ２ ４ ２・３

163663 住環境論 ２ ２ ２・３

163664 住生活論 ２ ２ ２・３

163665 住居学演習 ２ ２ ２・３

保 育 学 163682 保育学 ２ ２ ◎ ２

（実習を含む。） （実習及び家庭看護を含む。）

家庭電気・機械 163701 家庭電気・機械 ２ ２ １～４ ÷２ 高等学校の免許を取得

及び情報処理 163702 情報処理 ２ ２ ２～４ ÷２ する場合に必要な科目

インターンシップ 163798 インターンシップ １ ２～４ ※教科に関する科目

　（家庭）としては

　使用できない

卒 業 論 文 ４ 163799 �卒業論文 ４ ◎ ４
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第 22 表
コース専門科目一覧

【学校教育課程・教科教育コース】英語教育専修

科 目 区 分
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

英 語 学

中１種

26

163801 英語学概論 ２ ２ ◎ ３・４

163802 英語史概説 ２ ２ １

163803 言語学概論 ２ ２ １

163804 英語発音法 ２ ２ １

163805 英文法演習 ２ ２ ２

163806 英語学演習 ２ ２ ３・４

163807 英語学特殊講義Ⅰ １ ⑴ １～４ ÷２

163808 英語学特殊講義Ⅱ １ ⑴ １～４ ÷２

英 米 文 学 163841 英米文学史Ⅰ ２ ２ １～３

163842 英米文学史Ⅱ ２ ２ １～３

163843 英米文学演習Ⅰ ２ ２ １ *　 1 科目選択必修

163844 英米文学演習Ⅱ ２ ２ １～３ *

163845 英米文学講読 ２ ２ ３・４

163846 英米文学講義 ２ ２ ３・４

163847 英米文学特殊講義Ⅰ １ ⑴ １～４ ÷２

163848 英米文学特殊講義Ⅱ １ ⑴ １～４ ÷２

英語コミュニ 163881 英語ライティング演習 ２ ２ ◎ ２

ケ ー シ ョ ン 163883 英語スピーチ演習 ２ ２ ２・３

163884 英語会話 ２ ２ ◎ １

異 文 化 理 解 163925 異文化理解 ２ ２ ◎ ３・４

163922 異文化間コミュニケーション ２ ２ ３・４

163923 日英対照言語学 ２ ２ ２・３

英 語 教 育 学 163952 英語教育の諸問題Ⅱ ２ ２ ２・３ ÷２※教科に関する科目

163955 英語習得・早期英語教育研究 ２ ２ ２・３ ÷２　（英語）としては

163956 英語教育研究法 ２ ２ ２・３ ÷２　使用できない

163957 英語教育特殊講義Ⅰ １ ⑴ １～４

163958 英語教育特殊講義Ⅱ １ ⑴ １～４

インターンシップ 163998 インターンシップ １ ２～４

卒 業 論 文 ４ 163999 卒業論文 ４ ◎ ４
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第 23 表
コース専門科目一覧

【特別支援教育に関する科目】

科 目 区 分
要　求

単位数
科目番号 科　　　 目　　　 名

単　
　

位

毎
週

時
数

必　
　

選

履
修
年
次

備 考
前
期

後
期

障害児教育コース 26

２

164007 特別支援教育総論Ⅰ ２ ２ ◎ １

164008 特別支援教育総論Ⅱ ２ ２ １

164006 特別支援教育と障害児福祉 ２ ２ ２～４

８

164060 知的障害児心理学Ⅰ ２ ２ ◎ ２～４

164061 知的障害児心理学Ⅱ ２ ２ ◎ ２～４

164062 肢体不自由児心理学 ２ ２ ◎ ２～４

164063 障害児病理学 ２ ⑵ ◎ ２～４

164065 障害児心理学演習Ⅰ ２ ２ ３

164066 障害児心理学演習Ⅱ ２ ２ ３

８

164070 知的障害児教育課程論Ⅰ ２ ２ ◎ １

164071 知的障害児教育課程論Ⅱ ２ ２ ◎ ２～４

164072 肢体不自由児教育課程論Ⅰ ２ ２ ◎ １

164073 障害児指導法 ２ ２ ◎ ２～４

164075 障害児教育学演習Ⅰ ２ ２ ３

164076 障害児教育学演習Ⅱ ２ ２ ３

164080 障害児教育研究法 １ ２ ３

５

164090 視覚障害児教育概論 １ ⑴ ◎ ２～４

164091 聴覚障害児教育概論 １ ⑴ ◎ ２～４

164092 病弱児教育概論 １ ２ ◎ ２～４

164093 重複障害児教育概論 １ ２ ◎ ２～４

164094 障害児教育教材研究 １ ２ ３

164095 特別支援教育コーディネーター概論 １ ２ ◎ ２～４

３

164107 教育実習（特別支援学校） ３ ◎ ３

（事前・事後指導１単位を含む）

164108 応用教育実習(特別支援学校）３ ４

インターンシップ 164198 インターンシップ １ ２～４ ※特別支援教育に関

する科目としては使

用できない

卒 業 論 文 ４ 164199 卒業論文 ４ ◎ ４
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第 24 表
コース専門科目一覧

【学校教育課程】

第 25 表
課程共通基礎科目一覧

【生涯学習課程】

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

18

170001 生涯学習論 ２ ２ ◎ １・２

170002 生涯学習演習 ２ ２ ◎ １・２

170003 発育発達論 ２ ２ １・２ *

170004 視聴覚教育メディア論 ２ ２ １・２ *

161009 学校実践心理学 ２ ２ １

161130 現代教育方法論 ２ ２ １

芸術運営コース 190301 情報とコミュニケーション ２ ２ １

162685 生態学 ２ ２ １～４ 　　４科目の中より

スポーツ健康科 162688 環境生物論 ２ ２ ２・３ 　　２科目選択必修

学コース 191081 野外地学実習Ⅰ １ ⑶ ２

191082 野外地学実習Ⅱ １ ⑶ ３

182171 消費生活論 ２ ２ ２～４ ÷２

180204 文化の受容と変容 ２ ２ ２～４ *

180202 現代思想 ２ ２ ２～４ *

180003 地域の現代的課題 ２ ２ １

180051 障害児・者との共生 ２ ２ １・２

182061「子どもと社会」の病理学 ２ ２ ３・４

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

幼児教育コース 10

165001 現代幼児教育論 ２ ２ ◎ ３

165002 継続観察実習 ２ ４ ◎ ２

165003 保育思想の研究 ２ ２ ３ *

165004 幼児心理学研究 ２ ２ ３ *　１科目選択必修

165005 保育実践論研究 ２ ２ ３ *

165006 幼児教育研究第一 ２ ２ ◎ ４

165007 幼児教育研究第二 ２ ２ ◎ ４

165198 インターンシップ １ ２～４

卒 業 論 文 ４ 165199 卒業論文 ４ ◎ ４
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第 26 表
課程共通専門科目一覧

【生涯学習課程】

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

26

170201 スポーツ生理学 ２ ２ １・２

170202 運動と健康 ２ ２ １・２ ÷２

170203 生涯スポーツ概論 ２ ２ １・２

162803 音楽基礎研究 ２ ２ １・２

170204 生涯スポーツ指導論 ２ ２ １・２

170205 レクリエーション指導論 ２ ２ ◎ １・２

163046 プランニング ２ ２ １・２

170206 スポーツ健康科学概論及び ２ ２ １・２ ÷２

実践

170208 芸術基礎研究 ２ ２ １～３

170210 舞台芸術研究 ２ ２ １～３

163207 ダンス １ ２ １・２ ÷２

芸術運営コース 170212 教育普及活動論 ２ ２ ２・３

170213 芸術社会学 ２ ２ ２・３

スポーツ健康科 163045 環境デザイン ２ ２ ２・３

学コース 170216 博物館概論 ２ ２ ２・３

163047 プレゼンテーション ２ ２ ◎ ２・３

163048 視覚伝達デザイン ２ ２ ２・３

（映像・メディア表現を含む）

170217 社会体育概論 ２ ２ ３・４ ÷２

170218 スポーツ栄養学 ２ ２ ２・３

170225 運動障害救急法及び実習 １ ２ ２・３

170220 スポーツ健康指導概論 ２ ２ ２・３ ÷２

170221 運動学概論 ２ ２ ２・３

170222 インスタレーション ２ ２ ３・４

170223 ワークショップ演習 ２ ２ ３・４

170224 色彩学 ２ ２ １～３

171001 コンピュータ音楽研究Ⅰ ２ ２ １～３

171026 芸術療法 ２ ２ １～３

第 27 表－１
コース専門科目一覧

【生涯学習課程】

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

芸術運営コース
34

163007 絵画理論 ２ ２ １・２

163067 工芸文化論 ２ ２ １・２

162917 作曲研究 ２ ２ １～３

162816 声楽曲研究 ２ ２ １～３
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162838 鍵盤音楽研究 ２ ２ １～３

160553 造形遊び ２ ２ １～３

170207 民族芸能論 ２ ２ １～３

170209 芸術様式研究 ２ ２ １～３

171023 音楽学 ２ ２ １～３

162954 音楽史Ⅰ ２ ２ ◎ ２・３

（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む）

162942 音楽史Ⅱ ２ ２ ２～４ *

163085 芸術史研究 ２ ２ ◎ ２・３ 　 １科目選択必修

171022 芸術学研究 ２ ２ ２・３ *

171003 博物館経営論 ２ ２ ２・３

171004 博物館資料論 ２ ⑵ ２・３

171005 博物館情報論 ２ ２ ２・３

171006 芸術とインターネット ２ ２ ２・３

162951 日本伝統音楽研究 ２ ２ ２・３

163026 総合造形論 ２ ２ ２・３

171007 コンピュータ・グラフィックス研究 ２ ２ ２・３

171008 文化施設実地研究 ２ ⑵ ２・３

163070 陶芸 ２ ２ ２・３

171009 コンピュータ音楽研究Ⅱ ２ ２ ２・３

171010 劇場運営論 ２ ⑵ １～３ ÷２

171011 保存・修復 ２ ⑵ １～３ ÷２

171012 照明計画論 ２ ⑵ １～３ ÷２

171013 芸術運営論 ２ ２ ◎ ２・３

171014 芸術運営演習 ２ ２ ◎ ２・３

171016 博物館実習 ３ ３ ３・４

162289 経営管理 ２ ２ ２～４

171017 作曲理論演習 ２ ２ １～３

171018 映像文化論 ２ ⑵ １～３ ÷２

171019 芸術と法律 ２ ⑵ １～３ ÷２

171020 声楽曲実習研究 ２ ２ １～３

171021 鍵盤音楽実習 ２ ２ １～３

171024 ジャズ・ポピュラ音楽研究 ２ ２ １～３ ÷２

171198 インターンシップ １ ２～４

卒 業 論 文 ４ 171199 卒業論文 ４ ◎ ４

第 27 表－２
コース専門科目一覧

【生涯学習課程】

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

スポーツ健康科

学 コ ー ス
34

172001 スポーツ健康科学実習Ⅰ（陸上運動・健康ランニング） １ ２ １・２ ÷２

172002 スポーツ健康科学実習Ⅱ（体操・器械運動、健康体操） １ ２ １・２ ÷２

172003 スポーツ健康科学実習Ⅲ（屋内ボールゲーム）１ ２ １・２
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172004 スポーツ健康科学実習Ⅳ（屋外ボールゲーム）１ ２ １・２
172005 スポーツ健康科学実習Ⅴ（アクアティックスポーツ） １ ⑵ １・２
172006 スポーツ健康科学実習Ⅵ（ウインタースポーツ） １ ⑵ １・２ ÷２
172007 スポーツ健康科学実習Ⅶ（ウエルネススポーツ） １ ２ １・２ ÷２
172008 スポーツ健康科学実習Ⅷ（レクリエーション）１ ２ １・２ ÷２
172009 健康調査法及び体力測定法実習 ２ ２ ３・４ ÷２
172010 健康運動処方実習 ２ ２ ３・４
172011 健康トレーニング論 ２ ２ ２・３
172012 健康運動処方概論 ２ ２ ２・３
163228 地域保健学 ２ ⑵ １・２

スポーツ健康科 172014 体力診断理論 ２ ２ ２・３
学 コ ー ス 172015 スポーツ社会学 ２ ２ ◎ ２・３

172016 スポーツ心理学 ２ ２ ◎ ２・３
172017 スポーツ経営学 ２ ２ ◎ ２・３
172018 スポーツ行政論 ２ ２ ◎ ２・３
172019 スポーツ医学 ２ ２ ２・３ ÷２
172020 スポーツバイオメカニクス ２ ２ ◎ ２・３
172021 コーチ学 ２ ２ ◎ １～３
172022 スポーツプログラミング理論及び演習 ２ ２ ３・４
172023 スポーツ・健康相談基礎理論及び演習 ２ ２ ２・３
172024 社会体育実習 ２ ⑷ ３・４
172025 体力診断実習Ⅰ １ ⑵ １～４
172026 体力診断実習Ⅱ １ ⑵ １～４
172027 健康づくりと運動実践 ２ ⑵ ２～４
172028 生活習慣病の基礎 ２ ２� ２～４
172029 スポーツ・マネージメント実習Ⅰ １ ⑵ ３・４
172030 スポーツ・マネージメント実習Ⅱ １ ⑵ ３・４
172031 スポーツ・マネージメント実習Ⅲ １ ⑵ ３・４
172032 スポーツ・マネージメント実習Ⅳ １ ⑵ ３・４
172198 インターンシップ １ ２～４

卒 業 論 文 ４ 172199 卒業論文 ４ ◎ ４

第 28 表
課程共通基礎科目一覧

【国際共生社会課程】

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

国際文化コース

共生社会コース
18

180001 インターカルチャー入門 ２ ２ １・２ *　 * １
180002 文化理解とコミュニケーション ２ ２ １・２ *
181090 英米表象文化論 ２ ２ １・２
180041 共生社会入門 ２ ２ １・２ *　 * ２
180051 障害児・者との共生 ２ ２ １・２ *
190301 情報とコミュニケーション ２ ２ １
191007 地球化学 ２ ２ ２
190001 環境と地域 ２ ２ １・２
170203 生涯スポーツ概論 ２ １・２
170206 スポーツ健康科学概論及び実践� ２ ２ １・２
180003 地域の現代的課題 ２ ２ １
161104 現代教育政策論 ２ ２ ２
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161009 学校実践心理学 ２ ２ １

161126 比較教育論 ２ ２ ２

※国際文化コースは＊１＊２必修
※共生社会コースは＊１＊２のなかよりそれぞれ１科目選択必修

第 29 表
課程共通専門科目一覧

【国際共生社会課程】

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

26

180301 国際関係論 ２ ２ ◎ ２～４

180201 比較宗教論 ２ ２ ２～４

180202 現代思想 ２ ２ ２～４ ÷２

180222 ヨーロッパ社会文化論Ⅰ ２ ２ １・２

180203 比較文化論 ２ ２ ２～４ ＊国際文化コースは必修

180204 文化の受容と変容 ２ ２ ◎ ２～４

180205 共生のための異文化交流Ⅰ ２ ２ ２～４

180206 共生のための異文化交流Ⅱ ２ ２ １・２ ÷２

180207 日本語表現論 ２ ２ １～４ ÷２

180351 公共性の哲学 ２ ２ １～３

180361 公的保障論 ２ ２ ３・４

162281 公共の経済学 ２ ２ ２～４

182102 ミクロ経済学 ２ ２ ２～４

163606 生活学概論 ２ ２ ◎ １・２

180371 生活と法 ２ ２ ２～４

180372 現代の人権論 ２ ２ １～３ ÷２

国際文化コース 180336 環境政治学Ⅰ ２ ２ １～３

180376 障害児・者の生活とバリアフリー ２ ２ ２～４

共生社会コース 180208 Intensive15 －Ⅰ（英語） １ ⑴ ◎ １～４

180209 Intensive15 －Ⅱ（英語） １ ⑴ ◎ １～４

180210 Intensive15 －Ⅰ（ドイツ語）１ ⑴ １～４

180211 Intensive15 －Ⅱ（ドイツ語）１ ⑴ １～４

180212 Intensive15－Ⅰ（フランス語）１ ⑴ １～４

180213 Intensive15－Ⅱ（フランス語）１ ⑴ １～４

180214 中国語ＣＡＬＬⅠ ２ ２ ２～４ ÷２

180215 中国語ＣＡＬＬⅡ ２ ２ ２～４ ÷２

180216 英語ＣＡＬＬⅠ ２ ２ １～４ ÷２

180217 英語ＣＡＬＬⅡ ２ ２ １～４ ÷２

180218 ドイツ語ＣＡＬＬⅠ ２ ２ ２～４ ÷２

180219 ドイツ語ＣＡＬＬⅡ ２ ２ ２～４ ÷２

180220 フランス語ＣＡＬＬⅠ ２ ２ ２～４ ÷２

180221 フランス語ＣＡＬＬⅡ ２ ２ ２～４ ÷２

180332 国民と行政 ２ ２ ２～４

180334 現代社会論 ２ ⑵ １～４

180335 現代の民族問題 ２ ２ １～３ ÷２
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第 30 表－１
コース専門科目一覧

【国際共生社会課程】

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

36

162215 日本社会文化論 ２ ２ ２～４

181006 日本言語文化論 ２ ２ ◎ １・２

181002 日本語構造論 ２ ２ １～４ ÷２

181003 アジア社会文化論Ⅰ ２ ２ ２～４

181004 アジア社会文化論Ⅱ ２ ２ ２～４

162214 日中交渉史Ⅰ ２ ２ 　 ２～４

181005 日中交渉史Ⅱ ２ ２ ２～４

181010 中国文化構造論 ２ ２ ◎ １・２

181011 中国語文法・読解Ⅰ ２ ２ ２～４

181012 中国語文法・読解Ⅱ ２ ２ ２～４

181013 ヨーロッパ社会文化論Ⅱ ２ ２ ２～４

181032 英語文法論Ⅰ ２ ２ ２～４

181033 英語文法論Ⅱ ２ ２ ２～４

181040 ドイツ語文法・読解Ⅰ ２ ２ ２～４

181041 ドイツ語文法・読解Ⅱ ２ ２ ２～４

181050 フランス語文法・読解Ⅰ ２ ２ ２～４

181051 フランス語文法・読解Ⅱ ２ ２ ２～４

162013 日本文芸史Ⅰ ２ ２ ２～４

162014 日本文芸史Ⅱ ２ ２ ２～４

181060 日本思想研究 ２ ２ 　 ２～４

国際文化コース 181061 日本言語文化特殊講義Ⅰ ２ ２ ２～４

181062 日本言語文化特殊講義Ⅱ ２ ２ ２～４

181063 日本言語文化特殊講義Ⅲ ２ ２ ２～４

162029 文字文化論Ⅰ ２ ２ ２～４

162030 文字文化論Ⅱ ２ ２ ２～４

162022 中国言語文化特殊講義Ⅰ ２ ２ ２～４

181070 中国言語文化特殊講義Ⅱ ２ ２ ２～４ ÷２

181071 Intensive 60－Ⅰ（中国語）４ ４ ２～４

181072 Intensive 60－Ⅱ（中国語）４ ４ ２～４

181015 中国文化研究Ⅱ ２ ２ ３・４

181080 ヨーロッパ思想研究 ２ ２ ３・４

181091 英米思想研究 ２ ２ ◎ １・２

181098 英米テクスト分析Ⅰ ２ ２ ２～４

181034 英米言語文化特殊講義Ⅰ ２ ２ ２～４

181094 Intensive 90－Ⅰ（英語） ６ ６ ２～４

181095 Intensive 90－Ⅱ（英語） ６ ６ ２～４

181099 英米テクスト分析Ⅱ ２ ２ ２～４

181035 英米言語文化特殊講義Ⅱ ２ ２ ２～４

181167 ドイツ言語文化論Ⅰ ２ ２ １・２

181168 ドイツ言語文化論Ⅱ ２ ２ １・２

181169 ドイツ言語文化論Ⅲ ２ ２ １・２
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181100 ドイツ表象文化論 ２ ２ ２～４
181101 ドイツ思想研究 ２ ２ ２～４
181102 ドイツテクスト分析 ２ ２ ３・４
181180 ドイツ言語文化特殊講義Ⅰ ２ ２ ２～４
181181 ドイツ言語文化特殊講義Ⅱ ２ ２ ２～４
181182 ドイツ言語文化特殊講義Ⅲ ２ ２ ２～４
181104 Intensive 90－Ⅰ（ドイツ語）６ ６ ２～４
181105 Intensive 90－Ⅱ（ドイツ語）６ ６ ２～４
181108 ドイツ事情Ⅰ ２ ２ ◎� １～４
181109 ドイツ事情Ⅱ ２ ２ １～４
181110 フランス言語文化論 ２ ２ ◎� １・２
181111 フランス表象文化論 ２ ２ ２～４
181112 フランス思想研究 ２ ２ ３・４
181113 フランステクスト分析 ２ ２ ３・４
181114 Intensive 90－Ⅰ（フランス語）６ ６ ２～４
181115 Intensive 90－Ⅱ（フランス語）６ ６ ２～４
181118 フランス語中級会話Ⅰ ２ ２ １～４
181119 フランス語中級会話Ⅱ ２ ２ １～４
181172 現代フランス語を読むⅠ ２ ２ ３・４ ÷２
181173 現代フランス語を読むⅡ ２ ２ ３・４ ÷２
162015 日本文学作品演習Ⅰ ２ ２ ２～４
162016 日本文学作品演習Ⅱ ２ ２ ２～４ ÷２
181127 日本思想演習Ⅰ ２ ２ ２～４ ÷２
181128 日本思想演習Ⅱ ２ ２ ２～４
181121 日本言語文化演習Ⅰ ２ ２ ２～４
181122 日本言語文化演習Ⅱ ２ ２ ２～４
181123 日本文化応用研究Ⅰ ２ ２ ３・４
181124 日本文化応用研究Ⅱ ２ ２ ３・４
181129 日本の思想を読む ２ ２ ２～４
162021 中国言語文化演習Ⅰ ２ ２ ２～４
181130 中国言語文化演習Ⅱ ２ ２ ２～４ ÷２
181014 中国文化研究Ⅰ ２ ２ ３・４
181131 中国語表現法Ⅰ ２ ２ ３・４
181132 中国語表現法Ⅱ ２ ２ ３・４
181150 英米言語文化演習Ⅰ ２ ２ ３・４
181151 英米言語文化演習Ⅱ ２ ２ ３・４
181154 英米言語文化演習Ⅲ ２ ２ ３・４
181155 英米言語文化演習Ⅳ ２ ２ ３・４
181156 英米言語文化演習Ⅴ ２ ２ ３・４
181190 英米言語文化演習Ⅵ ２ ２ ３・４
181191 英米言語文化演習Ⅶ ２ ２ ３・４ ÷２
181157 英語プレゼンテーション演習Ⅰ ２ ２ ３・４ ÷２
181158 英語プレゼンテーション演習Ⅱ ２ ２ ３・４
181194 英語構造論Ⅰ ２ ２ １～３
181195 英語構造論Ⅱ ２ ２ １～３
181163 ドイツ言語文化演習Ⅰ ２ ２ ３・４
181165 ドイツ言語文化演習Ⅱ ２ ２ ３・４
181166 ドイツ言語文化演習Ⅲ ２ ２ ３・４
181161 ドイツ語表現法Ⅰ ２ ２ ３・４
181162 ドイツ語表現法Ⅱ ２ ２ ３・４
181170 フランス語表現法Ⅰ ２ ２ ３・４ ÷２
181171 フランス語表現法Ⅱ ２ ２ ３・４ ÷２
181192 英米文化講読 ２ ２ １～３
181193 英語音声基礎 ２ ２ １～２
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181036 英米言語特殊講義Ⅰ ２ ２ ３・４ ÷２
181037 英米言語特殊講義Ⅱ ２ ２ ３・４ ÷２
181038 英米言語特殊講義Ⅲ ２ ２ ３・４
181039 英米言語特殊講義Ⅳ ２ ２ ３・４
181198 インターンシップ １ ２～４

卒 業 論 文 ４ 181199 卒業論文 ４ ◎ ４

第 30 表－２
コース専門科目一覧

【国際共生社会課程】

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

34

162248 現代世界の政治 ２ ２ ２～４

162247 共生の政治思想 ２ ⑵ ２～４

162246 世界の憲法 ２ ２ ２～４

182103 経営学総論� ２ ２ �◎ ２～４

162284 国際経済学 ２ ⑵ ２～４

162258 国際化社会論基礎演習 ２ ２ ３ *　 * １

162259 国際化社会論応用演習 ２ ２ ４ *

182041 共生の社会学 ２ ２ １～３

182061「子どもと社会」の病理学 ２ ２ ３・４

162264 共生社会論基礎演習 ２ ２ ３ *　 * ２

162265 共生社会論応用演習 ２ ２ ４ *

182196 共生時代の地方自治 ２ ２ ◎ ２～４

182091 地域社会論 ２ ２ １～３

182101 共生社会と統計 ２ ２ ２～４

162287 マクロ経済学 ２ ２ ◎ ２～４

182111 地域活性化と中小企業 ２ ２ ２～４

共生社会コース
162255 地域社会論基礎演習 ２ ２ ３ *　 * ３

162256 地域社会論応用演習 ２ ２ ４ *

162288 地域産業経済史 ２ ２ ◎ ２～４

182131 経済学史 ２ ２ ２～４ ÷２

182104 共生社会の人的資源管理論 ２ ２ ２～４

182138 地方産業論 ２ ２ ２～４

182139 経済統計論 ２ ２ ２～４

182105 マーケティングと消費者行動 ２ ２ ２～４

182147 経済調査及び臨地研究 ２ ２ ２～４

162285 地域経済論基礎演習 ２ ２ ３ *　 * ４

162286 地域経済論応用演習 ２ ２ ４ *

162245 現代家族法論 ２ ２ ２～４

163603 家庭経済学 ２ ２ ２・３

163663 住環境論 ２ ２ ◎ ２～４

163621 衣生活論 ２ ２ ２～４

163641 食物学概論（栄養学・食品学を含む。）２ ２ ２～４

182171 消費生活論 ２ ２ ２～４ ÷２

182178 生活科学論基礎演習 ２ ２ ２ ３ *　 * ５

182179 生活科学論応用演習 ２ ２ ４ *
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182180 共生社会外国書講読 ２ ２ ◎ ３・４

２

182185 簿記学 ２ ２ １～３ *

182188 職業指導Ⅰ ２ ２ １～３ ÷２*

182189 職業指導Ⅱ ２ ２ １～３ ÷２*

182193 商業科教育法Ⅰ ２ ２ １～４ ÷２*

182194 商業科教育法Ⅱ ２ ２ １～４ ÷２*

182191 マーケティング概論 ２ ２ ２～４ ÷２

182192 マーケティング管理 ２ ２ ２～４ ÷２

182198 インターンシップ １ ２～４

卒 業 論 文 ４ 182199 卒業論文 ４ ◎ ４

※商業の免許を取得しようとする者は、「８　教育人間科学部教育職員免許状履修基準」を参照のこと

※　＊１～＊５のうち１分野２科目選択必修

第 31 表
課程共通基礎科目一覧

【ソフトサイエンス課程】

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期
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190002 科学とその方法 ２ ２ ◎ １・２

190001 環境と地域 ２ ２ ◎ １・２

190003 自然科学と数学 ２ ２ ◎ １・２

162685 生態学 ２ ２ ◎ １・２

180351 公共性の哲学 ２ ２ １～３

160005 学校臨床心理学 ２ ２ ２・３

（生徒指導・進路指導を含む。）

環境科学コース 163047 プレゼンテーション ２ ２ ２・３

数理情報コース 182091 地域社会論 ２ ⑵ １～３

180372 現代の人権論 ２ ２ １～３ ÷２

180002 文化理解とコミュニケーション ２ ２ １・２

162248 現代世界の政治 ２ ２ ２～４

180041 共生社会入門 ２ ２ １・２

163663 住環境論 ２ ２ ２・３

180371 生活と法 ２ ２ ２～４

180003 �地域の現代的課題 ２ ２ １

第 32 表
課程共通専門科目一覧

【ソフトサイエンス課程】

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科　　 目　　 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期

190301 情報とコミュニケーション ２ ２ １

商業の免許を
取得する者は
1 科目選択必修

商業の免許を
取得する者は
1 科目選択必修

商業の免許を取得する者
は必修
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22

162401 線形代数学Ⅰ ２ ２ １ *

162602 運動の数理Ⅰ ２ ２ １ *

162221 自然地理学概論 ２ ⑵ １～４

190201 地球環境史Ⅰ ２ ２ １・２

163458 情報概論Ⅰ ２ ２ １・２

162683 植物学 ２ ２ １・２

環境科学コース 162684 動物学 ２ ２ １・２

数理情報コース 190302 自然科学論（自然科学の体系）２ ２ ２

162643 基礎物理化学 ２ ２ １

190303 アルゴリズムとプログラミング ２ ２ ２・３ *

190304 コンピュータのための数学 ２ ２ ２・３

190305 生活エネルギー論 ２ ２ ２・３

190203 データベース利用 ２ ２ ３

162441 微分積分学Ⅰ ２ ２ １・２ *

第 33 表－１
コース専門科目一覧

【ソフトサイエンス課程】

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期
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162228 自然環境学 ２ ２ ２～４

162686 多様性生物論 ２ ２ ◎ ２

162641 化学一般 ２ ２ １

162646 環境化学Ⅰ ２ ２ ２

162647 環境化学Ⅱ ２ ２ ２

162648 無機化学 ２ ２ １・２ ÷２

162649 分析化学 ２ ２ ◎ ２

162645 有機化学 ２ ２ ◎ ２

191002 地球環境史Ⅱ ２ ２ １・２

191003 資源材料化学 ２ ２ １・２

162687 進化生物学 ２ ２ ２・３

162723 岩石学 ２ ２ １～４ ÷２

環境科学コース 162688 環境生物論 ２ ２ ２・３

162727 地形学 ２ ⑵ １～４ ÷２

162231 地誌学 ２ ２ ２～４

162725 古生物学 ２ ２ ２・３

191006 情報地質学 ２ ２ ２・３

162724 鉱物学 ２ ２ ３・４

162730 気象学 ２ ２ ２～４

191007 地球化学 ２ ２ ◎ ２

191010 大気環境科学 ２ ２ ３

191021 環境地理セミナリーⅠ ２ ２ ３・４

191022 環境地理セミナリーⅡ ２ ２ ３・４

191023 環境化学セミナリーⅠ ２ ２ ３・４

191024 環境化学セミナリーⅡ ２ ２ ３・４

191025 環境地学セミナリーⅠ ２ ２ ３

191026 環境地学セミナリーⅡ ２ ２ ３

数理情報コースは
必修

数理情報コースは
１年次必修
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162693 環境生物セミナリーⅠ ２ ２ ３・４

162694 環境生物セミナリーⅡ ２ ２ ３・４

191027 環境地化セミナリーⅠ ２ ２ ３

191028 環境地化セミナリーⅡ ２ ２ ３

162237 臨地研究Ⅰ ２ ⑷ ２～４ ÷３

162238 臨地研究Ⅱ ２ ⑷ ２～４ ÷３

162239 臨地研究Ⅲ ２ ⑷ ２～４ ÷３

162663 環境化学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。）１ ３ ２

162664 環境化学実験Ⅱ（コンピュータ活用を含む。）１ ３ ２

162753 環境地学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。）１ ３ ２・３

162754 環境地学実験Ⅱ（コンピュータ活用を含む。）１ ３ ２・３

191043 環境地学実験Ⅲ １ ３ ３

162703 環境生物実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。）１ ３ ２

162704 環境生物実験Ⅱ（コンピュータ活用を含む。）１ ３ ２

162665 物理化学実験 １ ３ ３

162666 無機・分析化学実験 １ ３ ３

162667 有機化学実験 １ ３ ３

162227 地図学実習 １ ２ ２～４

162229 地理学実験 １ ２ ２～４

191045 地球化学実験 １ ３ ３

191081 野外地学実習Ⅰ １ ⑶ ２

191082 野外地学実習Ⅱ １ ⑶ ３

191083 野外植物学実習 １ ⑶ １～４ ÷２

191084 野外動物学実習 １ ⑶ １～４ ÷２

191085 臨海実習Ⅰ １ ⑶ １～４ ÷２

191086 臨海実習Ⅱ １ ⑶ １～４ ÷２

191104 環境科学特論Ⅰ １ ⑴ １～４ ÷２

191105 環境科学特論Ⅱ １ ⑴ １～４ ÷２

191106 環境科学特論Ⅲ １ ⑴ １～４ ÷２

191107 環境科学特論Ⅳ １ ⑴ １～４ ÷２

191198 インターンシップ １ ２～４

卒 業 論 文 ４ 191199 卒業論文 ４ ◎ ４

第 33 表－２
コース専門科目一覧

【ソフトサイエンス課程】

コ ー ス 等
要　求

単位数
科目番号 科 目 名

単

位

毎
週

時
数

必

選

履
修
年
次

備 　 考
前
期

後
期
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162421 立体の幾何学 ２ ２ ２

162402 線形代数学Ⅱ ２ ２ ◎ １

162442 微分積分学Ⅱ ２ ２ ◎ １

162603 運動の数理Ⅱ ２ ２ ２

数理情報コース
162464 確率論 ２ ２ ２

162465 数理統計学 ２ ２ ２

162422 集合と写像 ２ ２ ２

192126 計算理学（モデリングの基礎）２ ２ ◎ ２

192181 シミュレーション演習 ２ ２ ◎ ２
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192161 生活と技術 ２ ２ ２・３

162605 場の数理Ⅰ ２ ２ ◎ ２

162606 場の数理Ⅱ ２ ２ ２

162617 基礎物理学実験（コンピュータ活用を含む。） １ ３ ３

192182 アルゴリズムとプログラミング演習 ２ ２ ◎ ２・３

162443 関数と数列 ２ ２ ２

162446 複素関数Ⅰ ２ ２ ３・４

162447 複素関数Ⅱ ２ ２ ３・４

162448 微分方程式 ２ ２ ２

192104 数値計算法 ２ ２ ３・４ ÷２

192103 応用科学特論 ２ ⑵ ２・３

163453 生活情報演習Ⅰ ２ ２ ２・３

192183 生活情報演習Ⅱ ２ ２ ２・３

162463 時系列解析 ２ ２ ３・４

162618 応用物理学実験（コンピュータ活用を含む。） １ ３ ３

162607 量子の数理Ⅰ ２ ２ ３

162608 量子の数理Ⅱ ２ ２ ３

192122 時空の数理 ２ ２ ３

162403 群の構造 ２ ２ ２

162424 曲面の幾何学 ２ ２ ３・４

162613 数理情報セミナリーⅠ ２ ２ ３

162614 数理情報セミナリーⅡ ２ ２ ３

192123 複雑系の科学 ２ ２ ３・４

162405 代数的構造 ２ ２ ３・４

162425 空間の構造 ２ ２ ３・４

163452 論理回路 ２ ２ １～３

192107 関数の空間 ２ ２ ３・４

162610 物質科学 ２ ２ ３・４

192124 流れの数理 ２ ２ ２・３ ÷２

192125 情報統計 ２ ２ ３

192185 情報統計演習 ２ ２ ３

192186 数学演習Ⅰ ２ ２ １

192187 数学演習Ⅱ ２ ２ ２

192188 数学演習Ⅲ ２ ２ ２

192189 自然科学の数理Ⅰ ２ ２ ◎ １～３

192190 自然科学の数理Ⅱ ２ ２ ◎ １～３

163459 情報概論Ⅱ ２ ２ ２・３

192198 インターンシップ １ ２～４

卒 業 論 文 ４ 192199 卒業論文 ４ ◎ ４
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細則１　インターンシップに関する細則

（総　則）

第１条　本学部履修規程第 14 条に定めるインターンシップの履修、単位認定及びその他に関しては、こ

の細則の定めるところによる。

（事前・事後指導）

第２条　インターンシップを履修するためには、インターンシップ前に、インターンシップオリエンテー

ション等の事前指導を受講しなければならない。

　２　インターンシップ後に行われる事後指導を受けなければならない。

（申告日）

第３条　インターンシップの履修申告日は、教育人間科学部長が指定した日とする。

（皆勤の原則）

第４条　事前・事後指導及びインターンシップについては、予定されたすべての日程に出席しなければ

ならない。

（単位の認定）

第５条　単位の認定は、インターンシップ受入先によるインターンシップの評価等にもとづいて、教育

人間科学部が行う。

（その他）

第６条　インターンシップの履修を申告する際には、申告者の所属する講座主任の承認を必要とする。

　　　附　　則

　　この細則は平成 16 年４月１日から施行する。

細則２　教育実習に関する細則

（総　則）

第１条　本学部履修規程第 15 条に定める教育実習の履修、単位認定及びその他に関しては、この細則

の定めるところによる。

（履修要件）

第２条　教育実習を履修するためには、実習当該年次において下記の科目及び単位を修得もしくは受講

中であることを原則とする。ただし、「授業分析論」については教育実習前に修得していることとする。
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第二欄 現代教職論 ２単位

第三欄 生涯発達教育心理学 ２単位

児童期心理学

発達障害児支援論

第四欄 授業分析論 ２単位

初等国語科教育学（書写を含む。） ６単位

初等社会科教育学

初等数学科教育学

初等理科教育学

初等音楽科教育学

初等図画工作科教育学

初等体育科教育学

初等家庭科教育法

初等生活科教育学

第二欄 現代教職論 ２単位

第三欄 生涯発達教育心理学 ２単位

青年期心理学

第四欄 授業分析論 ２単位

中等英語科教育法 該当する

英語教育の諸問題Ⅰ（指導法） 教科の指

英語教育教材・教具論 導法を各

英語授業研究 ６単位

中等国語科教育法Ⅰ

中等国語科教育法Ⅱ

中等国語科教育法Ⅲ

中等国語科教育法Ⅳ

国語科実践史演習Ⅰ

国語科実践史演習Ⅱ

国語科授業開発演習Ⅰ

国語科授業開発演習Ⅱ

中等社会科教育法Ⅰ

中等社会科教育法Ⅱ

中等社会・地理歴史教育法

中等社会・公民教育法

中等数学科教育法Ⅰ

中等数学科教育法Ⅱ

中等数学科教育法Ⅲ

数学教育学習論

数学教育課程論

中等理科教育法

理科教育教材研究Ⅰ

理科教育教材研究Ⅱ

理科教育学原論

１　小学校教育実習（小学校教員免許１種取得者）

２　中学校教育実習（中学校教員免許１種取得者）
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理科教育課程論

理科教育学実験

理科教育教材・教具論

中等音楽科教育法Ⅰ

中等音楽科教育法Ⅱ

音楽科教育研究Ⅰ

音楽科教育研究Ⅱ

美術科教育法総論Ⅰ

美術科教育法総論Ⅱ

美術科教育法各論Ⅰ

美術科教育法各論Ⅱ

美術教育論Ⅰ

美術教育論Ⅱ

美術教育演習Ⅰ

美術教育演習Ⅱ

中等保健体育科教育法Ⅰ

中等保健体育科教育法Ⅱ

保健体育科教育法Ⅰ

保健体育科教育法Ⅱ

中等家庭科教育法第一

中等家庭科教育法第二

中等家庭科授業研究Ⅰ

中等家庭科授業研究Ⅱ

家庭科教育学Ⅰ

家庭科教育学Ⅱ

中等技術科教育法Ⅰ

中等技術科教育法Ⅱ

中等技術科教育演習Ⅰ

中等技術科教育演習Ⅱ

第一欄 特別支援教育総論Ⅰ ２単位

特別支援教育総論Ⅱ

特別支援教育と障害児福祉

第二欄 知的障害児心理学Ⅰ ４単位

知的障害児心理学Ⅱ

肢体不自由児心理学

障害児病理学

障害児心理学演習Ⅰ

障害児心理学演習Ⅱ

知的障害児教育課程論Ⅰ

知的障害児教育課程論Ⅱ

肢体不自由児教育課程論Ⅰ

障害児指導法

障害児教育学演習Ⅰ

障害児教育学演習Ⅱ

３　特別支援学校教育実習（障害児教育コース）



－ 106 － － 107 －

障害児教育研究法

第三欄 視覚障害児教育概論 ４単位

聴覚障害児教育概論

病弱児教育概論

重複障害児教育概論

障害児教育教材研究

特別支援教育コーディネーター概論

第二欄 現代教職論 ２単位

第三欄 生涯発達教育心理学 ２単位

児童期心理学

発達障害児支援論

第四欄 保育内容総論 ２単位

保育内容（音楽表現） ４単位

保育内容（絵画造形）

保育内容（ことば）

保育内容（環境）

保育内容（人間関係）

保育内容（健康）

保育実践演習Ⅰ

保育実践演習Ⅱ

保育実践演習Ⅲ

保育実践演習Ⅳ

４　幼稚園教育実習（幼児教育コース）

（事前・事後指導）

第３条　教育実習を履修するためには、教育実習前に、教育実習オリエンテーション、観察・授業設計

論等の事前指導のうち、指定されたものを受講しなければならない。

２　研究授業終了後の指導及び実習後に行われる事後指導については、指定されたものを受講しなけれ

ばならない。

（申告日）

第４条　教育実習の履修申告日は、教育人間科学部長が指定した日とする。

（皆勤の原則）

第５条　事前・事後指導及び教育実習については、予定されたすべての日程に出席しなければならない。

（単位の認定）

第６条　単位の認定は、実習校による教育実習の評価等にもとづいて、教育人間科学部が行う。

（その他）

第７条　副免の教育実習の履修年次は原則として４年次とする。

２　教育実習の履修を申告する際には、申告者の所属する講座主任又は指導教員の承認を必要とする。

　　　附　　則

　この細則は平成 19 年４月１日から施行する。

　　　附　　則

　この細則は平成 20 年４月１日から施行する。

　　　附　　則

　この細則は平成 21 年４月１日から施行する。
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グループ 課　　　程 コース・専修

Ａグループ 学校教育課程 発達教育コース

教科教育コース

　国語教育、社会科教育、英語教育の各専修

国際共生社会課程

細則３　卒業論文等に関する細則
（総　則）

第１条　本学部履修規程第 16 条に定める卒業論文等の履修、その他に関しては、この細則の定めるとこ

ろによる。

（履　修）

第２条　卒業論文の履修中に、学則第 32 条第１項及び第２項の規定により休学する者は、あらかじめ指

導教員及び学部長の承認を経て期間を延長することができる。

２　その期間の延長は、翌年度の学期または学年の終わりまでとする。

（履修条件）

第３条　卒業論文等の履修申告をするためには履修規程第 21条に要求する単位のうち 80単位以上を修得

していることを原則とする。

（指導教員）

第４条　卒業論文等の指導教員は原則として本学部教授・准教授・講師とする。

２　必要に応じて本学部の教員を複数指導教員として加えることができる。

３　特別な場合、前項に加えて、教授会の承認を経て、他学部等（保健管理センター等を含む。）の教員

も複数指導教員として加えることができる。

（申告日）

第５条　卒業論文等の指導教員および研究題目の履修申告を毎年５月 10日から５月 12日に行うこととす

る。

２　期間中に休日がある場合は、その日数分申告日を延長する。

３　外国の大学へ留学中で、第５条の１項に定めた申告日に直接手続きができない者は、留学中論文指

導を行う教員を通じて履修の手続きを行うことができる。

（申告変更）

第６条　卒業論文等の研究題目の変更の申告を毎年 12 月１日に指導教員の指導のもとに行うことができ

る。

２　当日が休日の場合は翌日を申告日とする。

３　外国の大学へ留学中で、第６条の１項に定めた変更日に直接手続きができない者は、留学中論文指

導を行う教員を通じて研究題目の変更の手続きを行うことができる。

（提出期間及び提出方法）

第７条　卒業論文等の提出日は次のとおりとする。

　⑴　前期提出の場合　　　　毎年８月 28 日から８月 31 日。

　⑵　別表に定める「Ａグループ」の学生は、毎年１月 17 日から１月 20 日。

　⑶　別表に定める「Ｂグループ」の学生は、毎年１月 28 日から１月 31 日。

　⑷　別表に定める「Ｃグループ」の学生は、この項に該当しない。

２　卒業論文等の提出物は教務グループが、前項で定めた日に、指定された時間内に受理する。

３　期間中に閉庁日がある場合は、その日数分提出期間を延長する。

４　卒業論文等の提出物は、指定された場所に原則として本人が提出する。
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Ｂグループ 学校教育課程 障害児教育コース

幼児教育コース

教科教育コース

　理科教育、家政教育、音楽教育、美術教育、保健体育、

　技術教育の各専修

　数学教育専修で卒業論文を選択したもの

生涯学習課程

ソフトサイエンス課程

Ｃグループ 学校教育課程 教科教育コース

　数学教育専修でセミナリーを選択したもの

（その他）

第８条　卒業論文等の内容・評価等に関しては各課程・コース・専修で定める。

　　　附　　則

１　この細則は平成 16 年４月１日から施行する。

２　当分の間、第７条２項に述べる受理の時間は、９時から 12時まで、および、13時から 17時までの間

とする。

　　　附　　則

この細則は平成 22 年４月１日から施行する。

細則４　履修申告に関する細則
（総　則）

第１条　履修規程第 17 条に定める履修申告に関しては、この細則の定めるところによる。

（申告方法）

第２条　履修申告は、学期の始めの指定された期間に、行うものとする。

第３条　集中講義による科目の履修は、前条の規定にかかわらず、その都度、「履修申告票」によって

行うものとする。

第４条　履修規程第５条の開放科目及び履修規程第 13 条第１項の他学部の専門科目の履修以外に、「工

学部の授業科目聴講願」により、工学部の専門科目を履修することができる。

２　教育実習と二重申告になる場合はこれを認めない。

（申告の確認）

第５条　第２条により履修申告した者は「履修登録一覧表」を受理して、申告内容を確認するものとす

る。

２　前項の「履修登録一覧表」に登録されていない授業科目については、履修を認めない。

（申告の修正）

第６条　履修申告の修正は、専門科目に限り申告に誤りがあった場合又は履修しようとする授業科目を

変更したい場合に、指定された期間内に限り行うことができる。なお、全学共通教育科目については、

特別な事情がある場合を除き修正は認めない。

�２　履修人員の偏り、対象学年の相違等の理由により、授業担当教員から申告の修正を指示された者は、

当該授業科目の履修申告を修正しなければならない。
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課 程 名 科目番号 科　　　 目　　　 名

単　
　

位

毎
週

時
数

履
修
年
次

備　　　　考
前
期

後
期

学 校 教 育 課 程

技術教育専修においては、担当 「全学共通教育科目・

教員が認めた他学部の専門科目 専門科目から選択」

の卒業要件７単位

生 涯 学 習 課 程 256540 社会調査法 ２ ２ ２

国 際 共 生 社 会 課 程 276140 環境社会学 ２ ２ ３

ソフトサイエンス課程 276180 環境法 ２ ２ ４

（申告の特別措置）

第７条　外国の大学に留学していたため、第２条の手続きができなかった者は、学部長の承認を受けて、

留学前に履修申告した科目を、帰国後、引き続いて履修することができる。

　　　附　　則

　この細則は平成 16 年４月１日から施行する。

細則５　追試験に関する細則
（総　則）

第１条　履修規程第 20 条に定める追試験に関しては、この細則の定めるところによる。

（定　義）

第２条　追試験とは、卒業期にあって受験資格のある者が、定期試験を受験できなかった場合、その原

因が不可抗力であることを認定されたときに限り、卒業に必要な科目について、特に受験の機会を与

えることをいう。

（取　扱）

第３条　追試験の評価は原則として 20％を減ずるものとする。

　　　附　　則

　この細則は平成 16 年４月１日から施行する。

卒業要件の単位に含めることが可能な他学部の専門科目・履修方法
（教育人間科学部履修規程第 13 条関係）

１．卒業要件の単位に含めることが可能な他学部の専門科目は、各課程ごとに下表に決められた科目と

する。

２．修得できる単位数は８単位以内とする。

３．修得した単位は、学校教育課程技術教育専修が第２表の自由選択科目に、その他の課程はコース専

門科目部門の単位にそれぞれ充てるものとする。

４．履修方法は、細則４履修申告に関する細則に準ずる。

卒業要件の単位に含めることが可能な他学部の専門科目一覧
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課　　程 コ ー ス 専　　修

学 校 教 育 課 程

発達教育コース

国語教育専修・社会科教育専修

数学教育専修・理科教育専修

教科教育コース 音楽教育専修・美術教育専修

保健体育専修・技術教育専修

家政教育専修・英語教育専修

障害児教育コース

幼児教育コース

生 涯 学 習 課 程
芸術運営コース

スポーツ健康科学コース

国 際 共 生 社 会 課 程
国際文化コース

共生社会コース

ソフトサイエンス課程
環境科学コース

数理情報コース

２　教育人間科学部組織
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           課　程 学　　校　　教　　育　　課　　程

発達教育コース
教　科　教　育　コ　ー　ス

区　分 国語教育専修 社会科教育専修 数学教育専修 理科教育専修

全
学
共
通
教
育
科
目

人 間 形 成 科 目 部 門 ４

34
左に同じ

語学教育

�科目部門

英語 ４

未習外国語 ４

英語・未習外国語 ４

テ ー マ 別 教 養 科 目 部 門 10(注１）

自 発 的 教 養 科 目 部 門

選択科目 ( 全学共通教育科目部門） ８

学 部 入 門 ゼ ミ ２

専
門
科
目

学 部 共 通 基 礎 科 目 ８

84

８

85
・
91

８

93
・
91

８

83
・
91

８

85
・
91

課 程 共 通 基 礎 科 目 10 10 10 10 10

課 程 共 通 専 門 科 目 ２ ２ ２ ２ ２

コ ー ス 専 門 教 職 科 目

　小学校の教職に関する科目 34 39・37 39・37 39・37 39・37

　小学校の教科に関する科目 10 10・４ 10・４ 10・４ 10・４

コ ー ス 専 門 科 目 16 12・26 20・26 10・26 12・26

卒 業 論 文 ４ ４ ４ ４ ４

選択科目(全学共通教育科目・専門科目) 13 12・６ ４・６ 14・６ 12・６

総　単　位　数 133

           課　程 学　　校　　教　　育　　課　　程

教　科　教　育　コ　ー　ス

区　分 音楽教育専修 美術教育専修 保健体育専修 技術教育専修 家政教育専修

全
学
共
通
教
育
科
目

人 間 形 成 科 目 部 門 ４

34
左に同じ

語学教育

�科目部門

英語 ４

未習外国語 ４

英語・未習外国語 ４

テ ー マ 別 教 養 科 目 部 門 10(注１）

自 発 的 教 養 科 目 部 門

選択科目 (全学共通教育科目部門） ８

学 部 入 門 ゼ ミ ２

専
門
科
目

学 部 共 通 基 礎 科 目 ８

90
・
91

８

92
・
91

８

93
・
91

８

91

８

91

課 程 共 通 基 礎 科 目 10 10 10 10 10

課 程 共 通 専 門 科 目 ２ ２ ２ ２ ２

コ ー ス 専 門 教 職 科 目

　小学校の教職に関する科目 39・37� 41・37 41・37 37 41・37

　小学校の教科に関する科目 10・４ 10・４ 10・４ ４ 10・４

コ ー ス 専 門 科 目 17・26 17・26 18・26 26 16・26

卒 業 論 文 ４ ４ ４ ４ ４

選択科目(全学共通教育科目・専門科目) ７・６ ５・６ ４・６ ６ ６

総　単　位　数 133

３　卒業に要する最低修得単位数
①学校教育課程における卒業に要する最低修得単位数は、次のとおりとする。
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           課　程 学　　校　　教　　育　　課　　程

教　科　教　育　コ　ー　ス

区　分 英語教育専修 幼児教育コース 障害児教育コース

全
学
共
通
教
育
科
目

人 間 形 成 科 目 部 門 ４

34
左に同じ

４

32

語学教育

�科目部門

英語 ４ ４

未習外国語 ４ ４

英語・未習外国語 ４ ４

テ ー マ 別 教 養 科 目 部 門 10(注１） 10(注1）

自 発 的 教 養 科 目 部 門

選択科目 ( 全学共通教育科目部門） ８ ６

学 部 入 門 ゼ ミ ２ ２

専
門
科
目

学 部 共 通 基 礎 科 目 ８

91

８

90

８

94

課 程 共 通 基 礎 科 目 10 10 10

課 程 共 通 専 門 科 目 ２ ２ ２

コ ー ス 専 門 教 職 科 目

　小学校の教職に関する科目 37 46 34

　小学校の教科に関する科目 ４ 10 10

コ ー ス 専 門 科 目 26 10 26

卒 業 論 文 ４ ４ ４

選択科目 (全学共通教育科目・専門科目 ) ６ ７ ５

総　単　位　数 133

(注１）日本国憲法(２単位）必須

�(注２）教科教育コースのコース専門教職科目・コース専門科目・選択科目欄において、左は「小１種

・中２種」の免許を取得する者、右は「中１種・小２種」の免許を取得するものの単位数。また

合計欄において上は「小１種・小２種」の免許を取得する者、下は「中１種・小２種」の免許を

取得する者の単位数となる。

(注３）全学共通教育科目の詳細については、「全学共通教育科目履修案内」を参照すること。

(注４）学部入門ゼミ・専門科目の詳細については、教育人間科学部履修規程の別表第１から第33表－

２を参照すること。



－ 114 － － 115 －

課　程
生涯学習課程 国際共生社会課程 ソフトサイエンス課程

区　分

全 

学 

共 

通 

教 

育 

科 

目

人 間 形 成 科 目 部 門 ４

34

４

34

４

34

語学教育

科目部門

英語 ４ ４ ４

未習外国語 ４ ４ ４

英語・未習外 ４ 国際８ 共生４ ４

テ ー マ 別 教 養 科 目 部 門 10 10 10

自 発 的 教 養 科 目 部 門

選択科目 ( 全学共通教育科目） ８ 国際４ 共生８ ８

学 部 入 門 ゼ ミ ２ ２ ２

専 

門 

科 

目

学 部 共 通 基 礎 科 目 ８

94

８

94

８

94

課 程 共 通 基 礎 科 目 18 18 22

課 程 共 通 専 門 科 目 26 26 22

コ ー ス 専 門 科 目 34 国際 36 共生 34 36

卒 業 論 文 ４ ４ ４

選択科目 (全学共通教育科目・専門科目） ４ 国際２ 共生４ ２

総　　単　　位　　数 130

②生涯学習課程・国際共生社会課程・ソフトサイエンス課程における卒業に要する最低修得単位数は、

次のとおりとする。

(注５）教育職員免許状を取得する者は日本国憲法（２単位）を必須とする。

(注６）全学共通教育科目の詳細については、「全学共通教育科目履修案内」を参照すること。

(注７）学部入門ゼミ・専門科目の詳細については、教育人間科学履修規程の別表第１表から第 33

　　　－２を参照すること。
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課　　　　　程 コ　ー　ス 学　位 取　得　免　許　状

学 校 教 育 課 程

発達教育コース

学　士

（教育）

小学校教諭１種免許状

教科教育コース

小学校教諭１種免許状及び

中学校教諭２種免許状

又は

中学校教諭１種免許状及び

小学校教諭２種免許状

（中学校教諭の免許状は、所属の１教科）

障害児教育コース

特別支援学校教諭１種免状

及び

小学校教諭１種免許状

幼児教育コース

幼稚園教諭１種免許状

及び

小学校教諭２種免許状

生 涯 学 習 課 程

各 コ ー ス 共
学　士

（教養）
国 際 共 生 社 会 課 程

ソフトサイエンス課程

４　取得できる学位及び教育職員免許状

　卒業要件を充たした者は下記の学位及び教育職員免許状（主免）の取得資格を得ることができる。

5　科目一覧の見方について

１　「要求単位」とは、該当する科目群のうちから修得しなければならない最低の単位数を示す。

２　「科目番号」とは、科目名につけられた番号である。科目名が同一であっても科目番号が異なるも

のは、異なる科目を表す。したがって、履修単位の内容は科目番号によって区別され処理される。

３　科目名に第一、第二の付されている科目は、順序指定のある科目であることを示す。

４　毎週時間数欄にカッコをつけた字数⑴、⑵などは、集中講義を示し（　）内の数字は⑴を 15 時間と

する。

　　集中講義を行う時期は、予め掲示等によって告知するが、おおむね（　）で時数を示した欄の学期

に開講される予定である。欄の中央にある場合は、開講時期が未定であることを示す。

５　必修科目には◎印を付けてある。

６　履修年次には、履修にもっとも適切な年次を示すが、科目によっては人員、設備等の関係で年次を

限定することがある。

７　備考欄の、×２は同一学期に２クラス開講するものを、÷２は隔年に開講するものを示し、以下こ

れに準ずる。
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６　履修規程と開講授業科目との関係

１　開講授業科目は、履修規程の科目一覧の中の科目より、年度毎に決められている。

２　開講授業科目及び時間割一覧の科目番号（時間割番号）の読み方について

　　⑴　（１～６桁の番号）　科目番号　

　　⑵　（７桁目のＡＢＣ）　同一番号の科目であっても期間によって講義内容を全くことにするものに

ついては、これを別の単位として認める。この場合の科目名及び科目番号の

７桁目にアルファベットを付して明示する。

　　⑶　（８桁目のＡＢＣ）　同一番号の科目が同じ年度内に２クラス以上開講される科目には、科目番

号の８桁目にアルファベットを付して明示する。この場合これらは同一科目

であるから、重複して単位を修得することはできない。

７　教育人間科学部履修申告手続

　授業科目の履修方法については、履修規程及び履修申告に関する細則に定められているとおりである

が、その手続き等については、下記のとおりとする。

１　履修申告

　　履修申告とは、授業科目を履修し、単位を修得するために授業科目の登録を行うことをいう。

　　この手続きが正しく行われないと、授業及び試験等を受けても単位は与えられないので、十分注意

すること。

２　履修申告の手続

教
育
人
間
科
学
部
教
務
グ
ル
ー
プ

学　
　
　
　
　
　
　
　
　

生

①

③

④ [随時 ]

②

履修申告（履修申告用端末）

「修正申告書」提出

（別途指定された方法による）

履修申告（教育実習・卒業論文等）

「申告票」提出

履修申告（集中講義）

（実施内容は掲示等による）

「履修登録一覧表」配布



－ 116 － － 117 －

３　履修申告上の注意事項

　　（注１）　上記①～④の期日については、学期のはじめにその都度掲示により指示する。

　　　　　　特別の事情がある場合を除き、指定された日以外は行わない。

　　（注２）　④の教育実習・卒業論文等の履修申告は随時掲示により指示する。

　　（注３）　集中講義の履修申告は、その都度各授業科目ごとに指定された期限内に教育人間科学部

教務グループ窓口にて受けつける。

４　単位の取得方法

　　上記手続きにより、「履修登録一覧表」に記載された授業科目を受講し、試験等を受け、合格した

ものについて単位が与えられる。

５　試験の合否

　　履修申告した授業科目の試験の成績は、「修得単位通知書」により、次学期の履修申告日までに本

人に通知するが、通知方法については、その都度掲示等により指示する。

　なお、教育人間科学部教務グループにおいては、学生個人に対する成績の発表は、一切行わない。
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８　教育人間科学部教育職員免許状履修基準

　学校教育課程の学生が小学校・中学校・高等学校・特別支援学校・幼稚園の教育職員免許状を取得す

る場合の履修方法、及び国際共生社会課程の学生が商業の教育職員免許状を取得する場合の履修方法は、

次のとおりとする。

　目　　次

　【小学校教諭普通免許状】

　　　（教職に関する科目）…………………………………………………………………………………… 121

　　　（教科に関する科目）…………………………………………………………………………………… 122

　【中学校教諭普通免許状】

　　　（教職に関する科目）

　　　　国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術、家庭、英語……………………… 122

　　　（教科に関する科目）

　　　　国語…………………………………………………………………………………………………… 124

　　　　社会…………………………………………………………………………………………………… 124

　　　　数学…………………………………………………………………………………………………… 125

　　　　理科…………………………………………………………………………………………………… 126

　　　　音楽…………………………………………………………………………………………………… 127

　　　　美術…………………………………………………………………………………………………… 127

　　　　保健体育……………………………………………………………………………………………… 128

　　　　技術…………………………………………………………………………………………………… 129

　　　　家庭…………………………………………………………………………………………………… 130

　　　　英語…………………………………………………………………………………………………… 130

　【高等学校教諭普通免許状】

　　　（教職に関する科目）

　　　　国語、書道、地理歴史、公民、商業、数学、理科、音楽、美術、保健体育、家庭、英語… 131

　　　（教科に関する科目）

　　　　国語…………………………………………………………………………………………………… 132

　　　　書道…………………………………………………………………………………………………… 133

　　　　地理歴史……………………………………………………………………………………………… 133

　　　　公民…………………………………………………………………………………………………… 134

　　　　商業…………………………………………………………………………………………………… 135

　　　　数学…………………………………………………………………………………………………… 135

　　　　理科…………………………………………………………………………………………………… 135

　　　　音楽…………………………………………………………………………………………………… 136

　　　　美術…………………………………………………………………………………………………… 137

　　　　保健体育……………………………………………………………………………………………… 138

　　　　家庭…………………………………………………………………………………………………… 139

　　　　英語…………………………………………………………………………………………………… 139

　【幼稚園教諭普通免許状】

　　　（教職に関する科目）…………………………………………………………………………………… 140

　　　（教科に関する科目）…………………………………………………………………………………… 141

　【特別支援学校教諭１種免許状 (知的障害者）(肢体不自由者）】……………………………………… 141
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教職に関する科目
要 求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

教職の・教職の意義及び教員の役割 ２ 160001 現代教職論 ２ ◎
意義等・教員の職務内容（研修、服務

に関す 　及び身分保障等を含む。）

る科目・進路選択に資する各種の機

　会の提供等

教育の・教育の理念並びに教育に関 １種８ 100301 現代教育論 ２
　１科目選択必修

基礎理 　する歴史及び思想 又は 100312 教育の現在（教育原理を含む。） ４
論に関・幼児、児童及び生徒の心身 10 100306 生涯発達教育心理学 ２ ◎
する科 　の発達及び学習の過程（障 160201 児童期心理学 ２

　１種は１科目選択必修
目　　 　害のある幼児、児童及び生 ２種６ 160212 発達障害児支援論 ２

　徒の心身の発達及び学習の 又は
　過程を含む。） ８
・教育に関する社会的、制度 160213 学校制度・経営論 ２ ◎
　的又は経営的事項

教育課・教育課程の意義及び編成の １種 160214 教育課程臨床論 ２ ◎
程及び 　方法 26
指導法・各教科の指導法 ２種 160221 初等国語科教育学（書写を含む。） ２ ◎  １種は必修の９科目を修
に関す 20 160231 初等社会科教育学 ２ ◎  得すること。
る科目 160241 初等数学科教育学 ２ ◎

160251 初等理科教育学 ２ ◎  ２種は音・図・体のう
160262 初等音楽科教育学 ２ ◎  ち、２教科を含み６教科
160272 初等図画工作科教育学 ２ ◎  以上、合計 12単位以上
160282 初等体育科教育学 ２ ◎  修得すること。
160293 初等家庭科教育法 ２ ◎
160302 初等生活科教育学 ２ ◎

・道徳の指導法 160441 道徳教育研究 ２ ◎
・特別活動の指導法 160442 特別活動論 ２ ◎
・教育の方法及び技術（情報 160006 授業分析論 ２ ◎
　機器及び教材の活用を含

　む。）

生徒指・生徒指導の理論及び方法 ４ 160005 学校臨床心理学 ２ ◎
導、教・進路指導の理論及び方法 （生徒指導・進路指導を含む。） 　
育相談・教育相談（カウンセリング 160471 学校教育相談論 ２ ◎
及び進 　に関する基礎的な知識を含 160474 心理療法 ２
路指導 　む。）の理論及び方法

等に関

する科

目　　

教育実習 ８ 160604 小学校教育実習 ４ ◎
160602 小学校教育実習 ３
160603 応用教育実習（小学校） ３
160612 中・高等学校教育実習 ３
160622 幼稚園教育実習 ３
160641 授業設計論（事前指導） １ ◎
160642 授業実践論（事後指導） １ ◎
160643 特別支援教育論 １ ◎
160644 福祉援助論 １ ◎

教職実践演習 ２ 160020 教職実践演習（教諭） ２ ◎

【小学校教諭普通免許状】
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教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

国　　　　　語（書写を含む。） １種 160502 国語科内容論（書写 1単位を含む。）２
　１種は、国・社から２単
　位、算・理から２単位、
　音・体から２単位、図・
　家・生から２単位を修得
　すること。

社　　　　　会 ８ 160512 社会科内容論 ２

算　　　　　数 160522 算数科内容論 ２

理　　　　　科 ２種 160535 理科内容論 ２

音　　　　　楽 ４ 160545 音楽科内容論 ２

体　　　　　育 160566 体育科内容論 ２

図　画　工　作 160556 図画工作科内容論 ２ 　２種は、９教科の中から
　４単位を修得すること。家　　　　　庭 160572 家庭科内容論 ２

生　　　　　活 160582 生活科内容論 ２

教職に関する科目
要 求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選

教職の ・教職の意義及び教員の役割 ２ 160001 現代教職論 ２ ◎
意義等 ・教員の職務内容（研修、服

に関す 　務及び身分保障等を含む。）

る科目 ・進路選択に資する各種の機

教育の 　会の提供等

基礎理 ・教育の理念並びに教育に関 １種 100301 現代教育論 ２
１科目選択必修

論に関 　する歴史及び思想 ８ 100312 教育の現在（教育原理含む。） ４
する科 ・幼児、児童及び生徒の心身 又は 100306 生涯発達教育心理学 ２ ◎
目　　 　の発達及び学習の過程（障 10 160205 青年期心理学 ２ １種は必修

　害のある幼児、児童及び生

　徒の心身の発達及び学習の ２種
　過程を含む。） ６
・教育に関する社会的、制度 又は 160213 学校制度・経営論 ２ ◎
　的又は経営的事項 ８

教育課 ・教育課程の意義及び編成の １種 160214 教育課程臨床論 ２ ◎
程及び 　方法 14
指導法 ・各教科の指導法 各教科ごとの該当科目を

に関す 修得すること。

る科目 160312 中等英語科教育法 ２ ◎

２種 163959 英語教育の諸問題Ⅰ（指導法） ２ ＊１種は、必修

10 163953 英語教育教材・教具論 ２ ＊１種は、必修

又は 163954 英語授業研究 ２

12 160322 中等国語科教育法Ⅰ ２ ◎
160323 中等国語科教育法Ⅱ ２
160324 中等国語科教育法Ⅲ ２ １種は、２科目選択必修

160325 中等国語科教育法Ⅳ ２
162044 国語科実践史演習Ⅰ ２
162045 国語科実践史演習Ⅱ ２
162046 国語科授業開発演習Ⅰ ２
162047 国語科授業開発演習Ⅱ ２
160332 中等社会科教育法Ⅰ ２ ◎
160333 中等社会科教育法Ⅱ ２
160334 中等社会・地理歴史教育法 ２ １種は、２科目選択必修

160335 中等社会・公民教育法 ２
160342 中等数学科教育法Ⅰ ２

１種は、３科目必修

２種は、１科目選択必修
160343 中等数学科教育法Ⅱ ２
160344 中等数学科教育法Ⅲ ２
162543 数学教育学習論 ２
162544 数学教育課程論 ２

＊１種は、要求単位数を満たし合計単位数が 59 単位に満たない場合は、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から
１単位以上を修得すること。

【中学校教諭普通免許状】

【小学校教諭普通免許状】
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160352 中等理科教育法 ２ ◎
160353 理科教育教材研究Ⅰ ２ ＊１種は、必修

160354 理科教育教材研究Ⅱ ２ ＊１種は、必修

162761 理科教育学原論 ２
162762 理科教育課程論 ２
162770 理科教育学実験 １
162771 理科教育教材・教具論 ２
160363 中等音楽科教育法Ⅰ ２ ◎
160364 中等音楽科教育法Ⅱ ２
162974 音楽科教育研究Ⅰ ２ 1種は、2科目選択必修

162975 音楽科教育研究Ⅱ ２
160373 美術科教育法総論Ⅰ ２ ◎
160374 美術科教育法総論Ⅱ ２ ◎
160375 美術科教育法各論Ⅰ ２ ＊1種は、必修

160376 美術科教育法各論Ⅱ ２
163103 美術教育論Ⅰ ２
163104 美術教育論Ⅱ ２
163105 美術教育演習Ⅰ ２
163106 美術教育演習Ⅱ ２
160383 中等保健体育科教育法Ⅰ ２ ◎
160384 中等保健体育科教育法Ⅱ ２ ◎
163240 保健体育科教育法Ⅰ ２ ＊ 1種は、必修

163241 保健体育科教育法Ⅱ ２
160391 中等家庭科教育法第一 ２ ◎
160392 中等家庭科教育法第二 ２ ＊ 1種は、必修

160393 中等家庭科授業研究Ⅰ ２
1種は、１科目選択必修

160394 中等家庭科授業研究Ⅱ ２
163721 家庭科教育学Ⅰ ２
163722 家庭科教育学Ⅱ ２
160402 中等技術科教育法Ⅰ ２ ◎
160403 中等技術科教育法Ⅱ ２

1種は、２科目必修
163462 中等技術科教育演習Ⅰ ２
163463 中等技術科教育演習Ⅱ ２

・道徳の指導法 160441 道徳教育研究 ２ ◎
・特別活動の指導法 160442 特別活動論 ２ ◎
・教育の方法及び技術（情報 160006 授業分析論 ２ ◎
　機器及び教育の活用を含む。）

・生徒指導の理論及び方法 ４ 160005 学校臨床心理学 ２ ◎
生徒指 （生徒指導・進路指導を含む。）
導、教 ・進路指導の理論及び方法

育相談

及び進 ・教育相談（カウンセリング 160471 学校教育相談論 ２ ◎
路指導 　に関する基礎的な知識を含

等に関 　む。）の理論及び方法

する科

目

教育実習 ８ 160615 中・高等学校教育実習 ４ ◎
160612 中・高等学校教育実習 ３
160613 応用教育実習（中学校） ３
160602 小学校教育実習 ３
160622 幼稚園教育実習 ３
160641 授業設計論（事前指導） １ ◎
160642 授業実践論（事後指導） １ ◎
160643 特別支援教育論 １ ◎
160644 福祉援助論 １ ◎

教職実践演習 ２ 160020 教職実践演習（教諭） ２ ◎
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中学校教諭普通免許状（国語）

＊１種は、要求単位数を満たし合計単位数が 59 単位に満たない場合は、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から
１単位以上を修得すること。

教科に関する科目
要　求
単位数

科目番号 授　　業　　科　　目 単
位

必
選 備　　　考

国　　語　　学 １種 162001 国語学概論 ２ ◎
（音声言語及び文章表現に関するも 20 （音声言語及び文章表現を含む。）
のを含む。） 162002 国語表現法 ２

２種 162003 国語学特殊講義 ２
12 162004 国語学演習Ⅰ ２

162005 国語学演習Ⅱ ２
162070 日本語史 ２

国　　文　　学 162006 日本文学概論 ２
（国文学史を含む。） 162007 日本古典文学史 ２

162008 日本近代文学史 ２
　１科目選択必修

162013 日本文芸史Ⅰ ２
162014 日本文芸史Ⅱ ２
162009 古典文学演習Ⅰ ２

　１科目選択必修
162010 古典文学演習Ⅱ ２
162011 近代文学演習Ⅰ ２

　１科目選択必修
162012 近代文学演習Ⅱ ２
162015 日本文学作品演習Ⅰ ２
162016 日本文学作品演習Ⅱ ２
162048 日本文学特殊講義Ⅰ ２
162049 日本文学特殊講義Ⅱ ２

漢　　文　　学 162018 漢文学概説 ２ ◎
162019 漢文学講読Ⅰ ２
162020 漢文学講読Ⅱ ２
162021 中国言語文化演習Ⅰ ２
162022 中国言語文化特殊講義Ⅰ ２

書　　　　　道 162023 書写演習Ⅰ ２ ◎
（書写を中心とする。） 162024 書写演習Ⅱ ２

162025 書法研究（漢字）Ⅰ ２
162026 書法研究（仮名）Ⅱ ２
162027 書学概論 ２

教科に関する科目
要　求
単位数

科目番号 授　　業　　科　　目 単
位

必
選 備　　　考

日本史及び外国史 20 162200 日本史概説 ２ ◎
162214 日中交渉史Ⅰ ２
162201 日本史特殊講義 ２
162215 日本社会文化論 ２
162202 日本史講読Ⅰ ２
162203 日本史講読Ⅱ ２
162204 東洋史概説 ２ ◎
162208 西洋史概説 ２ ◎
162205 東洋史特殊講義 ２
162209 西洋史特殊講義 ２
162206 東洋史講読Ⅰ ２
162207 東洋史講読Ⅱ ２
162210 西洋史講読Ⅰ ２
162211 西洋史講読Ⅱ ２
162212 歴史学方法論 ２
162213 歴史学研究法 ２

地理学 162230 地誌学概論 ２ ◎
（地誌を含む。） 162231 地誌学 ２

162220 人文地理学概論 ２ ◎
162221 自然地理学概論 ２ ◎

中学校教諭普通免許状（社会）
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162224 都市地理学 ２
162225 経済地理学 ２
162226 人文地理学 ２
162234 都市地理学演習 ２
162235 経済地理学演習 ２
162236 人文地理学演習 ２
162237 臨地研究Ⅰ ２
162238 臨地研究Ⅱ ２
162239 臨地研究Ⅲ ２
162229 地理学実験 １
162227 地図学実習 １
162228 自然環境学 ２
162727 地形学 ２

「法律学、政治学」 162240 法律学概説（国際法を含む。） ２
　１科目選択必修

162243 政治学概説（国際政治を含む。） ２
162245 現代家族法論 ２
162246 世界の憲法 ２
162247 共生の政治思想 ２
162248 現代世界の政治 ２

「社会学、経済学」 162260 社会学概論 ２ ◎
162261 社会調査法 ２
162262 社会学講読 ２
162263 社会調査演習 ２
162287 マクロ経済学 ２
162281 公共の経済学 ２ ◎
162288 地域産業経済史 ２
162289 経営管理 ２
162284 国際経済学 ２

「哲学、倫理学、宗教学」 162301 哲学概論 ２
　１科目選択必修

162302 倫理学概論 ２
162310 哲学史 ２
162304 哲学演習Ⅰ ２
162305 哲学演習Ⅱ ２
162306 西洋倫理思想史 ２
162307 倫理学演習 ２
162308 宗教学 ２

＊１種は、要求単位数を満たし合計単位数が 59 単位に満たない場合は、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から
１単位以上を修得すること。

中学校教諭普通免許状（数学）

教科に関する科目
要　求
単位数

科目番号 授　　業　　科　　目 単
位

必
選 備　　　考

代　　数　　学 中１種 162401 線形代数学Ⅰ ２ ◎

20 162402 線形代数学Ⅱ ２

162403 群の構造 ２

中２種 162405 代数的構造 ２

幾　　何　　学 10 162421 立体の幾何学 ２ ◎

162422 集合と写像 ２

162424 曲面の幾何学 ２

162425 空間の構造 ２

解　　析　　学 162441 微分積分学Ⅰ ２ ◎

162442 微分積分学Ⅱ ２

162451 解析学特論 ２

162443 関数と数列 ２

162446 複素関数Ⅰ ２

162447 複素関数Ⅱ ２

162448 微分方程式 ２

「確率論・統計学」 162464 確率論 ２ ◎

162465 数理統計学 ２
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中学校教諭普通免許状（理科）

＊１種は、要求単位数を満たし合計単位数が 59 単位に満たない場合は、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から
１単位以上を修得すること。

＊１種は、要求単位数を満たし合計単位数が 59 単位に満たない場合は、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から
１単位以上を修得すること。

162463 時系列解析 ２

コンピュータ 162481 コンピュータ ２ ◎

教科に関する科目
要　求
単位数

科目番号 授　　業　　科　　目 単
位

必
選 備　　　考

物　　理　　学 中１種 162601 物理学一般 ２ ◎
20 162602 運動の数理Ⅰ ２

162603 運動の数理Ⅱ ２
中２種 162621 物理学特論 ２
12 162611 物理学セミナリーⅠ ２

162612 物理学セミナリーⅡ ２
162619 電磁場の数理Ⅰ ２
162620 電磁場の数理Ⅱ ２

物理学実験 162615 物理学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。）１ ◎
（コンピュータ活用を含む。） 162616 物理学実験Ⅱ（コンピュータ活用を含む。）１
化　　　　　学 162641 化学一般 ２ ◎

162643 基礎物理化学 ２
162648 無機化学 ２
162649 分析化学 ２
162645 有機化学 ２
162646 環境化学Ⅰ ２
162647 環境化学Ⅱ ２
162650 資源材料化学 ２
162651 化学セミナリーⅠ ２
162652 化学セミナリーⅡ ２

化　学　実　験 162661 化学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。） １ ◎
（コンピュータ活用を含む。） 162662 化学実験Ⅱ（コンピュータ活用を含む。） １

162665 物理化学実験 １
162666 無機・分析化学実験 １
162667 有機化学実験 １

生　　物　　学 162684 動物学 ２
162683 植物学 ２
162691 生物学セミナリーⅠ ２
162692 生物学セミナリーⅡ ２
162685 生態学 ２
162686 多様性生物論 ２ ◎
162688 環境生物論 ２

生物学実験 162701 生物学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。）１ ◎

（コンピュータ活用を含む。） 162702 生物学実験Ⅱ（コンピュータ活用を含む。）１
162703 環境生物実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。） １
162705 臨海実習Ⅰ １

地　　　　　学 162721 地学一般 ２ ◎
162723 岩石学 ２
162741 地学セミナリーⅠ ２
162742 地学セミナリーⅡ ２
162729 地学特論 ２
162724 鉱物学 ２
162725 古生物学 ２
162730 気象学 ２

地　学　実　験 162751 地学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。） １ ◎

（コンピュータ活用を含む。） 162752 地学実験Ⅱ（コンピュータ活用を含む。） １
162753 環境地学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。） １
162755 野外地学実習Ⅰ １
162756 野外地学実習Ⅱ １
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中学校教諭普通免許状（音楽）

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

ソルフェージュ 中１種 162801 ソルフェージュⅠ １ ◎
20 162802 ソルフェージュⅡ １

162803 音楽基礎研究 ２
声楽（合唱及び日本の伝統的な歌唱 中２種 162811 声楽研究Ⅰ ２
を含む。） 17 162812 声楽研究Ⅱ ２

162817 声楽実習Ⅰ（日本の伝統的な歌唱を含む。） １ ◎
162818 声楽実習Ⅱ（日本の伝統的な歌唱を含む。） １ ◎
162821 合唱Ⅰ １ ◎
162822 合唱Ⅱ １
162815 声楽特別研究 ２
162816 声楽曲研究 ２

器楽（合奏及び伴奏並びに和楽器を 162831 ピアノ演奏研究Ⅰ ２
含む。） 162832 ピアノ演奏研究Ⅱ ２

162833 ピアノ実習Ⅰ １ ◎
162834 ピアノ実習Ⅱ １ ◎
162835 ピアノ伴奏法Ⅰ １ ◎
162836 ピアノ伴奏法Ⅱ １
162891 邦楽器実習 １ ◎
162861 合奏法Ⅰ １ ◎
162862 合奏法Ⅱ １
162871 リコーダー実習Ⅰ １

　２科目選択必修

162872 リコーダー実習Ⅱ １
162881 管・弦・打楽器実習Ⅰ １
162882 管・弦・打楽器実習Ⅱ １
162883 管・弦・打楽器実習Ⅲ １
162884 管・弦・打楽器実習Ⅳ １
162837 ピアノ特別研究 ２
162873 リコーダー特別研究 ２
162838 鍵盤音楽研究 ２

指揮法 162901 指揮法Ⅰ １ ◎
162902 指揮法Ⅱ １

音楽理論、作曲法（編曲法を含 162911 作曲法演習Ⅰ（編曲法を含む。） １ ◎
む。）及び音楽史（日本の伝統音楽 162912 作曲法演習Ⅱ（編曲法を含む。） １ ◎
及び諸民族の音楽を含む。） 162913 音楽理論Ⅰ １ ◎

162914 音楽理論Ⅱ １
162915 現代音楽研究 ２
162954 音楽史Ⅰ（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む。）２ ◎
162942 音楽史Ⅱ ２
162951 日本伝統音楽研究 ２
162952 音楽学特別研究 ２
162953 民族音楽特別研究 ２
162916 作曲特別研究 ２
162917 作曲研究 ２

＊１種は、要求単位数を満たし合計単位数が 59 単位に満たない場合は、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から
１単位以上を修得すること。

中学校教諭普通免許状（美術）

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

絵　　　　　画 中１種 163015 絵画基礎表現 １ ◎
（映像メディア表現を含む。） 20 163016 ドローイング研究 １

163017 造形計画演習 １ ◎
中２種 163018 絵画応用表現Ⅰ １ ◎
17 163019 絵画応用表現Ⅱ １

163007 絵画理論 ２
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＊１種は、要求単位数を満たし合計単位数が 59 単位に満たない場合は、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から
１単位以上を修得すること。

163020 現代造形表現論（映像メディア表現を含む。）２ ◎
163013 版表現Ⅰ 1
163014 版表現Ⅱ 1

彫　　　　　刻 163021 彫塑Ⅰ １ ◎
163022 彫塑Ⅱ １
163023 実材彫刻Ⅰ １
163024 実材彫刻Ⅱ １
163025 立体造形 １ ◎
163026 総合造形論 ２
163029 彫刻理論 ２

デ　ザ　イ　ン 163048 視覚伝達デザイン（映像メディア表現を含む。）２ ◎
（映像メディア表現を含む。） 163049 基礎構成 ２ ◎

163043 図学 ２
163044 生産デザイン ２
163045 環境デザイン ２
163046 プランニング ２
163047 プレゼンテーション ２

工　　　　　芸 163061 木材工芸Ⅰ １
163062 木材工芸Ⅱ １ ◎
163063 金属工芸Ⅰ １
163064 金属工芸Ⅱ １ ◎
163071 各種工芸 １
163067 工芸文化論 ２
163069 工芸理論 ２
163070 陶芸 ２

美術理論及び美術史（鑑賞並びに日 163081 美術理論 ２
本の伝統美術及びアジアの美術を含 163082 芸術批評論 ２ ◎
む。） 163086 美術史Ⅰ（鑑賞並びに日本の伝統美術及びアジアの美術を含む。） ２

163084 美術史Ⅱ ２ ◎
163085 芸術史研究 ２

中学校教諭普通免許状（保健体育）

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

体　育　実　技 中１種 163201 体繰 １
20 163202 陸上 １

163203 球技Ⅰ １
中２種 163204 球技Ⅱ １
18 163205 球技Ⅲ １   ４科目選択必修

163206 球技Ⅳ １
163207 ダンス １
163250 武道 １
163210 水泳 １ ◎
163211 スキー １

「体育原理、体育心理学、体育経営 163212 体育原理 ２
管理学、体育社会学」及び運動学 163213 体育経営管理学 ２

  １科目選択必修
（運動方法学を含む。） 163214 体育社会学 ２

163215 体育心理学 ２
163216 体育心理学実験 １
163237 身体運動学（運動方法学を含む。） ２ ◎
163218 身体運動学実験 １
163219 舞踊概論 ２
163238 野外運動学概論 ２
163239 野外運動学実習 １

生理学（運動生理学を含む。） 163222 解剖・人体生理学Ⅰ ２
163223 解剖・人体生理学Ⅱ ２
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中学校教諭普通免許状（技術）

＊１種は、要求単位数を満たし合計単位数が 59 単位に満たない場合は、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から
１単位以上を修得すること。

163224 運動生理学 ２ ◎
163225 運動生理学実験 １
163226 栄養学 ２

衛生学及び公衆衛生学 163227 衛生学（公衆衛生学を含む。） ２ ◎
163228 地域保健学 ２

学校保健（小児保健、精神保健、学 163229 救急処置看護法及び実習 １ ◎

校安全及び救急処置を含む。） 163230 精神保健学 ２ ◎

163231 発育・発達 ２

163232 学校保健管理 ２ ◎

（小児保健・学校安全を含む。）

163233 健康診断実習Ⅰ １

163234 健康診断実習Ⅱ １

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

木　材　加　工 中１種 163401 木材工学 ２
（製図及び実習を含む。） 20 163402 木材加工基礎実習 １ ◎

163062 木材工芸Ⅱ １
中２種 163406 木工設計製図 １ ◎

金　属　加　工 12 163416 金工設計製図 １ ◎
（製図及び実習を含む。） 163411 金属工学 ２

163412 材料加工学 ２
163413 金属工学演習 ２
163414 金属加工実習Ⅰ １ ◎
163415 金属加工実習Ⅱ １ ◎

機　　　　　械（実習を含む。） 163421 機械工学Ⅰ ２
163422 機械工学Ⅱ ２
163423 機械基礎力学 ２
163424 機械工学演習 ２
163425 機械基礎実習Ⅰ １ ◎
163426 機械基礎実習Ⅱ １ ◎
163427 機械実習 １

電　　　　　気（実習を含む。） 163439 電磁気学 ２
163440 電気回路 ２
163432 電子工学概論 ２
163433 電気応用概論 ２
163444 電気基礎実習 １ ◎
163436 電気工学実習 １
163437 電子工学実習 １ ◎
163438 電気応用実習 １

栽　　　　　培（実習を含む。） 162683 植物学 ２
163442 栽培実習 １ ◎

情報とコンピュータ 163458 情報概論Ⅰ ２

（実習を含む。） 163459 情報概論Ⅱ ２

163452 論理回路 ２

163453 生活情報演習Ⅰ ２

163457 生活情報演習Ⅱ ２

163454 計算機実習Ⅰ １ ◎

163455 計算機実習Ⅱ １ ◎

163456 論理回路実習 １

＊１種は、要求単位数を満たし合計単位数が 59 単位に満たない場合は、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から
１単位以上を修得すること。



－ 128 － － 129 －

＊１種は、要求単位数を満たし合計単位数が 59 単位に満たない場合は、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から
１単位以上を修得すること。

中学校教諭普通免許状（家庭）

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

家庭経営学 中１種 163601 家庭経営学概論（家族関係を含む。）２ ◎
（家族関係学及び家庭経済学を含む。） 20 163606 生活学概論 ２

163603 家庭経済学 ２ ◎

中２種 163604 家族関係論 ２

16 163605 家庭簿記論 ２
被　　服　　学 163621 衣生活論 ２ ◎

（被服製作実習を含む。） 163622 被服材料学 ２
163627 被服学実習 ２ ◎
163625 被服科学実験 ２
163626 応用被服材料学 ２

食　　物　　学 163641 食物学概論（栄養学・食品学を含む。）２ ◎
（栄養学、食品学及び調理実習を含 163642 栄養化学 ２
む。） 163645 食品加工貯蔵学 ２

163646 調理学実習 ２ ◎
163647 食品科学実験 ２
163648 調理科学実験 ２

住　　居　　学 163661 住居学概論（製図を含む。） ２ ◎
163662 住居設計・製図 ２
163663 住環境論 ２
163664 住生活論 ２
163665 住居学演習 ２

保　　育　　学（実習を含む。） 163682 保育学（実習及び家庭看護を含む。）２ ◎

＊１種は、要求単位数を満たし合計単位数が 59 単位に満たない場合は、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から
１単位以上を修得すること。

中学校教諭普通免許状（英語）

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

英　　語　　学 中１種 163801 英語学概論 ２ ◎

20 163802 英語史概説 ２
163803 言語学概論 ２   （英語）

中２種 163804 英語発音法 ２

10 163805 英文法演習 ２
163806 英語学演習 ２
163807 英語学特殊講義Ⅰ １
163808 英語学特殊講義Ⅱ １

英　米　文　学 163841 英米文学史Ⅰ ２
163842 英米文学史Ⅱ ２
163843 英米文学演習Ⅰ ２

  １科目選択必修
163844 英米文学演習Ⅱ ２
163845 英米文学講読 ２
163846 英米文学講義 ２
163847 英米文学特殊講義Ⅰ １
163848 英米文学特殊講義Ⅱ １

英語コミュニケーション 163881 英語ライティング演習 ２ ◎
163883 英語スピーチ演習 ２
163884 英語会話 ２ ◎

異文化理解 163925 異文化理解 ２ ◎
163922 異文化間コミュニケーション ２
163923 日英対照言語学 ２
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【高等学校教諭普通免許状】

教職に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

教職の・教職の意義及び教員の役割 ２ 160001 現代教職論 ２ ◎
意義等・教員の職務内容（研修、服務

に関す  及び身分保障等を含む。）

る科目・進路選択に資する各種の機

 会の提供等

教育の・教育の理念並びに教育に関 ８ 100301 現代教育論 ２
  １科目選択必修

基礎理  する歴史及び思想 又は 100312 教育の現在（教育原理を含む） ４
論に関・幼児、児童及び生徒の心身 10 100306 生涯発達教育心理学 ２ ◎
する科  の発達及び学習の過程（障 160205 青年期心理学 ２ ◎
目　　  害のある幼児、児童及び生

 徒の心身の発達及び学習の

 過程を含む。）

・教育に関する社会的、制度 160213 学校制度・経営論 ２ ◎
 的又は経営的事項

教育課・教育課程の意義及び編成の ８ 160214 教育課程臨床論 ２ ◎
程及び  方法 又は
指導法・各教科の指導法 10 各教科ごとの該当科目を

に関す 修得すること。

る科目 160312 中等英語科教育法 ２
  １科目選択必修

163959 英語教育の諸問題（指導法） ２
163953 英語教育教材・教具論 ２
163954 英語授業研究 ２
160322 中等国語科教育法Ⅰ ２
160323 中等国語科教育法Ⅱ ２   １科目選択必修
160324 中等国語科教育法Ⅲ ２
160325 中等国語科教育法Ⅳ ２
162044 国語科実践史演習Ⅰ ２
162045 国語科実践史演習Ⅱ ２
162046 国語科授業開発演習Ⅰ ２
162047 国語科授業開発演習Ⅱ ２
160412 書道科教育学Ⅰ ２

  １科目選択必修
160413 書道科教育学Ⅱ ２
160422 地理歴史科教育法 ２ ◎
160334 中等社会・地理歴史教育法 ２
160432 公民科教育法 ２ ◎
160335 中等社会・公民教育法 ２
160342 中等数学科教育法Ⅰ ２
160343 中等数学科教育法Ⅱ ２   １科目選択必修
160344 中等数学科教育法Ⅲ ２
162543 数学教育学習論 ２
162544 数学教育課程論 ２
160352 中等理科教育法 ２ ◎
160353 理科教育教材研究Ⅰ ２
160354 理科教育教材研究Ⅱ ２
162761 理科教育学原論 ２
162762 理科教育課程論 ２
162770 理科教育学実験 １
162771 理科教育教材・教具論 ２
160363 中等音楽科教育法Ⅰ ２ ◎
160364 中等音楽科教育法Ⅱ ２
162974 音楽科教育研究Ⅰ ２
162975 音楽科教育研究Ⅱ ２
160373 美術科教育法総論Ⅰ ２ ◎
160374 美術科教育法総論Ⅱ ２ ◎
160375 美術科教育法各論Ⅰ ２
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160376 美術科教育法各論Ⅱ ２
163103 美術教育論Ⅰ ２
163104 美術教育論Ⅱ ２
163105 美術教育演習Ⅰ ２
163106 美術教育演習Ⅱ ２
160383 中等保健体育科教育法Ⅰ ２ ◎
160384 中等保健体育科教育法Ⅱ ２ ◎
163240 保健体育科教育法Ⅰ ２
163241 保健体育科教育法Ⅱ ２
160391 中等家庭科教育法第一 ２
160392 中等家庭科教育法第二 ２
160393 中等家庭科授業研究Ⅰ ２

  １科目選択必修
160394 中等家庭科授業研究Ⅱ ２
163721 家庭科教育学Ⅰ ２
163722 家庭科教育学Ⅱ ２
182193 商業科教育法Ⅰ ２

  １科目選択必修
182194 商業科教育法Ⅱ ２

・特別活動の指導法 160442 特別活動論 ２ ◎
・教育の方法及び技術（情報 160006 授業分析論 ２ ◎
 機器及び教材の活用を含む。）

生徒指・生徒指導の理論及び方法 ４ 160005 学校臨床心理学 ２ ◎
導、教 （生徒指導・進路指導を含む。）
育相談・進路指導の理論及び方法

及び進・教育相談（カウンセリング 160471 学校教育相談論 ２ ◎
路指導  に関する基礎的な知識を含

等に関  む。）の理論及び方法

する科

目　　

教育実習 ４ 160615 中・高等学校教育実習 ４
  １科目選択必修

160616 高等学校教育実習 ２
160602 小学校教育実習 ３
160613 応用教育実習（中学校） ３
160612 中・高等学校教育実習 ３
160622 幼稚園教育実習 ３
160641 授業設計論（事前指導） １ ◎
160642 授業実践論（事後指導） １ ◎

教職実践演習 ２ 160020 教職実践演習（教諭） ２ ◎

高等学校教諭普通免許状（国語）

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

国　　語　　学 20 162001 国語学概論 ２ ◎
（音声言語及び文章表現に関するも （音声言語及び文章表現を含む。）
のを含む。） 162002 国語表現法 ２

162003 国語学特殊講義 ２
162004 国語学演習Ⅰ ２
162005 国語学演習Ⅱ ２
162070 日本語史 ２

国　　文　　学 162006 日本文学概論 ２
（国文学史を含む。） 162007 日本古典文学史 ２

162008 日本近代文学史 ２
  １科目選択必修

162013 日本文芸史Ⅰ ２
162014 日本文芸史Ⅱ ２
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※要求単位を満たし、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から９又は 11 単位以上を修得すること。

高等学校教諭普通免許状（書道）

162009 古典文学演習Ⅰ ２
  １科目選択必修

162010 古典文学演習Ⅱ ２
162011 近代文学演習Ⅰ ２

  １科目選択必修
162012 近代文学演習Ⅱ ２
162015 日本文学作品演習Ⅰ ２
162016 日本文学作品演習Ⅱ ２
162048 日本文学特殊講義Ⅰ ２
162049 日本文学特殊講義Ⅱ ２

漢　　文　　学 162018 漢文学概説 ２ ◎
162019 漢文学講読Ⅰ ２ ◎
162020 漢文学講読Ⅱ ２ ◎
162021 中国言語文化演習Ⅰ ２
162022 中国言語文化特殊講義Ⅰ ２

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

書　　　　　道 20 162023 書写演習Ⅰ ２ ◎
（書写を含む。） 162024 書写演習Ⅱ ２ ◎

162025 書法研究（漢字）Ⅰ ２ ◎
162026 書法研究（仮名）Ⅱ ２ ◎
162027 書学概論 ２ ◎

書　　道　　史 162028 書道史 ２ ◎
「書論、鑑賞」 162042 名跡研究 ２ ◎

162043 書論研究 ２ ◎

「国文学、漢文学」 162006 日本文学概論 ２
162007 日本古典文学史 ２

  ２科目選択必修162008 日本近代文学史 ２
162018 漢文学概説 ２
162009 古典文学演習Ⅰ ２
162010 古典文学演習Ⅱ ２
162011 近代文学演習Ⅰ ２
162012 近代文学演習Ⅱ ２
162013 日本文芸史Ⅰ ２
162014 日本文芸史Ⅱ ２
162015 日本文学作品演習Ⅰ ２
162016 日本文学作品演習Ⅱ ２
162048 日本文学特殊講義Ⅰ ２
162049 日本文学特殊講義Ⅱ ２
162019 漢文学講読Ⅰ ２
162020 漢文学講読Ⅱ ２
162021 中国言語文化演習Ⅰ ２
162022 中国言語文化特殊講義Ⅰ ２

※要求単位を満たし、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から９又は 11 単位以上を修得すること。

高等学校教諭普通免許状（地理歴史）

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

日　　本　　史 20 162200 日本史概説 ２ ◎
162214 日中交渉史Ⅰ ２
162201 日本史特殊講義 ２
162215 日本社会文化論 ２
162202 日本史講読Ⅰ ２
162203 日本史講読Ⅱ ２

外　　国　　史 162204 東洋史概説 ２ ◎
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※要求単位を満たし、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から９又は 11 単位以上を修得すること。

※要求単位を満たし、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から９又は 11 単位以上を修得すること。

高等学校教諭普通免許状（公民）

162208 西洋史概説 ２ ◎
162205 東洋史特殊講義 ２
162209 西洋史特殊講義 ２
162206 東洋史講読Ⅰ ２
162207 東洋史講読Ⅱ ２
162210 西洋史講読Ⅰ ２
162211 西洋史講読Ⅱ ２
162212 歴史学方法論 ２
162213 歴史学研究法 ２

人文地理学及び自然地理学 162220 人文地理学概論 ２ ◎
162221 自然地理学概論 ２ ◎
162224 都市地理学 ２
162225 経済地理学 ２
162226 人文地理学 ２
162234 都市地理学演習 ２
162235 経済地理学演習 ２
162236 人文地理学演習 ２
162237 臨地研究Ⅰ ２
162238 臨地研究Ⅱ ２
162239 臨地研究Ⅲ ２
162229 地理学実験 １
162227 地図学実習 １
162228 自然環境学 ２
162727 地形学 ２

地　　　　　誌 162230 地誌学概論 ２ ◎
162231 地誌学 ２

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

「法律学（国際法を含む。）、政治学 20 162240 法律学概説（国際法を含む。） ２
  １科目選択必修

（国際政治を含む。）」 162243 政治学概説（国際政治を含む。） ２
162245 現代家族法論 ２

  １科目選択必修
162246 世界の憲法 ２
162247 共生の政治思想 ２
162248 現代世界の政治 ２

「社会学、経済学（国際経済を含 162260 社会学概論 ２ ◎
む。）」 162261 社会調査法 ２

162262 社会学講読 ２
162263 社会調査演習 ２
162287 マクロ経済学 ２
162281 公共の経済学 ２
162288 地域産業経済史 ２   １科目選択必修

162289 経営管理 ２
162284 国際経済学 ２

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」 162301 哲学概論 ２ ◎
162302 倫理学概論 ２ ◎
162310 哲学史 ２
162304 哲学演習Ⅰ ２
162305 哲学演習Ⅱ ２
162306 西洋倫理思想史 ２
162307 倫理学演習 ２
162308 宗教学 ２



－ 132 － － 133 －

※要求単位を満たし、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から９又は 11 単位以上を修得すること。

高等学校教諭普通免許状（商業）

高等学校教諭普通免許状（数学）

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

商業の関係科目 20 182101 共生社会と統計 ２
182111 地域活性化と中小企業 ２
182103 経営学総論 ２ ◎
182185 簿記学 ２ ◎
162284 国際経済学 ２
182131 経済学史 ２
182104 共生社会の人的資源管理 ２
182147 経済調査及び臨地研究 ２
180301 国際関係論 ２ ◎
162284 マクロ経済学 ２
163603 家庭経済学 ２
182191 マーケティング概論 ２
182192 マーケティング管理 ２
182105 マーケティングと消費者行動 ２
190301 情報とコミュニケーション ２
162288 地域産業経済史 ２
182139 経済統計論 ２

職　業　指　導 182188 職業指導Ⅰ ２
  １科目選択必修

182189 職業指導Ⅱ ２

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

代　　数　　学 20 162401 線形代数学Ⅰ ２ ◎
162402 線形代数学Ⅱ ２
162403 群の構造 ２
162405 代数的構造 ２

幾　　何　　学 162421 立体の幾何学 ２ ◎
162422 集合と写像 ２
162424 曲面の幾何学 ２
162425 空間の構造 ２

解　　析　　学 162441 微分積分学Ⅰ ２ ◎
162442 微分積分学Ⅱ ２
162451 解析学特論 ２
162443 関数と数列 ２
162446 複素関数Ⅰ ２
162447 複素関数Ⅱ ２
162448 微分方程式 ２

「確率論・統計学」 162464 確率論 ２ ◎
162465 数理統計学 ２
162463 時系列解析 ２

コンピュータ 162481 コンピュータ ２ ◎

※高等学校１種は、要求単位を満たし、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から９又は 11 単位以上を修得すること。

高等学校教諭普通免許状（理科）

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

物　　理　　学 20 162601 物理学一般 ２ ◎
162602 運動の数理Ⅰ ２ ◎
162603 運動の数理Ⅱ ２
162621 物理学特論 ２
162611 物理学セミナリーⅠ ２
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※要求単位を満たし、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から９又は 11 単位以上を修得すること。

162612 物理学セミナリーⅡ ２
162619 電磁場の数理Ⅰ ２
162620 電磁場の数理Ⅱ ２

化　　　　　学 162641 化学一般 ２ ◎
162643 基礎物理化学 ２
162648 無機化学 ２
162649 分析化学 ２
162645 有機化学 ２ ◎
162646 環境化学Ⅰ ２
162647 環境化学Ⅱ ２
162650 資源材料化学 ２
162651 化学セミナリーⅠ ２
162652 化学セミナリーⅡ ２

生　　物　　学 162684 動物学 ２
162683 植物学 ２
162691 生物学セミナリーⅠ ２
162692 生物学セミナリーⅡ ２
162685 生態学 ２
162686 多様性生物論 ２ ◎
162688 環境生物論 ２ ◎

地　　　　　学 162721 地学一般 ２ ◎
162723 岩石学 ２ ＊
162741 地学セミナリーⅠ ２
162742 地学セミナリーⅡ ２ 　 １科目選択必修
162729 地学特論 ２
162724 鉱物学 ２ ＊
162725 古生物学 ２ ＊
162730 気象学 ２ ＊
162615 物理学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。）１ ◎
162616 物理学実験Ⅱ（コンピュータ活用を含む。）１
162661 化学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。）１ ◎
162662 化学実験Ⅱ（コンピュータ活用を含む。）１
162665 物理化学実験 １
162666 無機・分析化学実験 １
162667 有機化学実験 １
162701 生物学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。）１ ◎
162702 生物学実験Ⅱ（コンピュータ活用を含む。）１
162703 環境生物実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。）１
162705 臨海実習Ⅰ １
162751 地学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。）１ ◎
162752 地学実験Ⅱ（コンピュータ活用を含む。）１
162753 環境地学実験Ⅰ（コンピュータ活用を含む。）１
162755 野外地学実習Ⅰ １
162756 野外地学実習Ⅱ 1

「物理学実験（コンピュータ活用を
含む。）、化学実験（コンピュータ活
用を含む。）、生物学実験（コンピュー
タ活用を含む。）、地学実験（コン
ピュータ活用を含む。）」

高等学校教諭普通免許状（音楽）

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

ソルフェージュ 20 162801 ソルフェージュⅠ １ ◎
162802 ソルフェージュⅡ １
162803 音楽基礎研究 ２

声楽（合唱及び日本の伝統的な歌唱 162811 声楽研究Ⅰ ２
を含む。） 162812 声楽研究Ⅱ ２

162817 声楽実習Ⅰ（日本の伝統的な歌唱を含む。）１ ◎
162818 声楽実習Ⅱ（日本の伝統的な歌唱を含む。）１ ◎
162821 合唱Ⅰ １ ◎
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162822 合唱Ⅱ １
162815 声楽特別研究 ２
162816 声楽曲研究 ２

器楽（合奏及び伴奏並びに和楽器を 162831 ピアノ演奏研究Ⅰ ２
含む。） 162832 ピアノ演奏研究Ⅱ ２

162833 ピアノ実習Ⅰ １ ◎
162834 ピアノ実習Ⅱ １ ◎
162835 ピアノ伴奏法Ⅰ １ ◎
162836 ピアノ伴奏法Ⅱ １
162891 邦楽器実習 １ ◎
162861 合奏法Ⅰ １ ◎
162862 合奏法Ⅱ １
162871 リコーダー実習Ⅰ １
162872 リコーダー実習Ⅱ １
162881 管・弦・打楽器実習Ⅰ １

  ２科目選択必修
162882 管・弦・打楽器実習Ⅱ １
162883 管・弦・打楽器実習Ⅲ １
162884 管・弦・打楽器実習Ⅳ １
162837 ピアノ特別研究 ２
162873 リコーダー特別研究 ２
162838 鍵盤音楽研究 ２

指揮法 162901 指揮法Ⅰ １ ◎
162902 指揮法Ⅱ １

音楽理論、作曲法（編曲法を含 162911 作曲法演習Ⅰ（編曲法を含む。） １ ◎
む。）及び音楽史（日本の伝統音楽 162912 作曲法演習Ⅱ（編曲法を含む。） １ ◎
及び諸民族の音楽を含む。） 162913 音楽理論Ⅰ １ ◎

162914 音楽理論Ⅱ １
162915 現代音楽研究 ２
162954 音楽史Ⅰ（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む。）２ ◎
162942 音楽史Ⅱ   ２
162951 日本伝統音楽研究 ２
162952 音楽学特別研究 ２
162953 民族音楽特別研究 ２
162916 作曲特別研究 ２
162917 作曲研究 ２

※高等学校１種は、要求単位を満たし、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から９又は 11 単位以上を修得すること。

高等学校教諭普通免許状（美術）

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

絵　　　　　画 20 163015 絵画基礎表現 １ ◎
（映像メディア表現を含む。） 163016 ドローイング研究 １

163017 造形計画演習 １ ◎

163018 絵画応用表現Ⅰ １ ◎

163019 絵画応用表現Ⅱ １
163007 絵画理論 ２
163020 現代造形表現論（映像メディア表現を含む。）２ ◎
163013 版表現Ⅰ １
163014 版表現Ⅱ １

彫　　　　　刻 163021 彫塑Ⅰ １ ◎
163022 彫塑Ⅱ １
163023 実材彫刻Ⅰ １
163024 実材彫刻Ⅱ １
163025 立体造形 １ ◎
163026 総合造形論 ２
163029 彫刻理論 ２

デ　ザ　イ　ン 163048 視覚伝達デザイン（映像メディア表現を含む。）２ ◎
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※高等学校１種は、要求単位を満たし、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から７又は９単位以上を修得すること。

※要求単位を満たし、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から７又は９単位以上を修得すること。

高等学校教諭普通免許状（保健体育）

（映像メディア表現を含む。） 163049 基礎構成 ２ ◎
163043 図学 ２
163044 生産デザイン ２
163045 環境デザイン ２
163046 プランニング ２
163047 プレゼンテーション ２

美術理論及び美術史（鑑賞並びに日 163081 美術理論 ２ ◎
本の伝統美術及びアジアの美術を含 163082 芸術批評論 ２
む。） 163086 美術史Ⅰ（鑑賞並びに日本の伝統美術及びアジアの美術を含む。） ２ ◎

163084 美術史Ⅱ ２
163085 芸術史研究 ２

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

体　育　実　技 20 163201 体繰 １

  ４科目選択必修

163202 陸上 １
163203 球技Ⅰ １
163204 球技Ⅱ １
163205 球技Ⅲ １
163206 球技Ⅳ １
163207 ダンス １
163250 武道 １
163210 水泳 １ ◎
163211 スキー １

「体育原理、体育心理学、体育経営 163212 体育原理 ２

管理学、体育社会学」及び運動学 163213 体育経営管理学 ２
  １科目選択必修

（運動方法学を含む。） 163214 体育社会学 ２
163215 体育心理学 ２
163216 体育心理学実験 １
163237 身体運動学（運動方法学を含む。） ２ ◎
163218 身体運動学実験 １
163219 舞踊概論 ２
163238 野外運動学概論 ２
163239 野外運動学実習 １

生理学（運動生理学を含む。） 163222 解剖・人体生理学Ⅰ ２
163223 解剖・人体生理学Ⅱ ２
163224 運動生理学 ２ ◎
163225 運動生理学実験 １
163226 栄養学 ２

衛生学及び公衆衛生学 163227 衛生学（公衆衛生学を含む。） ２ ◎
163228 地域保健学 ２

学校保健（小児保健、精神保健、学 163229 救急処置看護法及び実習 １ ◎
校安全及び救急処置を含む。） 163230 精神保健学 ２ ◎

163231 発育・発達 ２
163232 学校保健管理 ２ ◎

（小児保健・学校安全を含む。）
163233 健康診断実習Ⅰ １
163234 健康診断実習Ⅱ １
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※要求単位を満たし、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から７又は９単位以上を修得すること。

高等学校教諭普通免許状（家庭）

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

家庭経営学 20 163601 家庭経営学概論 ２ ◎
（家族関係学及び家庭経済学を含む。） （家族関係を含む。）

163606 生活学概論 ２
163603 家庭経済学 ２ ◎
163604 家族関係論 ２
163605 家庭簿記論 ２

被　　服　　学 163621 衣生活論 ２ ◎
（被服製作実習を含む。） 163622 被服材料学 ２

163627 被服学実習 ２ ◎
163625 被服科学実験 ２
163626 応用被服材料学 ２

食　　物　　学 163641 食物学概論（栄養学・食品学を含む。）２ ◎
（栄養学、食品学及び調理実習を含 163642 栄養化学 ２
む。） 163645 食品加工貯蔵学 ２

163646 調理学実習 ２ ◎
163647 食品科学実験 ２
163648 調理科学実験 ２

住　　居　　学（製図を含む。） 163661 住居学概論（製図を含む。） ２ ◎
163662 住居設計・製図 ２
163663 住環境論 ２
163664 住生活論 ２
163665 住居学演習 ２

保　　育　　学 163682 保育学（実習及び家庭看護を含む。） ２ ◎
（実習及び家庭看護を含む。）

家庭電気・機械及び情報処理 163701 家庭電気・機械 ２ ◎
163702 情報処理 ２ ◎

高等学校教諭普通免許状（英語）

※高等学校１種は、要求単位を満たし、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から９又は 11 単位以上を修得すること。

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

英　　語　　学 20 163801 英語学概論 ２ ◎
163802 英語史概説 ２
163803 言語学概論 ２ （英語）

163804 英語発音法 ２

163805 英文法演習 ２
163806 英語学演習 ２
163807 英語学特殊講義Ⅰ １
163808 英語学特殊講義Ⅱ １

英　米　文　学 163841 英米文学史Ⅰ ２
163842 英米文学史Ⅱ ２
163843 英米文学演習Ⅰ ２

  1 科目選択必修
163844 英米文学演習Ⅱ ２
163845 英米文学講読 ２
163846 英米文学講義 ２
163847 英米文学特殊講義Ⅰ １
163848 英米文学特殊講義Ⅱ １

英語コミュニケーション 163881 英語ライティング演習 ２ ◎
163883 英語スピーチ演習 ２
163884 英語会話 ２ ◎

異文化理解 163925 異文化理解 ２ ◎
163922 異文化間コミュニケーション ２
163923 日英対照言語学 ２
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【幼稚園教諭普通免許状】

保育内容の指導法の科目のうち、下記の科目を振り替えて使用することができる。

・160282　初等体育科教育学　→ 160468　保育内容（健康）

・160302　初等生活科教育学　→ 160466　保育内容（環境）

教職に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

教職の ・教職の意義及び教員の役割 ２ 160001 現代教職論 ２ ◎
意義等 ・教員の職務内容（研修、服務

に関す  及び身分保障等を含む。）

る科目 ・進路選択に資する各種の機

 会の提供等

教育の ・教育の理念並びに教育に関 ８ 100301 現代教育論 ２
  1 科目選択必修

基礎理  する歴史及び思想 又は 100312 教育の現在（教育原理を含む。） ４
論に関 ・幼児、児童及び生徒の心身 10 100306 生涯発達教育心理学 ２ ◎
する科  の発達及び学習の過程（障 160201 児童期心理学 ２

  1 科目選択必修
目　　  害のある幼児、児童及び生 160212 発達障害児支援論 ２

 徒の心身の発達及び学習の

 過程を含む。）

・教育に関する社会的、制度 160211 保育・幼児教育制度論 ２ ◎
 的又は経営的事項

教育課 ・教育課程の意義及び編成の 19 160451 保育内容総論 ２ ◎
程及び  方法

指導法 ・保育内容の指導法 160463 保育内容（音楽表現） ２
  1 科目選択必修

に関す 160464 保育内容（絵画造形） ２
る科目 160465 保育内容（ことば） ２ ◎

160466 保育内容（環境） ２ ◎
160467 保育内容（人間関係） ２ ◎
160468 保育内容（健康） ２ ◎
160458 保育実践演習Ⅰ １
160459 保育実践演習Ⅱ １
160460 保育実践演習Ⅲ １
160461 保育実践演習Ⅳ １

・教育方法及び技術（情報機 160006 授業分析論 ２ ◎
　器及び教材の活用を含む。） 160214 教育課程臨床論 ２ ◎

生徒指 ・幼児理解の理論及び方法 ２ 160475 幼児の発達理解とカウンセリング・マインド ２ ◎
導、教

育相談 ・教育相談（カウンセリング

及び進 　に関する基礎的な知識を含

路指導 　む。）の理論及び方法

等に関

する科

目

教育実習 ６ 160624 幼稚園教育実習 ４ ◎
160622 幼稚園教育実習 ３
160623 応用教育実習（幼稚園） ３
160602 小学校教育実習 ３
160612 中・高等学校教育実習 ３
160641 授業設計論（事前指導） １ ◎
160642 授業実践論（事後指導） １ ◎

教職実践演習 ２ 160020 教職実践演習（教諭） ２ ◎
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※１種は、要求単位を満たし、さらに教職に関する科目及び教科に関する科目の中から４又は６単位以上を修得すること。

【特別支援学校教諭１種免許状（知的障害者）(肢体不自由者）】

【幼稚園教諭普通免許状】

教科に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

国　　　　　語（書写を含む。） １種 160502 国語科内容論（書写 1単位を含む。）２

算　　　　　数 ６ 160522 算数科内容論 ２

生　　　　　活 160582 生活科内容論 ２

音　　　　　楽 ２種 160545 音楽科内容論 ２

図　画　工　作 ４ 160556 図画工作科内容論 ２

体　　　　　育 160566 体育科内容論 ２

特殊教育に関する科目
要　求

単位数
科目番号 授　　業　　科　　目 単

位
必
選 備　　　考

特別支援教育の基礎理論に関する科目 ２ 164007 特別支援教育総論Ⅰ ２ ◎
164008 特別支援教育総論Ⅱ ２
164006 特別支援教育と障害児福祉 ２

特別支 心身に障害のある幼児、児童 ８ 164060 知的障害児心理学Ⅰ ２ ◎
援教育 又は生徒の心理、生理及び病 164061 知的障害児心理学Ⅱ ２ ◎
領域に 理に関する科目 164062 肢体不自由児心理学 ２ ◎
科目 164063 障害児病理学 ２ ◎

164065 障害児心理学演習Ⅰ ２
164066 障害児心理学演習Ⅱ ２

心身に障害のある幼児、児童 ８ 164070 知的障害児教育課程論Ⅰ ２ ◎
又は生徒の教育課程及び指導 164071 知的障害児教育課程論Ⅱ ２ ◎
法に関する科目 164072 肢体不自由児教育課程論Ⅰ ２ ◎

164073 障害児指導法 ２ ◎
164075 障害児教育学演習Ⅰ ２
164076 障害児教育学演習Ⅱ ２

心身に障害のある幼児、児童 164080 障害児教育研究法 1
又は生徒の心理、生理及び病 　

理に関する科目

心身に障害のある幼児、児童

又は生徒の教育課程及び指導

法に関する科目

免許状に
定められ
ることと
なる特別
支援教育
領域以外
の領域に
関する科
目

５ 164090 視覚障害児教育概論 1 ◎
164091 聴覚障害児教育概論 1 ◎
164092 病弱児教育概論 1 ◎
164093 重複障害児教育概論 1 ◎
164094 障害児教育教材研究 1
164095 特別支援教育コーディネーター概論 1 ◎

心身に障害のある幼児、児童又は生徒

についての教育実習

３ 164107 教育実習 (特別支援学校） 3 ◎
　　　　 (事前・事後指導１単位含む。）

164108 応用教育実習 (特別支援学校）
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９　その他の取得可能な教育職員免許状及び資格
（履修方法は 116 頁～の免許状履修基準を参照）

（教育職員免許状）

（その他資格）
　資格、受験資格の具体的な内容や取得方法などについては、関係課程及びコースに問い合わせるこ

と。

発 達 教 育 コ ー ス

教 科 教 育 コ ー ス

障害児教育コース

幼 児 教 育 コ ー ス

中学校教諭普通免許状

高等学校教諭普通免許状

特別支援学校教諭普通免許状

幼稚園教諭普通免許状

中学校教諭普通免許状（他教科）

高等学校教諭普通免許状

特別支援学校教諭普通免許状

幼稚園教諭普通免許状

中学校教諭普通免許状

高等学校教諭普通免許状

幼稚園教諭普通免許状

中学校教諭普通免許状

高等学校教諭普通免許状

特別支援学校教諭普通免許状

高等学校教諭普通免許状（商業）国 際 共 生 社 会 課 程

学 校 教 育 課 程
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⑴　学芸員の資格取得

　博物館法施行規則第１条による大学において修得すべき博物館に関する科目の単位と本学で開講され

ている対応する科目は次のとおりである。

（注）博物館実習の履修は、現代教育論、生涯学習論、視聴覚教育メディア論、博物館概論、博物館
　　　経営論、博物館資料論、博物館情報論の単位を修得した者に限る。

博物館法施行規則に定める博物館に関する科目
  及び単位

本　学　開　講　科　目 単位

生涯学習概論 １ 生涯学習論 ２

博物館概論 ２ 博物館概論 ２

博物館資料論 ２ 博物館資料論 ２

博物館経営論 １ 博物館経営論 ２

博物館情報論 １ 博物館情報論 ２

教育学概論 １ 現代教育論 ２

視聴覚教育メディア論 １ 視聴覚教育メディア論 ２

博物館実習 ３ 博物館実習 ３

⑵　学校図書館司書教諭の資格取得

　学校図書館司書教諭の資格を取得しようとする者は小学校、中学校、高等学校、養護学校の教諭のい

ずれかの免許状を取得しなければならない。また、下記の授業科目を履修し、単位を修得しなければな

らない。

＊大学に２年以上在学し、62 単位以上を修得した者が、上記科目を受講することができる。

⑶　生涯学習課程スポーツ健康科学コースの、指定された科目を履修すると、次のような公的資格を取

　得するための単位が認定されます。

　　日本体育協会公認スポーツプログラマー、日本体育協会公認ジュニアスポーツ指導員、※日本体育

　　協会公認スポーツ・リーダー、健康・体力づくり事業財団公認健康運動実践指導者、※日本サッカー

　　協会公認キッズリーダー、※日本サッカー協会公認Ｄ級コーチ、※日本サッカー協会公認Ｃ級コーチ

　　（日本体育協会公認指導員）

　　※印は、指定科目の履修のみで取得できます。

⑷　日本語教員養成の資格

　日本語教育に関する免許制度はありませんが、日本語教員養成の指定された科目を取得すると、本人

からの申請により大学から証明書が発行されます。

学校図書館司書教諭講習規程第３条に定める科
目及び単位

本　学　開　講　科　目 単位

学校経営と学校図書館 ２ 学校経営と学校図書館 ２

学校図書館メディアの構成 ２ 学校図書館メディアの構成 ２

学習指導と学校図書館 ２ 学習指導と学校図書館 ２

読書と豊かな人間性 ２ 読書と豊かな人間性 ２

情報メディアの活用 ２ 情報メディアの活用 ２
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日本語教員養成科目

　日本語教授法Ⅰを履修するためには、日本語教育概論Ⅰの単位を修得もしくは受講中であることを原則
とする。日本語教育実習を履修するためには日本語教育概論Ⅰ、日本語教授法Ⅰの単位を修得もしくは受
講中である事を原則とする。

科  目  区  分
要　求

単位数
科目番号 科　 　　目　　 　名 

単　

位

前　

期

後　

期

必　

選

年　

次
備　        考

181006 日本言語文化論 ２ １～２ ＊
181061 日本言語文化特殊講義Ⅰ ２ ２～４ ＊
181062 日本言語文化特殊講義Ⅱ ２ ２～４ ＊
181121 日本言語文化演習Ⅰ ２ ２～４ ＊
181122 日本言語文化演習Ⅱ ２ ２～４ ＊
162006 日本文学概論 ２ １ ＊
162023 書写演習Ⅰ ２ １～２ ＊
180201 比較宗教論 ２ ２～４ ＊

社会・文化・地域 ２ 180222 ヨーロッパ社会文化論Ⅰ ２ １～２ ＊  １科目選択必修
180301 国際関係論 ２ ２～４ ＊
163925 異文化理解 ２ ３～４ ＊
180205 共生のための異文化交流Ⅰ ２ ２～４ ＊
180206 共生のための異文化交流Ⅱ ２ １～２ ＊
181003 アジア社会文化論Ⅰ ２ ２～４ ＊
180335 現代の民族問題 ２ １～３ ＊
161008 比較教育論 ２ ２ ＊
161104 現代教育施策論 ２ １ ＊
162062 社会言語学 ２ ◎ １～３
180051 障害児・者との共生 ２ １～２ ＊
162002 国語表現法 ２ １～４ ＊

言 語 と 社 会 ４ 180001 インターカルチャー入門 ２ １～２ ＊
180002 文化理解とコミュニケーション ２ １～２ ＊
180201 比較文化論 ２ ２～４ ＊
180204 文化の受容と変容 ２ ２～４ ＊
162063 言語心理学 ２ ◎ １～３
161004 授業心理学 ２ １ ＊
162047 国語科授業開発演習Ⅱ ２ ２～４ ＊
160312 中等英語科教育法 ２ ２～３ ＊

言 語 と 心 理 28 ４ 162046 国語科授業開発演習Ⅰ ２ ２～４ ＊
163959 英語教育の諸問題Ⅰ（指導法）２ １ ＊
100306 生涯発達教育心理学 ２ ２～３ ＊
160005 学校臨床心理学 ２ ２～３ ＊
161008 学校カウンセリング基礎論 ２ １ ＊
162064 日本語教育概論Ⅰ ２ ◎ １～３
162065 日本語教育概論Ⅱ ２ １～３
162066 日本語教授法Ⅰ ２ ◎ １～３

言 語 と 教 育 ８ 162067 日本語教授法Ⅱ ２ ２・４
162074 日本語教育実習Ⅰ ２ ３～４
162075 日本語教育実習Ⅱ ２ ３～４
163922 異文化間コミュニケーション ２ ３～４
100303 情報科学入門及び実習 ２ １
181032 英語文法論Ⅰ ２ ２～４
163803 言語学概論 ２ １
181195 英語構造論Ⅱ ２ ２～４
181193 英語音声基礎 ２ １～２
162068 日本語の文字・表記・語彙 ２ １～３
181002 日本語構造論 ２ ◎ １～４
162069 日本語の文法 ２ １～３
180207 日本語表現論 ２ ◎ １～４
162070 日本語史 ２ １～３

言　　　　 語 ６ 181167 ドイツ言語文化論Ⅰ ２ ２～４
163923 日英対照言語学 ２ ２～３
180208 Intensive15- Ⅰ（英語） １ １～４
180209 Intensive15- Ⅱ（英語） １ １～４
181094 Intensive90- Ⅰ（英語） ６ ２～４
181095 Intensive90- Ⅱ（英語） ６ ２～４
181071 Intensive60- Ⅰ（中国語） ４ ２～４
171072 Intensive60- Ⅱ（中国語） ４ ２～４
181157 英語プレゼンテーション演習Ⅰ ２ ３～４
181158 英語プレゼンテーション演習Ⅱ ２ ３～４

１科目選択必修

１科目選択必修
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10　参　考　法　規
教育職員免許法（抄）

制　　定　昭和 24 年５月 31 日法律第147号

最終改正　平成 20 年６月 18 日法律第 73 号

　　第１章　総　　則

（この法律の目的）

第１条　この法律は、教育職員の免許に関する基準を定め、教育職員の資質の保持と向上を図ることを

目的とする。

（定　　義）

第２条　略

（免　　許）

第３条　教育職員は、この法律により授与する各相当の免許状を有する者でなければならない。

２　前項の規定にかかわらず、主幹教諭（養護又は栄養の指導及び管理をつかさどる主幹教諭を除く。）

及び指導教諭については各相当学校の教諭の免許状を有する者を、養護をつかさどる主幹教諭につい

ては養護教諭の免許状を有する者を、栄養の指導及び管理をつかさどる主幹教諭については栄養教諭

の免許状を有する者を、講師については各相当学校の教員の相当免許状を有する者を、それぞれ充て

るものとする。

３　特別支援学校の教員（養護又は栄養の指導及び管理をつかさどる主幹教諭、養護教諭、養護助教諭、

栄養教諭及び特別支援学校において自立教科等の教授を担任する教員を除く。）については、第１項

の規定にかかわらず、特別支援学校の教員の免許状のほか、特別支援学校の各部に相当する学校の教

員の免許状を有する者でなければならない。

４　中等教育学校の教員（養護又は栄養の指導及び管理をつかさどる主幹教諭、養護助教諭並びに栄養

教諭を除く。）については、第１項の規定にかかわらず、中学校の教員の免許状及び高等学校の教員

の免許状を有する者でなければならない。

　　第２章　免　許　状

（種　　類）

第４条　免許状は、普通免許状、特別免許状及び臨時免許状とする。

２　普通免許状は、学校（中等教育学校を除く。）の種類ごとの教諭の免許状、養護教諭の免許状及び

栄養教諭の免許状とし、それぞれ専修免許状、一種免許状及び二種免許状（高等学校教諭の免許状に

あっては、専修免許状及び一種免許状）に区分する。

３　特別免許状は、学校（幼稚園及び中等教育学校を除く。）の種類ごとの教諭の免許状とする。

４　臨時免許状は、学校（中等教育学校を除く。）の種類ごとの助教諭の免許状及び養護助教諭の免許

状とする。

５　中学校及び高等学校の教員の普通免許状及び臨時免許状は、次に掲げる各教科について授与するも

のとする。

１　中学校の教員にあっては、国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、保健、技術、家庭、

職業（職業指導及び職業実習（農業、工業、商業、水産及び商船のうちいずれか一以上の実習とす

る。以下同じ。）を含む。）職業指導、職業実習、外国語（英語、ドイツ語、フランス語その他の外

国語に分ける。）及び宗教

２　高等学校の教員にあっては、国語、地理歴史、公民、数学、理科、音楽、美術、工芸、書道、保

健体育、保健、看護、看護実習、家庭、家庭実習、情報、情報実習、農業、農業実習、工業、工業

実習、商業、商業実習、水産、水産実習、福祉、福祉実習、商船、商船実習、職業指導、外国語（英

語、ドイツ語、フランス語その他の外国語に分ける。）及び宗教

６　小学校教諭、中学校教諭及び高等学校教諭の特別免許状は、次に掲げる教科又は事項について授与

するものとする。

１.　小学校教諭にあっては、国語、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭及び体育

２.　中学校教諭にあっては、前項第１号に掲げる各教科及び第 16 条の３第１項の文部科学省令で定
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める教科　　　　

３.　高等学校教諭にあっては、前項第２号に掲げる各教科及びこれらの教科の領域の一部に係る事

項で第 16 条の４第１項の文部科学省令で定めるもの並びに第 16 条の３第１項の文部科学省令で定

める教科

第４条の２　特別支援学校の教員の普通免許状及び臨時免許状は、一又は二以上の特別支援教育領域に

ついて授与するものとする。

２　特別支援学校において専ら自立教科等の教授を担任する教員の普通免許状及び臨時免許状は、前条

第２項の規程にかかわらず、文部科学省令で定めるところにより、障害の種類に応じて文部科学省令

で定める自立教科等について教授するものとする。

３　特別支援学校教諭の特別免許状は、前項の文部科学省令で定める自立教科等について授与するもの

とする。

（授　　与）

第５条　普通免許状は、別表第一、第二若しくは第二の二に定める基礎資格を有し、かつ、大学若しく

は文部科学大臣の指定する養護教諭養成機関において別表第一、第二若しくは第二の二に定める単位

を修得した者又は教育職員検定に合格した者に授与する。ただし、次の各号のいずれかに該当する者

には授与しない。

一　18 才未満の者

二　高等学校を卒業しない者（通常の課程以外の課程におけるこれに相当するものを修了しない者を含

む。）ただし、文部科学大臣において高等学校を卒業した者と同等以上の資格を有すると認めた者を除

く。

三　成年被後見人又は被補佐人

四　禁錮以上の刑に処せられた者

五　第十条第一項第二号又は第三号に該当することにより免許状がその効力を失い、当該失効の日から

三年を経過しない者

六　第十一条第一項から第三項までの規定により免許状取上げの処分を受け、当該処分の日から三年を

経過しない者

七　日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを

主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

第５条の２略

別表第－（第五条、第五条の二関係）

第　　　一　　　欄 第　　　二　　　欄 第　　　三　　　欄

免許状の種類

所要資格

基　　礎　　資　　格

大学において修得することを
必要とする最低修得単位数　

教科に関
する科目

教職に関
する科目

教科又は
教職に関
する科目

特別支援
教育に関
する科目

幼稚園教諭 専修免許状 修士の学位を有すること。 ６ 35 34

一種免許状 学士の学位を有すること。 ６ 35 10

二種免許状 短期大学士の学位を有すること。 ４ 27

小学校教諭 専修免許状 修士の学位を有すること。 ８ 41 34

一種免許状 学士の学位を有すること。 ８ 41 10

二種免許状 短期大学士の学位を有すること。 ４ 31 ２

中学校教諭 専修免許状 修士の学位を有すること。 20 31 32

一種免許状 学士の学位を有すること。 20 31 ８

二種免許状 短期大学士の学位を有すること。 10 21 ４

高等学校教諭 専修免許状 修士の学位を有すること。 20 23 40

一種免許状 学士の学位を有すること。 20 23 16
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特別支援

学校教諭

専修免許状 修士の学位を有すること及び小学校、
中学校、高等学校又は幼稚園の教諭の
普通免許状を有すること。

50

一種免許状 学士の学位を有すること及び小学
校、中学校、高等学校又は幼稚園の
教諭の普通免許状を有すること。

26

二種免許状 小学校、中学校、高等学校又は幼稚
園の教諭の普通免許状を有するこ
と。

16

備考

１　この表における単位の修得方法については、文部科学省令で定める（別表第二から別表第八まで

の場合においても同様とする。）。

２　第二欄の「修士の学位を有すること」には、大学（短期大学を除く。第六号及び第七号において

同じ。）の専攻科又は文部科学大臣の指定するこれに相当する課程に一年以上在学し、三十単位以

上修得した場合を含むものとする（別表第二及び別表第二の二の場合においても同様とする。）。

２の２　第二欄の「学士の学位を有すること」には、文部科学大臣がこれと同等以上の資格を有する

と認めた場合を含むものとする（別表第二の場合においても同様とする。）。

２の３　第二欄の「短期大学士の学位を有すること」には、文部科学大臣の指定する教員養成機関を

卒業した場合又は文部科学大臣が短期大学士の学位を有することと同等以上の資格を有すると認め

た場合を含むものとする（別表第二の二の場合においても同様とする。）。

３　高等学校教諭以外の教諭の二種免許状の所要資格に関しては、第三欄の「大学」には、文部科学

大臣の指定する教員養成機関を含むものとする。

４　この表の規定により幼稚園、小学校、中学校若しくは高等学校の教諭の専修免許状若しくは一種

免許状又は幼稚園、小学校若しくは中学校の教諭の二種免許状の授与を受けようとする者について

は、特に必要なものとして文部科学省令で定める科目の単位を大学又は文部科学大臣の指定する教

員養成機関において修得していることを要するものとする（別表第二及び別表第二の二の場合にお

いても同様とする。）。

５　第二欄に定める科目の単位は、次のいずれかに該当するものでなければならない（別表第二及び

別表第二の二の場合においても同様とする。）。

イ　文部科学大臣が第十六条の三第三項の政令で定める審議会等に諮問して免許状の授与の所要資

格を得させるために適当と認める課程（以下「認定課程」という。）において修得したもの

ロ　免許状の授与を受けようとする者が認定課程以外の大学の課程又は文部科学大臣が大学の課程

に相当するものとして指定する課程において修得したもので、当該者の在学する認定課程を有す

る大学が免許状の授与の所要資格を得させるための教科に関する科目として適当であると認める

もの

６　前号の認定課程には、第三欄に定める科目の単位のうち、教職に関する科目又は特別支援教育に

関する科目の単位を修得させるために大学が設置する修業年限を一年とする課程を含むものとする。

７　専修免許状に係る第三欄に定める科目の単位数のうち、その単位数からそれぞれの一種免許状に

係る同欄に定める科目の各単位数をそれぞれ差し引いた単位数については、大学院の課程又は大学

の専攻科の課程において修得するものとする（別表第二の二の場合においても同様とする。）。

８　一種免許状（高等学校教諭の一種免許状を除く。）に係る第三欄に定める科目の単位数は、短期大

学の課程及び短期大学の専攻科で文部科学大臣が指定するものの課程において修得することができる。

この場合において、その単位数からそれぞれの二種免許状に係る同欄に定める科目の各単位数をそ

れぞれ差し引いた単位数については、短期大学の専攻科の課程において修得するものとする。

９　中学校教諭の音楽及び美術の各教科についての免許状並びに高等学校教諭の数学、理科、音楽、

美術、工芸、書道、農業、工業、商業、水産及び商船の各教科についての免許状については、当分

の間、この表の中学校教諭の項及び高等学校教諭の項中教職に関する科目の欄に定める単位数（専

修免許状に係る単位数については、第七号の規定を適用した後の単位数）のうちその半数までの単

位は、当該免許状に係る教科に関する科目について修得することができる。
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教育職員免許法施行規則法（抄）

制　　定　昭和29年10月27日文部省令第26号　　

最終改正　平成21年７月１日文部科学省令第29号

　　第１章　単位の修得方法等

第１条　教育職員免許法（昭和 24 年法律第 147 号。以下「免許法」という。）別表第１から別表第８ま

でにおける単位の修得方法等に関しては、この章の定めるところによる。

第１条の２　免許法別表第１から別表第８までにおける単位の計算方法は、大学設置基準（昭和 31 年

文部省令第 28号）第 21 条第２項及び第３項（大学院設置基準（昭和 47年文部省令第 28号）第 15 条

において準用する場合を含む。）、大学通信教育設置基準（昭和 50 年文部省令第 33 号）第５条、短期

大学設置基準（昭和 50 年文部省令第 21 号）第７条第２項及び第３項並びに、短期大学通信教育設置

基準（昭和 57 年文部省令第３号）第５条に定める基準によるものとする。

第１条の３　免許法別表第１備考第２号の規定により専修免許状に係る基礎資格を取得する場合の単位

の修得方法は、大学院における単位の修得方法の例によるものとする。

第２条　免許法別表第１に規定する幼稚園教諭の普通免許状の授与を受ける場合の教科に関する科目の

単位の修得方法は、小学校の教科に関する科目について修得するものとし、国語、算数、生活、音楽、

図画工作及び体育の教科に関する科目（これら科目に含まれる内容を合わせた内容に係る科目その他

これら科目に準ずる内容の科目を含む。）のうち一以上の科目について修得するものとする。

２　学生が前項の科目の単位を修得するに当たっては、大学は、各科目についての学生の知識及び技能

の修得状況に応じ適切な履修指導を行うよう努めなければならない。

第３条　免許法別表第１に規定する小学校教諭の普通免許状の授与を受ける場合の教科に関する科目の

単位の修得方法は、国語（書写を含む。）、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭及び体育

の教科に関する科目のうち一以上の科目について修得するものとする。

２　学生が前項の科目の単位を修得するに当たっては、大学は、各科目についての学生の知識及び技能

の修得状況に応じ適切な履修指導を行うよう努めなければならない。　

第４条　免許法別表第１に規定する中学校教諭の普通免許状の授与を受ける場合の教科に関する科目の

単位の修得方法は、次の表の第１欄に掲げる免許教科の種類に応じ、第２欄に掲げる科目について、

専修免許状又は一種免許状の授与を受ける場合にあってはそれぞれ１単位以上計 20 単位を、二種免

許状の授与を受ける場合にあってはそれぞれ１単位以上計 10 単位を修得するものとする。

第　１　欄 第　２　欄

免 許 教 科 教　科　に　関　す　る　科　目

国　　　 語 国語学（音声言語及び文章表現に関するものを含む。）
国文学（国文学史を含む。）
漢　文　学
書道（書写を中心とする。）

社　　　 会 日本史及び外国史
地理学（地誌を含む。）
「法律学、政治学」
「社会学、経済学」
「哲学、倫理学、宗教学」

数　　　 学 代　数　学
幾　何　学
解　析　学
「確率論、統計学」
コンピュータ

理　　　 科 物　理　学
物理学実験（コンピュータ活用を含む。）
化　　　学
化学実験（コンピュータ活用を含む。）
生　物　学

生物学実験（コンピュータ活用を含む。）

地学

地学実験（コンピュータ活用を含む。）
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音　　　 楽 ソルフェージュ
声　学（合唱及び日本の伝統的な歌唱を含む。）
器　楽（合奏及び伴奏並びに和楽器を含む。）
指　揮　法
音楽理論、作曲法（編曲法を含む。）及び音楽史（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む。）

美　　　 術 絵　　画（映像メディア表現を含む。）
彫　　刻
デザイン（映像メディア表現を含む。）
工　　芸
美術理論及び美術史（鑑賞並びに日本の伝統美術及びアジアの美術を含む。）

保 健 体 育 体育実技
「体育原理、体育心理学、体育経営管理学、体育社会学」及び運動学（運動方法学を含む。）
生理学（運動生理学を含む。）
衛生学及び公衆衛生学
学校保健（小児保健、精神保健、学校安全及び救急処置を含む。）

保　　　 健 生理学及び栄養学
衛生学及び公衆衛生学
学校保健（小児保健、精神保健、学校安全及び救急処置を含む。）

技　　　 術 木材加工（製図及び実習を含む。）
金属加工（製図及び実習を含む。）
機　　械（実習を含む。）
電　　気（実習を含む。）
栽　　培（実習を含む。）
情報とコンピュータ（実習を含む。）

家　　　 庭 家庭経営学（家族関係学及び家庭経済学を含む。）
被　服　学（被服制作実習を含む。）
食　物　学（栄養学、食品学及び調理実習を含む。）
住　居　学
保　育　学（実習を含む。）

職　　　 業 産業概説
職業指導
「農業、工業、商業、水産」
「農業実習、工業実習、商業実習、水産実習、商船実習」

職 業 指 導 職業指導
職業指導の技術
職業指導の運営管理

英　　　 語 英　語　学
英米文学
英語コミュニケーション
異文化理解

宗　教　学 宗　教　学
宗　教　史
「教理学、哲学」

備考
　１　第２欄に掲げる教科に関する科目は、一般的包括的な内容を含むものでなければならない。
　　（次条の表の場合においても同様とする。）
　２　英語以外の外国語の教科に関する科目の単位の修得方法は、それぞれ英語の場合の例によるも

のとする。（次条の表の場合においても同様とする。）
　３　「　　」内に表示された教科に関する科目の単位の修得は、当該教科に関する科目の１以上に

わたって行うものとする。ただし、「農業、工業、商業、水産」の修得方法は、これらの科目の
うち２以上の科目（商船をもって水産と替えることができる。）についてそれぞれ２単位以上を
修得するものとする。（次条、第９条、第 15条第４項、第 18条の２及び第 64条第２項の場合にお
いても同様とする。）　
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第５条　免許法別表第１に規定する高等学校教諭の普通免許状の授与を受ける場合の教科に関する科目

の単位の修得方法は、次の表の第１欄に掲げる免許教科の種類に応じ、第２欄に掲げる科目について、

それぞれ１単位以上計 20 単位を修得するものとする。

第　１　欄 第　２　欄

免 許 教 科 教　科　に　関　す　る　科　目

国　　　 語 国語学（音声言語及び文章表現に関するものを含む。）
国文学（国文学史を含む。）
漢　文　学

地 理 歴 史 日本史
外国史
人文地理学及び自然地理学
地誌

公　　　 民 「法律学（国際法を含む。）、政治学（国際政治を含む。）」
「社会学、経済学（国際経済を含む。）」
「哲学、倫理学、宗教学、心理学」

数　　　 学 代　数　学
幾　何　学
解　析　学
「確率論、統計学」
コンピュータ

理　　　 科 物　理　学
化　　　学
生　物　学
地　　　学

「物理学実験（コンピュータ活用を含む。）、化学実験（コンピュータ活用を含む。）、

生物学実験（コンピュータ活用を含む。）、地学実験（コンピュータ活用を含む。）」

音　　　 楽 ソルフェージュ

声　　　楽（合唱及び日本の伝統的な歌唱を含む。）

器　　　楽（合奏及び伴奏並びに和楽器を含む。）

指　揮　法

音楽理論、作曲法（編曲法を含む。）及び音楽史（日本の伝統音楽及び諸民族の音楽を含む。）

美　　　 術 絵　　　画（映像メディア表現を含む。）

彫　　　刻

デザイン（映像メディア表現を含む。）

美術理論及び美術史（鑑賞並びに日本の伝統美術及びアジアの美術を含む。）

工　　　 芸 図法及び製図

デザイン

工芸製作（プロダクト制作を含む。）

工芸理論及びデザイン理論及び美術史（鑑賞並びに日本の伝統工芸及びアジアの工芸を含む。）

書　　　 道 書　　　道（書写を含む。）

書　道　史

「書論、鑑賞」

「国文学、漢文学」

保 健 体 育 体育実技

「体育原理、体育心理学、体育経営管理学、体育社会学」及び運動学（運動方法学を含む。）

生　理　学（運動生理学を含む。）

衛生学及び公衆衛生学

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全及び救急処置を含む。）
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第６条　免許法別表第１に規定する幼稚園、小学校、中学校又は高等学校の教諭の普通免許状の授与を

受ける場合の教職に関する科目の単位の修得方法は、次の表の定めるところによる。

保　　　 健 「生理学、栄養学、微生物学、解剖学」

衛生学及び公衆衛生学

学校保健（小児保健、精神保健、学校安全及び救急処置を含む。）

看　　　 護 「生理学、生化学、病理学、微生物学、薬理学」

看　護　学（成人看護学、老年看護学及び母子看護学を含む。）

看護実習

家　　　 庭 家庭経営学（家族関係学及び家庭経済学を含む。）

被　服　学（被服製作実習を含む。）

食　物　学（栄養学、食品学及び調理実習を含む。）

住　居　学（製図を含む。）

保　育　学（実習及び家庭看護を含む。）

家庭電気・機械及び情報処理

情　　　 報 情報社会及び情報倫理

コンピュータ及び情報処理（実習を含む。）

情報システム（実習を含む。）

情報通信ネットワーク（実習を含む。）

マルチメディア表現及び技術（実習を含む。）

情報と職業

農　　　 業 農業の関係科目

職業指導

工　　　 業 工業の関係科目

職業指導

商　　　 業 商業の関係科目

職業指導

水　　　 産 水産の関係科目

職業指導

福　　　 祉 社会福祉学（職業指導を含む。）

高齢者福祉、児童福祉及び障害者福祉

社会福祉援助技術

介護理論及び介護技術

社会福祉総合実習（社会福祉援助実習及び社会福祉施設等における介護実習を含む。）

商　　　 船 商船の関係科目

職業指導

職 業 指 導 職業指導

職業指導の技術

職業指導の運営管理

英　　　 語 英　語　学

英米文学

英語コミュニケーション

異文化理解

宗　教　学 宗　教　学

宗　教　史

「教理学、哲学」



－ 150 － － 151 －

第 一 欄
最　低　修　得　単　位　数

第 二 欄 第 三 欄 第　　　四　　　欄 第五欄 第六欄

教職に関

する科目

教職の意義等

に関する科目

教育の基礎理論に関

 する科目

教育課程及び指導法に関する

  科目

生徒指導、教育相談及び

進路指導等に関する科目

教育

実習

教職

実践演習

右
項
の
各
科
目
に
含
め
る
こ
と
が
必
要
な

事
項

教
職
の
意
義
及
び
教
員
の
役
割

教
員
の
職
務
内
容
（
研
修
、
服
務
及
び
身

分
保
障
等
を
含
む
。）

進
路
選
択
に
資
す
る
各
種
の
機
会
の
提
供
等

教
育
の
理
念
並
び
に
教
育
に
関
す
る
歴
史

及
び
思
想

幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
心
身
の
発
達
及

び
学
習
の
過
程
（
障
害
の
あ
る
幼
児
、
児

童
及
び
生
徒
の
心
身
の
発
達
及
び
学
習
の

過
程
を
含
む
。）

教
育
に
関
す
る
社
会
的
、
制
度
的
又
は
経

営
的
事
項

教
育
課
程
の
意
義
及
び
編
成
の
方
法

各
教
科
の
指
導
法

道
徳
の
指
導
法

特
別
活
動
の
指
導
法

教
育
の
方
法
及
び
技
術
（
情
報
機
器
及
び

教
材
の
活
用
を
含
む
。）

教
育
課
程
の
意
義
及
び
編
成
の
方
法

保
育
内
容
の
指
導
法

教
育
の
方
法
及
び
技
術
（
情
報
機
器
及
び

教
材
の
活
用
を
含
む
。）

生
徒
指
導
の
理
論
及
び
方
法

教
育
相
談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る

基
礎
的
な
知
識
を
含
む
。）
の
理
論
及
び

方
法

進
路
指
導
の
理
論
及
び
方
法

幼
児
理
解
の
理
論
及
び
方
法

教
育
相
談
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る

基
礎
的
な
知
識
を
含
む
。）
の
理
論
及
び

方
法

幼
稚
園
教
諭

専　修
免許状 ２ ６ 18 ２ ５ ２

一　種
免許状 ２ ６ 18 ２ ５ ２

二　種
免許状 ２ ４ 12 ２ ５ ２

小
学
校
教
諭

専　修
免許状 ２ ６ 22 ４ ５ ２

一　種
免許状 ２ ６ 22 ４ ５ ２

二　種
免許状 ２ ４ 14 ４ ５ ２

中
学
校
教
諭

専　修
免許状 ２ ６⑸ 12⑹ ４⑵ ５⑶ ２

一　種
免許状 ２ ６⑸ 12⑹ ４⑵ ５⑶ ２

二　種
免許状 ２ ４⑶ ４⑶ ４⑵ ５⑶ ２

高
等
学
校
教
諭

専　修
免許状 ２ ６⑷ ６⑷ ４⑵ ３⑵ ２

一　種
免許状 ２ ６⑷ ６⑷ ４⑵ ３⑵ ２

備考

１　教育課程及び指導法に関する科目は、幼稚園教諭の普通免許状の授与を受ける場合にあっては、教育課程の意義及び

編成の方法、保育内容の指導法並びに教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）を含むものとし、小学

校又は中学校の教諭の普通免許状の授与を受ける場合にあっては、教育課程の意義及び編成の方法、各教科の指導法、

道徳の指導法、特別活動の指導法並びに教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）を含むものとし、高

等学校教諭の普通免許状の授与を受ける場合にあっては、教育課程の意義及び編成の方法、各教科の指導法、特別活動

の指導法並びに教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）を含むものとする。

２　教育課程及び指導法に関する科目は、学校教育法施行規則（昭和 22 年文部省令第 11 号）第 38 条に規定する幼稚園教

育要領、同令第 52 条に規定する小学校学習指導要領、同令第 74 条に規定する中学校学習指導要領又は同令第 84 条に規

定する高等学校学習指導要領に掲げる事項に即し、包括的な内容を含むものでなければならない。

３　教育の基礎理論に関する科目に教育課程の意義及び編成の方法を含む場合にあっては、教育課程及び指導法に関する

科目に教育課程の意義及び編成の方法を含むことを要しない。

４　各教科の指導法の単位の修得方法は、小学校教諭の専修免許状又は一種免許状の授与を受ける場合にあっては、国語

（書写を含む。）、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、家庭及び体育（以下この号において「国語等」という。）

の教科の指導法についてそれぞれ２単位以上を、小学校教諭の二種免許状の授与を受ける場合にあっては、国語等のう

ち６以上の教科の指導法（音楽、図画工作又は体育の教科の指導法のうち２以上を含む。）についてそれぞれ２単位以

上を、中学校又は高等学校の教諭の普通免許状の授与を受ける場合にあっては、それぞれ、受けようとする免許教科ご

とに修得するものとする。
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５　道徳の指導法の単位の修得方法は、小学校又は中学校の教諭の専修免許状又は一種免許状の授与を受ける場合にあっ

ては２単位以上を、小学校又は中学校の教諭の二種免許状の授与を受ける場合にあっては１単位以上を修得するものと

する。

６　生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目は、幼稚園教諭の普通免許状の授与を受ける場合にあっては、幼児

理解の理論及び方法並びに教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法を含むものとし、

小学校、中学校又は高等学校の教諭の普通免許状の授与を受ける場合にあっては、生徒指導の理論及び方法、教育相談

（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の理論及び方法並びに進路指導の理論及び方法を含むものとする。

７　教育実習は、授与を受けようとする普通免許状に係る学校並びに幼稚園教諭の普通免許状の授与を受ける場合にあっ

ては小学校、小学校教諭の普通免許状の授与を受ける場合にあっては幼稚園及び中学校、中学校教諭の普通免許状の授

与を受ける場合にあっては小学校及び高等学校、高等学校教諭の普通免許状の授与を受ける場合にあっては中学校の教

育を中心とするものとする。この場合において、幼稚園又は小学校には、特別支援学校の幼稚部又は小学部を含み、中

学校又は高等学校には、中等教育学校の前期課程又は後期課程及び特別支援学校の中学部又は高等部を含む。

８　教育実習の単位数には、教育実習に係る事前及び事後の指導（授与を受けようとする普通免許状に係る学校以外の学

校、専修学校、社会教育に関する施設、社会福祉施設、児童自立支援施設及びボランティア団体における教育実習に準

ずる経験を含むことができる。）の１単位を含むものとする。（第７条第１項、第 10 条及び第 10 条の４の表の場合にお

いても同様とする。）

９　幼稚園又は小学校の教諭の普通免許状の授与を受ける場合の教育実習の単位は、幼稚園（特別支援学校の幼稚部及び

附則第 18 項第４号に規定する幼稚園に相当する旧令による学校を含む。）又は小学校（特別支援学校の小学部及び附則

第 18項第１号に規定する小学校に相当する旧令による学校を含む。）において、教員として 1年以上良好な成績で勤務し

た旨の実務証明責任者の証明を有する者については、経験年数１年について１単位の割合で、表に掲げる幼稚園又は小

学校の教諭の普通免許状の授与を受ける場合の教職に関する科目（教育実習を除く。）の単位をもって、これに替える

ことができる。

10　中学校又は高等学校の教諭の普通免許状の授与を受ける場合の教育実習の単位は、中学校（中等教育学校の前期課程

及び特別支援学校の中学部並びに附則第 18 項第２号に規定する中学校に相当する旧令による学校を含む。）又は高等学

校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部並びに附則第 18 頂第３号に規定する高等学校に相当する旧令に

よる学校を含む。）において、教員として１年以上良好な成績で勤務した旨の実務証明責任者の証明を有する者につい

ては、経験年数１年について１単位の割合で、表に掲げる中学校又は高等学校の教諭の普通免許状の授与を受ける場合

の教職に関する科目（教育実習を除く。）の単位をもって、これに替えることができる。

11　教職実践演習は、当該演習を履修する者の教科に関する科目及び教職に関する科目（教職実践演習を除く。）の履修状

況を踏まえ、教員として必要な知識技能を習得したことを確認するものとする。（第 10 条及び第 10 条の４の表の場合に

おいても同様とする。）。

12　幼稚園、小学校又は中学校の教諭の普通免許状の授与を受ける場合の教職の意義等に関する科目、教育の基礎理論に

関する科目、生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目、教育実習又は教育実践演習の単位は、教職の意義等に

関する科目にあっては２単位まで、教育の基礎理論に関する科目にあっては６単位（二種免許状の授与を受ける場合に

あっては４単位）まで、生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目にあっては２単位まで、教育実習にあっては

３単位まで、教職実践演習にあっては２単位まで、他の学校の教諭の普通免許状の授与を受ける場合のそれぞれの科目

の単位をもってあてることができる。

13　高等学校教諭の普通免許状の授与を受ける場合の教職の意義等に関する科目、教育の基礎理論に関する科目、生徒指

導、教育相談及び進路指導等に関する科目、教育実習又は教職実践演習の単位は、教職の意義等に関する科目にあって

は２単位まで、教育の基礎理論に関する科目にあっては６単位まで、生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目、

教育実習並びに教職実践演習にあってはそれぞれ２単位まで、幼稚園、小学校又は中学校の教諭の普通免許状の授与を

受ける場合のそれぞれの科目の単位をもってあてることができる。

14　幼稚園又は小学校の教諭の普通免許状の授与を受ける場合の教育課程及び指導法に関する科目に係る教育課程の意義

及び編成の方法並びに教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）の単位のうち、２単位（二種免許状の

授与を受ける場合にあっては１単位）までは、幼稚園又は小学校の教諭の普通免許状の授与を受ける場合の単位をもっ

てあてることができる。

15　小学校の教諭の普通免許状の授与を受ける場合の教育課程及び指導法に関する科目に係る各教科の指導法の単位のう

ち、生活の教科の指導法の単位にあっては２単位まで、特別活動の指導法の単位にあっては１単位まで、幼稚園の教諭

の普通免許状の授与を受ける場合の保育内容の指導法の単位をもってあてることができる。

16　保育内容の指導法の単位のうち、半数までは、小学校教諭の普通免許状の授与を受ける場合の各教科の指導法又は特

別活動の指導法の単位をもってあてることができる。

17　括弧内の数字は、免許法別表第１備考第９号の規定の適用を受ける者の修得すべき単位数とする。　
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２　免許法別表第１備考第６号に規定する教職に関する科目の単位を修得させるために大学が設置する

修業年限を１年とする課程（以下「教職特別課程」という。）における教職に関する科目の単位の修

得方法は、前項に定める修得方法の例によるものとする。

３　大学は、第１項に規定する各科目の開設に当たっては、各科目の内容の整合性及び連続性を確保す

るとともに、効果的な教育方法を確保するように努めなければならない。

第６条の２　免許法別表第１に規定する幼稚園、小学校、中学校又は高等学校の教諭の専修免許状の授

与を受ける場合の教科又は教職に関する科目の単位の修得方法は、第２条から第５条までに規定する

教科に関する科目（中学校及び高等学校にあっては、当該専修免許状の授与を受けようとする者が有

し又は所要資格を得ている一種免許状の教科に応じた教科に関する科目）又は前条に規定する教職に

関する科目のうち１以上の科目について単位を修得するものとする。

２　免許法別表第１に規定する幼稚園、小学校、中学校又は高等学校の教諭の一種免許状又は二種免許

状の授与を受ける場合の教科又は教職に関する科目の単位の修得方法は、第２条から第５条までに規

定する教科に関する科目（中学校及び高等学校にあっては、授与を受けようとする免許状の教科に応

じた教科に関する科目）又は前条に規定する教職に関する科目若しくは大学が加えるこれに準ずる科

目のうち１以上の科目について単位を修得するものとする。

第７条　免許法別表第１に規定する特別支援学校の教諭の普通免許状の授与を受ける場合の特別支援教

育に関する科目の単位の修得方法は、次の表の定めるところによる。

特別支援教育
に関する科目

免許状
の種類

備考

１　第１欄に掲げる科目は、特別支援学校の教育に係る、心身に障害のある幼児、児童又は生徒につ

いての教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想並びに心身に障害のある幼児、児童又は生徒に

ついての教育に係る社会的、制度的又は経営的事項を含むものとする。

２　第２欄に掲げる科目の単位の修得方法は、特別支援教育領域のうち、１又は２以上の免許状教育

領域 (授与を受けようとする免許状に定められることとなる特別支援教育領域をいう。次項におい

て同じ。）について、それぞれ次のイ又はロに定める単位を修得するものとする。

　イ　視覚障害者又は聴覚障害者に関する教育の領域を定める免許状の授与を受けようとする場合に

あっては、当該領域に関する心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に関する

科目 ( 以下「心理等に関する科目」という。）並びに当該領域に関する心身に障害のある幼児、児

童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目 ( 以下「教育課程等に関する科目」という。）につ

いて合わせて８単位 (二種免許状の授与を受ける場合にあっては４単位）以上 (当該心理等に関する

科目に係る１単位以上及び当該教育課程等に関する科目に係る２単位 (２種免許状の授与を受ける

場合にあっては１単位）以上を含む。）

　　　　　　 最　　低　　修　　得　　単　　位　　数

第　１　欄 第　２　欄 第　３　欄 第　４　欄

特別支援教育の基礎

理論に関する科目

特別支援教育領域に関

 にする科目

免許状に定められること

となる特別支援教育領域

以外の領域に関する科目
心身に障害のある幼

児、児童又生徒につ

いての教育実習

心身に障害の
ある幼児、児
童又は生徒の
心理、生理及
び病理に関す
る 科 目

心身に障害の
ある幼児、児
童又は生徒の
教育課程及び
指導法に関す
る 科 目

心身に障害の
ある幼児、児
童又は生徒の
心理、生理及
び病理に関す
る 科 目

心身に障害の
ある幼児、児
童又は生徒の
教育課程及び
指導法に関す
る 科 目

特別支援学校教諭 専　修

免許状
２ 16 ５ ３

一　種

免許状
２ 16 ５ ３

二　種

免許状
２ ８ ３ ３
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２　免許法別表第１に規定する特別支援学校の教諭の専修免許状の授与を受ける場合の特別支援教育に

関する科目の単位は、前項に規定するもののほか、免許状教育領域の種類に応じ、大学の加える特別

支援教育に関する科目についても修得することができる。

３～５　略

６　免許法別表第１備考第６号に規定する特別支援教育に関する科目の単位を修得させるために大学が

設置する修業年限を１年とする課程（以下「特別支援教育特別課程」という。）における特別支援教

育に関する科目の単位の修得方法は、前５項に定める修得方法の例によるものとする。

　ロ　知的障害者、肢体不自由者又は病弱者 ( 身体虚弱者を含む。以下同じ。）に関する教育の領域

　を定める免許状の授与を受けようとする場合にあっては、当該領域に関する心理等に関する科目

　及び当該領域に関する教育課程等に関する科目について合わせて４単位 (２種免許状の授与を受

　ける場合にあっては２単位）以上 (当該心理等に関する科目に係る１単位以上及び当該教育課程

　等に関する科目に係る２単位 (２種免許状の授与を受ける場合にあっては１単位）以上を含む。

３　第３欄に掲げる科目は、視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、肢体不自由者及び病弱者に関す

る教育並びにその他障害により教育上特別の支援を必要とする者に対する教育に関する事項のうち、

授与を受けようとする免許状に定められることとなる特別支援教育領域に関する事項以外の全ての

事項を含むものとする。

４　第４欄に定める単位は、特別支援学校において、教員として１年以上良好な成績で勤務した旨の

実務証明責任者の証明を有する者については、経験年数１年について１単位の割合で、それぞれ第

１欄から第３欄までに掲げる科目に関する単位をもって、これに替えることができる。
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小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の

特例等に関する法律　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

制　　定　平成９年６月18日法律第90号

最終改正　平成18年６月21日法律第80号

（趣旨）

第１条　この法律は、義務教育に従事する教員が個人の尊厳及び社会連帯の理念に関する認識を深める

ことの重要性にかんがみ、教員としての資質の向上を図り、義務教育の一層の充実を期する観点から、

小学校又は中学校の教諭の普通免許状の授与を受けようとする者に、障害者、高齢者等に対する介護、

介助、これらの者との交流等の体験を行わせる措置を講ずるため、小学校及び中学校の教諭の普通免

許状の授与について教育職員免許法（昭和 24 年法律第 147 号）の特例等を定めるものとする。

（教育職員免許法の特例）

第２条　小学校及び中学校の教諭の普通免許状の授与についての教育職員免許法第５条第１項の規定の

適用については、当分の間、同項中「修得した者」とあるのは、「修得した者（18 歳に達した後、７

日を下らない範囲内において文部科学省令で定める期間、特別支援学校又は社会福祉施設その他の施

設で文部科学大臣が厚生労働大臣と協議して定めるものにおいて、障害者、高齢者等に対する介護、

介助、これらの者との交流等の体験を行った者に限る。）」とする。

２　前項の規定により読み替えられた教育職員免許法第５条第１項の規定による体験（以下「介護等の

体験」という。）に関し必要な事項は、文部科学省令で定める。

３　介護等に関する専門的知識及び技術を有する者又は身体上の障害により介護等の体験を行うことが

困難な者として文部科学省令で定めるものについての小学校及び中学校の教諭の普通免許状の授与に

ついては、第１項の規定は、適用しない。

（関係者の責務）

第３条　国、地方公共団体及びその他の関係機関は、介護等の体験が適切に行われるようにするために

必要な措置を講ずるよう努めるものとする。

２　特別支援学校及び社会福祉施設その他の施設で文部科学大臣が厚生労働大臣と協議して定めるもの

の設置者は、介護等の体験に関し必要な協力を行うよう努めるものとする。

３　大学及び文部科学大臣の指定する教員養成機関は、その学生又は生徒が介護等の体験を円滑に行う

ことができるよう適切な配慮をするものとする。

（教員の採用時における介護等の体験の勘案）

第４条　小学校又は中学校の教員を採用しようとする者は、その選考に当たっては、この法律の趣旨に

のっとり、教員になろうとする者が行った介護等の体験を勘案するよう努めるものとする。
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小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の

特例等に関する法律施行規則　　　　　　　　　　　　　　　　　

制　　定　平成９年11月26日文部省令第40号　　

最終改正　平成19年３月30日文部科学省令第５号

（介護等の体験の期間）

第１条　小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律（以下

「特例法」という。）第２条第１項の文部科学省令で定める期間は、７日間とする。

（介護等の体験を行う施設）

第２条　特例法第２条第１項の文部科学大臣が定める施設は、次のとおりとする。

　一　児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）に規定する乳児院、母子生活支援施設、児童養護施設、知

的障害児施設、知的障害児通園施設、盲ろうあ児施設、肢体不自由児施設、重症心身障害児施設、

情緒障害児短期治療施設及び児童自立支援施設

　四　生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）に規定する救護施設、更生施設及び授産施設

　五　社会福祉法（昭和 26 年法律第 45 号）に規定する授産施設

　七　老人福祉法（昭和 38 年法律第 133 号）に規定する老人デイサービスセンター、老人短期入所施設、

養護老人ホーム及び特別養護老人ホーム

　八　介護保険法（平成９年法律第 123 号）に規定する介護老人保健施設

　九　独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園法（平成 14 年法律第 167 号）第 11 条第１

号の規定により独立行政法人国立重度知的障害者総合施設のぞみの園が設置する施設

　九の二　障害者自立支援法（平成 17年法律第 123 号）に規定する障害者支援施設及び地域活動支援セ

ンター

　十　前各号に掲げる施設に準ずる施設として文部科学大臣が認める施設

（介護等の体験を免除する者）

第３条　特例法第２条第３項に規定する介護等に関する専門的知識及び技術を有する者として文部科学

省令で定めるものは次の各号の一に該当する者とする。

　一　保健師助産師看護師法（昭和 23 年法律第 203 号）第７条の規定により保健師の免許を受けている

者

　二　保健師助産師看護師法第７条の規定により助産師の免許を受けている者

　三　保健師助産師看護師法第７条の規定により看護師の免許を受けている者

　四　保健師助産師看護師法第８条の規定により准看護師の免許を受けている者

　五　教育職員免許法（昭和 24 年法律第 147 号）第５条第１項の規定により特別支援学校の教員の免許

を受けている者

　六　理学療法士及び作業療法士法（昭和 40 年法律第 137 号）第３条の規定により理学療法士の免許を

受けている者

　七　理学療法士及び作業療法士法第３条の規定により作業療法士の免許を受けている者

　八　社会福祉士及び介護福祉士法（昭和 62 年法律第 30 号）第４条の規定により社会福祉士の資格を

有する者
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別記様式

備考１　「期間」の欄には、複数の期間にわたる場合には期間毎に記入すること。

　　２　「体験の概要」の欄には、「高齢者介護等」「知的障害者の介護等」等の区分を記入すること。

　九　社会福祉士及び介護福祉士法第 39 条の規定により介護福祉士の資格を有する者

　十　義肢装具士法（昭和 62 年法律第 61 号）第３条の規定により義肢装具士の免許を受けている者

２　特例法第２条第３項に規定する身体上の障害により介護等の体験を行うことが困難な者として文部

科学省令で定めるものは、身体障害者福祉法第４条に規定する身体障害者のうち、同法第 15 条第４

項の規定により交付を受けた身体障害者手帳に、障害の程度が一級から六級である者として記載され

ている者とする。

（介護等の体験に関する証明書）

第４条　小学校又は中学校の教諭の普通免許状の授与を受けようとする者は、教育職員免許法第５条の

２第１項に規定する免許状の授与の申出を行うに当たって、同項に規定する書類のほか、介護等の体

験を行った学校又は施設の長が発行する介護等の体験に関する証明書を提出するものとする。

２　学校又は施設の長は、小学校又は中学校の普通免許状の授与を受けようとする者から請求があった

ときは、その者の介護等の体験に関する証明書を発行しなければならない。

３　証明書の様式は、別記様式のとおりとする。

期　　　　　間 学校名又は施設名及び住所 体験の概要 学校又は施設の長の名及び印

年　月　日～　年　月　日（日間）

証明書

本籍地　　　　　　　　　　

氏　名　　　　　　　　　　

年　月　日生　　　　　

　上記の者は、下記のとおり本施設において、小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育

職員免許法の特例等に関する法律第２条に規定する介護等の体験を行ったことを証明する。

記



Ⅶ　特別支援教育特別専攻科
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特別支援教育特別専攻科履修規程

１　特別支援教育特別専攻科（障害児教育専攻）の学生は、この規定に定められた単位を修得しなけ

ればならない。

２　特別支援教育特別専攻科（障害児教育専攻）の課程は、Ａコース（特別支援学校教諭一種免許状取

得コース）とＢコース（特別支援学校教諭専修免許状取得コース）に分かれる。

３　履修すべき科目

　　Ａコースの学生は、第１表（一）に示す開設授業科目のうちから 35 単位をＢコースの学生は、第１

表（二）に示す開設授業科目のうちから 28 単位を修得するものとする。

４　研究論文の申告日

　　特別支援教育特別専攻科（障害児教育専攻）の研究論文の指導教員及び研究題目の履修申告を、Ａ

コースについては毎年 10 月１日に、Ｂコースについては毎年５月 12 日に行うこととする。

　　また、研究論文の研究題目の変更の申告を毎年 12 月１日に指導教員の指導のもとに行うことがで

きる。

　　なお、当日または期間中に閉庁日がある場合は、その日数分申告日を延長する。

５　研究論文の提出について

　　特別支援教育特別専攻科（障害児教育専攻）の研究論文の提出は毎年２月 10 日とする。ただし、

上記期日が休日の場合はその翌日とする。

６　授業科目番号について

　特別支援教育特別専攻科の各授業科目には、次の範囲で科目番号がつけてある。

　　　　Ａコース　628000 ～ 628499

　　　　Ｂコース　628500 ～ 628999

７　科目一覧の見方については、教育人間科学部履修規程の「５ 科目一覧の見方について（113 頁）」　

を参照すること。

第１表（一） 特別支援教育特別専攻科Ａコース

科　　　　目　　　　群
要　求
単位数

科　目
番　号

科　　　　目　　　　名

単　
　

位

必　
　

選

備　　　　考

第
一
欄

特別支援教育の基礎理論 31 ２ 628000 特別支援教育概論 ２ ◎

に関する科目 628001 特別支援教育と障害児福祉 ２

心身に障害のあ 16 628010 知的障害児心理学 ２ ◎

る幼児、児童又 628011 肢体不自由児心理学 ２ ◎

は生徒の心理、 628012 障害児病理学 ２ ◎

第 特別支援 生理及び病理に 628013 障害児心理学演習Ⅰ ２

二 教育領域 関する科目 628014 障害児心理学演習Ⅱ ２

欄 に関する 心身に障害のあ 628020 知的障害児教育課程論 ２ ◎

科目 る幼児、児童又 628021 肢体不自由児教育課程論 ２ ◎

は生徒の教育課 628022 障害児指導法 ２ ◎

程び指導法に関 628023 障害児教育演習Ⅰ ２

する科目 628024� 障害児教育演習Ⅱ ２
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心身に障害のあ 1 628030 障害児教育研究 １ ◎

る幼児、児童又

は生徒の心理、

生理及び病理に

関する科目・心

身に障害のある

幼児、児童又は

生徒の教育課程

及び指導法に関

する科目

免許状に 心身に障害のあ ５ 628040 視覚障害児教育概論 １ ◎

定められ る幼児、児童又 628041 聴覚障害児教育概論 １ ◎

ることと は生徒の心理、 628042 病弱児教育概論 １ ◎

第なる特別 生理及び病理に 628043 重複障害児教育概論 １ ◎

三支援教育 関する科目・心 628044 障害児教育教材研究 １

欄領域以外 身に障害のある 628045 特別支援教育コーディネーター概論 １ ◎

の領域に 幼児、児童又は

関 す る 生徒の教育課程

科目 及び指導法に関

する科目

第心身に障害のある幼児、 ３ 628050 教育実習（特別支援学校） ３ ◎

四児童又は生徒の教育実習 (事前・事後指導１単位含む。）

欄

研　　 究　　 論　　 文 ４ 628099 研究論文 ４ ◎

合 計 35

科　　　　目　　　　群
要　求
単位数

科　目
番　号

科　　　　目　　　　名

単　
　

位

必　
　

選

備　　　　考

24 628500 障害児教育学研究Ⅰ ２ ◎

628501 障害児教育学研究Ⅱ ２ ◎

628502 障害児教育学特論Ⅰ ２

628503 障害児教育学特論Ⅱ ２

628504 障害児教育学特論Ⅲ ２

628505 障害児教育指導法特論Ⅰ ２

628506 障害児教育指導法特論Ⅱ ２

特別支援教育に関する科目 628507 障害児教育指導法特論Ⅲ ２

628508 障害児心理学特論Ⅰ ２

628509 障害児心理学特論Ⅱ ２

628510 障害児生理学特論Ⅰ ２

628511 障害児生理学特論Ⅱ ２

628512 特別支援教育コーディネーター特論 ２

628513 視覚障害児教育特論 １

628514 聴覚障害児教育特論 １

研　　 究　　 論　　 文 ４ 628599 研究論文 ４ ◎

合 計 28

第１表（二） 特別支援教育特別専攻科Ｂコース



Ⅷ　医　学　部
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１　山梨大学医学部医学科授業科目履修規程

（趣旨）

第１条　この規程は、山梨大学学則（以下「学則」という。）第16条、第22条、第25条、第26条、第28

条、第29条及び第38条の規定に基づき、山梨大学医学部医学科の教育課程及び履修方法等に関し必

要な事項を定めるものとする。

（授業科目区分）

第２条　授業科目は、全学共通教育科目、学部入門ゼミ及び専門教育科目に大別する。

２　全学共通教育科目は、人間形成科目部門、語学教育科目部門、テーマ別教養科目部門、基礎科目部

門及び自発的教養科目部門に区分して開設する。

３　専門教育科目は、基礎教育科目等、基礎医学系、臨床基礎医学系、社会医学系及び臨床医学系等に

区分して開設する。

４　授業科目の区分、名称、単位数及び履修年次等は、別表第１から第４のとおりとする。

（履修申告）

第３条　履修申告しようとする授業科目は申告して、その授業科目担当教員の承認を受けなければなら

ない。

２　開放科目以外の他学科（課程）の授業科目も申告して、その授業科目担当教員の承認を受けること

により、履修することができる。ただし、その修得単位を第 12 条にあげた単位に含めることはでき

ない。

３　履修申告に関する細則は、別に定める。

（履修方法）

第４条　授業科目の各科目における履修方法は、次条以下に定めるとおりとする。

（全学共通教育科目・学部入門ゼミ）

第５条　全学共通教育科目、学部入門ゼミにおいては、別表第１に示すとおり全学共通教育科目 36 単

位及び別表第２に示すとおり学部入門ゼミ２単位の合計 38 単位以上を修得しなければならない。

　なお、全学共通教育科目の開設科目履修方法等の詳細については全学共通教育科目履修案内に定める。

（専門科目）

第６条　専門教育科目においては、別表第３・第４に示すとおり必修科目の 177 単位以上を修得しなけ

ればならない。

（試験）

第７条　試験は定期試験及び随時試験とし、試験の方法は授業科目担当教員が決定するものとする。

２　定期試験は、当該授業の終了する学期又は学年の終わりに行ない、随時試験は、当該授業担当教員

が必要と認めたとき適宜行なう。

３　定期試験は、当該授業科目の総授業時間数の３分の２以上出席していなければ受験することができ

ない。

（成績）

第８条　成績は、100点をもって満点とし、60点以上を合格とする。この場合において、成績評語は、

90点以上を「Ｓ」、90点未満80点以上を「Ａ」、80点未満70点以上を「Ｂ」、70点未満60点以上を

「Ｃ」、60点未満を「Ｄ」とする。

２　試験に合格した者には、当該授業科目の履修の認定を行なう。

３　授業科目の履修の認定は、当該授業科目担当教員が行なう。
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（成績通知）

第９条　成績は，各学期末又は各学年末に学生に通知するものとする。

（入学前既修得単位の認定）

第10条　学則第 28 条に定める単位の認定は，全学共通教育科目について 30 単位を超えない範囲で卒業

の要件となる単位として認定することができる。�

２　専門教育科目の基礎教育科目等にあっては 15 単位を超えない範囲で卒業の要件となる単位として

認定することができる。

（進級に必要な単位）

第11条　各年次への進級には，別表第１から第４に定める授業科目区分に応じ，それぞれ別表第５に

掲げる単位を修得していなければならない。

（卒業に必要な単位）

第12条　卒業には，別表第１から第４に定めるところにより，全学共通教育科目 36 単位，学部入門ゼ

ミ２単位及び専門教育科目 177 単位の合計 215 単位以上を修得していなければならない。

（雑則）

第13条　この規程に定めるもののほか，教育課程及び履修方法等に関し必要な事項は，医学部教授会

の議を経て別に定める。

　附　　則

１　この規程は、平成 16 年４月１日から施行し、平成 15 年度に入学した学生から適用する。

２　平成 16 年度に入学した学生の共通科目については別表第１－１を適用し、平成 15 年度に入学した

学生の共通科目については別表第１－２を適用する。

３　山梨大学医学部医学科授業科目履修規程（平成 15 年４月１日制定）は、廃止する。

４　平成 14 年度以前に入学した学生は、従前の山梨医科大学医学部医学科授業科目履修規程による。

　附　　則

１　この規程は、平成 17 年４月１日から施行する。

　附　　則

１　この規程は、平成 18 年４月１日から施行する。

２　平成 17 年度以降に入学した学生の共通科目については別表第１－１を適用し、平成 16 年度に入学

した学生の共通科目については別表第１－２を適用し，平成 15 年度に入学した学生の共通科目につ

いては別表第１－３を適用する。

３　平成17年度以降に入学した学生の専門教育科目の基礎教育科目等については別表第３－１を適用し，

平成16年度以前に入学した学生の専門教育科目の基礎教育科目等については別表第３－２を適用する。

４　平成 16 年度以前の入学生に係る卒業に必要な単位については，第 12 条中「専門教育科目 181.5 単

位の合計 223.5 単位以上」を「専門教育科目 182.5 単位の合計 224.5 単位以上」と読み替えるものとする。

５　医学部医学科専門教育科目において、平成 14 年度以前のカリキュラム適用者が、留年等の結果、

当該者が適用されているカリキュラムよりも新しいカリキュラムの授業科目を受けることとなる場合

に、別表第６の読替表により当該者が適用されるカリキュラムの授業科目の単位を修得したものとみ

なす。



－ 164 － － 165 －

　附　　則

１　この規程は、平成 19 年４月１日から施行する。

２　平成 19 年度に入学した学生の全学共通教育科目については別表第１－１を適用し、平成 17 年度及

び平成 18 年度に入学した学生の共通科目については別表第１－２を適用し、平成 16 年度に入学した

学生の共通科目については別表第１－３を適用し、平成 15 年度に入学した学生の共通科目について

は別表第１－４を適用する。

３　平成 17 年度及び平成 18 年度に入学した学生の卒業に必要な単位については、第 12 条中「全学共通

教育科目 38 単位」を「共通科目 40 単位」及び「専門教育科目 181.5 単位の合計 221.5 単位以上」を「専

門教育科目 181.5 単位の合計 223.5 単位以上」と読み替えるものとし、平成 15年度及び平成 16年度に

入学した学生の卒業に必要な単位については、第 12 条中「全学共通教育科目 38 単位」を「共通科目

40 単位」及び「専門教育科目 181.5 単位の合計 223.5 単位以上」を「専門教育科目 182.5 単位の合計

224.5 単位以上」と読み替えるものとする。

　附　　則

１　この規程は、平成 20 年４月１日から施行する。

２　平成 19 年度及び平成 20 年度に入学した学生の全学共通教育科目については別表第１－１を適用し、

平成 17 年度及び平成 18 年度に入学した学生の共通科目については別表第１－２を適用し、平成 16

年度に入学した学生の共通科目については別表第１－３を適用し、平成 15 年度に入学した学生の共通

科目については別表第１－４を適用する。

３　平成 19 年度に入学した学生の卒業に必要な単位については、第 12 条中「専門教育科目 178 単位の

合計 218 単位以上」を「専門教育科目 181.5 単位の合計 221.5 単位以上」と読み替えるものとし、平

成 15年度から平成 18年度に入学した学生の卒業に必要な単位については、第 12条中の「全学共通教

育科目 38単位」及び「専門教育科目 178 単位の合計 218 単位以上」を次のとおり読み替えるものとする。

　　平成 17 年度及び平成 18 年度入学生

　「共通科目 40 単位」及び「専門教育科目 181.5 単位の合計 223.5 単位以上」

　　平成 15 年度及び平成 16 年度入学生

　「共通科目 40 単位」及び「専門教育科目 182.5 単位の合計 224.5 単位以上」

　附　　則

１　この規程は、平成 21 年４月１日から施行する。

２　平成 19 年度から平成 21 年度に入学した学生の全学共通教育科目については別表第１－１を適用し、

平成 17 年度及び平成 18 年度に入学した学生の共通科目については別表第１－２を適用し、平成 16

年度に入学した学生の共通科目については別表第１－３を適用する。

３　平成 20 年度に入学した学生の卒業に必要な単位については、第 12 条中「専門教育科目 176 単位の

合計 216 単位以上」を「専門教育科目 178 単位の合計 218 単位以上」と読み替えるものとし、平成 16

年度から平成 18 年度に入学した学生の卒業に必要な単位については、第 12 条中の「全学共通教育科

目 38単位」及び「専門教育科目 176 単位の合計 216 単位以上」を次のとおり読み替えるものとする。

　　平成 17 年度及び平成 18 年度入学生

　「共通科目 40 単位」及び「専門教育科目 181.5 単位の合計 223.5 単位以上」

　　平成 16 年度入学生

　「共通科目 40 単位」及び「専門教育科目 182.5 単位の合計 224.5 単位以上」
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　附　　則

１　この規程は、平成 22 年４月１日から施行する。

２　平成 19 年度から平成 21 年度に入学した学生の全学共通教育科目については別表第１－２を適用し、

平成 17 年度及び平成 18 年度に入学した学生の共通科目については別表第１－３を適用する。

３　平成 17 年度から平成 21 年度に入学した学生の卒業に必要な単位については、第 12 条中の「全学共

通教育科目 36 単位」及び「専門教育科目 177 単位の合計 216 単位以上」を次のとおり読み替えるもの

とする。

　　平成 21 年度入学生

　「全学共通教育科目 38 単位」及び「専門教育科目 176 単位の合計 216 単位以上」

　　平成 20 年度入学生

　「全学共通教育科目 38 単位」及び「専門教育科目 178 単位の合計 218 単位以上」

　　平成 19 年度入学生

　「全学共通教育科目 38 単位」及び「専門教育科目 181.5 単位の合計 221.5 単位以上」

　　平成 17 年度及び平成 18 年度入学生

　「共通科目 40 単位」及び「専門教育科目 181.5 単位の合計 223.5 単位以上」
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別表第１－１（平成 22 年度入学生用）

医学科授業科目【全学共通教育科目】

備考　単位数は全学共通教育科目各部門の必要単位数を示す。

　　　英語及び未習外国語は、１年次に必修の４単位は必ず修得すること。

注　　授業科目名及び履修方法等の詳細については、全学共通教育科目履修案内を参照すること ｡

別表第１－２（平成 19 年度～平成 21 年度入学生用）

医学科授業科目【全学共通教育科目】

備考　単位数は全学共通教育科目各部門の必要単位数を示す。

　　　英語及び未習外国語は、１年次に必修の４単位は必ず修得すること。

注　　授業科目名及び履修方法等の詳細については、全学共通教育科目履修案内を参照すること ｡

区分 授　業　科　目　名
単　　位　　数

単位数 要修得単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

全　

学　

共　

通　

教　

育　

科　

目

人間形成科目部門

36 単位以上

生活と健康Ⅰ １ １

生活と健康Ⅱ １ １

語学教育科目部門

英語� ※ 10 10

未習外国語 ※８ ８

テーマ別教養科目部門 10 10

自発的教養科目部門

上記の各部門から自由選択 ６ ６

合　　　　計 36 36

区分 授　業　科　目　名
単　　位　　数

単位数 要修得単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

全　

学　

共　

通　

教　

育　

科　

目

人間形成科目部門

38 単位以上

大学基礎 オリエンテーション ２ ２

生活と健康Ⅰ １ １

生活と健康Ⅱ １ １

語学教育科目部門

英語� ※ 10 10

未習外国語 ※８ ８

テーマ別教養科目部門 10 10

自発的教養科目部門

上記の各部門から自由選択 ６ ６

合　　　　計 38 38
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別表第１－３（平成 17 年度・18 年度入学生用）

医学科授業科目【共通科目】

�備考　単位数は共通科目各科目部門の必要単位数を示す。

　　　医学科指定科目は選択必修科目とする。

���

別表第２

医学科授業科目 【学部入門ゼミ】

区分 授　業　科　目　名
単　　位　　数

単位数 要修得単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

共　
　

通　
　

科　
　

目

基本教養科目部門

40 単位以上

共通外国語科目部門
８ ８

(医学科指定科目 )

主題別科目部門

20 20

歴史と文化

現代の社会

自然と技術�

心身の表現と健康

言語と国際理解
４ ８ 12

( 医学科指定科目 )

開放科目部門

環境の保全科目部門

合　　　　計 32 ８ 40

区分 授　業　科　目　名
単　　位　　数

単位数 要修得単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

学部入門
ゼミ 学部入門ゼミ ( ＥＣＥ） ２ ２ ２単位必修
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別表第３－１（平成 22 年度入学生用）

医学科授業科目【基礎教育科目等（必修）】

別表第３－２（平成 21 年度入学生用）

医学科授業科目【基礎教育科目等（必修）】

区  

分
授 業 科 目 名

単　　位　　数

単位数１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専　

門　

教　

育　

科　

目

基　

礎　

教　

育　

科　

目　

等

物理学 ② ②

物理科学 ② ②

化学 ② ②

生物学 ② ②

分子細胞生物学 ② ②

教養総合講義 ① ①

自然科学系実験 ② ②

倫理学 ① ①

情報科学 ① ①

データサイエンス１ ① ①

データサイエンス２ ① ①

人類遺伝学 ① ①
臨床薬剤学概論 ① ①

　　合　　　　計 15 3 １ ０ 19

区  

分
授 業 科 目 名

単　　位　　数

単位数１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専　

門　

教　

育　

科　

目

基　

礎　

教　

育　

科　

目　

等

物理学 ② ②

物理科学 ② ②

化学 ② ②

生物学 ② ②

分子細胞生物学 ② ②

教養総合講義 ① ①

自然科学系実験 ② ②

倫理学 ① ①

情報科学 ① ①

データサイエンス１ ① ①

データサイエンス２ ① ①

人類遺伝学 ① ①

　　合　　　　計 14 3 １ ０ 18
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別表第３－３（平成 20 年度入学生用）

医学科授業科目【基礎教育科目等（必修）】

別表第３－４（平成 17 年度～平成 19 年度入学生用）

医学科授業科目【基礎教育科目等（必修）】

区  

分
授 業 科 目 名

単　　位　　数

単位数１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専　

門　

教　

育　

科　

目

基　

礎　

教　

育　

科　

目　

等

物理学 ② ②

物理科学 ② ②

化学 ② ②

環境科学 ② ②

生物学 ② ②

分子細胞生物学 ② ②

教養総合講義 ① ①

自然科学系実験 ② ②

倫理学 ① ①

情報科学 ① ①

データサイエンス１ ① ①

データサイエンス２ ① ①

人類遺伝学 ① ①

　　合　　　　計 16 3 １ ０ 20

区  

分
授 業 科 目 名

単　　位　　数

単位数１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専　

門　

教　

育　

科　

目

基　

礎　

教　

育　

科　

目　

等

物理学 ② ②

物理科学 ② ②

化学 ② ②

環境科学 ② ②

生物学 ② ②

分子細胞生物学 ② ②

教養総合講義 ① ①

物理学実験

化学実験

生物学実験

倫理学 ① ①

情報科学 ① ①

データサイエンス１ ① ①

データサイエンス２ ① ①

人類遺伝学 ① ①

　　合　　　　計 16 5.5 １ ０ 22.5
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別表第４－１（平成 20 年度～平成 22 年度入学生用）

医学科授業科目【専門教育科目（必修）】

区 

分

　　　　　　　　　　　　　年　　次

授業科目名　　　　　　　　　　　　

単　　位　　数 単位数
合　計

備　考
２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

専　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　

教　
　
　
　
　
　

育　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　

目　

（　

必　
　
　

修　

）

基
礎
医
学
系

分子組織学 ６ ６
細胞生物学 ６ ６
生理学１ ５ ５
生理学２ ５ ５
生化学１ ４ ４
生化学２ ４ ４
実験医学 １ １

臨
床
基
礎

医 

学 

系

薬理学 ２ ２
分子病理学 １ １
微生物学 ４ ４
寄生虫学 １ １
免疫学 ３ ３

社　

会

医
学
系

法医学 ３ ３
環境遺伝医学 ２ ２
社会医学 ２ ２
社会環境医学実習 １ １

臨　
　
　
　

床　
　
　
　

医　
　
　
　

学　
　
　
　

系

人体病理学 １ １
地域医療学 （１～４年次で修得）２ ２

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育

臨床医学総論 １ １ コース１
呼吸器循環器 ６ ６ コース２
消化器 ６ ６ コース３
内分泌代謝 ５ ５ コース４
感染症、免疫、アレルギー、リューマチ、膠原病 ５ ５ コース５
血液 ３ ３ コース６
腎、泌尿器、生殖器 ５ ５ コース７
神経、筋、精神 ６ ６ コース８
運動器、感覚器、皮膚 ６ ６ コース９
周産期、成長発達 ３ ３ コース10
外傷、救急、蘇生、麻酔、中毒、環境医学 ４ ４ コース11

臨　
　
　

床　
　
　

実　
　
　

習

内科学１ 実 習 ２ ２
内科学２ 実 習 ２ ２
血液内科学 実 習 １ １
内科学３ 実 習 ２ ２
神経内科学 実 習 ２ ２
小児科学 実 習 ２ ２
精神神経医学 実 習 ２ ２
皮膚科学 実 習 ２ ２
外科学１ 実 習 ２ ２
外科学２ 実 習 ２ ２
整形外科学 実 習 ２ ２
脳神経外科学 実 習 ２ ２
麻酔科学 実 習 ２ ２
産婦人科学 実 習 ２ ２
泌尿器科学 実 習 ２ ２
眼科学 実 習 ２ ２
耳鼻咽喉科学 実 習 ２ ２
放射線医学 実 習 １ １
臨床検査医学 実 習 １ １
救 急 実 習 １ １

診断学入門 (ＣＢＴ・ＯＳＣＥ) １ １
臨床講義 １ １
関連教育病院等臨床実習 ２ ２

Ｃ    Ｐ    Ｃ ２ ２
新総合医学概論 (必修テーマ ) １ １
選  択  実  習    10 10
総合医学研究 (卒業試験 ) ２ ２

合　　　　計 31 37 35 38 17 158
※臨床実習には、歯科口腔外科の実習を含むものとする。
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別表第４－２（平成 17 年度～平成 19 年度入学生用）

医学科授業科目【専門教育科目（必修）】

区 

分

　　　　　　　　　　　　　年　　次

授業科目名　　　　　　　　　　　　

単　　位　　数 単位数
合　計

備　考
２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

専　
　
　
　
　
　

門　
　
　
　
　
　

教　
　
　
　
　
　

育　
　
　
　
　
　

科　
　
　
　
　
　

目　

（　

必　
　
　

修　

）

基
礎
医
学
系

分子組織学 ６ ６
細胞生物学 ６ ６
生理学１ ５ ５
生理学２ ５ ５
生化学１ ４ ４
生化学２ ４ ４
実験医学 １ １

臨
床
基
礎

医 

学 

系

薬理学 ２ ２
分子病理学 １ １
微生物学 ４ ４
寄生虫学 １ １
免疫学 ３ ３

社　

会

医
学
系

法医学 ３ ３
環境遺伝医学 ２ ２
社会医学 ２ ２
社会環境医学実習 � １ １

基　礎　教　室　配　置 ３ ３

臨　
　
　
　

床　
　
　
　

医　
　
　
　

学　
　
　
　

系

人体病理学 １ １

チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
教
育

臨床医学総論 １ １ コース１
呼吸器循環器 ６ ６ コース２
消化器 ６ ６ コース３
内分泌代謝 ５ ５ コース４
感染症、免疫、アレルギー、リューマチ、膠原病 ５ ５ コース５
血液 ３ ３ コース６
腎、泌尿器、生殖器 ５ ５ コース７
神経、筋、精神 ６ ６ コース８
運動器、感覚器、皮膚 ６ ６ コース９
周産期、成長発達 ３ ３ コース10
外傷、救急、蘇生、麻酔、中毒、環境医学 ４ ４ コース11

臨　
　
　

床　
　
　

実　
　
　

習

内科学１ 実 習 ２ ２
内科学２ 実 習 ２ ２
血液内科学 実 習 １ １
内科学３ 実 習 ２ ２
神経内科学 実 習 ２ ２
小児科学 実 習 ２ ２
精神神経医学 実 習 ２ ２
皮膚科学 実 習 ２ ２
外科学１ 実 習 ２ ２
外科学２ 実 習 ２ ２
整形外科学 実 習 ２ ２
脳神経外科学 実 習 ２ ２
麻酔科学 実 習 ２ ２
産婦人科学 実 習 ２ ２
泌尿器科学 実 習 ２ ２
眼科学 実 習 ２ ２
耳鼻咽喉科学 実 習 ２ ２
放射線医学 実 習 １ １
臨床検査医学 実 習 １ １
救 急 実 習 １ １

診断学入門 (ＣＢＴ・ＯＳＣＥ) １ １
臨床講義 １ １
関連教育病院等臨床実習 ２ ２

Ｃ    Ｐ    Ｃ ２ ２
新総合医学概論 (必修テーマ ) １ １
選  択  実  習 10 10
総合医学研究 (卒業試験 ) ２ ２

合　　　　計 31 40 33 38 17 159
※臨床実習には、歯科口腔外科の実習を含むものとする。



－ 172 － － 173 －

別表第５－１ (平成 22 年度入学生用）

進  級  に  必  要  な  単  位

区 

分

進級年次

授業科目区分　

２年次進級に
必要な単位数

３年次進級に
必要な単位数

４年次進級に
必要な単位数

５年次進級に
必要な単位数

６年次進級に
必要な単位数

別
表
第
１

全学共通教育科目

必修科目を含め
26 単位以上

必修科目を含め
36 単位以上

必修科目を含め
36 単位以上

必修科目を含め
36 単位以上

必修科目を含め
36 単位以上

２年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

別
表
第
２

学部入門ゼミ

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

別
表
第
３

専門教育科目

基礎教育科目等

必修科目の
15 単位以上

必修科目の
18 単位以上

必修科目の
19 単位以上

必修科目の
19 単位以上

必修科目の
19 単位以上

２年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

別　
　
　

表　
　
　

第　
　
　

４

専門教育科目

基礎医学系

必修科目の
31 単位

必修科目の
31 単位

必修科目の
31 単位

必修科目の
31 単位

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

臨床基礎医学系

必修科目の
11 単位

必修科目の
11 単位

必修科目の
11 単位

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

社会医学系

必修科目の
７単位

必修科目の
７単位

必修科目の
７単位

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

臨床医学系

必修科目の
19 単位

必修科目の
54 単位

必修科目の
92 単位

４年次進級に必要な

単位を含む

５年次進級に必要な

単位を含む

進級に必要な単位数 43 単位以上 87 単位以上 125 単位以上 160 単位以上 198 単位以上
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別表第５－２ (平成 21 年度入学生用）

進  級  に  必  要  な  単  位

区 

分

進級年次

授業科目区分　

２年次進級に
必要な単位数

３年次進級に
必要な単位数

４年次進級に
必要な単位数

５年次進級に
必要な単位数

６年次進級に
必要な単位数

別
表
第
１

全学共通教育科目

必修科目を含め
28 単位以上

必修科目を含め
38 単位以上

必修科目を含め
38 単位以上

必修科目を含め
38 単位以上

必修科目を含め
38 単位以上

２年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

別
表
第
２

学部入門ゼミ

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

別
表
第
３

専門教育科目

基礎教育科目等

必修科目の
14 単位以上

必修科目の
17 単位以上

必修科目の
18 単位以上

必修科目の
18 単位以上

必修科目の
18 単位以上

２年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

別　
　
　

表　
　
　

第　
　
　

４

専門教育科目

基礎医学系

必修科目の
31 単位

必修科目の
31 単位

必修科目の
31 単位

必修科目の
31 単位

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

臨床基礎医学系

必修科目の
11 単位

必修科目の
11 単位

必修科目の
11 単位

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

社会医学系

必修科目の
７単位

必修科目の
７単位

必修科目の
７単位

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

臨床医学系

必修科目の
19 単位

必修科目の
54 単位

必修科目の
92 単位

４年次進級に必要な

単位を含む

５年次進級に必要な

単位を含む

進級に必要な単位数 44 単位以上 88 単位以上 126 単位以上 161 単位以上 199 単位以上
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別表第５－３ (平成 20 年度入学生用）

進  級  に  必  要  な  単  位

区 

分

進級年次

授業科目区分　

２年次進級に
必要な単位数

３年次進級に
必要な単位数

４年次進級に
必要な単位数

５年次進級に
必要な単位数

６年次進級に
必要な単位数

別
表
第
１

全学共通教育科目

必修科目を含め
28 単位以上

必修科目を含め
38 単位以上

必修科目を含め
38 単位以上

必修科目を含め
38 単位以上

必修科目を含め
38 単位以上

２年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

別
表
第
２

学部入門ゼミ

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

別
表
第
３

専門教育科目

基礎教育科目等

必修科目の
16 単位以上

必修科目の
19 単位以上

必修科目の
20 単位以上

必修科目の
20 単位以上

必修科目の
20 単位以上

２年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

別　
　
　

表　
　
　

第　
　
　

４

専門教育科目

基礎医学系

必修科目の
31 単位

必修科目の
31 単位

必修科目の
31 単位

必修科目の
31 単位

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

臨床基礎医学系

必修科目の
11 単位

必修科目の
11 単位

必修科目の
11 単位

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

社会医学系

必修科目の
７単位

必修科目の
７単位

必修科目の
７単位

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

臨床医学系

必修科目の
19 単位

必修科目の
54 単位

必修科目の
92 単位

４年次進級に必要な

単位を含む

５年次進級に必要な

単位を含む

進級に必要な単位数 46 単位以上 90 単位以上 128 単位以上 163 単位以上 201 単位以上
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別表第５－４ (平成 19 年度入学生用）

進  級  に  必  要  な  単  位

区 

分

進級年次

授業科目区分　

２年次進級に
必要な単位数

３年次進級に
必要な単位数

４年次進級に
必要な単位数

５年次進級に
必要な単位数

６年次進級に
必要な単位数

別
表
第
１

全学共通教育科目

必修科目を含め
24 単位以上

必修科目を含め
38 単位以上

必修科目を含め
38 単位以上

必修科目を含め
38 単位以上

必修科目を含め
38 単位以上

２年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

別
表
第
２

学部入門ゼミ

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

別
表
第
３

専門教育科目

基礎教育科目等

必修科目の
16 単位以上

必修科目の
21.5 単位以上

必修科目の
22.5 単位以上

必修科目の
22.5 単位以上

必修科目の
22.5 単位以上

２年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

別　
　
　

表　
　
　

第　
　
　

４

専門教育科目

基礎医学系

必修科目の
31 単位

必修科目の
31 単位

必修科目の
31 単位

必修科目の
31 単位

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

臨床基礎医学系

必修科目の
11 単位

必修科目の
11 単位

必修科目の
11 単位

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

社会医学系

必修科目の
７単位

必修科目の
７単位

必修科目の
７単位

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

基礎教室配属

必修科目の
３単位

必修科目の
３単位

必修科目の
３単位

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

臨床医学系

必修科目の
19 単位

必修科目の
52 単位

必修科目の
90 単位

４年次進級に必要な

単位を含む

５年次進級に必要な

単位を含む

進級に必要な単位数 42 単位以上 92.5 単位以上 133.5 単位以上 166.5 単位以上 204.5 単位以上
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別表第５－５ (平成 17 年度・18 年度入学生用）

進  級  に  必  要  な  単  位

区 

分

進級年次

授業科目区分　

２年次進級に
必要な単位数

３年次進級に
必要な単位数

４年次進級に
必要な単位数

５年次進級に
必要な単位数

６年次進級に
必要な単位数

別
表
第
１

共通科目

必修科目を含め
32 単位以上

必修科目を含め
40 単位以上

必修科目を含め
40 単位以上

必修科目を含め
40 単位以上

必修科目を含め
40 単位以上

２年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

別
表
第
２

学部入門ゼミ

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

別
表
第
３

専門教育科目

基礎教育科目等

必修科目の
16 単位以上

必修科目の
21.5 単位以上

必修科目の
22.5 単位以上

必修科目の
22.5 単位以上

必修科目の
22.5 単位以上

２年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

別　
　
　

表　
　
　

第　
　
　

４

専門教育科目

基礎医学系

必修科目の
31 単位

必修科目の
31 単位

必修科目の
31 単位

必修科目の
31 単位

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

臨床基礎医学系

必修科目の
11 単位

必修科目の
11 単位

必修科目の
11 単位

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

社会医学系

必修科目の
７単位

必修科目の
７単位

必修科目の
７単位

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

基礎教室配属

必修科目の
３単位

必修科目の
３単位

必修科目の
３単位

４年次進級に必要な

単位を含む

４年次進級に必要な

単位を含む

専門教育科目

臨床医学系

必修科目の
19 単位

必修科目の
52 単位

必修科目の
90 単位

４年次進級に必要な

単位を含む

５年次進級に必要な

単位を含む

進級に必要な単位数 50 単位以上 94.5 単位以上 135.5 単位以上 168.5 単位以上 206.5 単位以上
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２　山梨大学医学部看護学科授業科目履修規程

（趣旨）

第１条　この規程は、山梨大学学則（以下「学則」という。）第 16 条、第 22 条、第 25 条、第 26 条、第

28 条、第 29 条及び第 38 条の規定に基づき、山梨大学医学部看護学科の教育課程及び履修方法等に関

し必要な事項を定めるものとする。

（授業科目区分）

第２条　授業科目は、全学共通教育科目、学部入門ゼミ、看護基礎科目及び看護専門科目に大別する。

２　全学共通教育科目は、人間形成科目部門、語学教育科目部門、テーマ別教養科目部門、自発的教養

科目部門及び基礎科目部門に区分して開設する。

３　看護基礎科目は、人間科学、保健福祉環境に区分して開設する。

４　看護専門科目は、基礎看護学、実践看護学及び広域看護学に区分して開設する。

５　授業科目の区分、名称、単位数及び履修年次等は、別表第 1から第４又は別表第５のとおりとする。

（履修申告 )

第３条　履修申告しようとする授業科目は申告して、その授業科目担当教員の承認を受けなければなら

ない。

２　開放科目以外の他学科（課程）の授業科目も申告して、その授業科目担当教員の承認を受けること

により、履修することができる。ただし、その修得単位を第 13 条にあげた単位に含めることはでき

ない。

３　履修申告に関する細則は、別に定める。

第３条の２　別表第４に掲げる助産学の選択科目については、希望者の中から第３年次前期までの成

績、学力検査、小論文及び面接により選考の上許可する。

（履修方法）

第４条　授業科目の各科目における履修方法は、次条以下に定めるとおりとする。

（全学共通教育科目、学部入門ゼミ）

第５条　全学共通教育科目、学部入門ゼミにおいては、別表第１又は別表第５に示すとおり全学共通教

育科目 30 単位及び別表第２に示すとおり学部入門ゼミ２単位の合計 32 単位以上を修得しなければな

らない。なお、全学共通教育科目の開設科目履修方法等の詳細については全学共通教育科目履修案内

に定める。

（看護基礎科目）

第６条	看護基礎科目においては、別表第３に示すとおり必修科目の 25 単位を修得しなければならない。

２　３年次編入生における看護基礎科目においては、別表第５に示すとおり必修科目の 30 単位を修得し

なければならない。

（看護専門科目）

第７条　看護専門科目においては、別表第４に示すとおり必修科目の 72 単位を修得しなければならな

い。

２　３年次編入生における看護専門科目においては、別表第５に示すとおり必修科目 64 単位及び選択科

目３単位の合計 67 単位以上を修得しなければならない。

（試験 )

第８条　試験は定期試験及び随時試験とし、試験の方法は授業科目担当教員が決定するものとする。

２　定期試験は、当該授業の終了する学期又は学年の終わりに行ない、随時試験は、当該授業担当教員

が必要と認めたとき適宜行なう。

３　定期試験は、当該授業科目の総授業時間数の 3 分の２以上出席していなければ受験することができ

ない。
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（成績 )

第９条　成績は、100 点をもつて満点とし、60 点以上を合格とする。この場合において、成績評語は、

90点以上を「Ｓ」、90点未満80点以上を「Ａ」、80点未満70点以上を「Ｂ」、70点未満60点以上を「Ｃ」、

60 点未満を「Ｄ」とする。

２　試験に合格した者には、当該授業科目の履修の認定を行なう。

３　授業科目の履修の認定は、当該授業科目担当教員が行なう。

（成績通知）

第 10 条　成績は、各学期末又は各学年末に学生に通知するものとする。

（入学前既修得単位の認定）

第 11 条　学則第 28 条に定める単位の認定については、全学共通教育科目について、30 単位を超えない

範囲で卒業の要件となる単位として認定することができる。

２　看護基礎科目及び看護専門科目にあっては合わせて 15 単位を超えない範囲で卒業の要件となる単位

として認定することができる。

３　３年次編入生が短期大学等において履修した授業科目の修得単位は、その授業内容が本学における

授業科目に相当するものと認められる場合は、人間形成科目部門の大学基礎オリエンテーション２単

位を含め 83 単位を限度として本学における授業科目により修得したものとして認定する。

（進級に必要な単位）

第 12 条　各年次への進級には、別表第 1から第４又は別表第５に定める授業科目区分に応じ、それぞれ

別表第６に掲げる単位を修得していなければならない。

（卒業に必要な単位）

第 13 条　卒業には、別表第１から第４又は別表第５に定めるところにより、別表第６に掲げる単位を修

得していなければならない。

（雑則）

第 14 条　この規程に定めるもののほか、教育課程及び履修方法等に関し必要な事項は、医学部教授会の

議を経て別に定める。

　附　　則

１　この規程は、平成 16 年４月１日から施行し、平成 15 年度に入学した学生から適用する。

２　平成 16 年度に入学した学生の共通科目については別表第１－１を適用し、平成 15 年度に入学した

学生の共通科目については別表第１－２を適用する。

３　山梨大学医学部看護学科授業科目履修規程 (平成 15 年４月１日制定 )は、廃止する。

４　平成 14 年度以前に入学した学生は、従前の山梨医科大学医学部看護学科授業科目履修規程による。

５　平成 15 年度及び平成 16 年度に３年次編入学した学生については、従前の山梨医科大学医学部看護

学科授業科目履修規程による。

　附　　則

１　この規程は、平成 17 年４月１日から施行する。

２　平成 17 年度に入学した学生の共通科目については別表第１－１を適用し、平成 16 年度に入学した

学生の共通科目については別表第１－２を適用し、平成 15 年度に入学した学生の共通科目について

は別表第１－３を適用する。

　附　　則

１　この規程は、平成 18 年４月１日から施行する。

２　平成 17 年度及び平成 18 年度に入学した学生の共通科目については別表第１－１を適用し、平成 16

年度に入学した学生の共通科目については別表第１－２を適用し、平成 15 年度に入学した学生の共

通科目については別表第１－３を適用する。
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３　平成 18 年度のカリキュラム改正に伴う授業科目の単位等の読替えについては、別表第７を適用する。

　附　　則

１　この規程は、平成 19 年４月１日から施行する。

２　平成 19 年度に入学した学生の全学共通教育科目については別表第１－１を適用し、平成 17 年度及

び平成 18 年度に入学した学生の共通科目については別表第１－２を適用し、平成 16 年度に入学した

学生の共通科目については別表第１－３を適用する。

　附　　則

１　この規程は、平成 20 年４月１日から施行し、平成 20 年４月１日以降の入学者から適用する。

２　平成 20 年度及び平成 21 年度に編入学する者については、なお、従前の履修規程による。

３　平成 19 年度及び平成 20 年度に入学した学生の全学共通教育科目については別表第１－１を適用し、

平成 17 年度及び平成 18 年度に入学した学生の共通科目については別表第１－２を適用する。

　附　　則

１　この規程は、平成 21 年４月１日から施行する。

２　平成 19 年度から平成 21 年度に入学した学生の全学共通教育科目については別表第１－１を適用し、

平成 18 年度に入学した学生の共通科目については別表第１－２を適用する。

　附　　則

１　この規程は、平成 22 年４月１日から施行する。

２　平成 22 年度に入学した学生の全学共通教育科目については別表第１－１を適用し、平成 19 年度か

ら平成 21 年度に入学した学生の全学共通教育科目については別表第１－２を適用する。
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別表第１－１（平成 22 年度入学生用）

看護学科授業科目【全学共通教育科目】

備考　単位数は全学共通教育科目各部門の必要単位数を示す。

　　　英語は、１～２年次で８単位を修得する。（必修４単位は１年次に習得する。）

　　　未習外国語は選択必修科目で、ドイツ語、フランス語、中国語の中から４単位を修得する。

注　　授業科目名及び履修方法等の詳細については、全学共通教育科目履修案内を参照すること ｡

別表第１－２（平成 19 年度～平成 21 年度入学生用）

看護学科授業科目【全学共通教育科目】

備考　単位数は全学共通教育科目各部門の必要単位数を示す。

　　　英語は、１～２年次で８単位を修得する。（必修４単位は１年次に習得する。）

　　　未習外国語は選択必修科目で、ドイツ語、フランス語、中国語の中から４単位を修得する。

注　　授業科目名及び履修方法等の詳細については、全学共通教育科目履修案内を参照すること ｡

区分 授　業　科　目　名
単　　位　　数

単位数 要修得単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

全　

学　

共　

通　

教　

育　

科　

目

人間形成科目部門
１ １

30 単位以上

生活と健康Ⅰ

生活と健康Ⅱ １ １

語学教育科目部門

英語� ８ ８

未習外国語 ４ ４

テーマ別教養科目部門 10 10

自発的教養科目部門

上記の各部門から自由選択 ６ ６

合　　　　計 30 30

区分 授　業　科　目　名
単　　位　　数

単位数 要修得単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

全　

学　

共　

通　

教　

育　

科　

目

人間形成科目部門
２ ２

30 単位以上

大学基礎オリエンテーション

生活と健康Ⅰ １ １

生活と健康Ⅱ １ １

語学教育科目部門

英語� ８ ８

未習外国語 ４ ４

テーマ別教養科目部門 10 10

自発的教養科目部門

上記の各部門から自由選択 ４ ４

合　　　　計 30 30
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別表第２

看護学科授業科目 【学部入門ゼミ】

別表第３－１（平成 21 年度・平成 22 年度入学生用）

看護学科授業科目【看護基礎科目】

備考　○印は必修科目を示す。（　）内は授業時間数を示す。

区分 授　業　科　目　名
単　　位　　数

単位数 要修得単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

学部入
門ゼミ

学部入門ゼミ ２ ２ ２単位必修

区 

分
授 業 科 目 名

単　　位　　数
単位数 要修得単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

看　
　

護　
　

基　
　

礎　
　

科　
　

目

人　

間　

科　

学

人体構造・調節論Ⅰ
（細胞組織の解剖生理論）

①（30） ①

必修科目の
25 単位

人体構造・調節論Ⅱ
（器官系の解剖生理論）

②（60） ②

病態・生理論Ⅰ
（微生物・免疫論）

①（30） ①

病態・生理論Ⅱ
（病理・薬理論）

②（60） ②

生体観察法 ①（30） ①

ヒトの遺伝学 ①（30） ①

疾病・治療論Ⅰ（成人内科） ②（60） ②

疾病・治療論Ⅱ（成人外科） ②（60） ②

疾病・治療論Ⅲ
（小児・産科・精神科）

②（60） ②

人間関係論 ①（30） ①

保　

健　

福　

祉　

環　

境

環境保健 ②（30） ②

疫学・保健統計 ②（30） ②

社会福祉行政論 ②（30） ②

保健医療行政論
（医療経済学を含む）

①（30） ①

健康保健学Ⅰ
（基礎健康科学）

①（30） ①

健康保健学Ⅱ
（応用健康科学）

①（15） ①

情報管理論 ①（30） ①

学校保健 ２（30） ２
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別表第３－２（平成 19 年度・平成 20 年度入学生用）

看護学科授業科目【看護基礎科目】

備考　○印は必修科目を示す。（　）内は授業時間数を示す。

区 

分
授 業 科 目 名

単　　位　　数
単位数 要修得単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

看　
　

護　
　

基　
　

礎　
　

科　
　

目

人　

間　

科　

学

人体構造・調節論Ⅰ ①（30） ①

必修科目の
30 単位

人体構造・調節論Ⅱ ②（60） ②

病態・生理論Ⅰ ①（30） ①

病態・生理論Ⅱ ②（60） ②

生体観察法 ②（30） ②

ヒトの遺伝学 ①（30） ①

疾病・治療論Ⅰ ②（60） ②

疾病・治療論Ⅱ ②（60） ②

疾病・治療論Ⅲ ②（60） ②

人間関係論 ②（30） ②

保　

健　

福　

祉　

環　

境

環境保健 ②（30） ②

疫学・保健統計 ②（30） ②

社会福祉行政論 ②（30） ②

保健医療行政論
②（30） ②

（医療経済学を含む）

健康保健学Ⅰ ②（30） ②

健康保健学Ⅱ ①（15） ①

情報管理論 ②（30） ②

学校保健 ２（30） ２
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別表第４－１（平成 21 年度・平成 22 年度入学生用）

看護学科授業科目【看護専門科目】

備考　○印は必修科目を示す。(  ) 内は授業時間数を示す。

区 

分
授　業　科　目　名

単　　位　　数
単位数 要修得単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

看　
　
　
　

護　
　
　
　

専　
　
　
　

門　
　
　
　

科　
　
　
　

目

基
礎
看
護
学

看護学原論Ⅰ（看護学原論） ②（30） ②

必修科目の

72単位

看護学原論Ⅱ（看護過程の展開） ②（30） ②
看護方法論Ⅰ（対象論基礎／共通基本技術） ②（30） ②
看護方法論Ⅱ (生活支援技術／診療過程支援技術) ②（60） ②
看護方法論Ⅲ（理論と実践） ②（30） ②
基礎看護学実習Ⅰ（看護の対象・役割） ①（45） ①
基礎看護学実習Ⅱ（看護過程展開の実際） ②（90） ②

実　
　

践　
　

看　
　

護　
　

学

成人看護活動論Ⅰ（成人看護学概論） ②（60） ②
成人看護活動論Ⅱ（慢性期看護） ②（60） ②
成人看護活動論Ⅲ（周術期看護） ②（60） ②
精神看護活動論Ⅰ（精神保健看護概論） ②（30） ②
精神看護活動論Ⅱ（精神看護活動論） ②（60） ②
母性看護活動論Ⅰ（母性看護活動論） ②（60） ②
母性看護活動論Ⅱ（周産期看護演習） ②（30） ②
小児看護活動論Ⅰ（小児看護概論） ②（60） ②
小児看護活動論Ⅱ（小児看護過程の展開） ②（30） ②
高齢者看護活動論Ⅰ（高齢者看護概論） ②（30） ②
高齢者看護活動論Ⅱ（高齢者看護活動論） ②（60） ②
成人看護学実習Ⅰ（慢性期看護実習） ③（135） ③
成人看護学実習Ⅱ（周術期看護実習） ③（135） ③
精神看護学実習 ②（90） ②
母性看護学実習 ②（90） ②
小児看護学実習 ②（90） ②
高齢者看護学実習 ③（135） ③

広　

域　

看　

護　

学

在宅看護論 ②（30） ②
健康危機への看護実践 ①（15） ①
看護倫理学 ①（15） ①
専門職としての看護 ２（30） ２
在宅看護学実習Ⅰ（実践・技術） ①（45） ①
在宅看護学実習Ⅱ（訪問看護） ②（90） ②
統合実習 ②（90） ②
看護研究Ⅰ（研究計画） ②（60） ②
看護研究Ⅱ（研究実践） ２（60） ２
地域看護学概論（地域看護活動の目的と対象） ①（30） ①
地域看護活動論Ⅰ（地域看護活動の基本） ②（60） ②
地域看護活動論Ⅱ（地域看護活動の展開） ②（60） ②
地域看護管理論（地域ケアの質管理） ①（30） ①
地域看護学実習Ⅰ（地域看護の実際） ③（135） ③
地域看護学実習Ⅱ（環境保健・産業看護実習） ②（90） ②

合　　　　計  （ 卒 業 要 件 ） 全学共通教育科目 30 単位、学部入門ゼミ２単位、看護基礎
科目 25 単位及び看護専門科目 72 単位の合計 129 単位以上

看
護
専
門
科
目

助　

産　

学

基礎助産学Ⅰ（助産学概論） １（15） １
基礎助産学Ⅱ（リプロダクティブヘルス論） ２（30） ２
助産診断・技術学Ⅰ（妊娠期　助産診断・技術学） ２（60） ２
助産診断・技術学Ⅱ（分娩期　助産診断・技術学） ２（60） ２
助産診断・技術学Ⅲ（産褥期・新生児期　助産診断・技術学） ２（60） ２
助産業務管理 １（15） １
助産学実習Ⅰ（妊婦健診実習） ２（90） ２
助産学実習Ⅱ（分娩介助学実習） ４（180） ４
助産学実習Ⅲ（新生児実習） １（45） １
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別表第４－２（平成 19 年度・平成 20 年度入学生用）

看護学科授業科目【看護専門科目】

備考　○印は必修科目を示す。(  ) 内は授業時間数を示す。
　　　☆印及び★印は選択科目を示す。
注）　平成 19 年度入学生の看護学原論Ⅰ及び看護方法論Ⅲの授業時間数は 60 時間と読み替える。

区 

分
授　業　科　目　名

単　　位　　数
単位数 要修得単位数

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

看　
　
　
　

護　
　
　
　

専　
　
　
　

門　
　
　
　

科　
　
　
　

目

基　

礎　

看　

護

看護学原論Ⅰ ②（30） ②

必修科目の

64単位及び

選択科目の

３単位

合計67単位

選択科目は

☆印から１単位

★印から２単位

を修得する。

看護学原論Ⅱ ①（30） ①
看護方法論Ⅰ ①（30） ①
看護方法論Ⅱ ②（60） ②
看護方法論Ⅲ ②（30） ②
基礎看護学実習Ⅰ ①（45） ①
基礎看護学実習Ⅱ ②（90） ②
看護倫理学 ☆1（15） ☆１
看護教育論 ☆1（15） ☆１
看護管理論 ☆1（15） ☆１

臨　
　
　

床　
　
　

看　
　
　

護

成人看護活動論Ⅰ ②（60） ②
成人看護活動論Ⅱ ②（60） ②
成人看護活動論Ⅲ ②（60） ②
精神看護活動論Ⅰ ①（30） ①
精神看護活動論Ⅱ ②（60） ②
母性看護活動論Ⅰ ②（60） ②
母性看護活動論Ⅱ ①（30） ①
小児看護活動論Ⅰ ②（60） ②
小児看護活動論Ⅱ ①（30） ①
老年看護活動論Ⅰ ①（30） ①
老年看護活動論Ⅱ ②（60） ②
成人看護学実習Ⅰ -１ ③（135） ③
成人看護学実習Ⅰ -２ ②（90） ②
成人看護学実習Ⅱ ③（135） ③
精神看護学実習 ②（90） ②
母性看護学実習 ②（90） ②
小児看護学実習 ②（90） ②
老年看護学実習Ⅰ ③（135） ③
老年看護学実習Ⅱ ①（45） ①
在宅看護論 ②（30） ②

地
域
看
護

地域看護学概論 ①（30） ①
地域看護活動論Ⅰ ①（30） ①
地域看護活動論Ⅱ ①（30） ①
地域看護方法論Ⅰ ①（30） ①
地域看護方法論Ⅱ ②（60） ②
地域看護学実習Ⅰ ③（135） ③
地域看護学実習Ⅱ ②（90） ②

看 護 研 究 Ⅰ ③（90） ③
看 護 研 究 Ⅱ ★2（60） ★２
選　択　実　習 ★2（90） ★２
看護学特別講義 ①（30） ①

合　　　　計  （ 卒 業 要 件 ） 全学共通教育科目 30 単位、学部入門ゼミ２単位、看護基礎
科目 30 単位及び看護専門科目 67 単位の合計 129 単位以上

看
護
専
門
科
目

助　

産　

論

基礎助産学Ⅰ １（15） １
基礎助産学Ⅱ ２（30） ２
助産診断・技術学Ⅰ ２（60） ２
助産診断・技術学Ⅱ ２（60） ２
助産診断・技術学Ⅲ ２（60） ２
助産業務管理 １（15） １
助産学実習Ⅰ １（45） １
助産学実習Ⅱ ３（135） ３
助産学実習Ⅲ １（45） １
助産学実習Ⅳ １（45） １
助産学実習Ⅴ １（45） １
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別表第５－１（平成 21 年度・平成 22 年度入学生用）

看護学科３年次編入学生授業科目【全学共通教育科目】

別表第５－２（平成 21 年度・平成 22 年度入学生用）

看護学科３年次編入学生授業科目 【学部入門ゼミ】

別表第５－３（平成 21 年度・平成 22 年度入学生用）

看護学科３年次編入学生授業科目【看護基礎科目】

備考　○印は必修科目を示す。△印は選択科目を示す。（　）内は授業時間数を示す。

区分 授　業　科　目　名 単位数 認定単位数 要修得単位数

学部入
門ゼミ

学部入門ゼミ ２ ２ 認定単位の２単位

区分 授　業　科　目　名 単位数 認定可能単位数 要修得単位数

全　

学　

共　

通　

教　

育　

科　

目

人間形成科目部門
２ ２

認定単位上限　　18 単位

認定内訳
大学基礎　　　　２単位
生活と健康Ⅰ　　１単位
生活と健康Ⅱ　　１単位
英語　　　　　　４単位
テーマ別　　　　10 単位

認定単位と合わせて30単位以上

大学基礎オリエンテーション

生活と健康Ⅰ １ １

生活と健康Ⅱ １ １

語学教育科目部門

英語� ８ ４

テーマ別教養科目部門 10 10

自発的教養科目部門

上記の各部門から自由選択 ８

合　　　　計 30 18

区
分 授 業 科 目 名

単　　位　　数
単位数

認定可
能科目

必修
科目等

要修得単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

看　
　

護　
　

基　
　

礎　
　

科　
　

目

人　

 

間　

 

科　

 

学

人体構造・調節論Ⅰ ①（30） ① ●

認定単位上限
16 単位

認定単位、必修
科目の 27 単位及
び選択科目の３
単位以上と合わ
せて 30 単位以上

人体構造・調節論Ⅱ ②（60） ② ●
病態・生理論Ⅰ ①（30） ① ●
病態・生理論Ⅱ ②（60） ② ●
生体観察法 ②（30） ② ●
ヒトの遺伝学 ①（30） ① △
疾病・治療論Ⅰ ②（60） ② ●
疾病・治療論Ⅱ ②（60） ② ●
疾病・治療論Ⅲ ②（60） ② ●
人間関係論 ②（30） ② △

保 

健 

福 

祉 

環 

境

環境保健 ②（30） ② ○
疫学・保健統計 ②（30） ② ○
社会福祉行政論 ②（30） ② ●
保健医療行政論

②（30） ② ○
（医療経済学を含む）

健康管理論Ⅰ ②（30） ② ○
健康管理論Ⅱ ①（15） ① ○
情報管理論 ②（30） ② △
学校保健 ２（30） ２ ○
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別表第５－４（平成 21 年度・平成 22 年度入学生用）

看護学科３年次編入学生授業科目【看護専門科目】

備考　○印は必修科目を示す。（　）内は授業時間数を示す。　

区 

分
授 業 科 目 名

単　　位　　数
単位数

認定可
能科目

必修
科目等

要修得単位数
１年次 ２年次 ３年次 ４年次

看　
　

護　
　

専　
　

門　
　

科　
　

目

基　

礎　

看　

護

看護学原論Ⅰ ②（60） ② ●

認定単位上限
47 単位

認定単位及び必
修科目の 64 単位
及び選択科目の
３単位

選択科目は
☆印から１単位
★印から２単位
を修得する。

看護学原論Ⅱ ①（30） ① ●
看護方法論Ⅰ ①（30） ① ●
看護方法論Ⅱ ②（60） ② ●
看護方法論Ⅲ ②（60） ② ●
基礎看護学実習Ⅰ ①（45） ① ●
基礎看護学実習Ⅱ ②（90） ② ●
看護倫理学 ☆１（30）☆１ ☆
看護教育論 ☆１（30）☆１ ☆
看護管理論 ☆１（30）☆１ ☆

臨　
　
　

床　
　
　

看　
　
　

護

成人看護活動論Ⅰ ②（60） ② ●
成人看護活動論Ⅱ ②（60） ② ●
成人看護活動論Ⅲ ②（60） ② ●
精神看護活動論Ⅰ ①（30） ① ●
精神看護活動論Ⅱ ②（60） ② ●
母性看護活動論Ⅰ ②（60） ② ●
母性看護活動論Ⅱ ①（30） ① ●
小児看護活動論Ⅰ ②（60） ② ●
小児看護活動論Ⅱ ①（30） ① ●
老年看護活動論Ⅰ ①（30） ① ●
老年看護活動論Ⅱ ②（60） ② ●
成人看護学実習Ⅰ-１ ③（135） ③ ●
成人看護学実習Ⅰ-２ ②（90） ② ●
成人看護学実習Ⅱ ③（135） ③ ●
精神看護学実習 ②（90） ② ●
母性看護学実習 ②（90） ② ●
小児看護学実習 ②（90） ② ●
老年看護学実習Ⅰ ③（135） ③ ●
老年看護学実習Ⅱ ①（45） ① ●
在宅看護論 ②（30） ② ○

地　

域　

看　

護

地域看護学概論 ①（30） ① ○
地域看護活動論Ⅰ ①（30） ① ○
地域看護活動論Ⅱ ①（30） ① ○
地域看護方法論Ⅰ ①（30） ① ○
地域看護方法論Ⅱ ②（60） ② ○
地域看護学実習Ⅰ ③（135） ③ ○
地域看護学実習Ⅱ ②（90） ② ○

看　 護　 研　 究 Ⅰ ③（90） ③ ○
看　 護　 研　 究 Ⅱ ☆２（60）★２ ★
選 択 実 習 ☆２（90）★２ ★
看 護 学 特 別 講 義 ①（30） ① ○

合　  計（卒業要件）
全学共通教育科目 30 単位、学部入門ゼミ２単位、看護基礎科目 30 単位及

び看護専門科目 67 単位の合計 129 単位以上

看護専門科目・助産論 各授業科目の単位数等については、別表第４を準用する。
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別表第６－１ (平成 21 年度・平成 22 年度入学生用）

進級及び卒業に必要な単位

区 

分

進級年次

授業科目区分　

２年次進級に
必要な単位数

３年次進級に
必要な単位数

４年次進級に
必要な単位数

別
表
第
１

全学共通

教育科目

必修科目を含め
22 単位以上

必修科目を含め
30 単位以上

必修科目を含め
30 単位以上

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

別
表
第
２

学部入門ゼミ

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

別　

表　

第　

３

看護基礎科目

（人間科学）

必修科目の
６単位

必修科目を含め
20 単位以上

必修科目を含め
24 単位以上

看護基礎科目

（保健福祉環境）

２年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

別　
　

表　
　

第　
　

４

看護専門科目

（基礎看護）

必修科目の
５単位

必修科目の
13 単位

必修科目の
13 単位

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

看護専門科目

（臨床看護）

必修科目の
14 単位以上

必修科目の
25 単位以上

３年次進級に必要な

単位を含む

看護専門科目

（地域看護）

必修科目の
３単位

必修科目の
11 単位

３年次進級に必要な

単位を含む

進級に必要な単位数 35 単位以上 82 単位以上 105 単位以上

卒業に必要な単位数
全学共通教育科目 30 単位、学部入門ゼミ２単位、看護基礎科目 25 単位及
び看護専門科目 72 単位の合計 129 単位以上
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別表第６－２ (平成 19 年度・平成 20 年度入学生用，平成 21 年度・平成 22 年度編入学生用）

進級及び卒業に必要な単位

区 

分

進級年次

授業科目区分　

２年次進級に
必要な単位数

３年次進級に
必要な単位数

４年次進級に
必要な単位数

別
表
第
１

共通科目

必修科目を含め
22 単位以上

必修科目を含め
30 単位以上

必修科目を含め
30 単位以上

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

別
表
第
２

学部入門ゼミ

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

必修科目の
２単位

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

別　

表　

第　

３

看護基礎科目

（人間科学）

必修科目の
８単位

必修科目を含め
23 単位以上

必修科目を含め
29 単位以上

看護基礎科目

（保健福祉環境）

２年次進級に必要な

単位を含む

３年次進級に必要な

単位を含む

別　
　

表　
　

第　
　

４

看護専門科目

（基礎看護）

必修科目の
４単位

必修科目の
11 単位

必修科目の
11 単位

２年次進級に必要な

単位を含む

２年次進級に必要な

単位を含む

看護専門科目

（臨床看護）

必修科目の
11 単位以上

必修科目の
25 単位以上

３年次進級に必要な

単位を含む

看護専門科目

（地域看護）

必修科目の
３単位

必修科目の
８単位

３年次進級に必要な

単位を含む

進級に必要な単位数 36 単位以上 80 単位以上 105 単位以上

卒業に必要な単位数
全学共通教育科目 30 単位、学部入門ゼミ２単位、看護基礎科目 30 単位及
び看護専門科目 67 単位の合計 129 単位以上
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３　参  考  法  規
医　師　法（抄）

　　第１章　総　則

（医師の任務）

第１条　医師は、医療及び保健指導を掌ることによって公衆衛生の向上及び増進に寄与し、もって国民

の健康な生活を確保するものとする。

　　第２章　免　許

（免許）

第２条　医師になろうとする者は、医師国家試験に合格し、厚生労働大臣の免許を受けなければならな

い。

（免許の絶対的欠格事由）

第３条　未成年者、成年被後見人又は被保佐人には、免許を与えない。

（免許の相対的欠格事由）

第４条　次の各号のいずれかに該当する者には、免許を与えないことがある。

　１.  心身の障害により医師の業務を適正に行うことができない者として厚生労働省令で定めるもの

　２.  麻薬、大麻又はあへんの中毒者

　３.  罰金以上の刑に処せられた者

　４.  前号に該当する者を除くほか、医事に関し犯罪又は不正の行為のあった者

（免許の取消・業務停止及び再免許）

第７条　医師が、第３条に該当するときは、厚生労働大臣は、その免許を取り消す。

２　医師が第４条各号のいずれかに該当し、又は医師としての品位を損するような行為のあったときは、

厚生労働大臣は、次に掲げる処分をすることができる。

　１.  戒告

　２.  ３年以内の医業の停止

　３.  免許の取消し

３　前２項の規定による取消処分を受けた者（第４条第３号若しくは第４号に該当し、又は医師として

の品位を損するような行為のあった者として前項の規定による取消処分を受けた者にあっては、その

処分の日から起算して５年を経過しない者を除く。）であっても、その者がその取消しの理由となっ

た事項に該当しなくなったとき、その他その後の事情により再び免許を与えるのが適当であると認め

られるに至ったときは、再免許を与えることができる。この場合においては、第６条第１項及び第２

項の規定を準用する。

　　第３章　試　験

（試験の内容）

第９条　医師国家試験は、臨床上必要な医学及び公衆衛生に関して、医師として具有すべき知識及び技

能について、これを行う。
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（試験の実施）

第10条　医師国家試験及び医師国家試験予備試験は、毎年少なくとも一回、厚生労働大臣が、これを

行う。

（医師国家試験の受験資格）

第11条　医師国家試験は、次の各号の一に該当する者でなければ、これを受けることができない。

　１. 学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）に基づく大学（以下単に「大学」という。）において、医学

の正規の課程を修めて卒業した者

　２. 医師国家試験予備試験に合格した者で、合格した後１年以上の診療及び公衆衛生に関する実地修

練を経たもの

　３. 外国の医学校を卒業し、又は外国で医師免許を得た者で、厚生労働大臣が前２号に掲げる者と同

等以上の学力及び技能を有し、且つ、適当と認定したもの

（不正受給者の措置）

第15条　医師国家試験又は医師国家試験予備試験に関して不正の行為があった場合には、当該不正行

為に関係のある者について、その受験を停止させ、又はその試験を無効とすることができる。この場

合においては、なお、その者について、期間を定めて試験を受けることを許さないことができる。

　　第３章の２　臨床研修

（臨床研修）

第16条の２　診療に従事しようとする医師は、２年以上、医学を履修する課程を置く大学に附属する

病院又は厚生労働大臣の指定する病院において、臨床研修を受けなければならない。

　　第４章　業　務

（医師でない者の医業の禁止）

第17条　医師でなければ、医業をなしてはならない。

（名称の使用制限）

第18条　医師でなければ、医師又はこれに紛らわしい名称を用いてはならない。

（応招義務等）

第19条　診療に従事する医師は、診察治療の求があった場合には、正当な事由がなければ、これを拒

んではならない。

保健師助産師看護師法（抄）

　　第１章　総　則

（法律の目的）

第１条　この法律は、保健師、助産師及び看護師の資質を向上し、もって医療及び公衆衛生の普及向上

を図ることを目的とする。
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（保健師の定義）

第２条　この法律において「保健師」とは、厚生労働大臣の免許を受けて、保健師の名称を用いて、保

健指導に従事することを業とする者をいう。

（助産師の定義）

第３条　この法律において「助産師」とは、厚生労働大臣の免許を受けて、助産又は妊婦、じょく婦若

しくは新生児の保健指導を行うことを業とする女子をいう。

（看護師の定義）

第５条　この法律において「看護師」とは、厚生労勧大臣の免許を受けて、傷病者若しくはじょく婦に

対する療養上の世話又は診療の補助を行うことを業とする者をいう。

　　第２章　免　許

（保健師・助産師・看護師の免許）

第７条　保健師になろうとする者は、保健師国家試験及び看護師国家試験に合格し、厚生労働大臣の免

許を受けなければならない。

２　助産師になろうとする者は、助産師国家試験及び看護師国家試験に合格し、厚生労働大臣の免許を

受けなければならない。

３　看護師になろうとする者は、看護師国家試験に合格し、厚生労働大臣の免許を受けなければならな

い。

（絶対的欠格事由）

第９条　次の各号のいずれかに該当する者には、前２条の規定による免許（以下「免許」という。）を

与えないことがある。

　１. 罰金以上の刑に処せられた者

　２. 前号に該当する者を除くほか、保健師、助産師、看護師又は准看護師の業務に関し犯罪又は不正

の行為があった者

　３. 心身の障害により保健師、助産師、看護師又は准看護師の業務を適正に行うことができない者と

して厚生労働省令で定めるもの

　４. 麻薬、大麻又はあへんの中毒者

（保健師籍・助産師籍・看護師籍）

第10条　厚生労働省に、保健師籍、助産師籍及び看護師籍を備え、登録年月日、第 14 条第１項の規定

による処分に関する事項その他の保健師免許、助産師免許及び看護師免許に関する事項を登録する。

（免許の付与及び免許証の交付）

第12条　保健師免許は、保健師国家試験及び看護師国家試験に合格した者の申請により保健師籍に登

録することによって行う。

２　助産師免許は、助産師国家試験及び看護師国家試験に合格した者の申請により、助産師籍に登録す

ることによって行う。

３　看護師免許は、看護師国家試験に合格した者の申請により、看護師籍に登録することによって行う。

５　厚生労働大臣又は都道府県知事は、免許を与えたときは、それぞれ保健師免許証、助産師免許証若

しくは看護師免許証又は准看護師免許証を交付する。

（免許の取消等）

第14条　保健師、助産師若しくは看護師が第９条各号のいずれかに該当するに至ったとき、又は保健師、

助産師若しくは看護師としての品位を損するような行為のあったときは、厚生労働大臣は、次に掲げ
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る処分をすることができる。

　１. 戒告

　２. ３年以内の業務の停止

　３. 免許の取消し

３　前２項の規定による取消処分を受けた者（第９条第１号若しくは第２号に該当し、又は保健師、助

産師、看護師若しくは准看護師としての品位を損するような行為のあった者として前２項の規定によ

る取消処分を受けた者にあっては、その処分の日から起算して５年を経過しない者を除く。）であっ

ても、その者がその取消しの理由となった事項に該当しなくなったとき、その他その後の事情により

再び免許を与えるのが適当であると認められるに至ったときは、再免許を与えることができる。この

場合においては、第 12 条の規定を準用する。

　　第３章　試　験

（試験の内容）

第17条　保健師国家試験、助産師国家試験、看護師国家試験又は准看護師国家試験は、それぞれ保健師、

助産師、看護師又は准看護師として必要な知識及び技能について、これを行う。

（試験の実施）

第18条　保健師国家試験、助産師国家試験及び看護師国家試験は、厚生労働大臣が、准看護師試験は、

都道府県知事が、厚生労働大臣の定める基準に従い、毎年少なくとも１回これを行う。

（保健師国家試験の受験資格）

第19条　保健師国家試験は、次の各号のいずれかに該当する者でなければ、これを受けることができな

い。

　１. 文部科学省令・厚生労働省令で定める基準に適合するものとして、文部科学大臣の指定した学校

において６月以上保健師になるのに必要な学科を修めた者

　２. 文部科学省令・厚生労働省令で定める基準に適合するものとして、厚生労働大臣の指定した保健

師養成所を卒業した者

　３. 外国の第２条に規定する業務に関する学校若しくは養成所を卒業し、又は外国において保健師免

許に相当する免許を受けた者で、厚生労働大臣が前２号に掲げる者と同等以上の知識及び技能を有

すると認めたもの

（助産師国家試験の受験資格）

第20条　助産師国家試験は、次の各号のいずれかに該当する者でなければ、これを受けることはできな

い。

　１. 文部科学省令・厚生労働省令で定める基準に適合するものとして、文部科学大臣の指定した学校

において６月以上助産に関する学科を修めた者

　２. 文部科学省令・厚生労働省令で定める基準に適合するものとして、厚生労働大臣の指定した助産

師養成所を卒業した者

　３. 外国の第３条に規定する業務に関する学校若しくは養成所を卒業し、又は外国において助産師免

許に相当する免許を受けた者で、厚生労働大臣が前２号に掲げる者と同等以上の知識及び技能を有

すると認めたもの

（看護師国家試験の受験資格）

第21条　看護師国家試験は、次の各号のいずれかに該当する者でなければ、これを受けることはでき
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ない。

　１. 文部科学省令・厚生労働省令で定める基準に適合するものとして、文部科学大臣の指定した学校

において３年以上看護師になるのに必要な学科を修めた者

　２. 文部科学省令・厚生労働省令で定める基準に適合するものとして、厚生労働大臣の指定した看護

師養成所を卒業した者

　３. 免許を得た後３年以上業務に従事している准看護師又は高等学校若しくは中等教育学校を卒業し

ている准看護師で前２号に規定する学校又は養成所において２年以上修業したもの

　４. 外国の第５条に規定する業務に関する学校若しくは養成所を卒業し、又は外国において看護師免

許に相当する免許を受けた者で、厚生労働大臣が前１号又は第２号に掲げる者と同等以上の知識及

び技能を有すると認めたもの



－ 194 － － 195 －

４　その他

ライフサイエンス特進コースの概要

　取組の背景　今日、わが国は、社会の急速な高齢化による疾病構造の変化、医師養成システムの改変、

医学部志願者の価値観の変遷等、種々の要因により、地域や特定診療科における医師の偏在、医師不足

という深刻な事態に直面している。本学でも医師不足が特に深刻と認められる全国 10 県中の１県とされ

た山梨県に存在することから、平成 20 年度より医学科の入学定員を 100 人から 110 人に増員し、山梨県

内で診療に従事する医師の育成に取組んでいる。この結果、医学部では、従来に増して、臨床医の育成

という喫緊の課題に重点を置いた教育をする必要に迫られ、臨床医の育成とともに重要な基礎医学研究

者や臨床研究医の育成は、医学部正規の教育カリキュラムにおいては、その目的を十分に果たすことが

極めて困難となっている。

　さらに、医学科学生の中で、基礎または臨床医学研究者、あるいは大学等の教育研究機関で指導的立

場に立つ教育研究者（アカデミックドクター）を志願する者が急速に減少している。この様な傾向が続

けば、先端生命科学研究、先進医療領域に於いて諸外国に遅れを取るのみならず、わが国の医学教育、

研究の質の低下を招き、ひいては、国民の健康を担保する医療の質の低下をも招来しかねないものであ

るから、早急にその予防策を講じなくてはならない。

　一方、医学科には同世代のトップレベルの学力を持つ学生が集まる傾向が長く続いており、指導力、

創造性や知的能力に長けたアカデミックドクターに成り得る資質を有した者が少なくない。そこで本プ

ログラムでは、医学研究に興味を持つ医学生を入学後早期に見出し、将来の医学界を担うアカデミック

ドクターに育成することを目的に、正規の教育カリキュラムと並行して以下の様に早期育成教育である

「ライフサイエンス特進コース」を実施する。なお本学では、既に平成 17 年度より全国に先駆けて、医

学生を対象に「ライフサイエンス特待生」制度を実施し、翌１８年度には、その成果を基に「ライフサ

イエンス特進コース」を全学的なサポートのもとでスタートさせた。本プログラムの概要は以下の通り

である。

　⑴　教養形成教育：本プログラムに参加を希望する１年次生は、科学者として自立するための基礎教

養力を形成するため、正規教育カリキュラムである全学共通教育科目の人間形成科目、語学、デー

タサイエンス、教養総合講義や生物学等と共に、夜間大学院生用に開講されている大学院講義の一

部を聴講し、専門に偏らない広い視野と教養を養う。

　⑵　研究リテラシー教育：基礎医学各教室に配属が決まった２年次生は、指導教員と相談の上、研究

テーマを選択し、指導教員からマンツーマンで研究指導を受けながら関連論文を精読する。同時に

研究を行っていく上でのリテラシーとして必須である科学コミュニケーション法、研究方法論、科

学倫理・生命倫理学、生物統計学等の科目を、大学院の演習、講義を通じて体系的に習得する。また、

主に休日に開催される、大学院生の為の各講座のセミナーや合同勉強会などに参加して、基礎的な

知識や実践的な方法論を学ぶと共に、発表力、討論力の育成を図る。

　⑶　基礎医学研究実践教育：３年次生は、引続き基礎医学研究を進めるとともに、得られた結果を積

極的に学内で発表し、プレゼンテーション能力、ディスカッション能力を向上させる。また、国内

外の学会で発表の機会を与える。４年次生は、得られた成果を論文にまとめ、学術雑誌に投稿する

ことを目指す。

　⑷　基礎・臨床融合研究実践教育：４年次生の中で臨床医学研究を希望する者については、臨床医学

講座と連携し、基礎と臨床の融合研究テーマを設定する。この際、テーマの決定に学生が主体的に
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加わるよう指導する。その上で、臨床医学講座と基礎医学講座の連携のもとで、臨床医学の視点に

立った基礎医学研究（臨床基礎医学研究と定義）を進める。同時に、臨床系大学院の講義を聴講し、

臨床医学の様々なテーマについて理解を深めた上で、臨床研究医として活躍出来る基盤を形成する。

５年次、６年次は引続き基礎医学あるいは臨床基礎医学研究を推進し、卒業時までに成果を国際学

術雑誌に論文発表することを目指す。

　上記教育プログラムを、教員評価体制の整備、戦略的学内教育研究プロジェクトによる助成、異分野

複数指導教員制度や教員のＦＤ等で支援、強化し、学生の要望に柔軟に対応しながら実施する。

取組の学生教育の目的と成果に関する具体的な目標
　本プログラムの教育目的は「基礎科学的な視点や分析能力を備え、総合的知を有し、研究志向性を持っ

た基礎または臨床医学研究者、あるいは大学等の教育研究機関で指導的立場に立つ教育研究者（アカデ

ミックドクター）を育てる」ことにある。これを敷衍すると潜在的能力及び意欲の両者を備えた人材を

選抜し、基礎医学的トレーニングを早期に受けさせ、基礎、臨床の何れのテーマに関しても研究をする

ことが可能となる人材を育成することである。これに依り、学部卒業時には、大学院博士課程の学生に

匹敵する研究能力を有した学生を育成でき、将来、臨床研修によって多少のブランクが生じても常に研

究志向性（リサーチマインド）を失わない医師を養成することが可能になる。本プログラム実践の成果

として得られる人材像としては、医学科出身者らしい総合的・網羅的に対象を認識する構造的視座を備

えながらも、基礎科学的な分析的視座をも持ち合わせ、必要に応じてこの両者を巧みに使い分ける事が

できる質の高い人材を想定している。このような人材が将来わが国各界の医学研究をリードしていく事

で長期的な医学研究の質の維持が可能となる。

　この目的達成のために具体的に以下の教育目標を設定する。即ち、（a）生命科学全般並びにその周辺

領域の基礎を十分に理解すること、（b）生命科学において何が重要な問題であるか判断し、これを発掘す

る力を養うこと、（c）目標とする結果を得るために適切な方法論を選択し、これを正確に実践出来る様に

なること、（d）臨床医学における複合的・重層的な問題を要素還元的に分解し、解析し易いモデルに変換す

る能力を養うこと、（e）現代の生命科学研究、臨床研究に必要とされる倫理規範を理解すること、の５項目

である。（a）では研究を行っていく上で必要な基礎的な知識を習得する。ここには生命科学それ自体の基

礎概念、思考法の習得は言うまでもなく、統計学的手法、生命倫理、論文執筆法など、研究に関連したリテ

ラシーも含まれる。（b）は配属先の基礎医学講座で担当教員と十分なディスカッションを積むこと、或い

は講座を跨ぐ合同セミナーなどを通じて具現化することを目標としている。（c）は生命科学方法論の習得

である。現在多くの手法が提唱され実践されているが、通常、大学院での研究では、しばしば方法論の手続

き（プロトコル）のみが伝達され、その手法の特徴、原理や限界についての理解が十分であるとは言い難

い。従って実験がうまく行かない場合の解決法を見いだせない者が増えている。これは正にマニュアル化

による弊害である。また、ある現象の証明に用いられる複線的な手法の適用に関しても、どれを用いると

効果的であるかという思考過程を省略してしまう傾向が強い。ここでは、学部学生のうちに、これらの考

え方を会得し、その適切な実践が可能となるよう教育を行う。（d）は臨床医学講座との共同で行う目標で

ある。臨床の現場で解決が望まれている様々な問題群を、臨床医の側から指摘してもらい、その解決にあ

たってこれ迄学んできた手法をどの様に適用するとよいのか、あるいは複合的な問題を、取り敢えずは、

解析し易い形にモデル化するにはどの様にこれを行うとよいかを考察することを目的とする。（e）では、

近年大きな問題となっている科学者自身の行動を規定する倫理規範の問題、更には患者を研究対象とし

た臨床研究に関して平成15 年に厚生労働省から提示された「臨床研究に関する倫理指針」に内包される

様な問題群を扱う。ここでは具体例と実践の場の中から抽出した事例をもとに、自らの極めて身近な問題
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として捉えていくことを教育し、本学の理念でも謳っている「医の倫理」のみならず、さらに幅広い「科学

倫理・生命倫理」の理念を包括的に理解させる。この様な観点から育成された人材は、現行の画一化された

教育プログラムの中で生み出される臨床医とは異なった視点を持つことが期待され、明日の医学を担う、

進取の気性に富む指導的、創造的な医師として世に広く求められると考えられる。

[ 参考] ライフサイエンス特進コースの募集要項（平成20 年度実績）
　専攻と仮配属（来年４月迄のながれ）

　メールでの申し込み（10 月31 日迄）

　見学日程の決定と研究室見学（11 月10 日頃決定、見学は年内）

　仮配属研究室の決定と仮配属（来年１月から３月迄）

　配属決定（新年度から）

配属決定後の義務
　医学科の学業を疎かにせず配属研究室で研究を行うこと。

　配属研究室から指定された大学院講義を聴講すること。

　配属研究室の方針に従ってセミナー等に参加すること。

　定期的な発表会で進捗状況を発表すること。

本コースの学内での位置付け
　学内プロジェクトとしての認可を受けている（本年で３期目）

　プログラム自体への財政的サポート（学長レベル）を受けている。

　現在文科省の助成獲得に向けた準備を行っている。

　正規プログラムになった時点で特待生としての特権（学位、学内研究費への応募資格等）を享受出来る。

　特別コースであるに関わらず、本コースに関係する一切の費用負担の義務が生じない。

応募に関する具体的手続き
希望者は10 月31 日迄に学務課に申し込む。申し込みの際には（a）氏名、学籍番号、（b）見学希望研究室名

（幾つでも可）、（c）研究に対する興味の方向性（400 字程度）、を記載のこと。期限を過ぎた応募は一切受

け付けないので注意する事。

　特進コース委員会で決定の後、11 月10 日迄に本人に面談手続きの詳細をメールで通知する。
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Ⅸ　工　学　部
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１　工学部履修規程

制定   平成 16 年４月１日

改正   平成 17 年４月１日

改正   平成 19 年４月１日

改正   平成 20 年４月１日

改正   平成 21 年４月１日

改正   平成 22 年４月１日

（総　　則）

第１条　本学部の授業科目及び履修の方法については、この規程の定めるところによる。

（授業科目）

第２条　授業科目は、全学共通教育科目、学部入門ゼミ及び専門科目に大別する。

２　全学共通教育科目は、人間形成科目部門、語学教育部門、テーマ別教養科目部門、基礎科目部門

及び自発的教養科目部門に区分して開設する。

３　専門科目は、基礎教育部門、基礎工学部門、応用工学部門及び特殊研究部門に区分して開設する。

４　開設する授業科目、単位数及び標準的な履修年次・毎週時間数は、別表のとおりとする。

５　山梨大学学則 25 条の規定に基づき、他の学部の授業科目を履修することができる。

６　前項に定める授業科目のほか、山梨大学学則第 26 条及び第 27 条の規定に基づき、他の大学（外国

の大学を含む。）の授業科目を履修することができる。

（授業時間数）

第３条　各授業科目の１単位あたりの授業時間数等については、次のとおりとする。

　⑴　講義・演習による授業科目については、15 時間又は 30 時間

　⑵　実験・実技・実習等による授業科目については、30 時間又は 45 時間

　⑶　卒業論文については、60 時間

　⑷　インターンシップについては、１週間以上（40 時間以上）

（履修方法）

第４条　授業科目の各部門における履修方法は、次条以下に定めるとおりとする。

（人間形成科目部門、語学教育部門、テーマ別教養科目部門、基礎科目部門、自発的教養科目部門）

第５条　人間形成科目部門、語学教育部門、テーマ別教養科目部門、基礎科目部門及び自発的教養科目

部門においては、「全学共通教育科目履修案内」（本学生便覧 45 ページ参照）により、次に示す単位

を修得しなければならない。

　⑴　人間形成科目部門から６単位以上　　

　⑵　語学教育部門から 14 単位以上

　⑶　テーマ別教養科目部門から 10 単位以上

　⑷　基礎科目部門を修得しても第 12 条に定める 124 単位に含めることはできない。

　⑸　自発的教養科目部門を修得すれば全学共通教育科目の単位に含めることができる。

２　各学科等別表の規定により、特定科目を必修科目にすることができる。　

（学部入門ゼミ）

第６条　別表１に示す所属学科等の学部入門ゼミ２単位を修得しなければならない。

（基礎教育部門、基礎工学部門、応用工学部門、特殊研究部門）

第７条　基礎教育部門、基礎工学部門、応用工学部門及び特殊研究部門においては、別表２から別表

10 に示す各所属学科等の開設授業科目より、次に示す単位数を修得しなければならない。

　⑴　基礎教育部門から 28 単位以上
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　⑵　基礎教育部門及び基礎工学部門から 64 単位以上

　⑶　基礎教育部門、基礎工学部門、応用工学部門及び特殊研究部門から 90 単位以上

２　前項に定めるほか、履修上の必要事項については、学科等ごと別表に示す。

（履修申告）

第８条　履修しようとする授業科目は申告して、その授業科目担当教員の承認を受けなければならない。

２　他学科等の授業科目を、申告して、その授業科目担当教員の承認を受けることにより、履修するこ

とができる。ただし、その修得単位を第７条に挙げた単位に含めることはできない。

３　履修申告に関する細則は、別に定める。

（成績評価及び単位認定）

第９条　授業科目の成績評価は原則として試験の結果による。

２　成績は 100 点を満点とする点数により表示する。

３　成績が 60 点以上の授業科目について所定の単位を認定する。

４　成績を評語により表示する場合には、90 点以上を「Ｓ」，90 点未満 80 点以上を「Ａ」，80 点未満 70

点以上を「Ｂ」，70 点未満 60 点以上を「Ｃ」、60 点未満を「Ｄ」とする。

（試　験）

第 10 条　試験は中間試験及び修了試験とする。中間試験は随時行い、修了試験は学期の終わりに行う。

２　修了試験は、それが行われる学期において、その授業科目の授業に３分の２以上出席していなけれ

ば、受けることができない。

３　修了試験については、特別の理由がある場合、その再試験を願い出ることができる。

４　再試験に関する細目は、別に定める。

（成績不振者に対する修学指導）

第 10 条の２　病気その他やむを得ない事情が無いにもかかわらず、修学状況が著しく不良で、取得単位

数等が別表 11 に定める基準に達しない者には、成績不振注意あるいは退学勧告の修学指導措置を行

うことがある。

２　退学勧告を連続して２回以上受けたにもかかわらず、修学状況に改善が見られず、成業の見込みの

ない者には山梨大学学則第 36 条２項により退学命令を行うことがある。

３　第１項の規定により退学勧告を受けて退学した者で、１年以上経過した後、再入学の意志をもつ者

は、学則第 11 条により再入学を認めることがある。

４　その他修学指導措置に関しては、別に定める。

（卒業論文等）

第 11 条　卒業論文等は、その学科等に３年以上修学し、次に示す要件を満たさなければ、履修するこ

とができない。

　⑴　第５条第１項第１号から第３号に定める単位数を含む全学共通教育科目を 30 単位以上修得して

いること。

　⑵　第６条に定める単位数２単位を修得していること。

　⑶　第７条第１項第１号及び第２号に定める単位数 64 単位以上を修得していること。

２　卒業論文等の履修に関する細則は、別に定める。　

（卒業の要件）

第 12 条　卒業の要件は、第 11 条に定める単位を修得したのち、１年以上在学し、第５条第１項第１号

から第３号に定める単位数を含め、基礎科目部門を除く全学共通教育科目を 32 単位以上、第６条に

定める学部入門ゼミ２単位、第７条に定める専門科目を 90 単位以上、合計 124 単位以上を修得して

いることとする。

２　第２条第６項の規定により他の大学（外国の大学を含む。）で修得した単位は、教授会の議に基づ
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き、60 単位を越えない範囲で前項に定める 124 単位に含ませることができる。

（教育職員免許状取得に要する授業科目）

第 13 条　高等学校教諭一種免許状の授与を受ける場合は、教育職員免許法に定める関係科目の単位数

を別に示すとおり修得していなければならない。

（特別編入学生の単位認定及び履修方法に関する特例）

第 14 条　工業高等専門学校を卒業し本学部に特別編入学した者（以下「特別編入生」という。）の工業

高等専門学校において履修した授業科目及びその修得単位数については、審査の上、全学共通教育科

目の人間形成科目部門を６単位、語学教育科目部門を８単位、テーマ別教養科目（基幹科目を除く。）

を８単位計 22 単位と学部入門ゼミ２単位を一括認定する。専門科目は、審査の上、55 単位までを認

定する。

２　特別編入生については、編入された年次の学部学生に該当する履修規程を適用する。

３　特別編入生については、別表に示す順序指定授業科目の履修順序を適用しない。

４　特別編入生については、所属学科が認めるときは第８条第２項の規定にかかわらず、他学科等の授

業科目を履修し、第７条に定める単位に含ませることができる。

５　特別編入生が卒業論文を履修できる要件は、第 11 条の規定にかかわらず、その学科に１年以上在

学し、第 11 条第１項第３号に定める単位を修得していることとする。

（編入学生の単位認定及び履修方法に関する特例）

第 14 条の２　大学に２年以上在学又は短期大学もしくは工業高等専門学校を卒業し本学部に編入学し

た者（以下「編入生」という。）の大学又は短期大学及び工業高等専門学校において履修した授業科

目及びその修得単位数については、審査の上、全学共通教育科目の人間形成科目部門を６単位、語学

教育科目部門を８単位、テーマ別教養科目（基幹科目を除く。）を８単位計 22 単位と学部入門ゼミ２

単位を一括認定する。専門科目は、審査の上、所属学科毎に定める単位数を認定する。

２　編入生については、編入された年次の学部学生に該当する履修規程を適用する。

３　編入生については、別表に示す順序指定授業科目の履修順序を適用しない。

４　編入生については、所属学科が認めるときは第８条第２項の規定にかかわらず、他学科等の授業科

目を履修し、第７条に定める単位に含ませることができる。

５　編入生が卒業論文を履修できる要件は、第 11 条の規定にかかわらず、その学科に１年以上在学し、

第 11 条第１項第３号に定める単位を修得していることとする。

（外国人留学生の授業科目及び履修方法に関する特例）

第 15 条　外国人留学生については、語学教育部門の外国語としては、常用語以外の外国語を履修しな

ければならない。ただし、英語を常用語とする者は、語学教育部門の中に開設する日本語を英語に代

えることができる。

２　外国人留学生に対しては、語学教育部門の中に日本語科目に関する授業科目を開設する。

　　また、テーマ別教養科目部門の中に日本事情に関する授業科目を開設する。

（その他の事項）

第 16 条　この規程に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

　附　　則

１　この規程は、平成 16 年４月１日から施行する。　

２　この規程は、平成 17 年４月１日から施行する。

３　工学部履修規程（平成 10 年４月１日制定）は、廃止する。

４　平成 16 年３月 31 日に在学する者については、なお、従前の工学部履修規程による。

５　平成 16 年度及び平成 17 年度に特別編入・編入学する者については、なお、従前の履修規程による。
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学部入門ゼミ

別表１

授業科目
授 業 科 目 名

単　
　

位

毎 週
時間数

履
修
年
次

備　　　　考
番 号 前

期
後
期

060510 機械システム工学入門ゼミ ２ ２ １

060520 電気電子システム工学入門ゼミ ２ ２ １

060530 コンピュータ・メディア工学入門ゼミ ２ ２ １

060540 土木環境工学入門ゼミ ２ ２ １

060551 応用化学入門ゼミ ２ ２ １

060555 生命工学入門ゼミ ２ ２ １

060560 循環システム工学入門ゼミ ２ ２ １

060570 クリーンエネルギー入門ゼミ ２ ２ １
060580 ワイン科学入門ゼミ ２ ２ １

６　平成 17 年度及び平成 18 年度に特別編入・編入学する者については、なお、従前の履修規程による。

７　平成 18 年度及び平成 19 年度に特別編入・編入学する者については、なお、従前の履修規程による。

　附　　則

１　この規程は、平成 19 年４月１日から施行し、平成 19 年４月１日以降の入学者から適用する。

２　平成 19 年度及び平成 20 年度に特別編入・編入学する者については、なお、従前の履修規程による。

　附　　則

１　この規程は、平成 20 年４月１日から施行し、平成 20 年４月１日以降の入学者から適用する。

２　平成 20 年度及び平成 21 年度に特別編入・編入学する者については、なお、従前の履修規程による。

　附　　則

１　この規程は、平成 21 年４月１日から施行し、平成 21 年４月１日以降の入学者から適用する。

２　平成 21 年度及び平成 22 年度に特別編入・編入学する者については、なお、従前の履修規程による。

　附　　則

１　この規程は、平成 22 年４月１日から施行し、平成 22 年４月１日以降の入学者から適用する。

２　平成 22 年度及び平成 23 年度に特別編入・編入学する者については、なお、従前の履修規程による。
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機械システム工学科専門科目

［機械デザイン（Ｄ）コース］
別表２

部 

門

系 

列

授業科
授 業 科 目 名

単 

位

毎週時間数（前期・後期）
備　考

工業の

目番号 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 関係科目

基　
　

礎　
　

教　
　

育

数　

学

251000 線形代数学Ⅰ ２ ２　０ ●
251010 線形代数学Ⅱ ２ ０　２
251041 解析学 ２ ２　０
251060 微分方程式Ⅰ ２ ２　０
251070 微分方程式Ⅱ ２ ０　２
257010 微分積分学Ⅰ ２ ２　０ ●
257020 微分積分学Ⅱ ２ ０　２

情　

報

251080 情報処理及び実習 ２ ３　０
251090 数値計算及び実習 ２ ３　０
251103 確率・統計学及び演習 ２ ０　３ ●
251102 コミュニケーション ２ ２　０

自
然
科
学

251110 基礎物理学Ⅰ ２ ２　０ ●
251120 基礎物理学Ⅱ ２ ０　２
251150 応用物理学Ⅰ ２ ０　２
251160 応用物理学Ⅱ ２ ２　０
251170 基礎化学Ⅰ ２ ２　０
251180 基礎化学Ⅱ ２ ０　２

社
会
科
学

251200 幸福・福祉概論 ２ ２　０ ●

基　
　

礎　
　

工　
　

学

261000 機械システム工学実験Ⅰ １ ３　０ ●　 ☆
261010 機械システム工学実験Ⅱ １ ０　３ ● ☆
261041 流体工学Ⅰ ２ ０　２ ①　③－４ ☆
261052 流体工学Ⅱ及び演習 ２ ３　０ ①　③－４ ☆
261061 熱力学及び演習 ２ ３　０ ①　③－５ ☆
261070 伝熱工学 ２ ０　２ ①　③－５ ☆
261091 機械力学及び演習 ２ ０　３ ①　③－３ ☆
261100 機構学 ２ ２　０ ①　③－３ ☆
261110 材料力学Ⅰ ２ ２　０ ①　③－１ ☆
261121 材料力学Ⅱ及び演習 ２ ０　３ ①　③－１ ☆
261150 材料の科学Ⅰ ２ ０　２ ①　③－２ ☆
261160 材料の科学Ⅱ ２ ２　０ ①　③－２ ☆
261162 加工学Ⅰ ２ ０　２ ①　③－６ ☆
261163 加工学Ⅱ ２ ２　０ ①　③－６ ☆
261181 ものづくり実習Ⅰ １ ３　０ ●△ ☆
261191 ものづくり実習Ⅱ １ ０　３ ●△ ☆
261201 電気電子工学 ２ ２　０ ①　③－７ ☆
261231 技術英語Ⅰ ２ ０　２ ① ☆
261232 技術者倫理 ２ ０　２ ● ☆
261233 設計法概論 ２ ２　０ ①　③－７ ☆
261234 機械要素設計 ２ ０　２ ①　③－７ ☆
261241 機械工学デザインⅠ １ ０　３ ●△ ☆
261242 機械工学デザインⅡ １ ３　０ ●△ ☆
261400 振動工学 ２ ２　０ ①　③－３ ☆

応
用
工
学

271000 機械システム工学実験Ⅲ １ ３　０ ● ☆
271012 流体工学Ⅲ ２ ０　２ ②　③－４ ☆
271031 エネルギー変換学 ２ ２　０ ②　③－５ ☆
271041 制御工学 ２ ０　２ ②　③－３ ☆
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（必修科目）
●印は必修科目で、そのすべてを修得しなければならない。

（選択必修科目）
①、②印は選択必修科目で、①印の科目を 28 単位以上、②印の科目を６単位以上修得しなければなら
ない。
③印は選択必修科目で、③－１から③－７までの各分野毎においては、必ず 1 科目以上を修得しなけ
ればならない。

（履修順序指定）
△印は履修順序指定科目で、ものづくり実習はものづくり実習Ⅰ、Ⅱの順番に、機械工学デザインは
機械工学デザインⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの順番に修得しなければならない。
ただし、特別編入学生については指定の順序によらないことができる。

（卒業論文、技術英語Ⅱ）
卒業論文の一般的履修要件としては、別に工学部履修規程がある。また、技術英語Ⅱの履修要件は卒
業論文のそれと同様である。

（リーダー養成科目）
その他の部門の「リーダー養成科目」と記した科目は、地域産業リーダー養成のための特別授業科目
であり、そのすべてを修得した者には地域産業リーダー特別認定証が授与される（本学生便覧 242 ペー
ジ参照）。なお、この科目を修得しても、卒業に必要な単位数に含めることはできない。
ただし、リーダー養成特別インターンシップ２」を修得した場合は、特殊研究部門「インターンシップⅠ」
に、「リーダー養成特別インターンシップ３」を修得した場合は、特殊研究部門「インターンシップⅡ」
の単位として代えることができる。

（学大将プロジェクト科目）
その他の部門の「学大将プロジェクト科目」と記した科目は、工学部教育プロジェクトである「統合
能力型高度技術者養成プロジェクト　― 自発リーダー（学大将）を生む環境作り―」のための特別授
業科目であり、そのプロジェクトのうちマイハウスプラン（キャリアハウス、ベンチャーハウス）に
おける活動内容を吟味して単位が認定される。なお、この科目を修得しても、卒業に必要な単位数に
含めることはできない。

（その他）
★インターンシップⅠ、Ⅱは、年度を通じて実行可能な休業中に、リーダー養成特別インターンシッ
プ１、２、３は実行可能な時期に実施する。
☆印は教育職員免許状（工業）を取得するための認定科目である。

（注意事項）
授業担当者が認めれば他のコースの授業科目を履修し、単位を修得することができるが、その単位を
第７条に規定された単位数に含めることはできない。

応
用
工
学

271051 材料力学Ⅲ ２ ０　２ ②　③－１ ☆
271122 塑性加工 ２ ０　２ ②　③－２ ☆
271141 技術英語Ⅱ ２ ２　０ ● ☆
271142 機械工学デザインⅢ １ ０　３ ●△ ☆
271143 機械工学デザインⅣ １ ３　０ ●△ ☆
271230 生産システム工学 ２ ０　２ ②　③－６ ☆

特
殊
研
究

287010 ベンチャービジネス論 ２ ２　０ ☆
287040 ＰＢＬものづくり実践ゼミ ２ ０　２
281002 インターンシップⅠ １ ★ ★ ★
281003 インターンシップⅡ １ ★ ★ ★
281011 特別講義 １ ０　１
281060 機械システム工学卒業論文 ６ ８　16 ●

そ 

の 

他

290001 リーダー養成特別演習１ １ ０　２ リーダー養成科目
290002 リーダー養成特別演習２ １ ２　０ リーダー養成科目
290003 リーダー養成特別演習３ １ ２　０ リーダー養成科目
290031 リーダー養成特別インターンシップ１ １ ★ リーダー養成科目
290032 リーダー養成特別インターンシップ２ １ ★ リーダー養成科目
290033 リーダー養成特別インターンシップ３ １ ★ リーダー養成科目
290051 キャリア形成実習１ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290052 キャリア形成実習２ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目
290053 キャリア形成実習３ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290054 キャリア形成実習４ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目
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部 

門

系 

列

授業科
授 業 科 目 名

単 

位

毎週時間数（前期・後期）
備　考

工業の

目番号 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 関係科目

基　
　

礎　
　

教　
　

育

数　

学

251000 線形代数学Ⅰ ２ ２　０ ○ａ　
251010 線形代数学Ⅱ ２ ０　２ ○ａ
251045 解析学 ２ ０　２
251060 微分方程式Ⅰ ２ ２　０ ○ｃ
251070 微分方程式Ⅱ ２ ０　２ ○ｃ
257010 微分積分学Ⅰ ２ ２　０ ○ｂ
257020 微分積分学Ⅱ ２ ０　２ ○ｂ

情 251080 情報処理及び実習 ２ ３　０ ●
報 251100 確率・統計学 ２ ２　０ ●

自　

然　

科　

学

251110 基礎物理学Ⅰ ２ ２　０ ○ｄ
251120 基礎物理学Ⅱ ２ ０　２ ○ｄ
251130 基礎物理学Ⅲ ２ ２　０
251145 基礎物理学実験Ⅰ ２ ０　４
251146 基礎物理学実験Ⅱ ２ ４　０
251150 応用物理学Ⅰ ２ ０　２ ○ｄ
251160 応用物理学Ⅱ ２ ０　２
251170 基礎化学Ⅰ ２ ２　０
251180 基礎化学Ⅱ ２ ０　２

社
会
科
学

251106 技術者倫理 ２ ０　２ ● ☆

基　
　

礎　
　

工　
　

学

261000 機械システム工学実験Ⅰ １ ３　０ ● ☆
261010 機械システム工学実験Ⅱ １ ０　３ ● ☆
261031 基礎工学演習Ⅰ １ ０　２ ● ☆
261032 基礎工学演習Ⅱ １ ２　０ ● ☆
261033 基礎工学演習Ⅲ １ ０　２ ● ☆
261034 基礎工学演習Ⅳ １ ２　０ ● ☆
261045 コミュニケーション演習 １ ０　２ ●
261055 プレゼンテーション演習 １ ０　２ ●
261065 プログラミング ２ ２　０ ② ☆
261075 数値計算法及び実習 ２ ０　２ ② ☆
261080 熱流体工学 ２ ０　２ ③ ☆
261090 機械力学 ２ ０　２ ① ☆
261100 機構学 ２ ２　０ ① ☆
261110 材料力学Ⅰ ２ ２　０ ① ☆
261120 材料力学Ⅱ ２ ０　２ ① ☆
261150 材料の科学Ⅰ ２ ０　２ ① ☆
261160 材料の科学Ⅱ ２ ２　０ ① ☆
261180 機械実習Ⅰ １ ３　０ ● ☆
261190 機械実習Ⅱ １ ０　３ ● ☆
261206 電子デバイスと電子機器 ２ ２　０ ② ☆
261215 デジタルハードウェア ２ ０　２ ② ☆
261230 量子工学 ２ ２　０ ① ☆
261245 計測・センサ工学 ２ ０　２ ② ☆
261250 制御工学 ２ ２　０ ② ☆
261285 図形の科学 ２ ２　０ ③ ☆
261290 機械設計Ⅰ ２ ２　０ ③ ☆
261300 機械設計Ⅱ ２ ０　２ ③ ☆
261311 機械システム工学製図 １ ０　３ ● ☆
261321 機械要素設計製図Ⅰ １ ３　０ ● ☆
261331 機械要素設計製図Ⅱ １ ０　３ ● ☆
261340 工業英語演習 １ ２　０ ● ☆

機械システム工学科専門科目

［機械情報（Ｉ）コース］
別表２
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応　

用　

工　

学

271015 機械情報工学 ２ ０　２ ② ☆
271050 振動工学 ２ ２　０ ① ☆
271075 弾塑性学 ２ ２　０ ① ☆
271085 素形材工学 ２ ０　２ ③ ☆
271105 機械加工学 ２ ２　０ ③ ☆
271110 精密加工学 ２ ０　２ ③ ☆
271150 マイクロ加工学 ２ ０　２ ③ ☆
271165 応用光学 ２ ２　０ ② ☆
271200 ＣＡＤ／ＣＡＭ ２ ０　２ ③ ☆
271211 機構設計製図 １ ３　０ ● ☆
271221 感性デザイン実習 １ ０　３ ● ☆

特 

殊 

研 

究

287010 ベンチャービジネス論 ２ ２　０ ☆
287020 品質管理概論 ２ ２　０ ☆
287030 実践ものづくり実習 １ ０　２
287040 ＰＢＬものづくり実践ゼミ ２ ０　２
281002 インターンシップⅠ １ ★ ★ ★
281003 インターンシップⅡ １ ★ ★ ★
281050 技術英語 １ ２　０ ● ☆
281060 機械ｼｽﾃﾑ工学卒業論文 ６ ８　16 ●

そ 

の 

他

290001 リーダー養成特別演習１ １ ０　２ リーダー養成科目
290002 リーダー養成特別演習２ １ ２　０ リーダー養成科目
290003 リーダー養成特別演習３ １ ２　０ リーダー養成科目
290031 リーダー養成特別インターンシップ１ １ ★ リーダー養成科目
290032 リーダー養成特別インターンシップ２ １ ★ リーダー養成科目
290033 リーダー養成特別インターンシップ３ １ ★ リーダー養成科目
290051 キャリア形成実習１ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290052 キャリア形成実習２ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目
290053 キャリア形成実習３ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290054 キャリア形成実習４ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目

（必修科目）
�●印は必修科目で、そのすべてを修得しなければならない。

（選択必修科目）
○ a、○ b、○ c、○ d印は選択必修科目で、○ a、○ b、○ c、○ d印の科目からそれぞれ２単位以上
修得しなければならない。①、②、③印は選択必修科目で、①印の科目を 14 単位以上、②印の科目を
12 単位以上、③印の科目を 12 単位以上修得しなければならない。

（卒業論文及び技術英語）
卒業論文の一般的履修要件としては、別に工学部履修規程がある。また、技術英語の履修要件は卒業
論文のそれと同様である。

（リーダー養成科目）
その他の部門の「リーダー養成科目」と記した科目は、地域産業リーダー養成のための特別授業科目
であり、そのすべてを修得した者には地域産業リーダー特別認定証が授与される（本学生便覧 242 ペー
ジ参照）。なお、この科目を修得しても、卒業に必要な単位数に含めることはできない。
ただし、「リーダー養成特別インターンシップ２」を修得した場合は、特殊研究部門「インターンシッ
プⅠ」に、「リーダー養成特別インターンシップ３」を修得した場合は、特殊研究部門「インターンシッ
プⅡ」の単位として代えることができる。

（学大将プロジェクト科目）
その他の部門の「学大将プロジェクト科目」と記した科目は、工学部教育プロジェクトである「統合
能力型高度技術者養成プロジェクト　― 自発リーダー（学大将）を生む環境作り―」のための特別授
業科目であり、そのプロジェクトのうちマイハウスプラン（キャリアハウス、ベンチャーハウス）に
おける活動内容を吟味して単位が認定される。なお、この科目を修得しても、卒業に必要な単位数に
含めることはできない。

（その他）
★インターンシップⅠ、Ⅱは、年度を通じて実行可能な休業中に、リーダー養成特別インターンシッ
プ１、２、３は実行可能な時期に実施する。
☆印は教育職員免許状（工業）を取得するための認定科目である。

（注意事項）
授業担当者が認めれば他コースの授業科目を履修し、単位を修得することができるが、その単位を第
７条に規定された単位数に含めることはできない。
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部 

門

系 

列

授業科
授 業 科 目 名

単 

位

毎週時間数（前期・後期）
備　考

工業の

目番号 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 関係科目

基　
　

礎　
　

教　
　

育

数　

学

257010 微分積分学Ⅰ ２ ２　０

257020 微分積分学Ⅱ ２ ０　２

252007 基礎解析学 ２ ２　０

252012 線形代数学 ２ ２　０

252013 応用解析Ⅰ ２ ０　２

252014 応用解析Ⅱ ２ ２　０

情
報

252020 情報処理及び実習 ３ ４　０ ●

自
然
科
学

252030 基礎物理学Ⅰ ２ ２　０

252031 基礎物理学Ⅱ ２ ０　２

252035 物理学実験 ２ ４　０

252037 マテリアルサイエンス ２ ０　２

252042 基礎化学 ２ ２　０

252045 基礎生物学 ２ ２　０

252048 化学実験 ２ ４　０

252060 科学の作法 ２ ０　２

社
会
科
学

252065 技術者倫理 ２ ０　２ ● ☆

252071 技術者英語 ２ ２　０ ● ☆

統
計

252051 基礎統計学及び実習 ２ ０　２

基　
　

礎　
　

工　
　

学

262000 基礎電気理論 ２ ２　０ ● ☆

262004 電気回路Ⅰ ２ ２　０ ● ☆

262005 電気回路Ⅰ演習 １ ２　０ ● ☆

262006 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ序論及び実習 ２ ０　２ ● ☆

262010 電気回路Ⅱ ２ ０　２ ● ☆

262011 電気回路Ⅱ演習 １ ０　２ ● ☆

262014 電子回路Ⅰ ２ ０　２ ● ☆

262015 電子回路Ⅰ演習 １ ０　２ ● ☆

262018 ｿﾌﾄｳｪｱ設計及び実習 ２ ２　０ ☆

262022 電磁気学Ⅰ ２ ０　２ ● ☆

262023 電磁気学Ⅰ演習 １ ０　２ ● ☆

262028 量子力学 ２ ０　２ ☆

262030 ディジタル回路 ２ ２　０ ☆

262032 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ制御及び実習 ３ ０　４ ● ☆

262036 電気・電子工学実験Ⅰ ２ ０　４ ● ☆

262038 電磁気学Ⅱ ２ ２　０ ● ☆

262039 電磁気学Ⅱ演習 １ ２　０ ● ☆

262042 電子デバイス工学Ⅰ ２ ２　０ ● ☆

262043 電子デバイス工学Ⅰ演習 １ ２　０ ● ☆

262058 システム制御工学Ⅰ ２ ０　２ ☆

262050 ディジタル信号処理 ２ ０　２ ☆

262062 電気・電子工学実験Ⅱ ２ ４　０ ● ☆

電気電子システム工学科専門科目

［情報エレクトロニクス（Ｅ）コース］
別表３
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応

用

工

学

272001 数値数式処理及び実習 ２ ２　０ ☆

272003 光波動工学 ２ ０　２ ☆

272054 電気エネルギー変換工学 ２ ２　０ ☆

272035 電子回路Ⅱ ２ ２　０ ☆

272070 電子デバイス工学Ⅱ ２ ０　２ ☆

272005 量子工学 ２ ０　２ ☆

272022 電気応用実験 ２ ０　４ ● ☆

272024 電子応用実験 ２ ０　４ ● ☆

272064 計測センシング工学 ２ ０　２ ☆

272034 パワーエレクトロニクス ２ ２　０ ☆

特 

殊 

研 

究

282001 機械加工及び実習 ２ ３　０ ☆

282004 通信法規 １ １　０ ☆

282006 電気法規及び電気施設管理 １ １　０ ☆

282002 インターンシップⅠ １ ★ ★ ★

282003 インターンシップⅡ １ ★ ★ ★

282020 電気電子ｼｽﾃﾑ工学研修 ２ ２　２ ●

282022 電気電子ｼｽﾃﾑ工学卒業論文 ６ ８　16 ●

287010 ベンチャービジネス論 ２ ２　０ ☆

そ
の
他

287030 実践ものづくり実習 １ ０　２

287040 ＰＢＬものづくり実践ゼミ ２ ０　２

289000 高電圧工学 ２ ０　２ 資格対応科目 ☆

289010 電力発生工学 ２ ０　２ 資格対応科目 ☆

289015 電機制御工学 ２ ０　２ 資格対応科目 ☆

289020 電気設計製図 ２ ２　０ 資格対応科目 ☆

289030 電力伝送工学 ２ ２　０ 資格対応科目 ☆

290001 リーダー養成特別演習１ １ ０　２ リーダー養成科目

290002 リーダー養成特別演習２ １ ２　０ リーダー養成科目

290003 リーダー養成特別演習３ １ ２　０ リーダー養成科目

290031 リーダー養成特別インターンシップ１ １ ★ リーダー養成科目

290032 リーダー養成特別インターンシップ２ １ ★ リーダー養成科目

290033 リーダー養成特別インターンシップ３ １ ★ リーダー養成科目

290051 キャリア形成実習１ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目

290052 キャリア形成実習２ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目

290053 キャリア形成実習３ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目

290054 キャリア形成実習４ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目

電気電子システム工学科専門科目

［情報通信システム（Ｓ）コース］
別表３

部 

門

系 

列

授業科
授 業 科 目 名

単 

位

毎週時間数（前期・後期）
備　考

工業の

目番号 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 関係科目

基　

礎　

教　

育

数　

学

257010 微分積分学Ⅰ ２ ２　０

257020 微分積分学Ⅱ ２ ０　２

252007 基礎解析学 ２ ２　０

252012 線形代数学 ２ ２　０

252013 応用解析Ⅰ ２ ０　２

252014 応用解析Ⅱ ２ ２　０

情
報

252020 情報処理及び実習 ３ ４　０ ●

252051 基礎統計学及び実習 ２ ０　２
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基　

礎　

教　

育

自
然
科
学

252030 基礎物理学Ⅰ ２ ２　０

252031 基礎物理学Ⅱ ２ ０　２

252035 物理学実験 ２ ４　０

252042 基礎化学 ２ ２　０

252045 基礎生物学 ２ ２　０

252048 化学実験 ２ ４　０

252060 科学の作法 ２ ０　２

社
会
科
学

252065 技術者倫理 ２ ０　２ ● ☆

252071 技術者英語 ２ ２　０ ● ☆

基　
　

礎　
　

工　
　

学

262000 基礎電気理論 ２ ２　０ ● ☆

262002 基礎電子デバイス ２ ０　２ ☆

262004 電気回路Ⅰ ２ ２　０ ● ☆

262005 電気回路Ⅰ演習 １ ２　０ ☆

262007 ｿﾌﾄｳｪｱ設計Ⅰ及び実習 ２ ０　２ ● ☆

262010 電気回路Ⅱ ２ ０　２ ● ☆

262011 電気回路Ⅱ演習 １ ０　２ ☆

262014 電子回路Ⅰ ２ ０　２ ● ☆

262015 電子回路Ⅰ演習 １ ０　２ ☆

262019 ｿﾌﾄｳｪｱ設計Ⅱ及び実習 ２ ２　０ ☆

262022 電磁気学Ⅰ ２ ０　２ ● ☆

262023 電磁気学Ⅰ演習 １ ０　２ ☆

262030 ディジタル回路 ２ ０　２ ● ☆

262031 ディジタル回路演習 １ ０　２ ☆

262032 コンピュータ制御及び実習 ３ ０　４ ● ☆

262036 電気・電子工学実験Ⅰ ２ ０　４ ● ☆

262062 電気・電子工学実験Ⅱ ２ ４　０ ● ☆

262038 電磁気学Ⅱ ２ ２　０ ● ☆

262039 電磁気学Ⅱ演習 １ ２　０ ☆

262044 電子デバイス工学 ２ ２　０ ☆

262052 信号とシステム ２ ０　２ ● ☆

262053 信号とシステム演習 １ ０　２ ☆

262056 情報通信Ⅰ ２ ２　０ ● ☆

262057 情報通信Ⅰ演習 １ ２　０ ☆

262058 システム制御工学Ⅰ ２ ２　０ ● ☆

262059 システム制御工学Ⅰ演習 １ ２　０ ☆

応 　

用 　

工　

 

学

272021 計算機アーキテクチャ ２ ２　０ ☆

272019 ｿﾌﾄｳｪｱ設計Ⅲ及び実習 ２ ０　２ ☆

272054 電気エネルギー変換工学 ２ ２　０ ☆

272035 電子回路Ⅱ ２ ２　０ ☆

272010 情報通信Ⅱ ２ ０　２ ☆

272014 光・電磁波工学 ２ ０　２ ☆

272073 システム制御工学Ⅱ ２ ０　２ ☆

272022 電気応用実験 ２ ０　４ ● ☆

272024 電子応用実験 ２ ０　４ ● ☆

272064 計測センシング工学 ２ ０　２ ☆

272034 パワーエレクトロニクス ２ ２　０ ☆
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（注）工学部履修規程のほか、下記の規程があるので注意すること。
（必修科目）
●はそのコースの必修科目で、卒業までにそのすべてを修得しなければならない。

（卒業論文履修要件）
下記の①、②要件を満たす者のみが卒業論文を履修できる。
①基礎教育、基礎工学、応用工学の３部門に属する所属コース必修科目 40 単位のうち 32 単位以上修
得していること。

②基礎教育、基礎工学、応用工学の３部門の修得単位数を合計 72 単位以上修得していること。
（その他）
①★のインターンシップⅠ、Ⅱは、年度を通じて実行可能な休暇中に、リーダー養成特別インターンシッ
プ１、２、３は実行可能な時期に実施する。

②☆は教育職員免許状（工業）を取得するための認定科目である。
③その他の部門「資格対応科目」と記した科目は、電気主任技術者等の資格取得のための科目である。
この部門の科目を修得しても第７条に規定された単位数に含めることはできない。

④その他の部門「リーダー養成科目」と記した科目は、地域産業リーダー養成のための特別授業科目
であり、そのすべてを修得した者には地域産業リーダー特別認定証が授与される（本学生便覧 242
ページ参照）。なお、この科目を修得しても、卒業に必要な単位数に含めることはできない。

ただし、「リーダー養成特別インターンシップ２」を修得した場合は、特殊研究部門「インターンシッ
プⅠ」に、「リーダー養成特別インターンシップ３」を修得した場合は、特殊研究部門「インターン
シップⅡ」の単位として代えることができる。

⑤その他の部門「学大将プロジェクト科目」と記した科目は、工学部教育プロジェクトである「統合
能力型高度技術者養成プロジェクト　― 自発リーダー（学大将）を生む環境作り―」のための特別
授業科目であり、そのプロジェクトのうちマイハウスプラン（キャリアハウス、ベンチャーハウス）
における活動内容を吟味して単位が認定される。なお、この科目を修得しても、卒業に必要な単位
数に含めることはできない。

特

殊

研

究

282001 機械加工及び実習 ２ ３　０ ☆

282004 通信法規 １ １　０ ☆

282006 電気法規及び電気施設管理 １ １　０ ☆

282002 インターンシップⅠ １ ★ ★ ★

282003 インターンシップⅡ １ ★ ★ ★

282020 電気電子ｼｽﾃﾑ工学研修 ２ ２　２ ●

282022 電気電子ｼｽﾃﾑ工学卒業論文 ６ ８　16 ●

287010 ベンチャービジネス論 ２ ２　０ ☆

そ

の

他

287030 実践ものづくり実習 １ ０　２
287040 ＰＢＬものづくり実践ゼミ ２ ０　２
289000 高電圧工学 ２ ０　２ 資格対応科目 ☆

289010 電力発生工学 ２ ０　２ 資格対応科目 ☆

289015 電機制御工学 ２ ０　２ 資格対応科目 ☆

289020 電気設計製図 ２ ２　０ 資格対応科目 ☆

289030 電力伝送工学 ２ ２　０ 資格対応科目 ☆

290001 リーダー養成特別演習１ １ ０　２ リーダー養成科目

290002 リーダー養成特別演習２ １ ２　０ リーダー養成科目

290003 リーダー養成特別演習３ １ ２　０ リーダー養成科目

290031 リーダー養成特別インターンシップ１ １ ★ リーダー養成科目

290032 リーダー養成特別インターンシップ２ １ ★ リーダー養成科目

290033 リーダー養成特別インターンシップ３ １ ★ リーダー養成科目

290051 キャリア形成実習１ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目

290052 キャリア形成実習２ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目

290053 キャリア形成実習３ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目

290054 キャリア形成実習４ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目
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部 

門

系 

列

授業科
授 業 科 目 名

単 

位

毎週時間数（前期・後期）
備　考

情報の

目番号 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 関係科目

基　
　

礎　
　

教　
　

育

数　

学

253001 線形代数学Ⅰ ２ ２　０
253002 線形代数学Ⅱ ２ ０　２
257010 微分積分学Ⅰ ２ ２　０
257020 微分積分学Ⅱ ２ ０　２
253025 基礎解析学 ２ ０　２

情　

報

253101 情報処理及び実習 ３ ４　０ ●
253111 数値計算法 ２ ２　０
253121 情報数学基礎 ２ ０　２ ●
253123 情報数学 ２ ０　２

自
然
科
学

253201 基礎物理学Ⅰ ２ ２　０
253202 基礎物理学Ⅱ ２ ０　２
253203 基礎物理学Ⅲ ２ ２　０
253206 基礎電気理論 ２ ０　２
253204 物理学実験 ２ ４　０
253310 基礎化学 ２ ０　２
253320 基礎生物学 ２ ２　０

統
計

253403 基礎統計学 ２ ０　２ ●

社
会
科
学

253501 技術者倫理 ２ ０　２ ●

基　
　
　

礎　
　
　

工　
　
　

学

263104 プログラミング入門 ２ ２　０ ● ☆
263102 プログラミング入門演習 １ ２　０ ● ☆
263105 ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造Ⅰ ２ ０　２ ● ☆
263106 ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造Ⅰ演習 １ ０　２ ● ☆
263214 ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造Ⅱ ２ ２　０ ● ☆
263215 ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造Ⅱ演習 １ ２　０ ● ☆
263216 ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造Ⅲ ２ ０　２ ○
263203 計算機アーキテクチャⅠ ２ ２　０ ● ☆
263206 計算機アーキテクチャⅡ ２ ０　２ ○ ☆
263205 情報理論 ２ ２　０ ☆
263217 プログラミング言語論 ２ ０　２ ● ☆
263209 ディジタル回路 ２ ０　２ ○
263211 ハードウェア基礎実験 ２ ０　４ ● ☆
263222 オートマトンと言語 ２ ２　０
263223 データ解析 ２ ０　２
263310 ソフトウェア構成法 ２ ０　２ ○
263311 ソフトウェア構成演習 １ ０　２ ○
263304 ハードウェア実験Ⅰ ２ ４　０ ● ☆
263004 データベース ２ ２　０ ○ ☆
263309 データベース演習 １ ２　０ ○ ☆
263306 オペレーティングシステム ２ ０　２ ● ☆
263307 オペレーティングシステム演習 １ ０　２ ● ☆
263005 コンピュータネットワーク ２ ２　０ ● ☆
263006 科学技術英語演習 １ ０　２ ●
267390 リスク管理・危機管理概論 ２ ０　２ ☆

応
用
工
学

273312 ｿﾌﾄｳｪｱﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ ２ ０　２ ○ ☆
273302 ソフトウェア開発実習 １ ０　２ ○ ☆
273308 ﾋｭ - ﾏﾝ ･ ﾏｼﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ ２ ０　２ ☆

コンピュータ・メディア工学科専門科目

［コンピュータサイエンス（Ｆ）コース］
別表４



－ 214 － － 215 －

応　

用　

工　

学

273309 ソフトウェア工学 ２ ２　０ ● ☆
273310 ソフトウェア工学演習 １ ２　０ ● ☆
273408 組込みシステム設計 ２ ２　０ ○ ☆
273409 組込みシステム設計演習 １ ０　２ ○ ☆
273403 ﾈｯﾄﾜｰｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ及び実習 ２ ０　２ ○ ☆
273404 ビジュアルコンピュ－ティング ２ ２　０ ☆
273407 ハードウエア実験Ⅱ ２ ０　４ ○ ☆
277010 ベンチャービジネス論 ２ ２　０
277020 品質管理概論 ２ ２　０

特
殊
研
究

283005 インターンシップⅠ １ ★ ★ ★
283006 インターンシップⅡ １ ★ ★ ★
283010 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学特別講義Ⅰ １
283011 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学特別講義Ⅱ ２
283012 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学特別講義Ⅲ ２
283002 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学研修 ２ ２　２ ●
283001 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学卒業論文 ６ ８　16 ●

そ

の

他

287040 ＰＢＬものづくり実践ゼミ ２ ０　２
290001 リーダー養成特別演習１ １ ０　２ リーダー養成科目
290002 リーダー養成特別演習２ １ ２　０ リーダー養成科目
290003 リーダー養成特別演習３ １ ２　０ リーダー養成科目
290031 リーダー養成特別インターンシップ１ １ ★ リーダー養成科目
290032 リーダー養成特別インターンシップ２ １ ★ リーダー養成科目
290033 リーダー養成特別インターンシップ３ １ ★ リーダー養成科目
290051 キャリア形成実習１ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290052 キャリア形成実習２ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目
290053 キャリア形成実習３ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290054 キャリア形成実習４ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目

（注）工学部履修規程の他、下記の規定があるので注意すること。
●：コンピュータサイエンスコース必修科目
○：コンピュータサイエンスコース選択必修科目
＊授業担当者が認めれば他コース授業科目を履修し、単位を修得することができるが、その単位を第
７条に規定された単位数に含めることはできない。

（卒業論文履修要件）
①必修科目を 17 科目以上修得していること。
②選択必修科目を７科目以上修得していること。
　卒業論文の一般的履修要件としては、これら２つとは別に工学部履修規程があることに注意。また、
「コンピュータ・メディア工学研修」の履修要件は卒業論文のそれと同様である。

（卒業要件）
①必修科目を全て修得していること。
②選択必修科目を７科目以上修得していること。

（インターンシップ）
★インターンシップⅠ、Ⅱは、２～４年次生を対象とし、年度を通じて実行可能な休業中に実施する。
また、リーダー養成特別インターンシップ１、２、３は実行可能な時期に実施する。
（教員職員免許（情報）のための認定科目）
☆印は教育職員免許状（情報）を取得するための認定科目である。

（リーダー養成科目）
その他の部門の「リーダー養成科目」と記した科目は、地域産業リーダー養成のための特別授業科目
であり，そのすべてを修得した者には地域産業リーダー特別認定証が授与される（本学生便覧 242 ペー
ジ参照）。なお，この科目を修得しても、卒業に必要な単位数に含めることはできない。ただし、「リー
ダー養成特別インターンシップ１」を修得した場合には、特殊研究部門「インターンシップ I」に、「リー
ダー養成特別インターンシップ２」を修得した場合は、特殊研究部門「インターンシップ II」の単位
として代えることができる。

（学大将プロジェクト科目）
その他の部門の「学大将プロジェクト科目」と記した科目は、工学部教育プロジェクトである「統合
能力型高度技術者養成プロジェクト　― 自発リーダー（学大将）を生む環境作り―」のための特別授
業科目であり、そのプロジェクトのうちマイハウスプラン（キャリアハウス、ベンチャーハウス）に
おける活動内容を吟味して単位が認定される。なお、この科目を修得しても、卒業に必要な単位数に
含めることはできない。



－ 214 － － 215 －

部 

門

系 

列

授業科
授 業 科 目 名

単 

位

毎週時間数（前期・後期）
備　考

情報の

目番号 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 関係科目

基　
　

礎　
　

教　
　

育

数　

学

253001 線形代数学Ⅰ ２ ２　０ ●

253002 線形代数学Ⅱ ２ ０　２
257010 微分積分学Ⅰ ２ ２　０ ●

257020 微分積分学Ⅱ ２ ０　２
253050 基礎離散数学 ２ ０　２ ●

情　

報

253101 情報処理及び実習 ３ ４　０ ●

253125 プログラミングⅠ ２ ２　０ ● ☆

253126 プログラミングⅠ演習 １ ２　０ ● ☆

253135 プログラミングⅡ ２ ０　２ ● ☆

253136 プログラミングⅡ演習 １ ０　２ ● ☆

253140 情報理論 ２ ２　０ ☆

自
然
科
学

253201 基礎物理学Ⅰ ２ ２　０
253202 基礎物理学Ⅱ ２ ０　２
253310 基礎化学 ２ ０　２
253320 基礎生物学 ２ ２　０

統
計

253407 基礎統計学Ⅰ及び実習 ２ ２　０ ●

253408 基礎統計学Ⅱ及び実習 ２ ０　２

基　
　

礎　
　

工　
　

学

263001 基礎電気理論 ２ ２　０

263501 計算機アーキテクチャ ２ ２　０ ● ☆

263510 数値計算 ２ ２　０ ☆

263511 数値計算演習 １ ２　０ ☆

263603 認知科学 ２ ０　２

263604 メディア工学概論 ２ ０　２ ☆

263605 言語とオートマトン ２ ２　０

263610 アルゴリズムとデータ構造 ２ ２　０ ● ☆

263612 ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造演習 １ ２　０ ● ☆

263625 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅢ及び実習 ２ ０　２ ● ☆

263630 信号処理 ２ ０　２ ● ☆

263631 信号処理演習 １ ０　２ ● ☆

263641 パターン認識 ２ ０　２ ☆

263003 オペレーションズリサーチ ２ ０　２ ☆

263004 データベース ２ ２　０ ● ☆

263655 ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ及び実習 ２ ０　２ ● ☆

263660 人工知能 ２ ２　０ ● ☆

263661 人工知能演習 １ ２　０ ● ☆

263700 感性情報工学 ２ ２　０

263703 感性情報工学演習 ２ ４　０

263735 CG とｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝⅠ及び実習 ２ ０　２ ● ☆

263745 CG とｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝⅡ ２ ２　０ ● ☆

263746 CG とｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝⅡ演習 １ ２　０ ● ☆

263810 ソフトウェア工学 ２ ０　２ ● ☆

263811 ソフトウェア工学演習 １ ０　２ ● ☆

263900 科学技術英語 ２ ０　２ ●

267390 リスク管理・危機管理概論 ２ ０　２ ☆

コンピュータ・メディア工学科専門科目

［情報メディア（Ｇ）コース］
別表４



－ 216 － － 217 －

応　

用　

工　

学

273725 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ論及び実習 ２ ０　２ ● ☆

273745 自然言語処理及び実習 ２ ０　２ ☆

273755 画像情報処理及び実習 ２ ０　２ ☆

273760 コンピュータネットワーク ２ ０　２ ● ☆

273761 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸ実習 ２ ０　４ ☆

273804 情報倫理社会学 ２ ０　２ ● ☆

277010 ベンチャービジネス論 ２ ２　０

277020 品質管理概論 ２ ２　０

特　

殊　

研　

究

287030 実践ものづくり実習 １ ０　２
283005 インターンシップⅠ １ ★ ★ ★

283006 インターンシップⅡ １ ★ ★ ★

283010 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学特別講義Ⅰ １

283011 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学特別講義Ⅱ ２

283012 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学特別講義Ⅲ ２

283002 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学研修 ２ ２　２ ●

283001 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾒﾃﾞｨｱ工学卒業論文 ６ ８　16 ●

そ

の

他

287040 ＰＢＬものづくり実践ゼミ ２ ０　２
290001 リーダー養成特別演習１ １ ０　２ リーダー養成科目

290002 リーダー養成特別演習２ １ ２　０ リーダー養成科目

290003 リーダー養成特別演習３ １ ２　０ リーダー養成科目

290031 リーダー養成特別インターンシップ１ １ ★ リーダー養成科目

290032 リーダー養成特別インターンシップ２ １ ★ リーダー養成科目

290033 リーダー養成特別インターンシップ３ １ ★ リーダー養成科目

290051 キャリア形成実習１ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目

290052 キャリア形成実習２ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目

290053 キャリア形成実習３ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目

290054 キャリア形成実習４ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目

（注）工学部履修規程の他、下記の規定があるので注意すること。
１．●印は情報メディアコース必修科目
２．卒業論文履修要件
　　コース指定の必修科目を 24 科目以上修得していること。
３．卒業要件
　　コース指定の必修科目を全て修得していること。
４．「コンピュータ・メディア工学研修」の履修要件は卒業論文のそれと同様である。
５．授業担当者が認めれば他コース授業科目を履修し、単位を修得することができるが、その単位を

第７条に規定された単位数に含めることはできない。
６．★インターンシップⅠ、Ⅱは、２～４年次生を対象とし、年度を通じて実行可能な休業中に実施

する。
７．☆印は教育職員免許状（情報）を取得するための認定科目である。
８．その他の部門の「リーダー養成科目」と記した科目は、地域産業リーダー養成のための特別授業

科目であり、そのすべてを修得した者には地域産業リーダー特別認定証が授与される（本学生便
覧 242 ページ参照）。なお、この科目を修得しても、卒業に必要な単位数に含めることはできない。
ただし、「リーダー養成特別インターンシップ１」を修得した場合には、特殊研究部門「インター
ンシップ I」に、「リーダー養成特別インターンシップ２」を修得した場合には、特殊研究部門「イ
ンターンシップ II」の単位として代えることができる。

９．★リーダー養成特別インターンシップ１、２、３は実行可能な時期に実施する。
10．その他の部門の「学大将プロジェクト科目」と記した科目は、工学部教育プロジェクトである「統

合能力型高度技術者養成プロジェクト　― 自発リーダー（学大将）を生む環境作り―」のため
の特別授業科目であり、そのプロジェクトのうちマイハウスプラン（キャリアハウス、ベンチャー
ハウス）における活動内容を吟味して単位が認定される。なお、この科目を修得しても、卒業に
必要な単位数に含めることはできない。



－ 216 － － 217 －

部 

門

系 

列

授業科
授 業 科 目 名

単 

位

毎週時間数（前期・後期）
備　考

工業の

目番号 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 関係科目

基　
　

礎　
　

教　
　

育

数　

学

254010 線形代数学Ⅰ ２ ２　０ ①
254020 線形代数学Ⅱ ２ ０　２
257010 微分積分学Ⅰ ２ ２　０ ①
257020 微分積分学Ⅱ ２ ０　２
254052 基礎数学及び演習 ２ ０　２ ①
254060 微分方程式Ⅰ ２ ２　０ ①
254070 微分方程式Ⅱ ２ ０　２

情　

報

254110 基礎統計学 ２ ２　０ ①
254111 応用統計学 ２ ０　２
254120 情報処理及び実習 ２ ２　０ ①
254130 数値計算及び実習 ２ ２　０ ①

自
然
科
学

254212 物理学基礎Ⅰ ２ ２　０ ①
254215 物理学基礎Ⅰ演習 １ ２　０
254222 物理学基礎Ⅱ ２ ０　２ ①
254231 物理学基礎Ⅲ ２ ０　２
254241 応用物理学 ２ ０　２ ①
254311 基礎化学Ⅰ ２ ２　０ ①
254321 基礎化学Ⅱ ２ ０　２
254331 基礎化学Ⅲ ２ ０　２
254340 基礎生物学 ２ ０　２ ①

社
会
科
学

254410 コミュニケーション ２ ０　２ ●

基　
　

礎　
　

工　
　

学

264010 土木環境デザイン １ ０　２ ● ☆
264020 測量学第一 ２ ０　２ ● ☆
264030 測量学第二 ２ ０　２ ● ☆
264040 測量学実習第一 １ ２　０ ● ☆
264050 測量学実習第二 １ ２　０ ● ☆
264060 技術者倫理 ２ ０　２ ● ☆
264113 構造力学及び演習第一 ４ ４　０ ②－２ ☆
264114 建設材料学及び演習 ４ ４　０ ②－１ ☆
264123 構造力学第二 ２ ０　２ ③－２ ☆
264124 構造力学第三 ２ ０　２ ☆
264125 防災工学概論 ２ ０　２ ☆
264133 土質力学及び演習第一 ４ ４　０ ②－３ ☆
264143 土質力学第二 ２ ０　２ ③－３ ☆
264160 コンクリート構造学第一 ２ ０　２ ③－１ ☆
264180 構造解析学 ２ ２　０ ☆
264200 有限要素法 ２ ０　２ ☆
264240 建設工学実験Ⅰ １ ２　０ ③－１ ☆
264250 建設工学実験Ⅱ １ ２　０ ③－３ ☆
264311 水理学及び演習第一 ４ ４　０ ②－４ ☆
264321 水理学第二 ２ ０　２ ③－４Ａ,４Ｂ ☆
264331 水理学第三 ２ ２　０ ☆
264351 応用流体力学 ２ ２　０ ☆
264370 環境数理 ２ ０　２ ③－４Ａ,４Ｂ ☆
264381 計画学基礎及び演習 ４ ４　０ ②－５ ☆

土木環境工学科専門科目

［建設設計（Ｃ）コース・環境共生（Ｌ）コース］
別表５



－ 218 － － 219 －

基
礎
工
学

264391 都市計画 ２ ０　２ ③－５Ａ,５Ｂ ☆
264432 環境化学及び演習 ２ ２　０ ②－６ ☆
264433 環境生物学及び演習 ２ ２　０ ②－６
264450 環境生態学 ２ ０　２ ③－６Ｂ
267390 リスク管理・危機管理概論 ２ ０　２ ☆
264481 土木環境科学実験 １ ０　２ ０　２ ※ ☆

応　
　
　

用　
　
　

工　
　
　

学

274010 構造設計論 ２ ０　２ ③－２ ☆
274040 構造設計演習 １ ２　０ ③－２ ☆
274060 土質工学第一 ２ ２　０ ③－３ ☆
274070 土質工学第二 ２ ０　２ ③－３ ☆
274081 コンクリート構造学第二 ２ ２　０ ③－１ ☆
274110 水文学 ２ ２　０ ③－４Ｂ ☆
274120 河川工学 ２ ０　２ ③－４Ａ ☆
274131 水資源学 ２ ０　２ ☆
274150 流域環境設計 １ ２　０ ③－４Ａ ☆
274160 環境気象学 ２ ２　０
274171 環境情報解析 ２ ２　０ ☆
274190 交通計画 ２ ０　２ ③－５Ａ ☆
274200 交通工学 ２ ２　０ ☆
274210 地域計画 ２ ２　０ ☆
274230 景観工学 ２ ０　２ ③－５Ｂ ☆
274240 建築学大意 ２ ２　０ ☆
274251 交通計画設計 １ ２　０ ③－５Ａ ☆
274261 都市地域計画設計第一 １ ０　２ ③－５Ｂ ☆
274262 都市地域計画設計第二 １ ２　０ ☆
274310 上水道工学 ２ ２　０ ③－６Ａ ☆
274320 下水道工学 ２ ０　２ ③－６Ａ ☆
274341 水処理工学 ２ ２　０ ③－６Ｂ ☆
274360 廃棄物工学 ２ ２　０ ☆
274371 環境調査分析学 ２ ０　２ ☆
274382 都市自然環境保護論 ２ ２　０ ☆
274390 衛生工学設計 １ ２　０ ☆
274391 環境化学・生物学実験 １ ２　０ ☆
274400 環境工学実験 １ ０　２ ③－６Ａ,６Ｂ ☆

特 

殊 

研 

究

287010 ベンチャービジネス論 ２ ２　０ ☆
287020 品質管理概論 ２ ２　０ ☆
287030 実践ものづくり実習 １ ０　２
287040 ＰＢＬものづくり実践ゼミ ２ ０　２
284010 土木環境行政法 ２ ２　０ ☆
284051 特別講義第一 １ １　１ ④
284061 特別講義第二 １ １　１ ④
284071 特別講義第三 １ １　１ ④
284081 特別講義第四 １ １　１ ④
284091 インターンシップⅠ １ ★１ ★１ ★１
284092 インターンシップⅡ １ ★２
284097 土木環境工学英文講読 １ ０　２ ●
284100 土木環境工学卒業論文 ６ ８　16 ●

そ
の
他

290051 キャリア形成実習１ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290052 キャリア形成実習２ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目
290053 キャリア形成実習３ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290054 キャリア形成実習４ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目
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分　　野 副　分　野 単位修得を要する科目 備　　　考
土木材料・力学一般 土木材料・力学一般 ②－１、 ③－１

各分野は１副分野で構成構造工学・地震工学 構造工学・地震工学 ②－２、 ③－２
地盤工学 地盤工学 ②－３、 ③－３

水工水理学・水資源学
水工水理学 ②－４、 ③－４Ａ

各分野は２副分野で構成

水資源学 ②－４、 ③－４Ｂ

交通工学・国土計画
交通工学 ②－５、 ③－５Ａ
国土計画 ②－５、 ③－５Ｂ

土木環境システム
衛生工学 ②－６、 ③－６Ａ
環境化学・生物学 ②－６、 ③－６Ｂ

建設設計コースで選択できる２つの
主たる履修分野

環境共生コースで選択できる２つの
主たる履修分野

１
「土木材料・力学一般」、「構造工学・地震工学」、
「地盤工学」の３分野から２分野 １

「土木環境システム（衛生工学・環境化学・生物
学）」分野、および、「水工水理学・水資源学」分
野

２
「水工水理学・水資源学」分野、および「土木材
料・力学一般」、「構造工学・地震工学」、「地盤工
学」の３分野から１分野

２
「土木環境システム（衛生工学・環境化学・生物
学）」分野、および、「交通工学・国土計画」分野

３
「交通工学・国土計画」分野、および、「土木材
料・力学一般」、「構造工学・地震工学」、「地盤工
学」の３分野から１分野

３
「水工水理学・水資源学」分野、および、「交通
工学・国土計画」分野

４
「水工水理学・水資源学」分野、および、「交通
工学・国土計画」分野

別表５－１

別表５－２

（必修科目）�
●印は必修科目であり、必ず修得しなければならない。

（選択必修科目）
①は、基礎教育に関する選択必修科目であり、①の中から１８単位以上修得しなければならない。
②は、基礎工学に関する選択必修科目であり、②の中から１６単位以上修得しなければならない。
③は、履修分野・副分野毎の基礎工学および応用工学に関する選択必修科目であり、下記の「（履修分
野の選択方法）」に示すように履修しなければならない。

④は、特殊研究に関する選択必修科目であり、④の中から２単位以上修得しなければならない。
（学大将プロジェクト科目）
その他の部門の「学大将プロジェクト科目」と記した科目は、工学部教育プロジェクトである「統合
能力型高度技術者養成プロジェクト　― 自発リーダー（学大将）を生む環境作り―」のための特別授
業科目であり、そのプロジェクトのうちマイハウスプラン（キャリアハウス、ベンチャーハウス）に
おける活動内容を吟味して単位が認定される。なお、この科目を修得しても、卒業に必要な単位数に
含めることはできない。
★１　インターンシップⅠは、２～４年次生を対象とし、年度を通じて実行可能な休業中に実施する。
★２　インターンシップⅡは、３年次生を対象とし、夏季休業中に実施する。この場合、原則として
インターンシップⅠと併せて 2単位同時に取得するものとする。

☆印は教育職員免許状（工業）を取得するための認定科目である。
※　土木環境科学実験は、環境共生コースが２年次、建設設計コースが３年次で開講する。

（履修分野の選択方法）
　土木環境工学科では、別表５－１に示す６分野９副分野の中から、卒業するまでに、次のように履
修分野・副分野を選択し履修することを卒業要件としている。
　２年次後期開始時に建設設計コース、環境共生コースの各々に配属となった後は、まず、別表５－
２に示すいずれかのパターン（建設設計コースでは４通り、環境共生コースでは３通り）で、主たる
履修分野として２分野選択する。主たる履修分野として選んだ分野に２つの副分野が含まれている場
合には、副分野を２つとも履修する。次に、２つの主たる履修分野以外の残りの分野・副分野から１
分野または１副分野以上を、自由に選択し履修する。なお、「主たる履修分野」として選択した分野、
および、自由に選択した分野・副分野については、各分野・副分野の②および③の選択必修科目の単
位を必ず修得しなければならない。
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部 

門

系 

列

授業科
授 業 科 目 名

単 

位

毎週時間数（前期・後期）
備　考

工業の

目番号 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 関係科目

基　
　

礎　
　

教　
　

育

数　

学

255010A 線形代数学Ⅰ ２ ２　０ ●
257010 微分積分学Ⅰ ２ ２　０ ●
255030A 線形代数学Ⅱ ２ ０　２
257020 微分積分学Ⅱ ２ ０　２
255050A 微分方程式Ⅰ ２ ２　０ ●

情
報

255110A 情報処理及び実習 ２ ０　２

自　

然　

科　

学

257320 基礎物理学Ⅰ ２ ０　２ ●
255220A 基礎物理学Ⅱ ２ ２　０ ●１
257310 入門物理学 １ ２　０
255311 基礎物理化学Ⅰ ２ ２　０ ●１
255321 基礎無機化学 ２ ２　０ ●１
255331 基礎有機化学Ⅰ ２ ２　０ ●１
255332 基礎有機化学Ⅱ ２ ０　２ ●１
255341 基礎物理化学Ⅱ ２ ０　２ ●１
255351 基礎分析化学 ２ ０　２ ●１
255361 基礎生物学 ２ ０　２ ●１
255371 化学実験 ２ ０　４ ○１
255381 ものづくり基礎ゼミ １ ０　２ ●
255411 機械加工及び実習 ２ ３　０ ☆
257390 リスク管理・危機管理概論 ２ ０　２ ☆

社
会
科
学

255510 技術者倫理 ２ ０　２ ☆

基　
　

礎　
　

工　
　

学

265011 有機化学第一 ２ ２　０ ○１ ☆
265021 物理化学第一 ２ ２　０ ○１ ☆
265031 物理化学第二 ２ ２　０ ○１ ☆
265041 物理化学演習 １ 　 ０　２ ● ☆
265051 分析化学 ２ ２　０ 　 ○１ ☆
265052 分析化学演習 １ 　 ０　２ ● ☆
265061 無機化学 ２ ２　０ 　 ○１ ☆
265062 無機化学演習 １ 　 ２　０ ● ☆
265071 有機化学第二 ２ ０　２ ○１ ☆
265081 物理化学第三 ２ ０　２ ○１ ☆
265101 量子化学 ２ ０　２ ○１ ☆
265141 有機化学演習 １ ０　２ ● ☆
265251 化学技術英語 ２ ０　２ ○１ ☆
265261 電気化学 ２ ２　０ ☆
265271 高分子合成化学 ２ ０　２ ○１ ☆
265281 材料物性 ２ ０　２ ○１ ☆
265331 ものづくり発展ゼミⅠ １ ２　０ ●
265341 ものづくり発展ゼミⅡ １ ０　２ ●
265351 応用化学実験Ⅰ ３ ９　０ ● ☆
265361 応用化学実験Ⅱ ３ ９　０ ● ☆
265371 応用化学実験Ⅲ ３ ０　９ ● ☆
265381 応用化学実験Ⅳ ３ ０　９ ● ☆

応
用
工
学

275011 安全環境化学 ２ ２　０ ☆
275051 化学工学演習 １ ２　０ ☆
275081 化学工学 ２ ２　０ ☆
275091 無機機器分析 ２ ２　０ ☆
275101 有機機器分析 ２ ０　２ ☆
275111 高分子物性 ２ ２　０ ☆
275121 有機工業化学 ２ ０　２ ☆
275131 無機工業化学 ２ ０　２ ☆

応用化学科専門科目

別表６
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特　

殊　

研　

究

287030 実践ものづくり実習 １ ０　２
285011 物質工学研修 ２ ２　２ ●
287010 ベンチャービジネス論 ２ ２　０ ☆
287020 品質管理概論 ２ ２　０ ☆
285410 特別講義第一Ａ １ １　０
285420 特別講義第二Ａ １ １　０
285430 特別講義第三Ａ １ １　０
285440 特別講義第四Ａ １ １　０
285353 インターンシップⅠ １ ★ ★ ★
285354 インターンシップⅡ １ ★ ★ ★
285001 応用化学卒業論文 ６ ８　16 ●

そ　

の　

他

290001 リーダー養成特別演習１ １ ０　２ リーダー養成科目
290002 リーダー養成特別演習２ １ ２　０ リーダー養成科目
290003 リーダー養成特別演習３ １ ２　０ リーダー養成科目
290031 リーダー養成特別インターンシップ１ １ ★ リーダー養成科目
290032 リーダー養成特別インターンシップ２ １ ★ リーダー養成科目
290033 リーダー養成特別インターンシップ３ １ ★ リーダー養成科目
290051 キャリア形成実習１ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290052 キャリア形成実習２ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目
290053 キャリア形成実習３ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290054 キャリア形成実習４ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目

●：指定必修科目、○印：指定選択必修科目

（必修科目）
●は指定必修科目で、その全ての単位を修得しなければならない。

（順序指定）
　２年次以降の本表に開設されている基礎工学及び応用工学の授業科目を履修するためには、１年次
において、開講されている授業科目のうちから 40 単位以上を修得しなければならない。
　３年次以降の本表に開設されている応用工学の授業科目を履修するためには、●１印及び○１印の
科目中から 30 単位以上を修得しなければならない。
　卒業論文を履修するためには、基礎教育部門の必修科目を 20 単位以上 (ものづくり基礎ゼミ１単位
を含む )、○１印の化学実験、基礎工学部門の演習科目（物理化学演習、有機化学演習、無機化学演習、
分析化学演習）、ものづくり発展ゼミⅠ、ものづくり発展ゼミⅡおよび応用化学系実験（応用化学実験
Ⅰ、応用化学実験Ⅱ、応用化学実験Ⅲ、応用化学実験Ⅳ）を全て修得しなければならない。

（注）卒業論文の一般的履修要件としては、別に工学部履修規程がある。
☆印は教育職員免許状（工業）を取得するための認定科目である。

(リーダー養成科目）
　その他の部門の「リーダー養成科目」と記した科目は、地域産業リーダー養成のための特別授業科
目であり、そのすべてを修得した者には地域産業リーダー特別認定証が授与される（本学生便覧 242
ページ参照）。なお、この科目を修得しても、卒業に必要な単位数に含めることはできない。
　ただし、リーダー養成特別インターンシップ１」を修得した場合は、特殊研究部門「インターンシッ
プⅠ」に、「リーダー養成特別インターンシップ２」を修得した場合は、特殊研究部門「インターンシッ
プⅡ」の単位として代えることができる。

（学大将プロジェクト科目）
　その他の部門の「学大将プロジェクト科目」と記した科目は、工学部教育プロジェクトである「統
合能力型高度技術者養成プロジェクト　― 自発リーダー（学大将）を生む環境作り―」のための特
別授業科目であり、そのプロジェクトのうちマイハウスプラン（キャリアハウス、ベンチャーハウス）
における活動内容を吟味して単位が認定される。なお、この科目を修得しても、卒業に必要な単位数
に含めることはできない。

（その他）
　★インターンシップⅠ、Ⅱは、２～４年次生を対象とし、年度を通じて実行可能な休業中に、リーダー
養成特別インターンシップ１、２、３は実行可能な時期に実施する。
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部 

門

系 

列

授業科
授 業 科 目 名

単 

位

毎週時間数（前期・後期）
備　考

工業の

目番号 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 関係科目

基　
　

礎　
　

教　
　

育

数　

学

255010B 線形代数学Ⅰ ２ ２ ０ ●
255030B 線形代数学Ⅱ ２ ０ ２
255050B 微分方程式Ⅰ ２ ０　２ ●
257010 微分積分学Ⅰ ２ ２ ０ ●
257020 微分積分学Ⅱ ２ ０ ２

情
報

255110B 情報処理及び実習 ２ ０ ２

自　

然　

科　

学

257320 基礎物理学Ⅰ ２ ０　２ ●
255220B 基礎物理学Ⅱ ２ ０　２
257310 入門物理学 １ ２　０
255315 基礎生物物理化学Ⅰ ２ ２　０ ●１
255325 基礎生物無機化学 ２ ２　０ ●１
255335 基礎生物有機化学 ２ ２　０ ●１
255345 基礎生物物理化学Ⅱ ２ ０　２ ○１
255355 基礎生物分析化学 ２ ０　２ ●１
255365 基礎生物学 ２ ０　２ ●１
255370 化学実験 ２ ４　０ ○１
255375 遺伝科学概論 ２ ０　２ ○１ ☆
257390 リスク管理・危機管理概論 ２ ０　２ ☆

統
計

255420 生物統計学 ２ ２　０ ○１
255425 生物統計学演習 １ ２　０ ○１

基　
　
　

礎　
　
　

工　
　
　

学

265015 生物有機化学第一 ２ ０　２ ○１ ☆
265065 生物無機化学 ２ ２　０ ○１ ☆
265075 生物有機化学第二 ２ ２　０ ○１ ☆
265510 工業微生物学第一 ２ ２　０ ○１ ☆
265515 生化学演習 １ ０　２ ●１ ☆
265520 生体物質論 ２ ２　０ ○１ ☆
265530 微生物生理学 ２ ０　２ ○１ ☆
265540 工業微生物学第二 ２ ０　２ ○１ ☆
265545 分子生物学演習 １ ２　０ ● ☆
265560 生体触媒学 ２ ２　０ ○１ ☆
265570 基礎生物化学工学 ２ ０　２ ○１ ☆
265580 生体反応論第一 ２ ２　０ ○１ ☆
265590 生体反応論第二 ２ ０　２ ○１ ☆
265610 遺伝子工学 ２ ２　０ ☆
265615 細胞工学演習 １ ０　２ ● ☆
265630 培養工学第一 ２ ２　０ ☆
265640 天然物分析化学 ２ ２　０ ☆
265645 生理活性化学 ２ ０　２ ○１ ☆
265655 生物工学実験Ⅰ ３ ９　０ ☆
265600 微生物育種学 ２ ０　２ ☆
265665 生物工学実験Ⅱ ３ ９　０ ☆
265675 真核細胞学 ２ ２　０ ☆
265685 生物工学実験Ⅲ ３ ０　９ ☆
265695 生物工学実験Ⅳ ３ ０　９ ☆
265700 技術英語Ⅰ ２ ２　０ ● ☆
265710 技術英語Ⅱ ２ ０　２ ● ☆
265720 技術者倫理 ２ ０　２ ● ☆

生命工学科専門科目

別表７
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応
用
工
学

275536 発酵工学 ２ ２　０ ☆
275540 生物反応工学 ２ ２　０ ☆
275545 食品科学工学 ２ ２　０ ☆
275555 細胞工学 ２ ０　２ ☆
275580 培養工学第二 ２ ０　２ ☆
275595 生命工学開発設計論 ２ ０　２ ☆
275590 免疫工学 ２ ０　２ ☆

特　

殊　

研　

究

287010 ベンチャービジネス論 ２ ２　０ ☆
287020 品質管理概論 ２ ２　０ ☆
285450 特別講義第一Ｂ １ １　０
285455 英語輪読Ⅰ ２ ２　０ ●
285460 特別講義第二Ｂ １ １　０
285465 英語輪読Ⅱ ２ ０　２ ●
285470 特別講義第三Ｂ １ １　０
285480 特別講義第四Ｂ １ １　０
285355 インターンシップⅠ １ ★ ★
285356 インターンシップⅡ １ ★ ★
285005 生命工学卒業論文 ６ ８　16 ●

そ
の
他

287040 ＰＢＬものづくり実践ゼミ ２ ０　２
290051 キャリア形成実習１ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290052 キャリア形成実習２ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目
290053 キャリア形成実習３ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290054 キャリア形成実習４ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目

（必修科目）

●印は必修科目でその全ての単位を修得しなければならない。

（順序指定）

　２年次以降の本表に開設されている基礎工学及び応用工学の授業科目を履修するためには、１年次

において、開講されている授業科目のうちから 40 単位以上を修得しなければならない。

　３年次以降の本表に開設されている基礎工学及び応用工学の授業科目を履修するためには、●１印

及び○１印の科目の中から 30 単位以上修得しなければならない。

　卒業論文を履修するためには、基礎教育部門の必修科目を１４単位以上、生物工学関連実験５科目（化

学実験、生物工学実験Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ）を全て修得しなければならない。

（注）卒業論文の一般的履修要件としては、別に工学部履修規程がある。

（学大将プロジェクト科目）

　その他の部門の「学大将プロジェクト科目」と記した科目は、工学部教育プロジェクトである「統

合能力型高度技術者養成プロジェクト　― 自発リーダー（学大将）を生む環境作り―」のための特

別授業科目であり、そのプロジェクトのうちマイハウスプラン（キャリアハウス、ベンチャーハウス）

における活動内容を吟味して単位が認定される。なお、この科目を修得しても、卒業に必要な単位数

に含めることはできない。

★インターンシップⅠ、Ⅱは、２～３年次を対象とし、年度を通じて実行可能な休業中に実施する。

☆印は教育職員免許状（工業）を取得するための認定科目である。
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部 

門

系 

列

授業科
授 業 科 目 名

単 

位

毎週時間数（前期・後期）
備　考

工業の

目番号 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 関係科目

基　
　
　

礎　
　
　

教　
　
　

育

数　
　

学

256010 線形代数学Ⅰ ２ ２　０ ○１
257010 微分積分学Ⅰ ２ ２　０ ○１
256030 線形代数学Ⅱ ２ ０　２ ○１
257020 微分積分学Ⅱ ２ ０　２ ○１

情　

報

256112 情報処理及び実習 ２ ２　０ ○２
256121 プログラム言語及び実習Ⅰ ３ ０　４ ○２ ☆
256131 プログラム言語及び実習Ⅱ ３ ４　０ ○２ ☆

自
然
科
学

257310 入門物理学 １ ２　０ ○３
257320 基礎物理学Ⅰ ２ ０　２ ○３
256231 基礎物理化学Ⅰ ２ ０　２ ○３
256240 基礎化学 ２ ０　２ ○３
256250 自然科学実験 ２ ４　０ ●
256260 基礎生物学 ２ ０　２ ○３
257390 リスク管理・危機管理概論 ２ ０　２ ☆

社
会
科
学

256432 環境政治学Ⅰ ２ ２　０ ○４
256441 環境経済学入門 ２ ２　０ ○４
256445 現代経済システム ２ ０　２ ○４
256471 現代の科学と思想 ２ ２　０ ○４

統 

計

256510 基礎統計学Ⅰ ２ ２　０ ○５ ☆
256520 基礎統計学Ⅱ ２ ０　２ ○５ ☆
256540 社会調査法 ２ ０　２ ○５

基　
　

礎　
　

工　
　

学

266010 循環システム概論 ２ ２　０ ● ☆
266020 地球環境と物質循環 ２ ０　２ ● ☆
266040 環境分析化学 ２ ２　０ ○６ ☆
266046 基礎物理化学Ⅱ ２ ２　０ ○６ ☆
266080 生命システムの連関 ２ ０　２ ○６ ☆
266090 大気・水循環ｼｽﾃﾑ ２ ０　２ ○６ ☆
266110 品質経営論 ２ ２　０ ○６ ☆
266123 ソフトウェア開発及び演習 ２ ０　２ ○６ ☆
266131 システム解析Ⅰ ２ ２　０ ○６ ☆
266135 システム解析Ⅱ ２ ０　２ ○６ ☆
266141 エネルギーシステム論 ２ ０　２ ○６ ☆
266161 公共政策入門 ２ ０　２ ○６
266171 市民活動とボランティア組織 ２ ２　０ ○６
266181 自然数理システム論 ２ ２　０ ○６ ☆
266192 環境都市計画Ⅰ ２ ２　０ ○６ ☆
266211 社会システム論 ２ ２　０ ○６
266222 応用統計学及び演習 ２ ０　２ ○６ ☆
266231 環境政治学Ⅱ ２ ２　０ ○６
266240 環境経済学 ２ ２　０ ○６
266250 商品開発戦略論 ２ ０　２ ○６
266260 オペレーションズリサーチ ２ ２　０ ○６ ☆
266270 生態学 ２ ０　２ ○６
266280 科学技術論 ２ ０　２ ○６ ☆

応　
　

用

276020 生命機構と環境 ２ ２　０ ☆
276031 環境計測技術演習 ２ ０　４ ☆
276041 地域社会学演習 ２ ０　２
276061 環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄとＬＣＡ ２ ２　０ ☆
276071 情報技術演習 ２ ２　０ ☆
276080 システムシュミレーション ２ ０　２ ☆
276096 資源物理化学 ２ ２　０ ☆

循環システム工学科専門科目

別表８
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工　
　

学　
　
　
　
　

276112 地域環境システム演習Ⅰ ２ ０　２ ☆
276113 地域環境システム演習Ⅱ ２ ０　２ ☆
276121 環境政策演習Ⅱ ２ ２　０
276140 環境社会学 ２ ２　０
276156 環境政策演習Ⅰ ２ ０　２
276171 技術と環境倫理 ２ ０　２
276180 環境法 ２ ２　０
276201 環境都市計画Ⅱ ２ ０　２ ☆
276210 野外調査実習 ２ ２年 ☆
276220 公共政策演習 ２ ２　０
276250 技術者倫理 ２ ０　２ ☆
276260 環境経営演習 ２ ０　２
277010 ベンチャービジネス論 ２ ２　０ ☆

特　

殊　

研　

究

287030 実践ものづくり実習 １ ０　２
286010 プレゼンテーション論 ２ ０　２ ●
286020 循環システム実習 １ ０　２ ●
286051 特別講義Ⅰ ２ ０　２ ●
286061 特別講義Ⅱ ２ ０　２ ●
286071 インターンシップⅠ １ ★ ★ ★
286072 インターンシップⅡ １ ★ ★ ★
286080 放送大学特別講義Ⅰ ２ １～４年
286081 放送大学特別講義Ⅱ ２ １～４年
286082 放送大学特別講義Ⅲ ２ １～４年
286100 循環ｼｽﾃﾑ工学卒業論文 ６ ８　16 ●

そ
の
他

290051 キャリア形成実習１ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290052 キャリア形成実習２ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目
290053 キャリア形成実習３ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290054 キャリア形成実習４ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目

（必修科目）
●印は必修科目で、そのすべての単位を修得しなければならない。

（選択必修科目）
○１印、○２印、○３印、○４印、○５印、○６印は、選択必修科目の指定を示す。

（循環システム実習履修要件）
学部入門ゼミ、および基礎教育、基礎工学、応用工学の３部門の修得単位数の合計が 57 単位以上であ
ること。

（卒業論文履修要件）
循環システム実習の単位を修得していること。
学部入門ゼミ、および基礎教育、基礎工学、応用工学の３部門の修得単位数の合計が 73 単位以上であ
ること。

（卒業要件）
○１印の選択必修科目の修得単位数が４単位以上であること。
○２印の選択必修科目の修得単位数が５単位以上であること。
○３印の選択必修科目の修得単位数が５単位以上であること。
○４印の選択必修科目の修得単位数が４単位以上であること。
○５印の選択必修科目の修得単位数が４単位以上であること。
○６印の選択必修科目の修得単位数が 22 単位以上であること。

（学大将プロジェクト科目）
その他の部門の「学大将プロジェクト科目」と記した科目は、工学部教育プロジェクトである「統合
能力型高度技術者養成プロジェクト　― 自発リーダー（学大将）を生む環境作り―」のための特別授
業科目であり、そのプロジェクトのうちマイハウスプラン（キャリアハウス、ベンチャーハウス）に
おける活動内容を吟味して単位が認定される。なお、この科目を修得しても、卒業に必要な単位数に
含めることはできない。
★インターンシップⅠ、Ⅱは、２～４年次生を対象とし、年度を通じて実行可能な休暇中に実施する。
☆印は教育職員免許状（工業）を修得するための認定科目である。
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部 

門

系 

列

授業科
授 業 科 目 名

単 

位

毎週時間数（前期・後期）
備　考

工業の

目番号 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 関係科目

基　
　
　

礎　
　
　

教　
　
　

育

数　

学

255010A 線形代数学Ⅰ ２ ２　０ ●
257010 微分積分学Ⅰ ２ ２　０ ●
255030A 線形代数学Ⅱ ２ ０　２
257020 微分積分学Ⅱ ２ ０　２
255050A 微分方程式Ⅰ ２ ２　０ ●

情
報

255110A 情報処理及び実習 ２ ０　２

自　

然　

科　

学

257320 基礎物理学Ⅰ ２ ０　２ ●
255220A 基礎物理学Ⅱ ２ ２　０ ●１
257310 入門物理学 １ ２　０
255311 基礎物理化学Ⅰ ２ ２　０ ●１
255321 基礎無機化学 ２ ２　０ ●１
255331 基礎有機化学Ⅰ ２ ２　０ ●１
255332 基礎有機化学Ⅱ ２ ０　２ ●１
255341 基礎物理化学Ⅱ ２ ０　２ ●１
255351 基礎分析化学 ２ ０　２ ●１
255361 基礎生物学 ２ ０　２ ●１
255371 化学実験 ２ ０　４ ○１
255411 機械加工及び実習 ２ ３　０ ☆
255381C クリーンエネルギーゼミⅠ １ ０　２ ●
257390 リスク管理・危機管理概論 ２ ０　２ ☆

社
会
科
学

255510 技術者倫理 ２ ０　２ ☆

基　
　

礎　
　

工　
　

学

265011 有機化学第一 ２ ２　０ ○１ ☆
265021 物理化学第一 ２ ２　０ ○１ ☆
265031 物理化学第二 ２ ２　０ ○１ ☆
265041 物理化学演習 １ ０　２ ● ☆
265051 分析化学 ２ ２　０ 　 ○１ ☆
265052 分析化学演習 １ 　 ０　２ ● ☆
265061 無機化学 ２ ２　０ 　 ○１ ☆
265062 無機化学演習 １ ２　０ ● ☆
265071 有機化学第二 ２ ０　２ ○１ ☆
265081 物理化学第三 ２ ０　２ ○１ ☆
265101 量子化学 ２ ０　２ ○１ ☆
265141 有機化学演習 １ ０　２ ● ☆
265251 化学技術英語 ２ ０　２ ○１ ☆
265261 電気化学 ２ ２　０ ☆
265271 高分子合成化学 ２ ０　２ ○１ ☆
265281 材料物性 ２ ０　２ ○１ ☆
265351 応用化学実験Ⅰ ３ ９　０ ● ☆
265361 応用化学実験Ⅱ ３ ９　０ ● ☆
265371 応用化学実験Ⅲ ３ ０　９ ● ☆
265381 応用化学実験Ⅳ ３ ０　９ ● ☆
265331C クリーンエネルギーゼミⅡ １ ２　０ ●
265341C クリーンエネルギーゼミⅢ １ ０　２ ●

応
用
工
学

275011 安全環境化学 ２ ２　０ ☆
275051 化学工学演習 １ ２　０ ☆
275081 化学工学 ２ ２　０ ☆
275091 無機機器分析 ２ ２　０ ☆
275101 有機機器分析 ２ ０　２ ☆

クリーンエネルギー特別教育プログラム専門科目

別表９
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275111 高分子物性 ２ ２　０ ☆
275121 有機工業化学 ２ ０　２ ☆
275131 無機工業化学 ２ ０　２ ☆

特　

殊　

研　

究

287030 実践ものづくり実習 １ ０　２
285011 物質工学研修 ２ ２　２ ●
287010 ベンチャービジネス論 ２ ２　０ ☆
287020 品質管理概論 ２ ２　０ ☆
285410 特別講義第一Ａ １ １　０
285420 特別講義第二Ａ １ １　０
285430 特別講義第三Ａ １ １　０
285440 特別講義第四Ａ １ １　０
285353 インターンシップⅠ １ ★ ★ ★
285354 インターンシップⅡ １ ★ ★ ★
285002C 基礎研究第一 ２ ０　８ ●
285003C 基礎研究第二 ４ ８　８ ●

そ
の
他

290051 キャリア形成実習１ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290052 キャリア形成実習２ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目
290053 キャリア形成実習３ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290054 キャリア形成実習４ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目

●：指定必修科目、○印：指定選択必修科目

（必修科目）
●は指定必修科目で、その全ての単位を修得しなければならない。

（順序指定）
　２年次以降の本表に開設されている基礎工学及び応用工学の授業科目を履修するためには、１年次
において、開講されている授業科目のうちから 40 単位以上を修得しなければならない。
　３年次以降の本表に開設されている応用工学の授業科目及び基礎研究第一を履修するためには、●
１印及び○１印の科目中から 30 単位以上を修得しなければならない。
　基礎研究第二を履修するためには、基礎教育部門の必修科目を 20 単位以上（クリーンエネルギーゼ
ミ I　１単位を含む）、○１印の化学実験、基礎工学部門の演習科目（物理化学演習、有機化学演習、
無機化学演習、分析化学演習）、応用化学系実験（応用化学実験Ⅰ、応用化学実験Ⅱ、応用化学実験Ⅲ、
応用化学実験Ⅳ）、クリーンエネルギーゼミ II，クリーンエネルギーゼミ III および基礎研究第一を
全て修得しなければならない。

（注）基礎研究第二の一般的履修要件としては、別に工学部履修規程がある。
（学大将プロジェクト科目）
その他の部門の「学大将プロジェクト科目」と記した科目は、工学部教育プロジェクトである「統合
能力型高度技術者養成プロジェクト　― 自発リーダー（学大将）を生む環境作り―」のための特別授
業科目であり、そのプロジェクトのうちマイハウスプラン（キャリアハウス、ベンチャーハウス）に
おける活動内容を吟味して単位が認定される。なお、この科目を修得しても、卒業に必要な単位数に
含めることはできない。
★インターンシップⅠ、Ⅱは、２～４年次生を対象とし、年度を通じて実行可能な休業中に実施する。
☆印は教育職員免許状（工業）を取得するための科目である。
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部 

門

系 

列

授業科
授 業 科 目 名

単 

位

毎週時間数（前期・後期）
備　考

工業の

目番号 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 関係科目

基　
　

礎　
　

教　
　

育

数　

学

255010B 線形代数学Ⅰ ２ ２　０ ●
257010 微分積分学Ⅰ ２ ２　０ ●
255030B 線形代数学Ⅱ ２ ０　２
257020 微分積分学Ⅱ ２ ０　２
255050B 微分方程式Ⅰ ２ ０　２ ●

情
報

255110B 情報処理及び実習 ２ ０　２

自　

然　

科　

学

257320 基礎物理学Ⅰ ２ ０　２ ●
255220B 基礎物理学Ⅱ ２ ０　２
257310 入門物理学 １ ２　０
255315 基礎生物物理化学Ⅰ ２ ２　０ ●１
255325 基礎生物無機化学 ２ ２　０ ●１
255335 基礎生物有機化学 ２ ２　０ ●１
255345 基礎生物物理化学Ⅱ ２ ０　２ ○１
255355 基礎生物分析化学 ２ ０　２ ●１
255365 基礎生物学 ２ ０　２ ●１
255370 化学実験 ２ ４　０ ○１
255375 遺伝科学概論 ２ ０　２ ○１ ☆
257390 リスク管理・危機管理概論 ２ ０　２ ☆

統
計

255420 生物統計学 ２ ２　０ ○１
255425 生物統計学演習 １ ２　０ ○１

基　
　

礎　
　

工　
　

学

265015 生物有機化学第一 ２ ０　２ ○１ ☆
265065 生物無機化学 ２ ２　０ ○１ ☆
265075 生物有機化学第二 ２ ２　０ ○１ ☆
265510 工業微生物学第一 ２ ２　０ ○１ ☆
265515 生化学演習 １ ０　２ ●１ ☆
265520 生体物質論 ２ ２　０ ○１ ☆
265530 微生物生理学 ２ ０　２ ○１ ☆
265540 工業微生物学第二 ２ ０　２ ○１ ☆
265545 分子生物学演習 １ ２　０ ● ☆
265560 生体触媒学 ２ ２　０ ○１ ☆
265570 基礎生物化学工学 ２ ０　２ ○１ ☆
265580 生体反応論第一 ２ ２　０ ○１ ☆
265590 生体反応論第二 ２ ０　２ ○１ ☆
265610 遺伝子工学 ２ ２　０ ☆
265615 細胞工学演習 １ ０　２ ● ☆
265630 培養工学第一 ２ ２　０ ☆
265640 天然物分析化学 ２ ２　０ ☆
265645 生理活性化学 ２ ０　２ ○１ ☆
265655 生物工学実験Ⅰ ３ ９　０ ☆
265600 微生物育種学 ２ ０　２ ☆
265665 生物工学実験Ⅱ ３ ９　０ ☆
265675 真核細胞学 ２ ２　０ ☆
265685 生物工学実験Ⅲ ３ ０　９ ☆
265695 生物工学実験Ⅳ ３ ０　９ ☆
265700 技術英語Ⅰ ２ ２　０ ● ☆
265710 技術英語Ⅱ ２ ０　２ ● ☆
265720 技術者倫理 ２ ０　２ ● ☆
265995W ワイン科学ゼミⅠ １ ０　２ ●
265996W ワイン科学ゼミⅡ １ ２　０ ●
265997W ワイン科学ゼミⅢ １ ０　２ ●

ワイン科学特別教育プログラム専門科目

別表 10
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応 

用 

工 

学

275536 発酵工学 ２ ２　０ ☆
275540 生物反応工学 ２ ２　０ ☆
275545 食品科学工学 ２ ２　０ ☆
275555 細胞工学 ２ ０　２ ☆
275580 培養工学第二 ２ ０　２ ☆
275595 生命工学開発設計論 ２ ０　２ ☆
275590 免疫工学 ２ ０　２ ☆
275995W ワイン科学Ⅰ ２ ２　０ ●
275996W ワイン科学Ⅱ ２ ０　２ ●
275997W ワイン製造科学実習 １ ０　２ ●

特　

殊　

研　

究

287010 ベンチャービジネス論 ２ ２　０ ☆
287020 品質管理概論 ２ ２　０ ☆
285450 特別講義第一Ｂ １ １　０
285455 英語輪読Ⅰ ２ ２　０ ●
285460 特別講義第二Ｂ １ １　０
285465 英語輪読Ⅱ ２ ０　２ ●
285470 特別講義第三Ｂ １ １　０
285480 特別講義第四Ｂ １ １　０
285355 インターンシップⅠ １ ★ ★ ●
285356 インターンシップⅡ １ ★ ★ ●
285006W ワイン科学特別研究 ６ ８　16 ●

そ
の
他

287040 ＰＢＬものづくり実践ゼミ ２ ０　２
290051 キャリア形成実習１ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290052 キャリア形成実習２ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目
290053 キャリア形成実習３ １ ２　０ 学大将プロジェクト科目
290054 キャリア形成実習４ １ ０　２ 学大将プロジェクト科目

（必修科目）
●印は必修科目でその全ての単位を修得しなければならない。
工学部履修規程第５条２項により、全学共通教育科目の「ワイン製造及び体験実習」を必修科目とする。

（順序指定）
　２年次以降の本表に開設されている基礎工学及び応用工学の授業科目を履修するためには、１年次
において、開講されている授業科目のうちから 40 単位以上を修得しなければならない。
　３年次以降の本表に開設されている基礎工学及び応用工学の授業科目を履修するためには、●１印
及び○１印の科目の中から 30 単位以上を修得しなければならない。
　ワイン科学特別研究を履修するためには、基礎教育部門の必修科目を 14 単位以上、ワイン科学ゼミ
Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，ワイン科学ⅠおよびⅡの単位、生物工学関連実験５科目（化学実験、生物工学実験Ⅰ、Ⅱ、
Ⅲ、Ⅳ）を全て修得しなければならない。

（学大将プロジェクト科目）
　その他の部門の「学大将プロジェクト科目」と記した科目は、工学部教育プロジェクトである「統
合能力型高度技術者養成プロジェクト　― 自発リーダー（学大将）を生む環境作り―」のための特
別授業科目であり、そのプロジェクトのうちマイハウスプラン（キャリアハウス、ベンチャーハウス）
における活動内容を吟味して単位が認定される。なお、この科目を修得しても、卒業に必要な単位数
に含めることはできない。
★インターンシップⅠ、Ⅱは、２～３年次を対象とし、年度を通じて実行可能な休業中に実施する。
☆印は教育職員免許状（工業）を取得するための科目である。

年　次 学　期 成績不振注意 退学勧告

１年次
前　期 ２０単位未満 －
後　期 ３５単位未満 －

２年次
前　期 ５５単位未満 ３０単位未満
後　期 ７０単位未満 ４０単位未満

３年次
前　期 ８５単位未満 ４５単位未満
後　期 卒論履修要件未修 ５５単位未満

４～６
年　次

前　期 ９０単位未満 ７０単位未満
後　期 卒論履修要件未修

修学状況不良
７年次

前　期 ９０単位未満
後　期 修学状況不良

工学部修学指導制度総取得単位数等基準
別表 11
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　　　　　　　　　　　　　　　　　桁
１ ２ ３・４・５・６ ７ ８

区　分
全学共通教育科目
　 ①　人間形成科目部門 ０ ６
　 ②　語学教育部門 ０ ６
　 ③　テーマ別教養科目部門 ０ ６
　 ④　基礎科目 ０ ６
　 ⑤　自発的教養科目 ０ ６
学部入門ゼミ ０ ６
工学部専門科目
　 ①　基礎教育部門 ２ ５
　　ａ）機械システム工学科 1000 ～ 1499
　　ｂ）電気電子システム工学科 2000 ～ 2499
　　ｃ）コンピュータ・メディア工学科 3000 ～ 3499
　　ｄ）土木環境工学科 4000 ～ 4499
　　ｅ）応用化学科、生命工学科、特別 5000 ～ 5499
　　　　教育プログラム
　　ｆ）循環システム工学科 6000 ～ 6499
　　ｇ）各学科共通 7000 ～ 7999
　 ②　基礎工学部門 ２ ６
　　ａ）機械システム工学科 1000 ～ 1999
　　ｂ）電気電子システム工学科 2000 ～ 2999
　　ｃ）コンピュータ・メディア工学科 3000 ～ 3999
　　ｄ）土木環境工学科 4000 ～ 4999
　　ｅ）応用化学科、生命工学科、特別 5000 ～ 5999
　　　　教育プログラム
　　ｆ）循環システム工学科 6000 ～ 6999
　　ｇ）各学科共通 7000 ～ 7999
　 ③　応用工学部門 ２ ７
　　ａ）機械システム工学科 1000 ～ 1999
　　ｂ）電気電子システム工学科 2000 ～ 2999
　　ｃ）コンピュータ・メディア工学科 3000 ～ 3999
　　ｄ）土木環境工学科 4000 ～ 4999
　　ｅ）応用化学科、生命工学科、特別 5000 ～ 5999
　　　　教育プログラム
　　ｆ）循環システム工学科 6000 ～ 6999
　　ｇ）各学科共通 7000 ～ 7999
　 ④　特殊研究部門 ２ ８
　　ａ）機械システム工学科 1000 ～ 1999
　　ｂ）電気電子システム工学科 2000 ～ 2999
　　ｃ）コンピュータ・メディア工学科 3000 ～ 3999
　　ｄ）土木環境工学科 4000 ～ 4999
　　ｅ）応用化学科、生命工学科、特別 5000 ～ 5999
　　　　教育プログラム
　　ｆ）循環システム工学科 6000 ～ 6999
　　ｇ）各学科共通 7000 ～ 7999
　 ⑤　その他
　　ａ）資格対応科目 ２ ８ 9000 ～ 9100
　　ｂ）地域産業リーダー養成科目 ２ ９ 0001 ～ 0050
　　Ｃ）統合能力型高度技術者養成プロジェクト科目 0051 ～ 0070
教育職員免許状（工業）取得に要する授業科目

８ ０ 8001 ～ 8999
教育職員免許状（情報）取得に要する授業科目

授業科目番号の説明
　工学部の各授業科目には、次の区分に従って６桁の番号がつけてある。授業科目名が同一であっても

番号が異なるものは、異なる授業科目を表す。
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工学部履修規程解説図

			   卒業要件

	 卒業論文等履修要件

１．全学共通教育科目

　　人間形成科目部門			   ６

　　語学教育部門			   14

　　テーマ別教養科目部門			   10	 32

　　自発的教養科目部門

　　基礎科目部門（卒業要件に含まない）

２．学部入門ゼミ			   ２			   124

３．専門科目

　　基礎教育部門	 28

			   64

　　基礎工学部門

　　応用工学部門				    90

　　特殊研究部門

（注）数字は単位数　　　　　　
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細則１　履修申告に関する細則（工学部）

制定　平成 16 年４月１日

（総　　則）

第１条　履修規程第８条に定める履修申告に関しては、この細則の規定に定めるところによる。

（申告方法）

第２条　履修申告は、学期の始めの指定された期間に、別に定める「工学部履修申告手続」によって行

うものとする。

第３条　集中講義による授業科目の履修申告は、前条の規定にかかわらず、その都度、各授業科目ごと

に別に定める「工学部履修申告手続」によって行うものとする。

第４条　本学部開設以外の授業科目を履修申告する場合は、次に定めるところによる。

⑴　他学部の専門科目については、別に定める「工学部履修申告手続」により、あらかじめ許可を受

けなければならない。

⑵　他の大学（外国の大学を含む。）の授業科目については、山梨大学学生交流規則の定めるところ

によりあらかじめ許可を受けなければならない。

（申告の確認）

第５条　第２条により履修申告した者は「履修申告確認表」を受理して、申告内容を確認するものとす

る。

２　前項の「履修申告確認表」に登録されていない授業科目については、単位修得を認めない。

（申告の修正）

第６条　履修申告の修正は、申告に誤りがあった場合又は履修しようとする授業科目を変更したい場合

に、指定された期間内に限り行うことができる。

２　履修人員の偏り、対象学年及び対象学科等の相違又はその他の理由により、授業担当教員から申告

の修正を指示された者は、当該授業科目の履修申告を修正しなければならない。

（申告の特別措置）

第７条　山梨大学学生交流規則により、学年の始期が異なる外国の大学に留学するため、第 2 条の手続

きができない者は、留学前に次により手続きを行うことができる。

⑴　留学前に履修申告した授業科目は、「継続履修願」により授業担当教員及び所属学科等の承認を

受けて、帰国後、引き続いて履修することができる。

⑵　留学後、卒業に必要な卒業論文等の授業科目を履修申告したい場合は、所属学科等が特に必要と

認める場合に限り、「履修申告願」により授業担当教員及び所属学科等の承認を受けて、帰国後、

履修することができる。

⑶　この細則に定めるもののほか、運用を厳格にするために必要な事項は、別に定める。

（二重申告の禁止）

第８条　二重申告（授業時間割表において同一時間に並列して開設されている授業科目を、同時に２科

目以上履修申告することをいう。）は、これを認めない。ただし、集中講義が通常の授業科目と重な

る場合、または卒業に必要な授業科目が卒業論文の履修と重なる場合、その他特別な場合で、「二重

申告許可願」により許可を得た場合は、この限りではない。

２　前項ただし書によらない二重申告があった場合は、二重申告したすべての授業科目の単位修得を認

めない。
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（重複申告の禁止）

第９条　重複申告（すでに単位を修得している授業科目を、再び履修申告することをいう。）は、これ

を認めない。

（雑　　則）

第 10 条　この細則に定めのない事項については、別に定める「工学部履修申告手続」、「工学部学生の教

育職員免許状（工業）・（情報）取得に関する留意事項」及び「成績の通知」によるものとする。

　　　附　　則

　１　この細則は、平成 16 年４月１日から施行する。

　２　細則１（昭和 39 年４月１日制定）は、廃止する。

　３　平成 16 年３月 31 日に在学する者については、なお、従前の細則１による。

　　　附　　則

　１　この細則は、平成 19 年４月１日から施行する。

　２　平成 19 年３月 31 日に在学する者については、なお、従前の細則１による。

細則２　再試験に関する細則（工学部）
制定　平成 16 年４月１日

（総　　則）

第１条　履修規程第 10 条に定める再試験に関しては、この細則の定めるところによる。

（定　　義）

第２条　再試験とは、受験資格のある者が、事故により修了試験を受験できなかった場合、又は修了試

験の成績が 60 点に達しなかった場合、次年度の修了試験の際に再びその者に、受験の機会を与える

ことをいう。

（再試験の取扱）

第３条　再試験の取り扱いについては、次のとおりとする。

⑴　本学部の専門科目に属する授業科目については、当該授業科目を担当した教員が許可を与えた場

合、１回に限り再試験を認める。この場合には、新規履修申告は不要である。

⑵　再試験は、その許可を与えた当該授業科目担当教員の指示に従って、同一の授業科目を受験する

こととする。

　　なお、再試験の許可を与えた教員の指示が得られない場合については、所属学科等の教育主任の

指示に従うものとする。

　　　附　　則

　１　この細則は、平成 16 年４月１日から施行する。

　２　細則２（昭和 36 年４月１日制定）は、廃止する。

　３　平成 16 年３月 31 日に在学する者については、なお、従前の細則２による。

　　　附　　則

　１　この細則は、平成 19 年４月１日から施行する。

　２　平成 19 年３月 31 日に在学する者については、なお、従前の細則２による。
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細則３　卒業論文等に関する細則（工学部）
制定　平成 16 年４月１日

（総　　則）

第１条　履修規程第 11 条に定める卒業論文等の履修その他に関しては、この細則の定めるところによる。

（題　　目）

第２条　卒業論文の題目は、所属学科の専門科目に関係の深いものでなければならない。

（申告方法）

第３条　卒業論文等の履修申告は、履修申告に関する細則第２条によるものとする。

２　前項の履修申告は、あらかじめ指導教員の承認を受けなければならない。

（指導教員）

第４条　指導教員は、本学の教授、准教授、講師又は助教でなければならない。ただし、特別な場合、

学部長の許可を経て他学部の教授、准教授、講師又は助教を指導教員とすることができる。

（履　　修）

第５条　卒業論文等の履修は、本学部が定める期間内に終了するものとする。ただし、特別な場合、学

部長の許可を経てその期間を延長することができる。

２　前項ただし書による期間の延長は、翌年度の学期または学年の終わりまでとする。

（審　　査）

第６条　卒業論文等の審査は、学年の終わりに行う。ただし、前条第１項ただし書により、期間の延長

を認められた場合は、その期間の終了時に行う。

　　　附　　則

　１　この細則は、平成 16 年４月１日から施行する。

　２　細則３（昭和 37 年４月１日制定）は、廃止する。

　３　平成 16 年３月 31 日に在学する者については、なお、従前の細則３による。

　　　附　　則

　１　この細則は、平成 19 年４月１日から施行する。

　２　平成 19 年３月 31 日に在学する者については、なお、従前の細則３による。

細則４　再入学に関する細則（工学部）
制定　平成 16 年４月１日

（趣　　旨）

第１条　この細則は、学則第 11条及び工学部履修規程第 10条の２に定める再入学に関し、工学部におけ

る取り扱いについて必要な事項を定める。

（再入学の条件）

第２条　再入学の条件については、次のとおりとする。

⑴　再入学の時期は、学期の始めとする。

⑵　退学勧告により退学した者については退学後１年以上経た者を対象とする。
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② 履修申告
（履修申告用端末）

⑶　再入学の際、転学科は認めない。

⑷　基準単位に合った学年への再入学を認める。また、再入学する学科等で順序指定科目が定められ

ている場合はその科目の履修状況を勘案して、当該学科等で学年を決定する。

⑸　基準単位は別に定める。　

⑹　再入学した際は、再入学年次の学生便覧の規程を適用し、既修得単位は審査の上、認める。

⑺　在学年限については、再入学年次の学生と同じ扱いとする。

（再入学の手続及び選考等）

第３条　再入学の手続き及び選考等については、次のとおりとする。

⑴　再入学を希望する者は、再入学希望日の１カ月前までに教務課窓口において「再入学願及び理由

書」を提出しなければならない。

⑵　再入学の選考は、教授会が行う。

⑶　再入学を許可された者には「再入学許可書」を発行する。

（検定料等）

第４条　検定料、入学料及び授業料の額並びに納入に関する事項については、別に定める。

　　　附　　則

　１　この細則は、平成 16 年４月１日から施行する。

　２　細則４（平成 14 年４月１日制定）は、廃止する。

　３　平成 16 年３月 31 日に在学する者については、なお、従前の細則４による。

　　　附　　則

　　この細則は、平成 18 年４月１日から施行する。

　　　附　　則

　１　この細則は、平成 19 年４月１日から施行する。

　２　平成 19 年３月 31 日に在学する者については、なお、従前の細則４による。

　　　附　　則

　　この細則は、平成 20 年４月１日から施行する。

　

注 1　工学部履修申告手続

工
学
部
教
務

学　
　
　
　
　
　
　
　

生

①

④

（＊１）
「他学部聴講願」提出
「二重申告許可願」提出

「修正申告書」提出
（別途指定された方法による）

（＊２）
履修申告（集中講義）
（実施内容については掲示等による）

③「履修申告確認表」配布
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免許状の種類およ 教科に関する科目・教科又は
教職に関する科目の最低修得
単位数

教職に関する科目および最低修得単位数

び教科 授　業　科　目　名 必修 選択 備　　考

高等学校教諭一種 ・教科に関する科目 現代教職論 ２

免許状　（工業） 現代教育論 ２

　工業の関係科目　　　 16 生涯発達教育心理学 ２

　職業指導第一　　　　 ２ 青年期心理学 ２

　職業指導第二　　　　 ２ 学校制度・経営論 ２

教育課程臨床論 ２

・教科又は教職に関する科目 工業科教育法Ⅰ ２   １科目選択必修
工業科教育法Ⅱ ２

　○内の数字は、手続きの順序を示す。

　①～④の実施期日は、掲示によって行われる。

（＊１）他学部聴講及び二重申告については、指定の様式に基づき、あらかじめ許可を得なければなら

ない。

（＊２）集中講義の履修申告は、その都度各授業科目ごとに指定された期限内に工学部教務担当窓口に

て受け付ける。

注２　成績の通知
　履修申告した授業科目の試験の成績は、前期又は後期授業科目履修申告日前に設定されたガイダンス

において、修得単位通知書により本人に通知する。

　なお、工学部教務担当窓口においては、学生からの成績に関する問い合わせには応じない。

注３　工学部学生の教育職員免許状（工業）取得に関する留意事項
（工学部履修規程第 13 条関係）コンピュータ・メディア工学科以外の学科

１　工業に関し、本学部で認定されている免許状の種類・教科・基礎資格等は、次のとおりである。

２　「教科に関する科目」の単位数の修得（20 単位）については、工業の関係科目 16 単位のほか、職業

指導第一及び職業指導第二の各２単位を修得すること。

３　「教職に関する科目」の単位数の修得（23 単位）については、教育職員免許法附則第 11 項により、「教

科に関する科目」のうち工業の関係科目の単位の修得（23 単位）をもってこれに替えることができる。

４　「教科又は教職に関する科目」の単位数の修得（16 単位）については、最低修得単位を越えて修得

した「教科に関する科目」若しくは「教職に関する科目」について併せて 16 単位修得すること。

５　３項・４項で定める科目を工業の関係科目で取得する場合の単位数の修得は、２項で定める 16 単位、

３項で定める 23 単位の修得も含めて 55 単位を必要とする。

６　「教科に関する科目」・「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」の修得のほか、日

本国憲法（テーマ別教養科目部門）の２単位、生活と健康Ⅰ・生活と健康Ⅱ（人間形成科目部門）の

各１単位、英語ⅠＡ・英語ⅠＢ・英語ⅡＡ・英語ⅡＢ・英語ⅢＡ・英語ⅢＢ（語学教育科目部門）か

ら２単位及び情報処理及び実習（専門科目）２単位又は３単位を修得すること。

７　詳細については、工学部教務担当窓口に問い合わせること。

　本学部における「教科に関する科目」・「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」の最

低修得単位数

所要資格

基　礎　資　格

大学における最低修得単位数

　　　　　　　　　教 　　 教科に関する 教職に関する 教科又は教職に

免許状の種類 科 科目 科目 関する科目

高等学校教諭一種免許状 工業 学士の学位を有すること 20 23 16
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注４　工学部学生の教育職員免許状（情報）取得に関する留意事項
（工学部履修規程第 13 条関係）コンピュータ・メディア工学科のみ該当し、他学科は該当しない。

１　情報に関し、本学部で認定されている免許状の種類・教科・基礎資格等は、次のとおりである。

２　「教科に関する科目」の単位数の修得（20 単位）以上修得すること。

３　「教職に関する科目」の単位数の修得（23 単位）以上修得すること。

４　「教科又は教職に関する科目」の単位数の修得（16 単位）については、最低修得単位を越えて修得

した「教科に関する科目」若しくは「教職に関する科目」について併せて 16 単位修得すること。

５　「教科に関する科目」・「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」の修得のほか教育

職員免許法施行規則第 66 条の６に示す日本国憲法（テーマ別教養科目部門）の２単位、生活と健康 Ⅰ・

生活と健康Ⅱ（人間形成科目部門）の各１単位、英語ⅠＡ・英語ⅠＢ・英語ⅡＡ・英語ⅡＢ・英語Ⅲ

Ａ・英語ⅢＢ（語学教育科目部門）から２単位及び情報処理及び実習３単位（学科指定単位）を修得

すること。

６　「教科に関する科目、教職に関する科目、教科又は教職に関する科目」の授業科目等は別表に示す。

７　詳細については、工学部教務担当窓口に問い合わせること。

最低修得単位を越えて修得し 特別活動論 ２

た「教科に関する科目」若し 授業分析論 ２

くは「教職に関する科目」に 学校臨床心理学 ２

ついて併せて 16 単位修得す （生徒指導・進路指導を含む。）

ること。 学校教育相談論 ２

心の健康論 ２

教職実践演習 ２

高等学校教育実習 ３

(事前・事後指導１単位を含む。）

　　　　　　　計　　　　　36 計　　　　　23

所要資格

基　礎　資　格

大学における最低修得単位数

　　　　　　　　　教 　　 教科に関する 教職に関する 教科又は教職に

免許状の種類 科 科目 科目 関する科目

高等学校教諭一種免許状 情報 学士の学位を有すること 20 23 16
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高等学校教諭一種免許状（情報）を取得するための教職に関する専門教育科目

備　考

　１.上記の表中で◎印の付された授業科目は、必ず修得しなければならない。

　２.教育実習の３単位は、実習校での「教育実習」と、コンピュータ・メディア工学科で開く「事前・

事後指導」との二つの履修から成る。教育実習に行くためには、実習に行く前年度の集中で開講

される「事前指導」を受講しておかなければならない。

科 目 区 分
要　求
単位数

科目番号 科　　　目　　　名

単　
　

位

毎
週

時
数

必　
　

選

履
修
年
次

備　　　考
前
期

後
期

教職の意義等に ２ 160001 現代教職論 ２ ２ ◎ １・２

関する科目 ２

教育の基礎理論 ６ 100301 現代教育論 ２ ２ ◎ １・２

に関する科目 100306 生涯発達教育心理学 ２ ２ ◎ １・２

160205 青年期心理学 ２ ２ １～３

160213 学校制度・経営論 ２ ２ ◎ ４

教育課程及び指 ８ 160214 教育課程臨床論 ２ ２ ◎ ２

導法に関する科 808110 情報科教育法Ⅰ ２ ２ ◎� ３

目 808120 情報科教育法Ⅱ ２ ２ � ３

160442 特別活動論 ２ ２ ◎ １～３

２ �

160006 授業分析論 ２ ２ �◎ ２

生徒指導、教育 ４ 160005 学校臨床心理学 ２ ２ ◎ ２・３

相談及び進路指 （生徒指導・進路指導を含む。） ��

導等に関する科目 160471 学校教育相談論 ２ ２ ◎ ２・３

教　育　実　習 ３ 808140 教育実習 ３ ２ ◎ ４

（事前・事後指導 1単位を含む。）

教職実践演習 ２ 808150 教職実践演習 ２ ２ ◎ ４
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教育職員免許法施行規則第 66 条の６に定める科目

第 66 条の６に定める科目

開　設　授　業　科　目

備　　考
授　業　科　目

単  位  数

必修 選択

日本国憲法 日本国憲法 ２

体育 生活と健康Ⅰ １

生活と健康Ⅱ １

外国語コミュニケーション 英語ⅠＡ ２

英語ⅠＢ ２

　 １科目選択必修
英語ⅡＡ ２

英語ⅡＢ ２

英語ⅢＡ ２

英語ⅢＢ ２

情報機器の操作 情報処理及び実習 ２又は３
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科 目 区 分
要 求

単位数

授業科

目番号
授　業　科　目 単

位

毎週時間数（前期・後期）
備　考

１年 ２年 ３年 ４年

情報社会及び情 273804 ○ 情報倫理社会学 ２ ０　２

報倫理 267390 リスク管理・危機管理概論 ２ ０　２

コンピュ－タ及 263104 プログラミング入門 ２ ２　０

び情報処理（実 263102 プログラミング入門演習 １ ２　０

習を含む。） 253125 プログラミングⅠ ２ ２　０

253126 プログラミングⅠ演習 １ ２　０

253135 プログラミングⅡ ２ ０　２

253136 プログラミングⅡ演習 １ ０　２

263105 アルゴリズムとデ－タ構造Ⅰ ２ ０　２

263106 アルゴリズムとデ－タ構造Ⅰ演習 １ ０　２

263215 アルゴリズムとデ－タ構造Ⅱ演習 １ ２　０

263217 プログラミング言語論 ２ ０　２

263306 オペレ－ティングシステム ２ ０　２

263307 オペレ－ティングシステム演習 １ ０　２

263501 計算機ア－キテクチャ ２ 2　０

263510 数値計算 ２ ２　０

263511 数値計算演習 １ ２　０

263604 メディア工学概論 ２ ０　２

263214 アルゴリズムとデ－タ構造Ⅱ ２ ２　０

263610 アルゴリズムとデ－タ構造 ２ ２　０

263612 アルゴリズムとデ－タ構造演習 １ ２　０

263625 プログラミングⅢ及び実習 ２ ０　２

263630 信号処理 ２ ０　２

263631 信号処理演習 １ ０　２

263660 人工知能 ２ ２　０

263661 人工知能演習 １ ２　０

263203 計算機ア－キテクチャⅠ ２ ２　０

263206 計算機ア－キテクチャⅡ ２ ０　２

263211 ハ－ドウエア基礎実験 ２ ０　４

263304 ハ－ドウェア実験Ⅰ ２ ４　０

273407 ハ－ドウェア実験Ⅱ ２ ０　２

263641 パターン認識 ２ ０　２

情報システム（実 263004 ○ デ－タベ－ス ２ ２　０

習を含を含む。） 263309 デ－タベ－ス演習 １ ２　０

263655 オペレーティングシステム及び実習 ２ ０　２

273309 ソフトウェア工学 ２ ２　０

273310 ソフトウェア工学演習 １ ２　０

263810 ソフトウェア工学 ２ ０　２

263811 ソフトウェア工学演習 １ ０　２

273312 ソフトウェアプロジェクトマネジメント ２ ０　２

273302 ソフトウェア開発実習 １ ０　２

高等学校教諭一種免許状（情報）を取得するための教科に関する科目
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情報通信ネット 263205 情報理論 ２ ２　０

ワーク（実習を 253140 情報理論 ２ ２　０

含む。） 273403 ネットワークマネジメント及び実習 ２ ０　２

263005 コンピュ－タネットワ－ク ２ ２　０

273760 コンピュ－タネットワ－ク ２ ０　２

 273761 コンピュ－タネットワ－ク実習 ２ ０　４

マルチメディア 273308 ヒュ－マン・マシンインタ－フェ－ス ２ ０　２

表現及び技術 273408 組込みシステム設計 ２ ２　０

(実習を含む。) 273409 組込みシステム設計演習 １ ０　２

263003 オペレ－ションズリサ－チ ２ ０　２

273404 ビジュアルコンピュ－ティング ２ ２　０

263735 ＣＧとインタラクションⅠ及び実習 ２ ０　２

263745 ＣＧとインタラクションⅡ ２ ２　０

263746 ＣＧとインタラクションⅡ演習 １ ２　０

273725 プレゼンテ－ション論及び実習 ２ ０　２

273745 自然言語処理及び実習 ２ ０　２

273755 画像情報処理及び実習 ２ ０　２

情報と職業 801050 ○ 情報と職業 ２ ０　２

教科又は教職に関する
専門教育科目　　　　

単位数
毎週時間数（前期・後期）

備　　考
１年 ２年 ３年 ４年

教科又は教職に関する 16 最低修得単位を越えて

専門教育科目最低修得 履修した「教科に関する

単位数 科目」若しくは「教職に

関する科目」について、

併せて16単位以上修得。

備　考

・上記表中の○印の付された授業科目は、必ず修得しなければならない。

・263214 のアルゴリズムとデ－タ構造Ⅱと 263610 のアルゴリズムとデ－タ構造の２科目の内、１

科目選択必修科目である。

・273404 のビジュアルコンピュ－ティングと 263735 のＣＧとインタラクションⅠ及び実習の２

科目の内、１科目選択必修科目である。

・263005 のコンピュ－タネットワ－クと 273760 のコンピュ－タネットワ－クの２科目の内、１科

目選択必修科目である。

教科又は教職に関する専門教育科目
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地域産業リーダー養成特別授業科目について

　山梨大学は、「地域の中核，世界の人材」の理念を学士課程教育においても強力に推進するために、平

成 21 年度から工学部に、将来山梨県産業界のリーダーとして活躍しようという強い意欲と資質を持った

学生を対象として、大学・山梨県・産業界が協力して地域産業リーダーを養成する特別枠を設けました。

平成 22 年度は、機械システム工学科、電気電子システム工学科、コンピュータ・メディア工学科及び応

用化学科の地域産業リーダー養成特別枠の学生を対象としています。

１. 目的
　山梨県の工業・経済が、地域の福祉と環境に配慮しつつ、将来にわたってさらなる発展をとげるた

めには、高度な研究・技術開発能力を持って知識基盤社会を支えるとともに、地域の文化、歴史、社

会構造、経済問題等を熟知した上で、世界全体を俯瞰的に見てリードできる人材を育てることが最大

の課題です。そのために、入学時から将来山梨県産業界のリーダーとして活躍しようという強い意欲

と資質を持つ学生を選抜し、大学・山梨県・産業界が協力した特別科目によって、山梨県の将来を託

しうる「地域の中核、世界の人材」を養成します。

２. カリキュラム
　地域産業リーダー養成特別枠に選定された学生は、高度専門技術者養成のために各学科で用意され

ているカリキュラムを通して、人間力、専門分野の問題発見・解決能力、プレゼンテーション力、コミュ

ニケーション力を修得するとともに、産学官の協力で用意した次ページ別表１に示す特別授業によっ

て企画力、交渉力、異分野・異文化共鳴力を養います。

３. 認定証の授与
　所属学科の卒業に必要な単位を全て履修し、かつ特別授業を全て修得したものには、リーダー養成

特別認定証が授与されます。

山　梨　県
（社）山梨県機械電子工業会　　会員企業

特別演習
特別インターンシップ

海外派遣

特別演習
特別インターンシップ

海外派遣
山梨の未来を拓く地域産業リーダー

機械システム
工学科

電気電子システム
工学科

コンピュータ・
メディア工学科

応用化学科

機械システム工学専攻

電気電子システム工学専攻

コンピュータ・メディア工学専攻

応用化学専攻

人間システム工学専攻

組込み型統合システム開発教育
プログラム

工学領域

・

医学工学
融合領域

地
域
産
業
リ
ー
ダ
ー
養
成

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

工　学　部 大学院修士課程 博士課程

博士修士学士

山
梨
の
産
業
を
盛
り
た
て
た
い
！

意
欲
と
資
質

専門分野の問題発見・解決能力＋企画力、交渉力、異分野コミュニケーション力専門分野の問題発見・解決能力＋企画力、交渉力、異分野コミュニケーション力
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リーダー養成特別授業科目一覧表

別表１

年次 科　　目 内　　　　容 単位 備　　　　　考

１年次

山梨学
山梨県の魅力となっている風土、
施設、産業などについて、野外見
学を交えて広く習得します

２ テーマ別教養科目

リーダー養成特別演習１

「山梨の魅力を探る」講義、演習山
梨県産業界の経営層、各分野のス
ペシャリスト、卒業生を講師に招
いた講義と演習を履修し、企画、
交渉、異分野・異文化理解、コミュ
ニケーション、プレゼンテーショ
ンのスキルを学び、情報発信の実
習を行います。さらに、３年次に
予定している海外派遣のための語
学力を鍛えます。

１
卒業に必要な単位数に含
めることができません。

リーダー養成特別
　インターンシップ１

企業の現場から経営層まで幅広い
体験を行います。

１

本人の申請により、イン
ターンシップⅠの単位と
して、卒業に必要な単位
に含めることができます。

２年次

リーダー養成特別演習２

「リーダー力養成講座」講義、演習
山梨県産業界の経営層、各分野の
スペシャリスト、卒業生を講師に
招いた講義と演習を履修し、企画、
交渉、異分野・異文化理解、コミュ
ニケーション、プレゼンテーショ
ンのスキルを学び、さらに、３年
次に予定している海外派遣のため
の語学力を鍛えます。

１
卒業に必要な単位数に含
めることはできません。

リーダー養成特別
　インターンシップ 2

企業の現場から経営層まで幅広い
体験を行います。

１

本人の申請により、イン
ターンシップⅡの単位と
して、卒業に必要な単位
に含めることができます。

３年次

リーダー養成特別演習 3

「企画力実践講座」演習
１、２年次のリーダー養成特別イ
ンターンシップ１、２の成果を生
かし、事前に提示された課題（イ
ベントなどの企画運営等、毎年テー
マが変わります）を通じて、企画
立案、企業との交渉、及び広報な
どを実践します。

１
卒業に必要な単位数に含
めることはできません。

リーダー養成特別
　インターンシップ 3

山梨県の代表としての交流、発信、
調査などの活動を行います。

１
卒業に必要な単位数に含
めることはできません。

４年次 卒業研究地域報告会
卒業論文の研究成果を地域に報告
する会を開き、プレゼンテーショ
ン力を鍛えます。

－
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ＪＡＢＥＥ教育プログラムについて
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２　ＪＡＢＥＥ教育プログラムについて

１．はじめに

　ＪＡＢＥＥは、Japan Accredi ta t ion Board for  Engineer ing Educat ion の略であり、日本語では、

「日本技術者教育認定機構」という。

　ＪＡＢＥＥは、統一的基準に基づいて高等教育機関における技術者教育プログラムの認定を行い、その

国際的な同等性を確保するとともに、技術者教育の向上と国際的に通用する技術者の育成を通じ社会と

産業の発展に寄与することを目的として 1999 年 11 月に発足した。その主要な活動は、高等教育機関で

行なわれている教育活動の品質が満足すべきレベルにあること、また、その教育成果が技術者として活

動するために必要な最低限度の知識や能力（Minimum Requirement）の養成に成功していることを認定（日

本技術者教育認定制度（Professiona1 Accredi ta t ion））することである。

　ＪＡＢＥＥによる認定制度は、工学部の学科あるいはコースで実施されている技術者教育プログラムを

大学からの申請に基づいて外部機関が公平に評価し、要求水準を満たしている教育プログラムについて

認定を行うものである。従って、ＪＡＢＥＥの認定を受けた学科、コースでは、その教育プログラムが

保証されると同時に卒業生の品質もが保証されることになるのである。

　一方、アメリカのＡＢＥＴ（Accredi ta t ion Board for  Engineer ing and Technology）を中心とす

る世界的な技術者教育の相互認定を行う組織にワシントン・アコード（ＷＡ）がある。ワシントン・アコー

ド加盟国においては、各国の技術者教育プログラムを修了した者を専門技術者として相互に承認するこ

とになっている。つまり、これら加盟国の認定機構の認定を受けた大学・学部・学科の卒業生は、この

加盟国中いずれの国においても国際的に通用する技術者として認定されるということである。

　ＪＡＢＥＥは、2001 年６月にＷＡの準加盟国として承認され、その後の制度確立と認定実績により

2005 年 11 月にＷＡへの正式加盟が承認された。このことにより、ＪＡＢＥＥの認定制度と認定された技

術者教育プログラムは、ＷＡ加盟国の認定制度および同一分野の技術者教育プログラムと実質的に同等

と認められることになったのである。

　ＷＡに正式加盟したことにより、今後産業界においてもＪＡＢＥＥ認定プログラム修了者に対する評価

が一段と高まっていくことが予測される。

　ＪＡＢＥＥ認定プログラム修了者には同プログラムの修了証が交付され、①未来の社会を託すことので

きる人間性豊かな技術者として、国の内外を問わず活躍できるコミュニケーション能力や技術者倫理な

どを習得していることが保証される、と同時に②「技術士」認定試験の第一次試験が免除されることに

なっている。

　山梨大学工学部においても平成 14 年度以降、学科・コース単位でＪＡＢＥＥ対応教育プログラムを開

始し、既に申請を行って認定された学科・コースもある。

　各学科のＪＡＢＥＥ教育プログラムヘの取組みについての説明は後述することとして、以下ではＪＡＢ

ＥＥ教育プログラムの概要について簡単に説明しておくこととする。

　皆さんは、本稿を熟読し、ＪＡＢＥＥ教育プログラムについての理解を深めるとともに、卒業後は実力

の上で国際的な技術者として認められるよう最大限の努力をするよう期待する。�

２．ＪＡＢＥＥ教育プログラムの概要

　２．1　ＪＡＢＥＥ教育プログラムの考え方

　ＪＡＢＥＥ教育プログラムは

　⑴　国際的に通用する教育目標および教育水準を明示する
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⑵　ＪＡＢＥＥ教育プログラムの学習・教育目標を達成した学生のみをその教育プログラムの修了生

としている。

⑶　修了生の知識・能力が社会の要請する水準を満足することを保証することを求めている。ここで

いう、水準とは、少なくとも教育の国際的な相互認証を可能にする程度であり、この水準が低いと

みなされた場合にはＪＡＢＥＥには認定されない。

　従来日本の多くの大学で暗黙のうちに認めてきた、「入りにくく、出やすい」という考え方を根

本的に変更しなければいけいないことを意味している。つまり、大学に入学しようとする者は、自

覚を持って勉学に励み、必要とされる実力を身につけなければならない、ということである。少な

くともＪＡＢＥＥ認定校においては、実力の伴わない学生は卒業させてはならない、ことを求めて

いるのである。

　ＪＡＢＥＥ教育プログラムとは直接的な関係はないが、本学部が全国に先駆けて実施する退学勧告

制度はまさにこのＪＡＢＥＥ教育プログラムの精神を補完するものであり、車の両輪としての役割を

果たすものである。この制度についても理解されたい。

２．２　日本技術者認定基準（2004 年度版 2003 年 11 月 25 日理事会承認）

　この認定基準は、高等教育機関において技術者の基礎教育を行っているプログラムを認定するために

定めるものである。認定を希望するプログラムは、下記の基準１－６（補則を含む）をすべて満たして

いることを根拠となる資料等で説明しなければならない。

　なお、ここでいう技術者とは、研究開発を含む広い意味での技術の専門職に携わる者である。

�

基準１　学習・教育目標の設定と公開

（１）自立した技術者の育成を目的として、下記の（ａ）－（ｈ）の各内容を具体化したプログラム独自の

学習・教育目標が設定され、広く学内外に公開されていること。また、それが当該プログラムに

関わる教員および学生に周知されていること。

（ａ）地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養�

（ｂ）技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、および技術者が社会に対して負っている責任に関す

る理解（技術者倫理）

（ｃ）数学、自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力�

（ｄ）該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力

（ｅ）種々の科学、技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力

（ｆ）日本語による論理的な記述力、口頭発表力、討議等のコミュニケーション能力および国際的

に通用するコミュニケーション基礎能力

（ｇ）自主的、継続的に学習できる能力�

（ｈ）与えられた制約の下で計画的に仕事を進め、まとめる能力

（２）学習・教育目標は、プログラムの伝統、資源および卒業生の活躍分野等を考慮し、また、社会の

要求や学生の要望にも配慮したものであること。�

基準２　学習・教育の量

（１）プログラムは、４年間に相当する学習・教育で構成され、124 単位以上を取得し、学士の学位を

得た者を修了生としていること。

（２）プログラムは学習保証時間（教員等の指導のもとに行った学習時間）の総計が 1,800 時間以上を

有していること。さらに、その中には、人文科学、社会科学等（語学教育を含む）の学習 250

時間以上、数学、自然科学、情報技術の学習 250 時間以上、および専門分野の学習 900 時間以上

を含んでいること。
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基準３　教育手段

３．１　入学および学生受け入れ方法

（１）プログラムの学習・教育目標を達成するために必要な資質を持った学生を入学させるための具体

的な方法が定められ、学内外に開示されていること。また、それに従って選抜が行われているこ

と。

（２）学生のプログラムへの登録を共通教育等の後に決める場合には、入学時からの学習・教育が審査

の対象となることを考慮して、プログラム履修者を決める具体的方法が定められ、当該プログラ

ムに関わる教員および学生に開示されていること。また、それに従って履修者の決定が行われて

いること。

（３）学生をプログラム履修者として編入させる場合には、その具体的な方法が定められ、学内外に開

示されていること。また、それに従って編入が行われていること。

３．２　教育方法

（１）学生にプログラムの学習・教育目標を達成するようにカリキュラムが設計され、当該プログラム

に関わる教員および学生に開示されていること。カリキュラムでは、各科目とプログラムの学習・

教育目標との対応関係が明確に示されていること。

（２）カリキュラムの設計に基づいて科目の授業計画書（シラバス）が作成され、当該プログラムに関

わる教員および学生に開示されていること。また、それに従って教育が実施されていること。シ

ラバスでは、それぞれの科目ごとに、カリキュラムの中での位置付けが明らかにされ、その教育

の内容・方法、達成目標および成績の評価方法・評価基準が示されていること。

（３）授業等での学生の理解を助け、勉学意欲を増進し、学生の要望にも対応できるシステムが在り、

その仕組みが当該プログラムの関わる教員および学生に開示されていること。また、それに関す

る活動が実施されていること。

（４）学生自身にも、プログラムの学習・教育目標に対する自分自身の達成度を継続的に点検させ、そ

の学習に反映させていること。

３．３　教育組織

（１）プログラムの学習・教育目標を達成するために設計されたカリキュラムを、適切な教育方法によっ

て展開し、教育効果をあげる能力をもった十分な数の教員と教育支援体制が存在していること。

（２）教員の質的向上を図る仕組み（ファカルティ・ディベロップメント）があり、当該プログラムに

関わる教員に開示されていること。また、それに関する活動が実施されていること。

（３）教員の教育に関する貢献の評価方法が定められ、当該プログラムに関わる教員に開示されている

こと。また、それに従って評価が実施されていること。

（４）カリキュラムに設定された科目間の連携を密にし、教育効果を上げ、改善するための教員間連絡

ネットワーク組織があり、それに関する活動が実施されていること。

基準４　教育環境

４．１　施設、設備

（１）プログラムの学習・教育目標を達成するに必要な教室、実験室、演習室、図書室、情報関連設備、

自習・休憩設備および食堂等が整備されていること。
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４.２　財源

（１）プログラムの学習・教育目標を達成するに必要な施設、設備を整備し、維持・運用するのに必要

な財源確保への取り組みが行われていること。

４.３　学生への支援体制

（１）教育環境に関して、学生の勉学意欲を増進し、学生の要望にも配慮するシステムが在り、その仕

組みが当該プログラムに関わる教員、職員および学生に開示されていること。また、それに関す

る活動が実施されていること。

基準５　学習・教育目標の達成

（１）シラバスに定められた評価方法と評価基準に従って、科目ごとの目標に対する達成度が評価され

ていること。

（２）学生が他の高等教育機関等で取得した単位に関して、その評価方法が定められ、それに従って単

位互換が実施されていること。編入生等が編入前に取得した単位に関しても、その評価方法が定

められ、それに従って単位互換が実施されていること。

（３）プログラムの各学習・教育目標に対する達成度を総合的に評価する方法と評価基準が定められ、

それに従って評価が行われていること。

（４）修了生全員がプログラムのすべての学習・教育目標を達成していること。

基準６　教育改善

６.１　教育点検

（１）学習・教育目標の達成度の評価結果等に基づき、基準１－５に則してプログラムを点検する教育

点検システムがあり、その仕組みが当該プログラムに関わる教員に開示されていること。また、

それに関する活動が実施されていること。

（２）教育点検システムは、社会の要求や学生の要望にも配慮する仕組みを含み、また、システム自体

の機能も点検できるように構成されていること。

（３）教育点検システムを構成する会議や委員会等の記録を当該プログラムに関わる教員が閲覧できる

こと。

６.２　継続的改善

（１）教育点検の結果に基づき、基準１－６に則してプログラムを継続的に改善するシステムがあり、

それに関する活動が実施されていること。

補則　分野別要件

　分野別要件は、当該分野のプログラムに認定基準を適用する際の補足事項を定めたものである。ただ

し、分野別要件が補足するのは、主として、学習・教育目標に関するもの（基準１（1）（d）等）と教員（団）

に関するもの（基準３.３（1）等）である。

３．おわりに

　ＪＡＢＥＥの概要について簡単にまとめてみた。学生の諸君は自分の所属する学科の説明もあわせて

熟読し、将来国際的に活躍できる技術者となるよう十分な勉学を積み重ねることを期待する。

　なお、ＪＡＢＥＥ教育プログラムについてより詳細に関心がある場合には、下記のホームページを参照

されたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＪＡＢＥＥホームページ：http://www.jabee.org/
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機械システム工学科機械デザインコース

１．教育理念

　機械デザインコースでは、“人間と機械と情報との係わりを理解し、これらを有機的に関連づけるデ

ザイン能力を備え、自然と社会の繁栄、および人類の幸福・福祉に貢献できるものづくり能力を備えた

技術者を養成する。”ことを教育理念に掲げている。これらの能力を有する人材を育成するために、以

下の（Ａ）から（Ｆ）に示す学習・教育目標に沿って教育を行う。

２．学習・教育目標（機械デザインコースの教育プログラム）

（Ａ）：幸福・福祉の意義、自然と社会との係わりが理解でき、これらに及ぼす機械工学の影響が理解

できる能力を身につける。【機械工学の意義】

（Ｂ）：数学、物理や化学などの自然科学と情報技術の基礎知識を修得し、これらの知識を機械工学へ

活用できる能力を身につける。【機械工学と自然科学】

（Ｃ）：機械工学に関する基礎知識を修得し、これらの知識を活用して機械工学に関連する諸問題が解

決できる能力を身につける。【機械工学の基礎】

（Ｄ）：口頭発表や卒業論文の執筆などを通じて、自己の考えを合理的に整理し伝達することができる

能力および他者の考えに対して適切に対応できる能力を身につける。【コミュニケーション】

（Ｅ）：修得した基礎知識を駆使し、与えられた制約の下でデザインやものづくりが合理的かつ効率的

に行える能力を身につける。【デザインとものづくり】

（Ｆ）：ゼロエミッション社会の意義を理解し、物質循環や環境保全に配慮したデザインやものづくり

が行える能力を身につける。【機械工学と環境】

３．ＪＡＢＥＥ教育認定プログラム

　本コースではＪＡＢＥＥ認定を実施中である。ＪＡＢＥＥ教育プログラムの共通基準１｛（a）～（h）｝と本

教育認定プログラムの学習・教育目標｛（Ａ）～（Ｆ）｝との対応、および修得すべき授業科目や単位要件

などを以下に示す。

基準 1の⑴の知識・能力〔（a）～（h）〕を主体的に含んでいる場合には◎印、付随的に含んでいる場合には○印を記入

項目（a）（b）（c）
（d）

（e）（f）（g）（h） 評価対象科目⑴ ⑵ ⑶
（A）機械工学
　の意義

（A）－１ ◎ ◎ 幸福・福祉概論、技術者倫理

（A）－２ ○ ○ 共通科目全科目

（B）機械工学
　と自然科学

（B）－１ ◎ ◎ 線形代数学Ⅰ、微分積分学Ⅰ、確率・統計学及び演習、基礎物理学Ⅰ

（B）－２ ◎ ◎ 基礎教育部門全科目（一部科目を除く）

（C）機械工学
　の基礎

（C）－１ ○ ○ ◎ ①指定の基礎工学科目

（C）－２ ○ ○ ◎ ○ 専門科目全科目（一部科目を除く）、機械システム工学卒業論文

（D）コミュニ
　ケーション

（D）－１ ◎ 機械システム工学入門ゼミ

（D）－２ ◎ コミュニケーション、技術英語Ⅰ、技術英語Ⅱから１科目

（D）－３ ◎ 機械システム工学卒業論文

（E）デザインと
　ものづくり

（E）－１ ◎ ◎ ◎ 機械システム工学入門ゼミ

（E）－２ ◎ ◎ 機械システム工学実験Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,

（E）－３ ○ ○ ◎ ものづくり実習Ⅰ,Ⅱ

（E）－４ ○ ◎ 機械工学デザインⅠ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ

（E）－５ ◎ ◎ ◎ 機械システム工学卒業論文

（F）機械工学
　と環境

（F）－１ ◎ 技術者倫理

（F）－２ ○ ○ 【環】指定共通科目

（F）－３ ○ ◎ 機械システム工学卒業論文

基準 1（1）
の知識・

能力学習・
教育目標
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機械システム工学科機械情報コース

　機械情報コースではＪＡＢＥＥが指定している機械および機械関連分野のうち主に「材料と構造」、「運

動と振動」、「情報と計測・制御」、「設計と生産」、「機械とシステム」に関するＪＡＢＥＥ対応教育プログ

ラムを行ないます。現在申請に向けて準備中ですが、認定された場合本コースの卒業者は自動的にＪＡ

ＢＥＥ教育プログラムの修了者となります。学生諸君は今まで以上に勉学に励むことを期待します ｡

　本コースの教育理念、学習・教育目標について説明しますので、熟読してＪＡＢＥＥ教育に対する理解

を高めていただくことを希望します ｡

１．教育理念

　機械情報コースでは、“21 世紀の技術革新の時代に向けて、人間と機械の係わりを理解し、自然

と社会の共生および人類の幸福・福祉に貢献できるものづくり能力を備えた技術者を養成する。”

ことを教育理念に掲げている。これらの能力を持った人材を育成するために、以下の（Ａ）から（Ｆ）

に示す学習・教育目標に沿って教育をおこなう。

２． 学習・教育目標

　（Ａ）技術者としての自覚

　機械工学が人間社会や自然環境に及ぼす効果や影響を理解し、人々の幸福・福祉を広い見識で

捉え、自然と調和した社会の発展のために技術者が果たすべき役割を自覚する。

　（Ｂ）工学のための基礎知識

　機械工学を学ぶ上で基盤となる数学、物理や化学などの自然科学と情報技術の基礎知識を習得

し、これらを機械工学へ活用できる能力を身につける。

　（Ｃ）機械工学の専門基礎知識

　機械工学についての基礎知識を修得し、これらの知識を活用することにより機械工学に関連す

る諸課題を創造的に展開する能力を身につける。

　（Ｄ）デザインとものづくり

　修得した機械工学の専門基礎知識を活用し、与えられた制約条件のもとでデザインやものづく

りを合理的かつ効率的におこなう能力を身につける。

　（Ｅ）分析能力と問題解決能力

　機械工学に関連する課題に対して、機能上の要求を踏まえた上で現状の問題点を認識できる能

力を身につけ、これらの問題点を分析し、問題の解決方法を立案・実行する能力を身につける。

　（Ｆ）表現力と国際性

　自立的に学習、研究して理解したことを具体的かつ論理的に表現し伝達できる能力を養い、共

通の課題について他の人とのコミュニケーションをとおして合理的な結論を導き出すことのでき

る能力を身につける。さらに人々と協働で事業を進めるチームワーク力を身につける。
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電気電子システム工学科

　エレクトロニクス・情報通信技術は現代の情報化社会の基幹をなすものであり、将来の革新を推進す

るための中核となる技術です。これは従来の電気・電子工学と呼ばれる専門的枠組みにとどまることな

く、より広範な技術分野を包括しており、今後、人類が地球環境と協調しながら持続的発展を遂げるた

めに不可欠な技術です。 

　本学科ではこのような見地に立ち、地球環境や社会との調和を常に意識しつつ電気電子工学技術の継

続的発展に寄与できる広範な能力を有する人材の育成を図ることを理念としています。この理念に基づ

き、新しい技術の流れや将来の発展に柔軟に対応できるよう、電気電子工学分野の基礎を十分に身につ

けることに重点を置いた教育プログラムを設定しています。このプログラムを効果的に実行するために、

学生数がそれぞれ 35 人の「情報エレクトロニクスコース」と「情報通信システムコース」の二つのコー

スに分け、きめ細かい少人数教育を行います。

　上述の学科理念を踏まえ、本学科の教育プログラムでは次の五つの能力の修得を学習・教育目標とし

て掲げています。

　　　Ａ．社会性

　　　Ｂ．技術者の責任

　　　Ｃ．基礎学力

　　　Ｄ．コミュニケーション

　　　Ｅ．継続的自主的活動

　もう少し詳しく説明すると以下のようになるでしょう。

　　　Ａ．人としての常識を持ち、人の社会性を認識し、自立して社会とかかわりあう能力

　　　Ｂ．電気電子工学技術が社会や自然に及ぼす影響・効果を理解し、技術者としての責任を果たす

　　　　　能力

　　　Ｃ．電気電子工学の様々な分野を関連付け、統合的に取り扱うための基礎学力

　　　Ｄ．論理的・科学的に思考・表現し、他者と建設的にコミュニケーションする能力

　　　Ｅ．継続的・自主的に学習し、与えられた環境下で活動を自己管理する能力

　これらの能力を修得した卒業生が人類・社会に寄与する人材になることを期待しています。

　以上のような理念と学習・教育目標のもとで、教育プログラムと教育システムの整備を進め、2004

年度以降入学した皆さんはＪＡＢＥＥ認定プログラム修了生として卒業することになります。

　皆さんが実際に受講する授業科目には線形代数学、入門ゼミ、基礎物理学、電気回路、コンピュータ

制御、電気電子工学実験などの名前がついています。一見すると上記のＡ～Ｅと直接関係がないように

感じるかも知れませんが、そうではありません。いろいろな授業科目を広く学習することで五つの能力

が修得でき、同時にＪＡＢＥＥの要請も満足するように教育プログラムが設計されているのです。どの科

目を学習するときも、大きな目標達成の過程の中でいまの学習がどんな意味をもつかを常に考えてくだ

さい。そうすることで学習に対する興味が高まり、理解が深まります。

　最も大切なことは、皆さんが何を学び何を修得するかです。大学が何を教え何を与えるかではありま

せん。主体はあくまであなた方学生です。この精神を十分理解し、有意義な大学生活を過ごし、五つの

能力を備えて卒業されることを期待し、要望します。
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コンピュータ・メディア工学科コンピュータサイエンスコース

　教育プログラム名　コンピュータサイエンス

　本コースでは、以下に記載する学習・教育目標を掲げて「情報および情報関連分野」のコンピュータ

サイエンス（CS）領域でのＪＡＢＥＥ申請を 2005 年度に行い、2006 年５月８日に認定を受けた。

学習・教育目標
　（Ａ）情報処理技術者としての自らの活動が自然や社会、人に与える影響を理解し、問題解決にあた

ることができる知識と技術、およびコミュニケーションスキルを習得する。

　（Ｂ）種々の型と構造をもつ情報の表現手法及び処理手法についての基本的な知識と技術を習得する。

　（Ｃ）問題を形式的にモデル化し、そのモデルを基に問題解決する知識と技術を習得する。

　（Ｄ）ソフトウェアの実現に必要な各種の道具や手法を習得・理解し、これらを組み合わせて問題解

決を行える知識と技術、およびその自発的・継続的学習法を習得する。

　（Ｅ）ソフトウェア製品を、そのライフサイクル全体に渡り協調して設計・開発・保守するための知

識と技術を習得する。

　（Ｆ）情報処理の基盤としてのネットワーク指向型コンピューティングの技術を理解し、応用できる

知識と技術を習得する。

　（Ｇ）ハードウェアとソフトウェアを融合した情報機器を設計・実現できる知識と技術を習得する。

　

１．学習・教育目標の特徴

　学習・教育目標の特徴を、社会の人たち特に企業の人たちが理解しやすいような形で表現してい

る。この別の表現とは２つのトラック「組込みシステム」と「システムソリューション」である。

学習・教育目標の（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）はこれらのトラックを指向した目標になっている。つまり、ソ

フトウェアの実際的技術は、これを単に開発するだけではなく、設計から始まり、保守、改良を長

期間に渡って行う作業に必要な技術であると考え、またハードウェアと融合したソフトウェアも今

後の日本の重要な基盤技術である。

２．システムの特色

　本プログラムは大学教育における PDCAサイクルの構築をそのシステムとしての理念としている。

勿論 PDCA は（P1an 計画、Do 実行、Check 審査、Act 改善）のことであるが、具体的に言えば、

P（P1an）計画とは教育の目的・目標やカリキュラム作成を指す。次に D（Do）実行は実際の授

業や研究指導を指す。そして、C（Check）審査は教員同士の評価、点検であり、また、学生から

のいろいろな形のフィードバックを受けることを表す。最後に A（Act）改善とは Check を受けて

授業を改善することを表す。その際、機能させる手段として記録、情報公開、開示を重視している。

本プログラムの P1an 計画は JABEE の教育目標やトラック概念を通じて実施している。Do 実行の

特色として教員は、「分かる授業」を目指して行っている。また、学習への支援として、いわゆる

「オフィスアワー」を制度化している。さらに、学生の出席状況を把握すること、つまり成績不

振者早期発見への努力で、いわゆるドロップアウトを防ぐ努力、就学指導、面談を実施している。

Check 審査、点検は２つの柱からなる。その１つは、学習内容発表会を半年に１回実施し、２年間

で専門科目のすべてが審査を受けることにしている。内容は授業内容の説明とこの説明に対する質
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疑応答であり、１科目 30 分で行っている。これによって、授業の連携強化、内容の見直し、教育

方法の改善などを行っている。このことが、教員の自己満足に陥らないように発表会を誰でも聞け

るように公開している。また、発表資料を Web 上で開示している。もう１つの柱は、コース独自

の学生による授業評価アンケートである。このアンケートによって学生の意見を拾い出して、授業

改善に役立てている。また、このアンケートによって授業改善に学生にも責任があることを理解し

てもらうために、このアンケート結果も Web で開示して、学生も見られるようにしている。最後

に Act 改善であるが、Check 審査、点検を受けて個々の教員が授業改善に取り組むとともに、教員

一人では解決できない問題についてはコース全体で対応する体制を作っている。
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コンピュータ・メディア工学科情報メディアコース

　本コースでは平成 14 年４月より JABEE 認定を目指す教育プログラムを開始し、平成 19 年５月に認定

を得た。以下にプログラムの概要を述べる。

教育目的　ここ半世紀の間に技術は物作りの技術から関係作りの技術へと進化してきた。その中核をな

す情報技術の進歩に伴い、高度情報化社会が出現しつつある。本コースでは、コンピュータを介した人

間と人間、人間とコンピュータ、コンピュータ同士の豊かなコミュニケーションを可能にするマルチメ

ディア情報ネットワーク技術およびそれに必要な基盤情報技術を体得した情報処理技術者を養成し、人

に優しい情報化社会の実現に資することを目的としている。

教育目標　上記教育目的を達成するために、具体的な教育目標を以下のように設定している。

（Ａ）マルチメディア情報ネットワーク技術に習熟した情報処理技術者としての基盤となる基礎的素

養および基礎的スキルを修得する。

（Ｂ）自身のアイディア及び自身が開発した製品・技術を相手に応じて効果的に伝えるためのプレゼ

ンテーション力を修得する。

（Ｃ）科学技術が社会や自然に及ぼす影響や効果までを考慮できる多面的な地球的視野を会得し、国

際的なコミュニケーションを可能とする基礎能力を修得する。

（Ｄ）時代の変化に対応できるよう、最新の技術動向を考慮し自律的・継続的に学習する能力を修得

する。

（Ｅ）情報化社会における要求に対して問題分析を行い、専門的知識に基づく創意工夫によってそれ

を解決するまでの問題発見デザイン能力を修得する。

（Ｆ）情報化社会における情報処理技術者が備えるべき倫理判断力を修得する。

（Ｇ）コンピュータを介した人間と人間、人間とコンピュータ、コンピュータ同士の豊かなコミュニ

ケーションに基づく人に優しい情報化社会の実現のために、以下の専門技術について何れか一つ

以上を修得する。

　　　１．ネットワークアプリケーションを開発構築・維持管理する基礎的技術

　　　２．マルチメディアコンテンツを開発処理する基礎的技術

　　　３．コンピュータヒューマンインタフェースを開発構築する基礎的技術

　　　４．人間の知性・感性を知り応用するための知性・感性情報工学における基礎的技術

カリキュラム　上述の教育目標を達成するために必要な知識体系をカバーするカリキュラムを履修規程

別表のように構成した。その基礎的部分は Year 2001 Model Curricula For Computing（CC － 2001）＊）の

Computer Science 分野のコアに準拠している。別表備考欄に●を付した授業科目がそれに対応し、そ

れらを全て必修としてある。したがって、これらの単位を修得することにより情報処理分野における基

礎知識のグローバルスタンダードを身につけることができる。また、応用分野のカリキュラムとしては

日本情報処理学会作成の「大学の理工学部情報系学科のためのコンピュータサイエンス教育プログラム

J97」のモデルコースの中から上記目標に関係の深い「マルチメディア」、「情報ネットワーク」、「人間

情報科学」及び「知能情報科学」各コースにまたがる講義演習等を用意している。各科目が上記四分野

のどれに相当するかは別途示す。これら専門科目群に加え、全学共通教育科目と呼ばれる教養科目群

と入門ゼミがある。それらを学び、一般的教養及び語学力を磨くことも基礎的素養として重要である。

JABEE による認定が得られたので、本カリキュラムの所定の単位を修得し卒業するもの全員が JABEE

認定教育プログラムの修了者と見なされる。

＊）世界的規模の情報系学会 IEEE Computer Society と Association for Computing Machinery が共同で策定したモ 
　デルカリキュラム
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土木環境工学科　建設設計コース・環境共生コース

　「環境と調和した安全で維持可能な社会基盤の構築」には、これからの時代の要請に適切に対処して

新しい知と技術を創造する機能が必要である。本学科では「建設設計コース」と「環境共生コース」を

設けて、各々の特徴を活かしながら相互の連携をより深めた体制をとっている。建設設計コースは「環

境のわかる土木技術者」の養成を行い、物理学を基礎として「安全・循環・共生」が可能な社会基盤の

建設、設計、マネジメント等の技術を担い、環境共生コースは「土木のわかる環境技術者」の養成をテ

ーマとし、化学・生物学を基礎として「安全・循環・共生」型社会実現に向けた環境の評価，保全、マ

ネジメント等の技術を担うための、教育・研究を行う。

　土木環境工学科では、以上の教育理念に基づく以下の学習・教育目標のもとで、ＪＡＢＥＥの共通基準

と分野別要件（土木および土木関連分野）を満たす教育プログラムを作成し、2002 年度から実施してい

る。2005 年度にはＪＡＢＥＥによる教育プログラムの認定審査を受審し、2009 年度までの認定を受けて

いる。

　本学科の新しい教育プログラムでは、ＪＡＢＥＥの指定する土木環境工学の主要な６分野（土木材料・

力学一般／構造工学・地震工学／地盤工学／水工水理学／交通工学・国土計画／土木環境システム）が

すべて準備されており、学生は、所属するコースの特徴を活かしながら、各人の裁量により最低３分野

を履修するようになっている。また、通常の講義だけでなく、実験・実習・演習・インターンシップ・

特別講義・卒業研究等にも多くの時間が割かれている。さらに、共通基準に盛られた技術者倫理やコミュ

ニケーション能力についても、その教育の強化が図られている。

学科の学習・教育目標
（Ａ）土木環境技術が人間社会や自然環境の変化に及ぼす効果・影響を理解し、自然と調和した人類

の持続的発展のために土木環境技術者が果たすべき責務を自覚する。（技術者の責務の自覚）
（Ｂ）土木環境工学の専門知識習得に必要となる数学、自然科学及び情報処理の基礎学力を身に付け、

土木環境技術者としての知的基盤を形成する。（技術者としての知的基盤の形成）
（Ｃ）社会基盤の設計・施工や環境保全技術を習得するための基盤として、構造力学、土木材料学、

地盤工学、計画学、水理学及び環境工学などの専門基礎学力を身に付ける。（専門基礎学力）
（Ｄ）土木環境工学の実験・実習における体験を通じて、現象の理解を深めるとともに、実験結果か

ら工学的に意味のある情報を抽出するための解析・分析能力を習得する。（問題解析・分析能力）
（Ｅ）専門基礎に関する演習科目において、自発的・継続的に学習する能力を身に付けるとともに、

社会的要請や社会環境の変化に柔軟に対応し問題を解決する能力を獲得する。（学習および問題
解決能力）

（Ｆ）社会基盤や環境整備の設計・計画などにおける問題・課題を的確に把握し、その解決に専門基

礎科目で習得した知識・技術を応用できる能力を身に付ける。（問題の把握および応用能力）
（Ｇ）社会基盤整備において、 地域社会・自然との調和、コスト・資源の最適な運用、品質の保証な

ど様々な要求に応えることのできる計画を立案・管理・実行する能力を身に付ける。（計画立案・
管理・実行能力）

（Ｈ）土木環境工学の基礎及び専門的な知識・技術の習得において、自分自身で目標・課題を設定し、

その達成・解決に努力する習慣を身に付ける。（目標達成能力）
（Ｉ）社会的、経済的、技術的及び環境的な制約条件のもとで、問題解決に最適な手法・技術を選択

し、仕事を遂行する実務的な能力を身に付ける。（デザイン能力）
（Ｊ）自分の意思やアイディアを具体的かつ論理的に表現し伝達する能力、及び共通の課題について

他の人と議論し合理的な結論を導き出すことのできる能力を身に付ける。（論理的な表現・伝達能力）
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循環システム工学科の理念とＪＡＢＥＥ教育プログラム

　循環システム工学科は平成 10年４月に工学部に設置された新しい学科である。人類が 21世紀をより良

く生きるためには、物質循環を基本とする循環型社会あるいはゼロエミッション社会を構築することが

必要である。この理想に向けて、本学科では「人間の社会的・経済的活動によって発生するさまざまな

問題に、的確に対処できる論理的思考力とそれを支える十分な知識を持ち、循環型社会の担い手となる

人材を養成する」ことを教育研究の理念としている。したがって、長い歴史を有する工学部の教育方

針とは異なる斬新なカリキュラムが組まれている。このことは、以下のような６項目の教育方針の特

徴にも示されている。

　⑴　解析能力の育成

　⑵　企画力の涵養

　⑶　情報処理能力の獲得

　⑷　プレゼンテーション能力の育成

　⑸　現実課題への対応能力の育成

　⑹　多様な知識・技術の習得

　これらの目標は、JABEE の共通基準２［教育成果］に提示された項目（a）～（g）と密接な類似性があり、

本学科の教科目がその基準に対応していることを示している。さらに、基準（a）幸福・福祉を考える能力、

および ﾜ社会的責任自覚能力は、技術者倫理と深い関わりを持つ項目として提示されている。従来型の

工学部の学科では満たされ難いこのような項目について、本学科のカリキュラムは充分に対応している

といえる。

　本学科のように学際性や異分野融合を掲げ、「地球環境問題の解決」や「循環型社会の構築」、「持続

社会の形成」など、具体的な問題解決を目指している学科と、技術士を養成することを目的としている

従来型の工学部の学科との間では、異なる JABEE 基準を採用しなければならない。しかし、分野別基

準に対応する関係学会（例えば環境科学会）が JABEE に取り組んでいないのが現状である。本学科で

は、新しい JABEE 基準の設定に向けて、関係学会への働きかけを準備している。

　本学科の JABEE への対応および基本的姿勢は、平成 12 年に学科独自で行った自己点検・評価と外部

検証の機会に発行された「評価報告書」に明示されている。認定基準－共通基準３［教育手段］に記述

されている内容を、本学科が組織的に対応・実施するため、教育改善委員会を設置し活動を始めている。
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カリキュラムコンセプトについて
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工学部カリキュラム・コンセプト

　山梨大学工学部では、「未来世代を思いやるテクノロジー教育」を基本理念として、高度な専門技術に

よって人間と社会に幸福と繁栄をもたらす新たな価値を生み出す科学者・技術者を育てるために、７学

科 11 コースと２つの特別教育プログラムによる教育体制をとっています。

　本学部の教育カリキュラムは、21 世紀市民としての人間力を養う全学共通教育と、専門分野の基礎を

しっかり身につけ、それを実践的に応用する方法を学ぶ専門教育から構成されています。専門科目には、

各学科・コース・プログラムごとに基礎から応用までの専門技術を体系的に学ぶ科目群と、工学系技術

者として共通に必要とされる、基礎的な学力、科学技術と環境との関わり、技術者としての倫理などを

学ぶ、学科の枠組みを超えて設定された学部共通科目群および、専門技術が社会でどのように生かされ

るのかを学ぶインターンシップなどの総合的な科目群が用意されていて、みなさんの学習を助けます。

　１年生から３年生までの科目では、主として講義によって知識体系を習得するとともに、重要な科目

については演習によっていっそう理解を深めます。さらに、実験・実習科目において、実際に起こる現

象を確認するとともに、得られるデータの収集・分析を行い、その結果を他者に伝えるために表現する

スキルを身につけます。４年生の卒業研究では、各研究室に所属して指導教員や大学院生とともに最先

端の研究開発に取組みます。卒業研究は、工学部が特に力を入れている科目で、３年生までに学んだ知

識を結集して、問題を発見し解決する能力と、コミュニケーション・プレゼンテーション力を養います。

なお、優秀な卒業発表は表彰によって讃えられます。

　このカリキュラムは、みなさんが自立した科学技術者としてのキャリアを形成していくための第一歩

を支援するものです。工学部の４年間において何よりも大切なのは、生涯にわたって自ら積極的に学ぶ

姿勢と方法論を身につけることです。そのために、カリキュラムの履修は自らの将来のために必要な科

目を選択し、申告するところから始めます。履修計画を自分自身でしっかり立案し、積極的に修学に努

めてください。

　以下に、学科・コース・プログラムごとの専門教育のカリキュラム・コンセプトを紹介します。
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　機械システム工学科　機械デザインコース　

＜教育理念＞

　機械デザインコースでは、“人間と機械と情報との係わりを理解し、これらを有機的に関連づけるデザ

イン能力を備え、自然と社会の繁栄、および人類の幸福・福祉に貢献できるものづくり能力を備えた技

術者を養成する。”ことを教育理念に掲げています。

＜教育目標＞

　以下の６項目の学習・教育目標を設定し、教育を実施しています。

（A）：幸福・福祉の意義、自然と社会との係わりが理解でき、これらに及ぼす機械工学の影響が理解でき

る能力を身につける。【機械工学の意義】

（B）：数学、物理や化学などの自然科学と情報技術の基礎知識を修得し、これらの知識を機械工学へ活用

できる能力を身につける。【機械工学と自然科学】

（C）：機械工学に関する基礎知識を修得し、これらの知識を活用して機械工学に関連する諸問題が解決で

きる能力を身につける。【機械工学の基礎】

（D）：口頭発表や卒業論文の執筆などを通じて、自己の考えを合理的に整理し伝達することができる能力

および他者の考えに対して適切に対応できる能力を身につける。【コミュニケーション】

（E）：修得した基礎知識を駆使し、与えられた制約の下でデザインやものづくりが合理的かつ効率的に行

える能力を身につける。【デザインとものづくり】

（F）：ゼロエミッション社会の意義を理解し、物質循環や環境保全に配慮したデザインやものづくりが行

える能力を身につける。【機械工学と環境】

＜教育方法＞

　学習・教育目標 {(A) ～ (F)} の達成は下表の授業科目を修得することで行われます。

＜評価方法＞

　授業評価は下記の（１）と（２）について行っています。なお、卒業要件を満たして卒業する場合には、

自動的に JABEE 教育プログラムの修了証も授与します。

（１）科目毎に定めた評価法に基づく評価

（２）JABEE 教育プログラムに基づいた学習・教育目標 {(A) ～ (F)} に対する評価

(A) 幸福・福祉概論、技術者倫理、共通科目（38 単位以上）

(B)
線形代数学Ⅰ、微分積分学Ⅰ、確率・統計学及び演習、基礎物理学Ⅰ、専門科目（基礎教育部門：
28 単位以上）

(C) 機械システム工学実験Ⅰ ,Ⅱ ,Ⅲ、専門科目（90 単位以上）

(D) 機械システム工学入門ゼミ、コミュニケーション、技術英語Ⅱ、機械システム工学卒業論文

(E)
機械システム工学入門ゼミ、ものづくり実習Ⅰ ,Ⅱ、機械工学デザインⅠ ,Ⅱ ,Ⅲ ,Ⅳ、機械
システム工学卒業論文

(F)
共通科目（主題別科目部門の【環】科目：２単位以上）、機械システム工学入門ゼミ、技術者倫
理、機械システム工学卒業論文
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　機械システム工学科　機械情報コース

＜教育理念＞

　機械の基礎となる物理現象を解明できる能力、機械設計に必要な情報を解析する能力、機械の製作に

必要な材料や加工法を開発できる能力、機械システムの最適化を計る能力などを修得できる教育を実施

します。また倫理性、社会性、国際性を高めることに配慮した教育を行います。

＜教育目標＞

　教員の持っている専門的知的資源を利用して、学生の学習意欲や目的意識を刺激しつつ以下の事項を

学生が習得できる教育を行います。

Ａ　技術者としての自覚

　機械情報工学が人間社会や自然環境に及ぼす効果や影響を理解し、人々の幸福・福祉を広い見識で捉

え、自然と調和した社会の発展のために技術者が果たすべき役割を自覚する。

Ｂ　工学のための基礎知識

　機械情報工学を学ぶ上で基盤となる数学、物理や化学などの自然科学と情報技術の基礎知識を習得し、

これらを機械情報工学へ活用できる能力を身につける。

Ｃ　機械情報工学の専門知識

　機械情報工学についての基礎知識を習得し、これらの知識を活用することにより機械情報工学に関連

する諸課題を創造的に展開する能力を身につける。

Ｄ　デザインとものづくり

　習得した機械情報工学の専門知識を活用し、与えられた制約条件のもとでデザインやものづくりを合

理的かつ効率的におこなう能力を身につける。

Ｅ　分析能力と問題解決能力

　機械情報工学に関連する課題に対して、機能上の要求を踏まえたうえで原状の問題点を認識できる能

力を身につけ、これらの問題点を分析し、問題の解決方法を立案・実行する能力を身につける。

Ｆ　表現力と国際性

　自立的に学習、研究して理解したことを具体的かつ論理的に表現し伝達する能力を養い、共通の課題

について他の人とコミュニケーションを通して合理的な結論を導き出すことのできる能力を身につけ

る。さらに人々と協働で事業を進めるチームワーク力を身につける。

＜教育方法＞

　以上の目標を実現するため、講義科目にも演習を取り入れ、また実験・実習科目を多く設定して実践

的学習によって学生自ら思考する習慣及び自律性を修得できる教育を実施します。

　具体的には、基礎教育においては、必修科目●を設けさらに選択必修科目を○ａ～○ｄ（ａ線形代数

学、ｂ微分積分学、ｃ微分方程式、ｄ物理学）に分類し各分野から２単位以上の取得を課す事で工学の

基礎を確実に取得できるようカリキュラム設計しました。また、基礎工学・特殊研究においては必修科

目●に加えて①～③三分野（①材料と機械、②情報と制御、③設計と生産）の選択必修科目を課し、各

分野を 12 ないし 14 単位以上取得することを義務付け、バランスのとれた教育を行うように設計しまし

た。さらに、講義と並行する演習科目を設け、立体的な修学が行えるように配慮しました。

　各科目の履修要件・講義内容・評価方法はシラバスにもれなく記載し、学生ならびに教員が配慮すべ
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きことを、単なる理念ではなく実行可能な事項として明文化しました。

　３年生後期から研究室配属することで、教員から学生への緊密な少人数制就学指導体勢を早期に確立

し、確実な単位取得と卒業を図ります。

　成績不振学生に対しては定期的なチェックや指導を行って就学指導するとともに、特別試験などの再

チャレンジなど多様な学びの機会を提供します。

＜評価方法＞

　筆記試験、レポート、小テスト等により受講生の到達度を評価します。その際、各科目シラバス記載

の評価方法を遵守し、また演習科目など複数教員分担であったりペーパー試験による点数化が必ずしも

容易でない科目については、合議性とし公平かつ説明可能な評価を行います。
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　電気電子システム工学科

＜教育理念＞

　電気電子システム工学科では地球環境や社会との調和を常に意識しつつ電気電子工学技術の継続的発

展に寄与できる広範な能力を有する人材の育成を図ることを理念としています。

＜教育目標＞

　上記の理念を踏まえて次のＡ－１～Ｅ－２の16 の能力の修得を学習・教育目標として掲げています。

　Ａ．社会性：人としての常識を持ち、人の社会性を認識し、自立して社会とかかわりあう能力を養う。

　　Ａ－１：人としての常識を持ち、人の社会性を認識する。

　　Ａ－２：自立して社会とかかわりあう能力を養う。

　Ｂ．技術者の責任：電気電子工学技術が社会や自然に及ぼす影響・効果を理解し、技術者としての責

任を果たす能力を養う。

　Ｃ．基礎学力：電気電子工学の様々な分野を関連付け、統合的に取り扱うための基礎学力を養う。

　　Ｃ－１：数学、物理学などの自然科学の基礎学力を養う。

　　Ｃ－２：情報技術を身につける。

　　Ｃ－３：電気電子工学分野の基礎数理・基礎物理の学力を養う。

　　Ｃ－４：電気電子工学分野の専門知識・技術を身につける。

　　Ｃ－５：電気電子工学分野の実験を計画し、遂行する能力を養う。

　　Ｃ－６：電気電子工学分野の専門的課題を解決する能力を養う。

　　Ｃ－７：電気電子工学分野の実際上の問題点と課題を理解する能力を養う。

　　Ｃ－８：専門性を生かしてシステムをデザインする能力を養う。

　Ｄ．コミュニケーション：論理的・科学的に思考・表現し、他者と建設的にコミュニケーションする

能力を養う。

　　Ｄ－１：論理的・科学的に思考・表現する能力を養う。

　　Ｄ－２：他者と建設的にコミュニケーションする能力を養う。

　　Ｄ－３：英語による基礎的なコミュニケーション能力を養う。

　Ｅ．継続的自主的活動：継続的・自主的に学習し、与えられた環境下で活動を自己管理する能力を養う。

　　Ｅ－１：継続的・自主的に学習する能力を養う。

　　Ｅ－２：与えられた環境下で課題・目的を達成するための活動を自己管理する能力を養う。

＜教育方法＞

　学習・教育目標Ａ－１～Ｅ－２は、下の表の授業科目を修得することによって達成されます。

Ａ－１ 大学基礎オリエンテーション、テーマ別教養科目 （８単位以上）

Ａ－２
生活と健康Ⅰ・Ⅱ、電気電子システム工学入門ゼミ、電気・電子工学実験Ⅰ、電気応用実験、
電子応用実験 （10 単位以上）

Ｂ 技術者倫理、情報処理及び実習 （５単位以上）

Ｃ－１
情報処理及び実習、マテリアルサイエンス、微分積分学Ⅰ・Ⅱ、基礎解析学、応用解析Ⅰ・Ⅱ、
線形代数学、基礎統計学及び実習、基礎物理学Ⅰ・Ⅱ、基礎化学、基礎生物学、物理学実験、
化学実験 （28 単位以上）
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Ｃ－２ 情報処理及び実習、プログラミング序論及び実習、ソフトウェア設計Ⅰ及び実習 （５単位以上）

Ｃ－３ 基礎電気理論、電磁気学Ⅰ・Ⅱ、電気回路Ⅰ・Ⅱ、電子回路Ⅰ （12 単位以上）

Ｃ－４

コンピュータ制御及び実習、電子回路 II、電気エネルギー変換工学、計測センシング工学、ディ
ジタル回路、ディジタル信号処理、数値数式処理及び実習、光波動工学、電子デバイス工学 I・
II、量子力学、量子工学、システム制御工学 I・Ⅱ、基礎電子デバイス、電子デバイス工学、
信号とシステム、情報通信 I、情報通信 II、計算機アーキテクチャ、ソフトウェア設計 III 及
び実習、光・電磁波工学 （16 単位以上）

Ｃ－５
電気電子システム工学入門ゼミ、電気・電子工学実験 I・II、電気応用実験、電子応用実験、
機械加工及び実習 （10 単位以上）

Ｃ－６

電気・電子工学実験 I・II、電気応用実験、電子応用実験、電磁気学 I演習、電磁気学 II 演習、
電気回路 I演習、電気回路 II 演習、電子回路 I演習、電子デバイス工学 I演習、数値数式処
理及び実習、システム制御工学 I演習、ディジタル回路演習、信号とシステム演習、情報通
信 I演習 （12 単位以上）

Ｃ－７ 電気電子システム工学研修、電気電子システム工学卒業論文 （８単位以上）

Ｃ－８
コンピュータ制御及び実習、ソフトウェア設計及び実習、ソフトウェア設計 II 及び実習、電
子回路 I、電気 ･電子工学実験 II （７単位以上）

Ｄ－１ 科学の作法、電気電子システム工学研修、電気電子システム工学卒業論文 （８単位以上）

Ｄ－２ 電気電子システム工学入門ゼミ、電気電子システム工学研修（４単位以上）

Ｄ－３ 技術者英語、電気電子システム工学研修 （４単位以上）

Ｅ－１
電気電子システム工学卒業論文、電気・電子工学実験 I・II、電気応用実験、電子応用実験 （14
単位以上）

Ｅ－２
電気電子システム工学卒業論文、電気・電子工学実験 I・II、電気応用実験、電子応用実験 （14
単位以上）

＜評価方法＞

　各科目毎の達成度は、各科目毎に定めた評価法によって評価します。学習・教育目標の総合達成度は、

上の表にしたがって評価します。なお、本学科の学生は全員 JABEE 教育プログラムの受講生であり、卒

業と同時に JABEE 教育プログラムの修了証が授与されます。

（注）上記以外に、電気主任技術者などの資格取得に必要な科目やインターンシップが開講されています。
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　コンピュータ・メディア工学科　コンピュータサイエンスコース

＜教育理念＞

　テレビ，携帯電話や自動車の中に組み込まれて、あるいはネットワークでつながった銀行や電子商取

引のシステムとして、社会のいたるところで活躍するコンピュータ・システムを設計し、作り、動かす、

情報技術者を育てるのが本コースの目的です。本コースでは、アルゴリズム、プログラム作成、コンピュー

タ・ハードウェアやネットワークなどの基礎的な知識とスキルに加えて、複雑で大規模なソフトウェア

を設計する、あるいはソフトウェア開発プロジェクトをチームで協調して管理・推進する、など、ソフ

トウェア開発の現場で必要となる知識とスキルも身につけます。

＜教育目標＞

　本コースのカリキュラムは、社会と企業が求める知識とスキルを身につけられるよう、また、自ら学

び続ける技術者となれるよう、組織的に構成されています。具体的な教育目標として、以下の 7 つが設

定されています。

　(A) 情報処理技術者としての自らの活動が自然や社会、人に与える影響を理解し、問題解決にあたる

ことができる知識と技術、およびコミュニケーションスキルを習得する。

　(B) 種々の型と構造をもつ情報の表現手法及び処理手法についての基本的な知識と技術を習得する。

　(C) 問題を形式的にモデル化し、そのモデルを基に問題解決する知識と技術を習得する。

　(D) ソフトウェアの実現に必要な各種の道具や手法を習得・理解し、これらを組み合わせて問題解決

を行える知識と技術、およびその自発的・継続的学習法を習得する。

　(E) ソフトウェア製品を、そのライフサイクル全体に渡り協調して設計・開発・保守するための知識

と技術を習得する。

　(F) 情報処理の基盤としてのネットワーク指向型コンピューティングの技術を理解し応用できる知識

と技術を習得する。

　(G) ハードウェアとソフトウェアを融合した情報機器を設計・実現できる知識と技術を習得する。

＜教育方法＞

　「初歩から基礎、更に応用・発展へ」という無理のない学習の流れを考慮し、数学などの専門基礎科目、

ソフトウェアやハードウェアの講義科目と演習科目，などが学年進行と共に開設されています。また、

製品の設計、開発にまつわる統合的なスキルと知識を身につけるため、チームによるソフトウェア開発

を仕様定義・設計・開発・ドキュメント作成にわたり模擬した実習科目なども用意されています．

＜評価方法＞

　上記の教育目標に基づいてシラバスに定めた評価項目について、課題、中間試験、定期試験などを用

いて、日本技術者教育認定制度（JABEE）の教育評価方法に準拠して成績の評価を行っています。卒業

要件を満たすことによって本コースの教育目標の達成が保証されるようにカリキュラムおよび個別科目

の教育内容が設計されており、教育の質の保証が行われています。
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　コンピュータ・メディア工学科　情報メディアコース

＜教育理念＞

　コンピュータを介した人間と人間、人間とコンピュータ、コンピュータ同士の豊かなコミュニケーショ

ンを可能にするマルチメディア情報ネットワーク技術およびそれに必要な基盤情報技術を体得した情報

処理技術者を養成し、人に優しい情報化社会の実現に資することを目的としています。

＜教育目標＞

　上記の目標を達成するために、基礎科目から専門科目まで豊富な科目が開設されており、情報処理分

野における基礎知識のグローバルスタンダードを身につけることができます。

　１. マルチメディア情報ネットワーク技術に習熟した情報処理技術者としての基盤となる基礎的素養

及び基礎的スキルを修得する。

　２. 自身のアイディア及び自身が開発した製品・技術を相手に応じて効果的に伝えるためのプレゼン

テーション力を修得する。

　３. 科学技術が社会や自然に及ぼす影響や効果までを考慮できる多面的な地球的視野を会得し、国際

的なコミュニケーションを可能とする基礎能力を修得する。

　４.時代の変化に対応できるよう、最新の技術動向を考慮し自律的・継続的に学習する能力を修得する。

　５. 情報化社会における要求に対して問題分析を行い、専門的知識に基づく創意工夫によってそれを

解決するまでの問題発見デザイン能力を修得する。

　６.情報化社会における情報処理技術者が備えるべき倫理判断力を修得する。

　７.コンピュータを介した人間と人間、人間とコンピュータ、コンピュータ同士の豊かなコミュニケー

ションに基づく人に優しい情報化社会の実現のために、以下の専門技術について何れか一つ以上

を修得する：（ア）ネットワークアプリケーションを開発構築・維持管理する基礎的技術、（イ）マル

チメディアコンテンツを開発処理する基礎的技術、（ウ）コンピュータヒューマンインタフェース

を開発構築する基礎的技術、（エ）人間の知性・感性を知り応用するための知性・感性情報工学に

おける基礎的技術。

＜教育方法＞

　「初歩から基礎、更に応用・発展へ」という無理のない学習の流れを考慮して、多くの講義、演習、実

習課目が学年進行と共に開設されています。

＜評価方法＞

　JABEE 教育評価方法に準拠し、アウトカム評価を行っている。卒業要件を満たすことによって本コー

スの教育目標の達成が保証されるようにカリキュラムおよび個別科目の教育内容が設計されており、教

育の質の保証が行われています。
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　土木環境工学科　

＜教育理念＞

　本学科では「建設設計コース」と「環境共生コース」を設けています。建設設計コースでは物理学を

基礎として「安全、循環、共生」が可能な社会基盤の建設、設計、マネジメント等の技術を担うための「環

境のわかる土木技術者」の養成を、環境共生コースでは化学・生物学を基礎として「安全、循環、共生」

型社会実現に向けた環境の評価、保全、マネジメント等の技術を担うための「土木のわかる環境技術者」

の養成を目指しています。いずれのコースでも「環境と調和した安全で持続可能な社会基盤の構築」に

必要な知識と技術の修得が目標です。

＜教育目標＞

　本学科では、日本技術者教育認定機構（JABEE）による技術者教育認定を受けており、JABEE の目標・

要件に対応した以下の 12 の学習・教育目標を設定し、この目標に沿った内容の教育を実施しています。

　(A) 技術者の責務の自覚

　(B) 技術者としての知的基盤の形成

　(C) 専門基礎学力の付与

　(D) 問題解析・分析能力

　(E) 学習および問題解決能力

　(F) 問題の把握および応用能力

　(G) 計画立案・管理・実行能力

　(H) 目標達成能力

　(I) デザイン能力

　(J) 論理的な表現・伝達能力

＜教育方法＞

　本学科では、上記の内容を下表の科目の中に含め、上記の目標を果たすのに適した教育を行っていま

す。

(A) 技術者倫理，測量学第二，景観工学 

(B) 基礎教育の数学，情報，自然科学，土木環境デザイン，情報処理及び実習等

(C)
土木材料，力学一般，構造工学，地震工学，地盤工学，水工水理学，国土計画，土木環境シス
テムの基礎工学

(D)
建設工学実験Ⅰ，Ⅱ，土木環境科学実験，環境化学・生物学実験，環境工学実験，測量学第一・
第二，応用工学，土木環境工学卒業論文

(E) 構造力学及び演習第一，計画学及び演習等，基礎工学，応用工学の演習科目

(F) 土木環境デザイン，構造力学，土質力学，防災工学概論等の基礎工学

(G)
技術者倫理，構造設計論，流域環境設計，交通計画，交通計画設計，都市地域計画第一，第二，
衛生工学設計，ベンチャービジネス論，品質管理概論，土木環境行政法

(H) 土木環境工学入門ゼミ，土木環境工学卒業論文

(I) 土木環境工学入門ゼミ，土木環境工学卒業論文，ベンチャービジネス論

(J) コミュニケーション
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＜評価方法＞

　シラバスに記載した評価項目について、シラバスに記載した方法（レポート、小テスト、定期試験）

により、JABEE の認定基準に含まれる評価方法に従った評価を行っており、これによって、教育の質を

保証しています。
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　応用化学科　

＜教育理念＞

　「新素材」「エネルギー」「環境」など、21 世紀における人類の発展、繁栄に欠くことのできないテー

マに対して研究、開発力を持つ人材の養成を目的として、その基本的知識、専門技術の充分な習得を目

標に工学基礎と専門教育、及び実験、演習など実践的な教育を行ないます。

＜教育目標＞

　基礎入門科目として、基礎有機化学、基礎無機化学、基礎物理化学、基礎分析化学、基礎生物学、基

礎物理学を１年次に、さらに、２年次以降に基礎科目として有機化学、無機化学、物理化学、分析化学、

電気化学、量子化学、高分子合成化学、材料物性、また、演習科目を有機化学演習、無機化学演習、物

理化学演習、分析化学演習と充実させて実力の強化をはかります。

　応用科目は３年次に化学工学、有機工業化学、無機工業化学、有機機器分析、無機機器分析などを行

ないます。

　また、１年次～２年次において、入門ゼミ、物作りゼミとして研究室へ派遣して研究の体験教育を行

なっています。

＜教育方法＞

　工学の基礎を身につけるため、基礎教育科目を、専門知識とその応用力を身につけるため基礎工学科

目、応用工学科目を実施します。

　さらに、入門ゼミ、物作りゼミ、及び卒業研究を通じて入学から４年間きめ細かい、少人数指導を実

施します。

＜評価方法＞

　GPA 制度導入により、修学指導を実施し、教育の質の保証を行ないます。
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　生命工学科　

＜教育理念＞

　生命工学は生物が持つ多様な機能を解明し、それらの応用を目指す学問分野です。本学科は、バイオ

テクノロジーによって解決すべき課題を自ら発見するために必要な幅広い専門知識と、その課題を高い

創造性をもって解決できる能力を兼ね備えた技術者、研究者等の養成を目的としています。それととも

に、地球環境と調和のとれた技術の創出に不可欠な生命倫理、技術者倫理の教育も重視しています。 

＜教育目標＞

　１年次では基礎に重点を置き、物理化学、無機化学、有機化学等の生命工学に必須の基礎化学と基礎

数学、基礎物理学を学びます。また、基礎生物学では生物に対する基本的な見方・考え方を学びます。

　２、３年次を通じて天然物化学、生化学、遺伝子工学、細胞工学、微生物学、培養工学、発酵工学、

食品工学等に関連した専門知識を修得します。これらと並行して化学実験及び種々の生物工学実験を履

修します、実験科目に多くの時間をかけ、実際に手を動かして生命現象を自分の目で見て考えることを

大切にしています。

　４年次では卒業論文研究を中心に、それまでに修得した基礎知識、基礎技術を駆使して各自の課題に

取り組むことによって、創造性の高い課題解決能力を身につけます。

＜教育方法＞

　講義とともに演習により、生命工学をより深く理解できるようにカリキュラムを配置しています。３

年生では微生物や生体物質を扱う生物工学実験を通して、教科書では学べない内容、技術を広くかつ深

く体得できます。４年生では研究室に配属され、卒業論文研究で新規の研究テーマに取り組み、研究能

力とともに研究内容を卒業論文としてまとめる能力を養います。

＜評価方法＞

　学部では各授業科目と実験、４年生では卒業論文研究で評価します。
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　循環システム工学科　

＜教育理念＞

　循環システム工学科は、持続可能な循環型社会の構築を目指し、従来の学問の枠組みを越えた異分野

融合の教育 ･ 研究を行うことを目的として設置された学科です。本学科の教育の使命は、循環型社会の

担い手となる人材を社会に送り出すことにあります。そのために、人間の行為によって生じるさまざま

な課題に的確に対応する論理的思考力と、それを支える十分な素養を身につけることができるように構

成されたカリキュラムを用意しています。学科の提供する専門科目を、「物質の循環」・「経済の循環」・「情

報の循環」という３つの循環をキーワードとして分類・配置し、現象をさぐる自然科学・技術のみならず、

人間社会と環境の関わりを探求する人文・社会科学の知識および技能の修得を重視した教育を行ってい

ます。

＜教育目標＞

　新しい社会を構築する人材を養成するために、数学・物理学・化学・生物学などの自然科学の基礎分

野とともに、人文・社会科学の分野からも経済学・社会学・政治学などを学びます。さらに、以下の各

目標に向けた科目として、物質循環・社会システム・数理情報の各分野に加え、それらを統合して全体

を見渡すための科目群が置かれています。

　１．地球上の多様な環境を、大気圏・水圏・地圏および生命圏として定性的・定量的にとらえ、地球

における大気 ･水循環や生態系などの多様な地球環境の成り立ちを理解するために、物理・化学・

生物に関連する科目を学習し、自然科学的なものの見方や考え方を身につける。

　２．さまざまな社会制度に則る政治や経済ならびにその他社会的な諸活動と、さまざまな環境問題と

の関連を理解するために、政治・経済・社会・経営・政策・科学技術論などに関連する科目を学習し、

人文 ･社会科学的なものの見方と考え方を身につける。

　３．自然環境や社会システムを数理・数量的に理解するために、データの処理やモデリングなどに関

わる応用数学・統計学や情報技術を学習し、数理科学的なものの見方や考え方を身につける。

　４．社会におけるコミュニケーション能力を高めるために、さまざまな対象の分析結果などを他者の

分野や考え方を考慮し、適切に伝達するためのプレゼンテーションやディスカッションなどの技

能を身につける。

　５．現代社会が内包する諸問題の解決に向けて、それらを総合的に分析・評価し、分野を越えて協働

するためのコーディネート能力を身につける。

＜教育方法＞

　１年次および２年次前期においては，主に基礎的な科目ならびに共通コア科目を履修し、２年次から

順次専門科目を学習していきます。その際には、各自の興味・関心に合わせて特に深く学ぶ分野を選択

することができます。３年次後期の循環システム実習では、４年次の卒業研究に向けて各研究室への配

属を行い、それぞれの分野における学習・研究スキル基盤の形成をめざします。卒業研究では、研究の

多面的な展開ために、中間発表を行って異分野の視点からの助言・指摘を受け、論文の充実を期します。

＜評価方法＞

　試験、レポート、小テスト、筆記試験等により受講生の到達度を評価します。随時、多様な指導・評

価形態をとることにより、教育の質を保証します。修学指導は学科スタッフ全員で担当し、学生個人に

対しては主として個別の指導を通して教育効果の向上をめざします。
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　クリーンエネルギー特別教育プログラム　

＜教育理念＞

　クリーンエネルギー研究・技術分野を先導し、国際的にも通用する高度技術者、研究者となるために

基本的教養、基礎学力、専門学力のバランスの取れた教育を実施します。

＜教育目標＞

　クリーンエネルギー研究センターの教員が関係分野（応用化学科、燃料電池ナノ材料研究センター）

等の教員と協働して教育を実施します。学部１年次よりクリーンエネルギー研究センターのゼミに積極

的に参加して最先端の研究に触れることや社会人研究者との交流を通じて自己の目的意識を高める教育

を行います。

＜教育方法＞

　まず、自然科学（化学、物理）と数学の基礎教育を行います。これと並行してクリーンエネルギー入

門ゼミ、クリーンエネルギーゼミにより燃料電池や太陽エネルギー変換材料・システム、環境科学の最

新の内容を教育します。基礎工学・応用工学分野では、化学・材料科学の専門知識と実験技術を教育し

ます。３年次後半より、研究課題を選択させ、関連する基礎的な学力と研究法の初歩をしっかり教育し

ます。

　学部を卒業後、面接試験のみで大学院・修士課程に進学することができます。修士課程では、基礎か

ら応用にわたる広い研究テーマから修士論文テーマを選択させ、当該分野の先端的研究・開発を遂行す

るための教育を行います。なお。修士１年次では、国内又は海外の企業や大学・研究所でのインターンシッ

プを実地体験します。

＜評価方法＞

　学部１年次は学期ごと、それ以外は学年ごとに単位取得状況と GPA による修学指導を実施し、教育の

質の保証を行います。
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　ワイン科学特別教育プログラム　

＜教育理念＞

　ワイン科学における高度な専門的知識と技術力を持ち、ワイン製造に対して熱意を有するスペシャリ

ストの育成を理念とします。

＜教育目標＞

　バイオテクノロジーに関する基礎科学（微生物学、有機化学、遺伝子・細胞工学、植物生理学など）

に加え、ワイン科学に関する専門的知識と技術（ブドウ栽培・育種学、ワイン製造学、ワインの機能性

および評価学）を学び、ワイン科学の広い知識と実践力の獲得を目標とします。

＜教育方法＞

　学部４年間と修士２年間を通したカリキュラムにより教育を実施します。１～３年次は、生命工学科

の学生とともにバイオテクノロジーの基礎を学びます。さらにワイン科学ゼミやワイン製造及び体験実

習、インターンシップなどで，ワイン科学の初歩的知識と技術を習得します。４年次および大学院修士

課程においては、講義、実習、インターンシップ、特別研究、修士論文研究等により、ワイン科学に関

する専門科目を実施し、ワイン製造における課題解決ならびに研究開発能力を育成します。

＜評価方法＞

　授業評価は、科目毎に定めた評価方法に従って評価します。
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